


建学の精神

理 事 長 水 田 清 子

211仕紀を迎えて， 1仕界の中の日本というテーマの一屯要性は， さらにいちたんと深まって

いくことでしょう。この国際化の世紀を生きる，豊かな感性と知性と，確かな知識，技能

を持つ荘々しい人材を育成するために，城西国際大学が太平洋に臨む広大な九十九里至近

の地に誕生いたしました。

房総の地に出生し，数次にわたる蔵相，自民党政調会長等の要職を歴任し，戦後日本の

政治経済に少なからず寄与してきた清廉な政治家，故水田：：：喜男の「学問による人間形成」

という理念を建学の精神として，学校法人城西大学は 1960年代の初めに発足いたしまし

た。

それから約30年，新生の城西国際大学は，その建学の精神を共有し，継続してまいりま

すが，さらに，〈国際社会の中で生きる人間の人格形成〉を，本学の学間と教育の目標とし

ていきます。

大きく変わっていく時代とともに，大学もまた日々新たな活性化を求めなければ，その

役割を果たすことかできませんが，人間と教育の原点は不変です。城西国際大学では行い

人々か〈学ぶことを通して自己のIIJ能性を発見〉し，〈率直さと公平さ〉をふんだんの規範

として生きることを日指します。ごまかしのないスポーツの世界におけるようなフェアプ

レイの精神をもって，国の内外で，人生という広いフィールドで， }Jいっぱい活動するた

めに，朽い人々か育っていく希望と抱負と魅｝jに満ちた場として，城西国際大学は，これ

から新しい年輪を刻んでいきます。
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はじめに

学生便覧は，つつがなく学生生活を送るための道しるべです。高等

学校時代とはちがい，主体性をもって自主的に行動しなければなら

ず，とまどうことも多いと思います。大学のしくみはどうなっている

のか，単位はどのように修得するのか，休むときはどうしたらいいの

か，課外活動は，下宿は，経済上の間題など，次々に疑間が浮かんで

きます。そのような時， この学生便覧は一つの方向を示してくれるこ

とでしょう。あらかじめー読し，大学生活をより充実して過ごすこと

ができるように役立ててください。

また，輝ける城［！り国際大学の祈人生語君を迎えるにあたり， この学生便覧に盛り込んてある内

容を，直接ことはで説明するとともに，諸枯一人ひとりの質間に応える，次のような機会や制度

を用怠しております。

1. フレッシュマン・セミナー

4月8l l （土） ～ 4月 91 l (| l) （経営情報学科）， 4月7日（金） ～ 4月8日（土） （田際経営学

科）， 4月9[1(11)~4月10日（月） （福祉環境情報学科）， 4月4ll（火）～ 4月5日（水） （国

際文化学科）， l月 5日（水）～ 4月6II （木） （福祉文化学科）， 4月6日（木）～ 4月711 （金）

（国際交流学科），学科ことに—＾泊二 Ilて，自然の中て教員と学生との交流を図ることを目的とし

て実施いたします。

2. オリエンテーション

4月 11 l (t) ～ 4月101l （月）の間，学部ことに実施t)たします。なお詳細につきましては，

オリエンテーション時に説明いたします。

また， 2年次以降のオリエンテーションては，それそれの年一次において必要な’Ii項を説明いた

しますのて，必す出席してくたさし、0

3. アドヴァイザー制度

アトウァイサー制度とは，皆さんか「［鳴祭社会の中て生きる人間U)人格形成」という建学の精

神を，具体化していくのを援助するものてす。皆さん心人ひとりか， 十分に能｝）を発揮し，個性

を伸はせるように内仔教員か，勉掌卜の指将をはしめ人り'Jを’I濱りのさまさまな間題に対して，個別

U)アトウァイスをしてくれます，なお，具体的なことにつtiては，オリエンテーションにおいて

況明し心しま



j L_____________________j L_________ ！至126号l1イ11 入Ii 
]―- -- -_)し---―---- ＿__) I （「三:門 /；~L----IIj~:／□~駐亜場口 の

9: •ヘ

II口 □口／―-i □ 
! I! I 

l {生広:[ -0 1／こ ＼こ
＼ 

, |. 
!, ： i 

I .］ ← ［ ／／口／一ー：-）
ゥ I 戸ーロ B棟口二 1口旦〗9[

II " 也 ／口 ／／ 1 クフウノト 11 

| l | /―二／ I I ¥ I 

／口／口!(；ー／



コリドール

---F棟ヘ

→ゴ一
" し

| 1 

'1 
'1  

＇ 

- ― →  I 

I 

／ I I 

本部棟

ーロ丘 ター

宰

'-

ーニ
一三

ー／二 1

三 I
本部棟1階

lセントラルスパイン

水田記念ホール



A棟

F棟 F棟

入試課In澤い丁n丁 (M 2階）

2 f:’!＿-tーロ＿）レ I'. ［三゚゜口
rマ•

← ， -， ， 
ー：一，

> . JにしhBーl0 ] ］ 」i l ― .[． ： i / 
-•----， ←- -i ，： ブ＂手-:,ィ -,9--!,'＇,! lー

＇ l ノ̀ヽ―-」 ＇ ' ―J ―’ 

: 。 0 0 9-_f:]; •ヒ＿」n n ~_J ,1 

』:）ぶ 99l“．ノ'j 胄 『福祉教介
へ,―、--, -^ r ，I、-‘-ご-／--卜 d 1 ， ←丁 -,X、ト

センター し-唸言~,. 二］主：

c棟
[ i Bl (I l l 

ニデ 10 

」I常勤，溝帥宇

D 

゜
G1棟 G 2棟 G 3棟

ヽ

1 
゜

D棟
「I--□ 

A • B • C • D • F • G杉東 1 粋皆
B棟



A棟 F棟

A(）人，，式対策宇
教Li研究＇ギ

： → ：F201~210： ↓ ： 
--'--よ— 4 --L -上--』--Lーー'--L --

c棟

●
’
'
し

'
,
0
,
＇』＇,＇
P
'
’
貰

宇務,' ，
 

B2(17 

B巳{J8

B20¥I 

¥-
LL教‘が2 !ー
A2(13 9 

情報センター事務室，~

教員研究宇

I)21)1 

¥ 
D21)8 

(，2 1 1 : I 

.,..-「疇―→―す］――， 
- -〒--! F2l l~218' ， 

,I_,
＇ 二
，
’
＇

l

□]主 フリゾン ，`9:： フリノノ

(;'.!(Iii 

G1棟 G 2棟 G 3棟

B棟 D棟

A
 
゜

鬱

c
 

R 魯 F
 

• G棟 2階



A棟 F棟

教li研究宇
9 | l t i 

: "'1,、3(ll ~ 31 (I ， 
：ら，

← -～l → -l--'—• i -J --」--L -J --,-_ 

B31)8 

）ぶi(19ト d| d B3(）2 

r,↓，し抜ド日セ •9~-i‘ センター 133113 

セミ J-一宇 セミナー字

B:J!l B:HJ I 

B3121 i I ~ IJ:l05 

c棟

` 
B 3 1 4 

B棟

り
，
9
1
1
E
ーー．
t

ー

¥

T

-
[

-

―

 

J

-／
 ，

 

L

.

，-

9

9

9

9

9

 

G 1棟 G 2棟 G 3棟

A • B • C • F • G木東 3 ~皆



A棟 4階 A棟 5階
A 1(）1~A ll(j 教員irJf究宇 A5(）1~A518 教員研究室

I l | l I I I I I | 1 
A 411 

：ロ
A 426 A 507 

A 42 5 A 506 

A 4(）H I A 51)5 

A 4(）7 1 A 504 

A 4(）6 1 A 50:i 

二
A 502 I I A 51:l 

：三
A 512 

A 419 I A 5ll 

E¥. I 

I:> に］ ピ゚5(）9 

A4(）ロ

ドAllIl 

l l 3 

A 40:l I I I I A 111 

□ 
A 413 I公，，砂

A 4 1 2 



9̂  - - - - -―̀ -------------------

'「 -食こ 口 l I 

2階

ロニ〗一凰ニr- -r 
:] 

2 〖昔

「 ーロ

1階 1階

第 1食堂 第 2食堂



-------------------- ----- --
- - - - , 凪鍼 I ～̀-~ 

サプエントランス

テニス CI-Iヽ

Ill 

部室
コ~

1~14 

1階

1,～円2→□...＿こ•-.. 
中 2 〖皆

総合体育文化センター 1階



ヽ

＼
 

／
／
 

/
/
、

、
口
‘
〗
r
/
,

← 
I I I I l l 1 9 l l I I I I I I I I I I I I I I I I I l l 1 1 9 1 I I I I I I I I I I I I I l l l ll I I I I I l l l l 1 9 l l l l l l l l 9 

EV 9 

＿

X
 

此心場 l

2階

総合体育文化センター 2階



学生生活のしおり

学生生活のしおり 1 



16 

学生生活のしおり

学 生 証

本学：ての学生，J[番号は，学籍番号およひ身分，J［明内番号てもありま

使用され，字牛の個人名にかかわるへきも U)

在字中あらゆる場合に

所属学部学科はアルファヘットてぷし， つきの四ケタ(})数字は人学年次をぷすも(})てす。学生→

'』を紛失したり破担しな tヽ よう大切に保持し， 次の1i項を守ってくたさし＼，

1. 学’l...Lil［は、 本学学生てあることを』［明するものですから， 交付を受けて必す携閤し，本学の

•• 2

3

 

教職員より提ぷを求められた場合は，提ぷしなけれはなりません。

人学時に交付します。卒業時に学生，I県に返還しなけれはなりません。

学生，I正によって各種，1［明，i::ぉ '‘f害IJ等か発行されますのて，晶載'-li項（氏名，住所，通学区間

学牛証は，

勺了
、J) を変吏する場合は，速やかに学生諜に届け出て必すnhl.. ：＾を受けなけれはなりません。

．

．

 

4

5

 

試験にあたってば芹’lml]-.(}）捉ぷか義務つけられてしヽます。

学生nl［を紛失もしくは著しく破担した場合は，［学生』［再発行願J

んてくたさし）。

を学牛諜に提出し申し込

6. 卒業，退学およひ除籍の場合は，学生，」［を返還しなけれはなりません。

学生証のアルファベット記号

学部

学科

経営情報学部・・・・・・・・・・・・B

経営情報学科・・・・・・・・・・..I 

国際経営学科・・・・・・・・・・・・B

福祉環境情報学科•… ••E

人文学部・・・・・ •H

国際文化学科••…•L 

福祉文化学科… •··S

国際交流学科••… •K

研 究 生・・・・・・・・・・・・S

科 H履修生・・・・・・・・・・・・A

学生証番号（学生番号）の見方

（条怜'i均↑青袢枯‘‘芹f斗）
I 2 0 0 0 ~ 1 0 0 

↓
所
属
学
科

B

↓
所
属
学
部

'
↓
人
学
年
度

↓
個
人
番
号

↓
所
属
学
科

B
'，
↓
所
属
学
部

福祉環境伯報学科）
BE  2000-100 

↓ ↓」↓
所所人 個
属属学 人
学学年 番
部科度 号

（国際経営学科）
B 2 0 0 0 -1 0 0 

↓ 
1 亨
年番
度号
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（国際交流学科）
HK2000-100 

↓ ↓ ↓ ↓ 
所所入 個
属属学

学学年 盆
部科度 号

（福祉文化学科）
I-IS 2 0 0 0 -1 0 0 

↓ ↓ ↓ ↓ 
所所人 個
属属学 人
学学年 番
部科度 号

（国際文化学科）
H L 2000~100 

↓ ↓ ↓ ↓ 
所所入 個
属属学 人
学学年 番
部科度 号

連絡事項

大学から学生への通知事項等は，すべてマグメディア（電動波動掲示板）または掲示板によっ

てお知らせします。掲示を見落としたために、必要な手続きがとれなかったり，修学に支障をき

たすことが生じることがあります。毎H機会あるごとに各掲示板を注意して見るように心掛けて

ください。

なお，マグメディア及び掲示板の設置場所は下記の通りてす。

マグメディア： A棟第一学生ホール前

Bl04教室前

F棟第二学生ホール内

G3棟前

板： B棟西端BlOl横（学生課）

B棟西端エレベータ隣（教務課，全学科共通）

A棟第一学生ホール内（学生課）

Gl棟 l階通路（経営情報学科，国際文化学科）

Gl棟 1階通路（学生課）

Gl棟 3階 （大学院経営情報学研究科）

G2棟 l階通路（福祉文化学科，国際交流学科）

G2棟 3階 （大学院人文科学研究科）

G3棟 l階通路（国際経営学科，福祉環境情報学科）

掲 ホ

授業関係

ー 履修申請

1. 囮修巾請とは，所属する学部・学科のカリキュラムの中から学習すべき授業科目を自ら決

定し，所定の様式に従い学部＇い務室に提出することによって，自己の学習計画を確立すると

ともに，叶1請した授業科日について股修する権利を持つことになります。

学年の始めに行われる履修申請の手続きは，非常に屯要なものでありこの手続きを怠った

り，誤ったりすることは，その年度の履修が無効になったり，授業を受ける権利を放棄する

ことになります。そのようなことでは進級，卒業にも支障をきたすことになりますので，特

に留怠して叶1,Wff続きを行ってください。

また，学年の始めには腹修についての相談期間を設け，諮れの疑間にお応えします。期間・

場所については，紺年オリエンテーション時にお知らせします。
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II 投業時間｝<

廿、1f 限 ー I I III N ＞
 

I l :l: | li] 9 :30~ 11 :oo ll:20~12:JO 13:35~15:05 15: 15~ 16: 45 16: 55~ 18: 25 

※経宮伯報学部直祭経‘,；；［浮科ならひに人文学部国際交流学科に配‘りされてし)るりt,［li

科日（必修およひ •部 U)選択科 I]) u)投業時間は l•五心とは悦なる場合かありま

III 

※定期試験'?}U)時間は、変更することかありまずのて掲ぷに注息してくたさし＼

投業llか間閑l}< 

授業時間割は， A・B・C・Dのクラスもしくば芹藉番号によって編成されていますのて，

白分の所属するクラス＇序を確かめて，履修， 1|lUliを立てるようにしてくたさい。

たたし， ト訊位）例のように学科共通科ll笠ては，所属クラスに［月係なく科目を選択すること

かてきます口詳細については，本使覧に載る‘'｛：部こと 0) 「／復修0）手,JIとf続き」

たさしピ

を参り{，-且/てく

授業時間割表の見方

［例］

95年度生以上のコマ・コード

2166 (0101) 
法の精神と役割（法学A)
(B 105) 

2256 
カ・熱・電磁気
(B209) 

2066 (0301) 
人間研究 I （人間と自然）
(ClOl) 

森
田
（
正
）

星
野
谷

科目名

95年度生以上の科目名

教員

教室

教室番号の見方

教守番号の頭のアルファヘットは棟を表し，後の数字て教室番号を人しますのて，校地・建物

配iiり図笠を参苔にしてくたさし'o

（例） c
 

1 0 1 

Cは棟番号 1 D 1は教窄番号

w
 

休 H
内

1
.

＂2
 

担甘教員から連絡かあり次第，掲ぷにより連絡します。 また， 始業時刻から30分以t経過し

ても教室に連絡のない場合は，学，‘＇｛ Iいlt務室まて間し)合わせてくたさい。

＊交通機関の運行停止と授業について

交通機関の連fii亭1L（ストライキまたは自然災古なとの場合） の際における投業の取扱いは，

JRか始発時連行倅止の場合に限り全ll休講となりますのて，

ださし'o

ニュース速報等に l•分注怠してく

＞
 

，ヽク 席 II Ii 

やむを得ぬ叫訂て投業や試験を欠1，危した場合は， 欠席届 1こ診断内または理由，りを添えて学部
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市務室て検印を受けた後，授業担‘_Li教員に提出してください。なお，欠席届0)用紙ば学部1i務

室窓llに用怠してあります。

学籍関係

休学（学則第37条，第38条，第39条，第46条）

病気その他やむを得ない理由により， 3か月以 lこ出席することのてきない者は， l天師の診断情

または理由因を添え保証人連署のうえ，休学願を学部，#務室に提出し，学長の計胚Jを得なけれは

なりません。

なお，休’芹期間は 1年以内とし，り 1き続き休学を要する者は，改めて願い出ることによって更

に1年，通算 2年まて休学することがてき，休学期間は在学年数に含みません。なお，休学を許

n［された者は，休学期間中の授業料および施設設備費の平額を免除する。

復学（学則第38条）

休学していた者か復学する時は，原則として学期又ぱ］を年の始め 1か月前までに，医師の診断

書または理由内を添え保証人連署のうえ復学願を学部直務室に提出し，学長の許可を得なけれは

なりません。

また，復学後の科目／復修守については，学部にr；務室の指導を受けてくたさい。

退学（学則第40条）

やむを得ない理由により学業を継続することかてきないときは，その理由内を添え保証．人連署

のうえ，退芹願を学部，#務室に提出し，学長の許i1]を得なければなりません。

除籍（学則第47条）

授業料及ひ施設設備費の納人を怠り，督促を受けてもなお納入しない者は除籍されます。

再入学（学則第41条）

1!•口りな罪由により退学した者か，その罪由を解消し‘げ業0)継続か III能となった時には，頓い出

により再人学を謹11Jされることかあります。

なお，再人学願ぱ芹年の始め lか月前まてに，学部'li務喉に提出しなければなりません。

転部（学則第33条）

転部を希惰する者は，学年の始め 2か月前まて1こ，転部受験謹11J願を学部'li務室に提出し， Iり「

屈学部長0)II’i叫を得て受験することかてきます。

科目等履修生（学且IJ第54条～第59条）

本学学部における投業の脱修を希咆する者は，予期又ぱ戸「の始め 1か月前までに，科［l存履

修生受験願を予噂1いli務‘吃に提出し｀人学0) ［[I―•HI を得なけれぱなりません。

研究生（学則第60条～第66条）

特殊な研究に従'ltしようとする行は，研究’t：-受験屈を学部’I9務室に提出し，人浮0)謹Iりを得な

けれはなりません。



20 

授業料および施設設備費

I 授業料

1. 年間納人韻を前）リl分およひ後間分U)2間に分内り納人してくたさし)し，なお，大学から納人枷

込lll紙か， ，1) ］ 1．．句 (Ilij期分）およひl(）月 U1J（後間分）に送付されますのて，必す所定の

「投業料胃納人枷込lll紙」を使lllしてくたさい

2. t受業料負担行は， I泉則として第 4呆&1E人とし，変史かある場合は「投業料負担名変史IHi」

を経即謀に捉出してくたさし＼

II 施設設備費

紛年度授業料と同時に納人してくたさし＼〉なお，納人枷込月］紙は「授業料守納人伽込用紙」

を使用してくたさいこ

lll '．l}柏により，長業料およひ施，没設備費U)納人にとI;，、いをきたす場合には，「投業料延納願-を

経理謀に捉出し，相談してくたさい。なお，！廿紙は経兜諜窓lIにl1]怠してあります。

学生相談

1況安や悩みかあるときは，ひとりて杓え込ますに相談にきて卜さいc tll，淡することは人に頼る

ことてはなく，よりよい'tき力をするための柏極的なfi]］てす、）

皆さんの相談に応しるために『学牛相，；炎室］かあります。 tll,；炎員は，星野兄＾教授，柏木繁男

教投，栄木レタンキェノフ教授てすC} 相，；炎llにつし＼ては，掲ぷt)たします。

相，，炎かあるときは， まず学生諜窓l]にお越しトムさし'o個人の秘密は固く守りますのて， こ迪慰

なく「‘‘r'：生相設室」を利用してドさし＼

アドヴァイザー制度

アトウァイサー制度は，それそれ担‘り教員を‘！しめ，各担灯教員か語村に t)ろt'ろなアトウァイ

スを行う制度てすC,；者1tU)担‘11教員や叶しいことについては，フレッシュマン・セミナーまたは

オリエンテーションにおいて況明いたします。

健康管理

健康を保持し， 1,;り進させていくことを l1的にセンター棟 1I特に［矢務室かあります。怪我をした

とき，体の調fか退¥し)ときなと，迪磁なく利用してくたさい。

I 定期健康診断

本学ては1iji14月に定期健康診断（内科検診， X線検診，身体測定，検尿，聴‘t'i）を実施し
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ており，健康診断0)糸記凡精密検在の必要な了生には，掲ポにより連絡いたしまず。

なお，健康診断を受けなかった場合には，健康論断占の交付かてきなし叫）て，指定llに必ず

之診してくたさしピ l.［むを得なし寸1!！由により芝診てきなかった学生は，病院もしくは保健所存

U)健康診断，il［明りを学生諜に提出してくたさし) （この場合は白費負担となります）。

II 遠隔地被扶義者nll̂9

灰燎機閃を利用するとき，保険，i正か必要となりますU)て， 白む通学以外は在‘‘i賃［明，りを白＇む

に送り，迫尉地被扶義者，，正の発行を受け，＇常に携閤してくたさい。

III 健康相，i炎

健康 l:U)ことて悩んたり林lったことか生した場合は気軽に相，；炎に来てくたさし) I!｛l"ll欠やカ

ウンセラーも—緒に相，ー，炎に応します。

奨 学 制 度

奨学制度には、大学独自の水田奨学牛制度， ll本育英会および地）j白治体存の育笑責食があり，

それそれの部署て取り扱っています。

I 水Ill奨'、TI:．制度（学務課）

学校法人城西｝く学創立者水田・＾．喜男先生の育英の理想を実現するために設けられ，城西国際

大学の建学'(})精神にt!ljり，優秀な'、[It(}）顕彰と， さらなる育成を l／的として，成粕・人物等優

秀な者を大学院研究科におしヽては，各専攻より 1名，＇` ；：部におし:ては，各 ',j:：年・各学科より 1

名を選杓し，授業料(})一部として年各nJoo, ooo円(})奨‘芹金か授りされまず。

II 水1廿国際奨予：金制度（＇芹務課）

学校法人城［麻｝ぐj:：創立者水111―こ喜男先生(})育英(})即想を＇［現ずるために設けられた水 lfl奨学

生制度ととも 1こ，城l}り国際大学字't(}）[!il|；祭的な勉学を奨励することをl1的としまず。本学庁＇：生

の場合は， JEAP制度による留字， ii/i外から(})留学It(}）場合は，姉妹校またはこれに準する大

学からの留予生か対象となり，長業料(})^ 部として 500,000円をl.̀．限とし，奨掌危か長りされ

ます。

IIl 1 1本育促会 ('‘jを'1詞果）

l 1本育英会は， 1 1本育災且、としヽう仏律によって設立されたいl(}）育英機閃て‘，人物・学業とも

優秀かつ健康な学'.tて， 「として経済的即由により修芹l木］難な',J:：生に予責を貸りする制度てす。

ll本育英会奨学金には，弟・ム種奨学金，きほう 21プラン奨学金(})-．．種類かあり， 1年生に閃

しては作 2lil] 4) 1と10月・ 2年'.t以 tは年 1[r1| 4 月に募集か行われます。奨学’l•-．出願受付は、

学’l五，果て取り扱っており，躾集(})案内についてはすへて掲小します(})て，必す，況明会に出席し

て出願手続きに不備(})ないように心掛けてくたさい。

1 ・ 第．frfi奨学金（無利 f貸り）

第秤奨学金は，砂守学校在｀［中に 11本育災会かおこなう，令[F]＾斉ぶ験によって採用され

るも (})(f約特別奨＇｀；を '1) と人学人字後出 1判l し採川されるも(})と •Hi姐ありま
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大学出願ての学力の見準は， 1年生か闘校ての評定か 3.5以 l̂．0)者， 2年生以上は大学にお

ける学業成績か l：位 1/3以内の者てす。

貸与月額は，自宅通学か50,000円，白宅外が60,000円てす。

2 きほう21プラン奨学金 (1i利fft与）

きほう 21プラン奨学金は，大学人学後出願し採用されるものてあり，貸与する金額には利 j'̂

かつきます。利率は，現在2.2%（毎月見直す）てす。

大学出願ての学））の基準は， 1年生か高校ての成績か平均水準以l亙^の者， 2年生以tは大学

における学業成績かおおむね平均水準以卜の者てす。また，特定の分野においてに優れた責質

能力を有すると認められる者てす。

貸仔月額は， 30,000円 •50,000円 •80,000円・ 100,000円の中から選ふことかてきます。

3. 予約進学者

予約進学者は，指定Hまてに「進学届」およひ「住宅届J（自t外通学者のみ）を学生課に

提出しなけれはなりません。期限までに日本育英会へ提出しないと，せっかくの資格を失うこ

とになりますので卜分注應してください。

4. 在学届の提出

邸等学校在学中に日本育英会の奨学生てあった者は，人学後直ちに「在学届」を学生課へ提

出してくたさい。この届け出がないと大学在学中奨学金の返還が猶予されません。

5. 奨学金の支給と返還

奨学金の支給は，各個人名義銀行伯金ll座に日本育英会より直接振り込まれ，返環は，卒業

後に預金口座から自動振替となります。奨学金は，国民の税金と返環金が主たる財源てすのて‘,

卒業後の返環金は，後輩学生の将学金に循環運用されます。返環の義務を果たして，初めて，

奨学金制度が成り立ちます。

6. 奨学生の成績について

奨学生の成績は，毎年大学側から日本育英会に報告された成績不良・単位不足者は，要注意

者とされ， 1り料］奨学金の支給を倅止されます。たたし，休学の場合はその期間の奨学金の支

給か停廿され，退学するとその時点て貸与か終了となりますのて，休学または退学する場合は，

必す学生課へ巾し出てくたさい。

N 地方自治体等の奨学金（学生課）

茨城県，新潟県，船橋市等の各都道府県または市長村の奨学金や交通遺児育英会等の奨学金

かあります。ただし，これらの奨学金については，大学を通じて募集しないものがありますの

で，中し込む場合は早めに各窓口に問い合わせてくたさい。

v 留学生への奨学金（学生課）

外国人留学生に対し， l1本国際教育協会や平和中島財団等の奨学金があります。募集につい

ては，掲ホしますのて見逃さないようにしてくたさい。
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住居関係

自宅から通芹できない者は，通‘？可能なところに「住」を確保しなけれはなりません。「住」

ぱ芹生生活を充実させるために大切な条件てす。大学ては，通学に便利な環境で勉学条件にかな

ったところを紹介しています。，羊しくば芹牛諜に相淡してくたさいcぅ

アルバイト

字'tぱ芹間に専念し，これを通して人格形成につとめるべきて，アルバイトに多くの[1寺間をさ

くことは決して好ましいことてはありません。しかし，やむを得ないときは勉‘ヽ戸にさしさわりの

ない{f:1iを選ひましょう。

なお，求人については，学生課の掲示板て紹介しております。

施設・用具使用

本学の体育施設・教室は，」［諜授業およひ課外活動て使用していますが，時間の謹す限り一殷

学生にも開放しています。施設や用具を使用するときは，学生諜てf続をしてくださし％

拾得・紛失・盗難

学内て物品を恰得・紛失したときは，‘芹生諜に届け出て拾得届．紛失届に必要渭項をよ人して

くたさ t)。拾得物は学生課前の拾得物ケースに保管してあります0)て，学生，，果に巾し出てくたさ

い。なお，盗難にあった場合は，速やかに学生諜に届け出てくださし 'o

また，普段から盗難防＿ll.0) ために，各自の持ち物の保行・竹理には l•分江怠してください。

忘れ物

、げ内ての忘れ物か多いのて，持ち物には必す，学籍番号，氏名をよ人してくたさい。なお，忘

れ物は，拾得物ケースに保行してありまずのて，＇、因 I訂果に 1|Iし出てくたさし ),3

拮得物ケースにi留まった品物につしヽては，｛f3 i"I (7 / J, 12月， 2月）処分します。

学用バス

学牛・教職員｝flに束以・蘇我・大網・成束・東危駅から大学迄，学用ハスを迎行してしヽます。

平成11年4J lより，大輻に増便されるとともに，成束使も枡設され， JI：常に使刊になりました。
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｝ぐi:：周辺は，駐巾禁l卜になっており 9,IlJj.lli場にも限りかありますのて，てきるたけハスを利／fj

するようにしてトムさいc

＊現金ての乗中：はてきません c ハス利）廿券を学生諜の窓llて購人して卜さし＼

学用バス時刻表

［東京便］

束皐^ 駅発

7 : 4(） 

15: 30 

K‘芹発

13: 10 

18: 30 

［ 蘇我便］

蘇我駅発

8: 25 

8: 35 

大学発

9: 20 

9: 30 

10: 15 12: 50 
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［成東便］

大学発 成束駅発 大学発 ）＜網駅発 束金駅発

※ (1使）

(2使）

(3使）

(4使）

(5使）

(6使）

※ (7便）

5

3

0

0

0

0

0

 

4

4

4

1

4

1
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．
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．
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．
．
．
．
．
 

8

0

]

3

3
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l
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15: 50 

［学用バス運賃表］

述賃（片道）

5

0

0

5

5

5

 

0

0

0

2

5

2

 

•••••••••••• 
9

1

2

3

3

5

 

l

l

l

l

l

 

16: 05 

束以便

6001リ

学l-1-Jハス利用共通l[l]数券

9: 20 

蘇我使

200円

9 : 55 10: li:i 

大学発 束危駅発 ）く網駅発 大学発 成束！5）！

16 : 25 16 : 55 17 : 10 

大網便

1001り

成束便
---

100円

3,000円 (33枚綴り）

2,000円 (22枚綴り）

※ l使と 7使については，人網駅及ひ束金駅にも連打します())てこ利用ドさい。

---・----―| 
l 
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自動車通学

現在，交通事故は毎日のように発生し呼い命か奪われています。 'li故によって学生一生活か阻害

され，修学か囚難となることもあります。 1i故[r_1J避方からも白動車通字は見合わせてほしいもの

てす。

たたし， ltむを得ない1中［月により白動車通学をする者は，必す駐車場（学外・ 1i料）を利用し＿

ご＿E-さい_o_＿人学周辺道路の違仏駐車は，地域住民か大変迷惑しますのて，絶対駐中禁廿てす。

なお，学内へ0）［ドの乗り人れも禁止します。

諸届

I 住所変更届

本人・第一保証人・第二保証人の住所を変更したときは，所定の用紙かありますのて晶入のう

え，速やかに学生課に1苗け出てください。

II 保証人変更届

家庭の都合て保証人か変わるときは，所定のIll紙かあります(})で，は人のうえ，速やかに学生諜

に届け出てくたさい。

III 身上異動届

本籍地・姓名を変更するときは， 1折定(})用紙かありまず(})て晶人のうえ，速やかに学牛課に届

け出てください。

N 学生団体設立

学生か学内におしヽて団体を設立するときは，学生通則第 5条を参照のうえ学生諜に屈け出てく

ださし％

その他

I 大学への屯話による間い合わせ (1」:,lif定・休溝•その他授業及ひ試験に関することなど）

には一切応じられません。必要あるときは必す登校(})うえ，掲ぷにより確認、するか’li務室窓ll 

に間い合わせてください。

II 人学の機閃てはありませんか，浮’l:'(}））＇}ム＇じ援護を I]的とする文部省(})外祁 l• 、ll 体に，〈内外学

生センター〉かあり，アルハイト，住ましヽ紹介(})ほか，奨学援助，保健診燎， lWt会館(})述常，

竹理及ひ外LI1人留学生の援助・内外字生の交流宵:(})＇ li業を行なってし)ます。

（取扱時間） 、ド ll 9 :30~11:30 13:00~16:00 

休 11 LIW, I 111/i!, 祝11,りオ叶l始` （iij ¥＇r:11じ念Il (7 l l ll l) 

［東京学生生活相談所］ 志 161 束以都祈附Ifl：沿合l-17-l（西武糾術線 ド落合l!J.（前）

（アル Iヽイト，特別相淡，短期貸付芥(})業務） 合 ()3-395l-9l(ll
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：アルハイトの無料紹介合 03-3951-9105

：特別相淡 合 03-3951-9105

：短期貸付 合 03-3951-9105

：留学生札l談コーナー 合 03-:3951-9103

［東京学生住宅相談所］ 苛 16() 束泉都糾侶区四谷121(JR四ツ谷駅 四ツ谷113分）

(1ii舎の紹介，特別相談育住まし）の業務） 合03-3359-0633

介
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諸願・届一覧

種 類

休 学

復 学

退 学

欠 席

転 部

摘

合 03-3359-0631

乞 03-:B59-0631

合 03-3359-5997

要

願

願

廂

届 やむを得ぬ1i伯て授業や，i式験を欠席したと

1叫か発生したとき，速やかに学部＇れ務室

て柑談の I•• ， 手続きすること

きー

î‘ ー屈

保，JE人変更届 保i;ll:^人か変わるとき

身 I▲＾沢動届 本絣地異動・改姓名'9ヽりかあったとき

紛失届

拾 得 届 'li由か発牛したとき

盗難届

施設・用具使用頻 大字の施設・用具を使用したいとき

学生団体登録）tti 提ぷにより指ぷする (5月）

団体設伽午III願顧間教員か必要

授業料延納願 やむを得ぬ1i柏て，授業料の納人かおくれ

るとき
'- ------------------------ ----------------•ヽ•- --

授業料仇担打変更屈 投業料負担者か変わるとき
ー•一•- -- - ．- - - - - - 9-• ・・一• -- ．． - - ． •-. ． - - .. - - -• --

JIJ紙配布窓11

学部'li務室

什ム）叶変更届本人又は父母，第 2保nll：人の住所を変史し 浮牛諜

たとき

提 出 先
ー・一 ー• - - • -

学部事務室

「.,•• 

,＇’ム

-----.  -• -•一• --

学部事務室 担‘・り教員 ， 

（学部Fh務‘哨）

学部1i務喉 学部直務室

学生諜

学生，，果

学牛諜

学牛課

学 1:・,；果
... 

学 生諜
... 

経 理課

経岬課
---- ----------------- ---

学 牛 課

学 牛 課

字 生 謀

学 1．．．課
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学生通則

第 1条 本学学生に関する規定は関連法令に記載されたもののほか，この通則に定めるところに

よる。

第 2条 学生は入学前に提出した個人調在票・学生個人別カードの記載事項に変更があったとき

は，そのつど速やかに学生課に届け出なければならない。

第 3条 学生は学生証の交付を受け，必すこれを携帯し，本学教職員より提示を求められた場合

は，いつでもこれを提示しなければならない。

2 学生証は毎年学年始めに交付する。なお， 2年生以上については，前年度の学生証と 4|

き換えとなる。

3 学生証を紛失したときは，匝ちに学生課に届け出て再発行を受けなければならない。

4 学生証の所持資格を失ったときは，直ちにこれを返納しなければならない。

第 4条 学生は，毎年 1回本学施行の健康診断を受けなければならない。

第 5条 学生はその本分を自覚し，社会的な規則・マナーを遵守すること。他の人に対する暴力

行為・セクシュアルハラスメントなどは決して許されない行為である。また，これらの

行為を目撃した際には速やかに学生部，学生課へ申し出ること。

第 6条 学生が学内て団体を結成しようとするときは，代表者と顧問教員（本学専任教員）を定

め，所定の様式に従い，代表者およひ顧間教員が連署・押印をもって学生部長を経て学

長の許可を得なければならない。

2 許可された団体は，毎年 5月末日まてに団体名簿を学生部長に提出しなければならない。

提出のないときは解散したものとみなす。

第 7条 本学は，多様な文化的背景をもつ学生か世界各地から集まっている国際大学である。し

たかって，本学において，特定の政治的・思想的および家教的活動をしてはならない。

また，政治的・思想的およひ宋教的団体と認められるものを組織してはならない。なお

かっ，学外においても，大学名を使用して同様の活動をしたり団体を組織してはならな

し、

゜
第 8条 学生団体が学外団体に参加しようとするとき，または学外において本学名を使用して団

体活動をしようとするときは，代表者および順間教員の連署・押印をもっで芹牛部長を

経て学長の記1Jを得なけれはならない。

第 9条 学生か学内において梨会を開こうとするときは，代表者はその 7日前までに所定の様式

に従い，その日時・使月］しようとする施設・その他必要'lt項を出載のl・＾，学生部長に願

い出て記I:IIJを得なけれはならない。なお，集会の終［後その糾果について学生部長に報

告するものとする。

2 lifj項の集会は，午前 911、frから後 5廿かまての間とする。

第10条 学牛か学内外において文内の配布及ひ掲ぷをするときは，その責任者氏名を記載した文
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内を提小し，所定の様式に従い学•It部長の rl'f11J を得なけれはならなし 'o

2 前珀U)掲ぷは，本学）祈虻0)掲ぷ板に掲ぷするものとし，その掲ぷ期間は 1週間以内とす

る。

第11条 学生が芹内においてt恥釦調化署名連動，投票及ひ奇付募集なと，本学教職員，学生，

外米者笠を対象とする行為をしようとするときは，あらかしめ学:11:部長を経て学長0)叶

可を得なけれはならなしピ

2 flfj項に定めるれ為の点任者は，そ 0)打為実施に関してば‘jを生部共の指小に従うとともに

そ0)糾果を報告しなけれはならない。

第12条 学ctか，学牛通則あるいば芹内諸規則に違背したと忍められるときは，‘'芥則第68条に見

つき懲戒0)対象となる。また，学牛団体か'’;：It通則あるいは学内語規則に迎背したと，忍

められるときは，活動佐止または解散を命する。

付則

この規則は平成 6年4月 1日から施行するく｝

この改止は平成11年 7月 1Hから施行する。



証明書センター

（学生課内）

1 証明患芯ご）タ― | 
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証明書センター

証明，l｝センターは，センター棟噌皆巾務室内の＇］を／l：.，；果に附き，各種iii［明内の受付•発行を取り

扱っています（）発行する証明内の種類と手数料については，次貝の「証明書発打一覧（別表）」

を参照してくたさい。

証明書の申し込みおよび発行について

1. 学生証を使用して』［明，り自動発行機て所定の操作をしてくたさい。

2. 証明書は即時発行されます。

3. 証明内の種類によっては，窓口て中し込みし， ll数のかかる』［明内もありますのて注怠し

てくださし、0

4. 証明書の有効期間は 3ヶ月てす。

5. 電話および郵送による証明書の申込みは，原則として受け付けません。

6. 学生証は ICカートなのて折り曲けたり，磁気0)傍に近つけないてくたさい。

学生旅客運賃割引証（学割証）についての注意

1. 学割証は，片道の区間内において， 101kmを超え，帰省等で利用する場合に使用すること

ができます。 (JR各社のみ）

なお， 15名以上の団体て旅行する場合は，団体割引か利用てきます。

2. 学割証は， 1回の交付て 2枚まてとし，年間 10枚まて発行することがてきます。（連輸省

規定）

ふ 他人名義のものや叫人巾項を勝手に因き換えて使用すると，本人か処澗されることはもち

ろん，大学全体の学割訛発行停止処分を受けてしまいますのて，使用には注意して下さい。

通学定期について

軍車の通学定期は，最奇の定期券発売駅の窓LIに学＿f：t証を捉ポして購入てきます。

ただし，バスの場合は，通学証明書（証明古センター発行）を添えて購人して下さい。
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証明書発行一覧（別表）

種 類 手数料 交付期間 受付および発行

在学証明書 200円 即時 証明書センター

成績証明書 II 
l | 

I! !} 
！ 

------ ---- --------------・ 

卒業（見込）証明書 FF II !! 

健康診断証明書 JI ll 11 

---------

奨学金証明書 ＇ 

” 
II II 

ー•- -------- -～  T• - -•- t —-•一•-- --~ --•--•-------••-•ー・——-----•

資格証明書 ll i ll i ll 

--------~-------~------------——•• --

推薦書（進学用） !! ; 5日後 !! 

-------l ー・••―- ~ •• -- -- -•• - ---- -• ••- --• ••- -••.... I 、 - -• •- • - •-- ---- ------ •—- --

推薦書（就職用） !! ll ， 就 職課

！！ JI 証明書センター
’一—- --- ----- ------ -----

調在書（就職用） II 7日後
ーし―― 就——--職-- 課

即時 証明書センター

学生証（再発行） 1,500円 7日後 !! 

＇f いら 割 証 I無料 即時 II 

---------
十l！ 一ー•

通学証明書 II 即時 II 
i 

----—• ---

廿寺



将来のみちしるべ

（就職課）

1 将来のみちしるべ I 
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将米のみちしるべ

請けの人生に屯要な怠］又をもつ「進路(})選択」につし：て，現丈的およひ将米的な助，iと指導を

行なうところか「就職部てす。

1年't.2 年生には述し〗先(})こと(})ように思えるかもしれませんか，就職は決して卒業学年に

なってから考えれはよし)とし)うも U)てはありません。人学llかから，将来U)進路につし戸ご真剣にぢ

える学生は，平索(})授業ても好奇心をもって間くことかてきるのてはないかと思います。以ドに

述べるような1i柄を十分に注屈をして，就職部て打なう，忍J.，liには積極的に参加するよう心かけ

てくたさしい

就職部の活動は，就職委員会か中心になってり間の就職指導方針を立案し，令員に対して就職

適性試験を実施し就職適性を判断することから始まります。 3｛い欠(})9月から就職カイダンス，

就職試験対策溝座，個別面接指祁なとをスター）、させ，キメ細かし)}沈職指導をおこないます。さ

らに，就織希惰者は，インターネソトや就職図，lf-コーナー，企業個別ファイル方を利川し、 卜分

な情報を手に人れることか出来るようになってし〗ま

大学時代に何かひとつてもよいから，資格を取得したり特技を身につけることは大切なことて

す。 TOEIC, ワープロ検定などの責格てあっても，スホーツてもよいし，もちろん白分の専攻し

だ判閏てもよし叫）てす。嬰は，よりよき社会人になるために 4年間を悔いU)なし）ように努））して

ほしいと思います。進路について相淡したいことかありましたら，就職部に迫磁なくおいてくた

さしい

主な行事予定

1. 就職カイダンス （各学年 4月， 3年次 9月～ 1月）

2. 職業適性検行 (3年次 9月）

3. 就職セミナー (3年次 9月～ 2月）

4. 進路登録カート捉出 (3年次 10月）

5. 業界研究会 (3年次 10月～ 2月）

6. 就職試験・公務員試験対策講座 (3年次 9月～ 3月）

7. 面接リハーサル (3年次 2月）

8. 就職活動体験発表会 (3年次 2 } l) 

9. 企業研究会 (3年次 2 J l) 

※ 詳細は掲ホにより連絡します。



図 書 館

I 図書館 I 
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図書館

大学図書館とは

）ぐf図内餡は，そ U)）、]了に所属ずる＇｛：生・教職員に対して，教行および芹（ボ I研究U)|［liて刊月］サ

ーヒスを行うことをそ U)韮本的な使命として¥)ます

本予図内館は，教fì liff究lllU)図り・雑，よなとU)資料U)収集，幣月!(I l録の作成等C) およひ貸

出，参杓業務（求める胄料およびI青恨U)人「:)j且、U)f助け）へ、りを行し）， またこれら U)業務を行う

ため U)語施設を備えていまずこ

図書館の利用にあたって

蔵内数約105,000冊

利）ll責格 'j:•It，教職l i，そ U)他図内刹ijくか，1’l• I]［した行

開館時間 9:30~20:00U:．曜 LI9 : 30~ 17 : 00) 

休館 l l l l IIf『Il ・祝祭Il •本‘芹OIl立叫念 I l (」）l 281 1) . 1!J• l l ())第 ll l llf『Il 

※旦期・冬期・介期休暇l|IU) （木館，そ U) 他 1揺i,11 、1j•U) （木館'‘りは，そのつと褐が板 aかに案

内を出します

※図，り館を利用する場合は，＇‘因 l漏1［を必ずお打ちくたさいc

館外貸出と手続き

図，り館責料を介fi外て利用する場合は，すへて文付カウンターて貸出・返雄・延長手紐きか必嬰

てす。禁閤出図M・参考図，り等の I‘又1;りは，館外貸出しはてきませんのて図内館内て利用して卜さ

し)
し

1． 貸出冊数およひ貸出期間

学生，研究牛およひ聴，溝牛̂ ,.．．．． 3冊 1週間以内（貸出・返却日を含めて 8ll間）

大学院生・・・・・・・ • ・ ・ • •・・・・・・・・.......... 10冊 1ヶ月以内

2. 貸出「：紐き

図贋叡）図内を館外に借り出ずには，貸出を希吃する図内と学牛証を受付カウンターヘ提

出して，必咬な「：続きをしてくたさい

手続きをしないて図力を持ちたそうとした場合は，罪由の如何に閃わらす，所定の手続き

か必要になりますから，充分注息してください。

また，貸出期間中てあっても貸出図情を他人に貸りすることはてさません。
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3. 返却手続き

必ず返却期限内に図，りをお返しください。（閉・休介行時はフックホストヘ返却することか

てきまず。）

l． 貸出期間の延長

図因を引続き似りたしヽときは，返却期限内に受付カウンターヘ図，いを持参して手続きをし

てくたさい。貸出 f約されている場合やぶ験期間中なとの場合を除き， 1 1nlたけ史祈てきま

す。また，貸出閲間中てあっても，餡長か特に必要と忍め，返遠を求めたときは， i打ちに返

遠しなけれはなりません。

ふ 返却期限趙過

間限まてに理由なく図内を返却しないll、Irは，場合によっては貸出冊数を減らしたり，図，t｝

館(})利用かてきなくなる場合もありまず(})て注怠してくたさし)

6. 図内の破担．紛失

即廿l(}）如何にかかわらす，刊｝廿者か図，りを破担・紛久した時は弁間していただきまず。

7 . i i：：ヽ怠'l i項

1) 図苫館(})責料は大切に扱し）， tりき込み・ l1}t1i『]［はしなし)てくたさし',)

2) 館内ては静粛にし，飲食・喫煙はしないてくたさい。

3) ;j午1)［なく，集会や，印刷物の配布，貼紙守はしなしヽてくたさし'o

」） 所持品は各白て貞仔をもち，買屯品ば常に携悶してくたさい。

5) その他，他人に迷惑をかける行！ぶ恥図，月館に閃する秩序については図，り館員の指ぷに

従ってくたさい。
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図書館内閲覧席および書架配置図
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図書の配置

11本 l・進分類法 (fll内，洋 tり）

網 目 表
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言語
日本語
中国語東洋の諸言語

英語
トイツ芸nロ
フランス語
スペイン語
イタリア語
ロシア語
その他の緒現語

文学
日本文学
中国文学，東洋文学
英米文学
ドイツ文学
フランス文学
スペイン文学
イタリア文学
ロシア文学
その他の諸文学
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情報科学研究センター利用案内

伯恨科学研究センターは，ム，＼棟 21料『U)円形U)屯り教‘脊（ム・＼2（）」） U)隣にあり，教liの研究利）ll,

投業・セミ牛や舟化学生U)教fi利Jltl, およひ職員による '.l}務処即U)ためU)Jt[,ij利Itl施設てす

3つの屯り教室は，利用時間内なら t)つても白由に利）llてきる，オーブン方式を採用して t)ま

すいて，授業以外U)布き時間は日由に利ltlてきますし

たたし， B206教室はllfl放時間か指定されてし¥まずいて注息してくたさし＼

1. 三日r又し 備

インターネット Illワークステーション -l合

教育用パソコン 屯算教窄 l (A204) 51台

屯算教喉 2 (A205) l(）台

屯算教辛：｝ (B206) 31台

多目的教室 (C l (）4) 18台

|｝し1:̂Jヽ ソコン室（（ぷ301) l(）台

lりLI I ::I,¥,tii itit}l'i: (（; 3 (）7) 6台

研究用パソコン 教員研究室 108台

事務用ハソコン 70台

情報コンセント 教員研究室，教室，セミナー芍｛，図甚館，学生ホール

2. 主なソフトウェア

MS-Office, ＿太郎， Lotus1-2-3, Visual Basic、 COBOL85,Photoshop, Illustrator, 

Director, PCA会，i!-, FORTRAN 9(）， 日本泊実践

3．利用時間

9 : 00~ 17 : 00 (f̂．耀 l19: 00~ l 5: 00) 

4. 利用上の注意

(l) ‘rじ算教室内は飲食販禁てす。

(2) フロッヒーティスクは，各白て用怠してくたさし'o

(3) 無断てシステムの設定変更をしないてくたさい。

(4) 連絡1i項存は，センターHij(}）掲ぷ板て案内します。

(5) その他，他人に迷惑をかける打柘ば慎しみ，屯り教‘喉内に閃する秩Jド存1こついては，セン

ター職員の指ぷに従ってくたさし、0

5. 講習 会

伯報科学研究センターては， 1人ても多く U)学生にコンヒュータの知識およひその利｝l］技術
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を修得してもらうために，，溝料会を1開催しています。

6. 学生サポート制度

「コンピュータ演習」「情報メディア演習」や「プログラミング演習」の授業において，学

牛．が先生の補助をしています。詳しくはセンターヘお間い合わせください。

7. 情報科学研究センター配置図

A• B棟 2F

．
 

PC 10台
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1 国際文化教育センタ― | 
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国際文化教育センター

学校法人城l叫大学IE]|；祭文化教育センターは，広く [1]際Irlりな視野のドて物'liを苔え，行動ずるこ

と(})てきる人間の行成としヽう，本学U)刑念を具体化するためU)研究と教育を 1l[lりとして， 1985什――

4月に剖設されましたし

こ(})センターは，今Il U) ttt界と 11本とり相Ii.＿認識と J咀解を深めるため， Il本文化を中心に，ヨ

ーロッハ・アメリカおよひアシア・アフリカ文化の個別『tと関連‘性を把握する予際的な比較文化

研究を行うこと、それを通して人権(})‘Iパりの進展に岱りすること， また女性(})社会的な ‘I巧;u)丈

現U)ために必疫な責料U)収集・充実をはかることなとを日的としていまず C

これらの目的を迩成するためにセンターては洞外の大＇芹との提携による教員・研究者・学生の

研修や，留‘、Tt国）栢極的な芝人れなとを拡允していく機閃として広範な活動を行っています。

初代センター/1/f長には，子校払人城両人字の常務即'liてあり，本学U)学長てある人文学部の水

川＇ぷ f教授か就任しました。水田教授は1961り，束皐都立大‘f：大学院災米文学科修l：課程在学中，

フルフライト奨‘、i：：生としてイエール人^ ＇、ド人^ ＇芹院に留子:, 1970年1li]大学て博 l：けを取得，以後メリ

ーマウント大学，スクリプス）ぐf:,1Hカリフォルニア大学なとて比較文'、[:U)研究と教行にあたっ

てきました。そU)20年にわたる在米経験から，日本に1見l心のある泊外国の人々かl1本文化と社会

を理解する(})に役立っために災文，i.tREVIEW OF JAPANESE CULTURE AND SOCIETY 

の発行を企血し，削l1」号を 1986年に由」しましに以卜かその内容 (Il 4く[{iによる l1次）てす。

創刊号／特集・日本および日本人論

坂lI 安凸咆沿論 (19l(｝） 

きたみのる 気迎い部洛周湘紀行 (1946)

加藤 周• I l本文化の雑種性 (1955)

梅悼忠火 生態史観から見た Il本 (1957)

作田 啓ーム 恥の文化再若 (1964)

,iJ馬遼太郎 「堀り日本史 (1972)

米山 俊1t'l: I l本人の仲間怠識 (1976)

井L 忠ri」 「間間体」の構造 (1977)

加 藤 秀俊習俗の社会子 (1977)

河合年雄 「占＇恥山神請における中窄構造 (1980)

鹿野政直戦前・「家―(})思想 (1983)

畠 弘已／
ユートヒアとして(})「中根「枝／11本タテ社会」論 (1985)

w・スミス

谷川健．、Ii;t|lt詞・ l1本）0）魂のゆくえ (1983)

富岡多、[Ji、f 短糾小況『時間内ll」



第二号／特集・日米経済摩擦

青木 保（大阪大学教授） 文化の否定『t

・一う「［ 野康（日本銀行副総裁） 国際化する経済と金融政瑣

大場 行満（国際危融伯搬センター｝軋lil之）通過間題の行Jj

糖澤 tll)こ（経団連常務丹11i) 日米経済摩擦の現在と将来

IEJI寮文化4攻ffセンター 947 

黒澤 洋（日本興業銀行itilj頭収） 銀行家の tlから見たlFl際命融の諸間題

KIiDi 窮（｝じ大蔵省1i務次宜） 財政再建問題と経済靡擦

増Illみす f（作家） —＾人粋らし

第三号／特集 •Women and the Family『女性と家族』

第ミけてぱ 11本U)女性か現在変容されつつある日本の家族とどういう閃係をもっているかを瀾

べて，比較0)ためにアメリカての女『tと家朕の状況を紹介ずる詞文も掲載しています。本りに掲

載されたものば芹校法人城［iり大学国際文化教育センターとスタンフォート大学女性・シェンダー

研究所か｝．催した第— -|ll]環太平汗女性学会ふ［テーマ＝女性と家朕J (1989 り~3 月 28l lから301]ま

て）て発表された論文から選はれました。

水Ill :i＜ ［ （城西大学国際文化教育センター噌k)／女竹と家族の現在 序にかえて

t野千飢f̂（以都梢椎）ぐ戸助教授）／変貌する責本制と家父長制

―-ll本の女性＿，似近の20年

シルヴィア・ J・ヤナギサコ（スタンフォート大学準教授）／シェンダーと家朕の変容

-H系寸ltとごjlt家朕をモデルに

洛合、也、］こf (lnj心ti：大学，溝帥）／近代家朕と日本の文化 l l本的母fl月係を解き Il に一—

闘橋 道（^ （束以学芸大学助教授）／働く母視と家朕 ー J'-i共にとっての母視像

星野 澄f (ll」学院大学講師）／しヽま，なせ「）＜婦別姓」なのか

ーさまさまな牛U)選択に向けて一

戸沢茂澄 l'▲ （闘齢化社公をよくする女性の公）／ I闊齢化ずる社会と視「・大婦閃係

_Itき方の模索と変化

ミリアム •M・ションソン（オレコン大予教投）／アメリカの家朕，愛・結婚·セックス

ーとう変わったか？

藤枝沿（ム（爪都粕If~ ）ぐ［教投）／ 11 本における［＇性的暴）j」と離婚

女性にたし＼する暴）jとはなにか

マリリン・ヤロム（スタンフォート大学女'『tllf究11fil i［研究員）／近視姦 アメリカに

おける状況 一般古れとセラヒー U) 叫録—

シンホシウム［女『［と家／j久：ホストファミリーリ）丈験1／富岡多恵 J'" （作家）， ［野「餡

J＼水Ill‘ぷJ＼ ミリアム •M· シコンソン，マイラ•H・ストロー Iヽ（スタンフォード大

学助教授）



認

第四号／特集・ women'sSelf-Representation and Culture 

第四けては，父竹社会())文化U)中て， 女‘『I:．達か女性の日己}<I見につし：て，葛藤し苫l判して、か

ち得た成果を確認ずると共に，ホスト）年業社会の背景の立味を再杓し，女性の文化と表現の可能

性につしヽてII｛伽義した「第車ll環太‘l，_汗女性＇、（’:会ふ（テーマ＝女性の日己｝ a見と文化〕J(1991り:3

月281lから30日まて） U)内容を特集しました。 I泉文U)まま lf次を掲けます。

Lilli(l i/ S l{o hI IIS() i l 

Si lC]11 (i[｛} l ('l(`  

Ka訊 l((）S(/cgl/SIl 

Michel[（；且lz

M(lril)＇il }砂））／1

Mmjorie Emsco 

E. A}lH Kul)[（l}l 

Yvonne Rainer 

Yu!wri Fujimoto 

Amlu LeulI S(l}'ubiu 

Noriho Mizzda 

E. Aizn Kaplan 

Aml(l (）gi}1(） 

Amw Lealz Sm砂 1/l

Auita! Ronell 

Women on the Job: Work Life or 

Real Life'? 

Authentic Self-Representation and 

the Temptations of Irony in Recent 

Australian Migrant (non Anglo-

Celtic) Women's Writing 

The Narcissism of Female 

Representation and the Professio-

nal Writer 

New Images of Women in Modern 

Chinese Poetry: The Feminist Poe-

tic of Xia Yu 

Female Lifewriting : A Western 

Perspective 

Coming on Her Own into Her 

Country 

Women and Film in International 

Perspective: Where Are We? 

Where Do We Go? 

Narrative in the (Dis) Service of 

Identity 

A Life-Size Mirror: Women's Self-

Representation in Girl's Comics 

Womanwatch: Pioneering Feminist 

Broadcasting in the Philippines 

Symposium~ Women's Culture: 
Postmodern Expressions 

F11k11ko Kobayashi (Facilitatm) 

Poetry 

KaこulwSl,imishz 

ShirlじyGeok-lin-Lin 

Micko wulml(1加

M叫 oricEuasco 

Rumilw Kora 

Fiction 

Minafw Oba 

Little Planet 

Pantoun for Chinese Women 

Bliss 

Dream weavers 

Sprouts 

Birdsong 
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第五号／Natureand Selfhood in Japanese Literature 

1992年以，カナタのフリティッシュ・コロンヒア大学との共催によりカナダのバンクーハーで

間僧された囚際会，，義，「l1本文＇ドにおける自我と自然」における講演内容から収録したものてず。

占叫から現代に全る ll本文学の晶作品を深く訛み解き，そこに流れる Ilt界感を採りたし，白然

か日本文＇、ドにおいて如何に大きな影縛と感動を仔えているかを考えるこの会ふては多くの成果か

ありました。

Susumu Nakanishi 

Joslzua S. Mostozじ

Ted Goossen 

Toslzi!w Kislziclrz 

Susan]. Napier 

Norifm Miこ[Il(／

Fiction 

Shiro Nakayama 

Taelw Tomiok:a 

Language and Nature 

Self and Landscape in Kagero Nikki 

Connecting Rhythms: Nature and Selfhood in 

Shiga N aoya's Reconcilation and A Dark's 

Night's Passing 

Nature and Self in Modern Japanese Poetry: 

Hagiwara Sakutaro, Ito Shizuo, and Miyoshi 

Tatsuji 

Marginal Arcadias: Oe Kenzaburo's Pastoral 

and Antipastoral 

Symbiosis and Renewal: Transformations of 

the Forest World of Oba Minako 

The Shore of Low Tide 

Hats um ukashi 

第六号／Reexaminationof Modern Subjectivity in Japanese Fiction 
（近代1l本文学における「私」の内苔）

1992年にニューヨークて開催された’、ド会における発表をもとに，ふ計とセルフ・イメージ，私

小況とモテル小況，狂気なとの検謹や，女性．作家の作品を‘月時の男性作家への批判的反応として

虚みlf'iす試みなと，明治以降の11本近代文学の1存徴的概念てある「私」について再号を加えた論

文几。

客員糾集長＝関根英二（米国パーテュー大学／比較文学：）

Wql(l(i Tal(｛Ishi 

Cll(lrl(ls S~ In(）1(ye 

Ann Sherif 

L(、'l{．s[)ibhlc

lも仇(,≫(UL.Col)（'[(I Il (l 

The Vernacular Movement (ft文一致連動）

in Japan and the Formation of Selfhood 

In the Scopic Regime of Discovery : Ishikawa 

Takuboku's Romaji Kikki and the Gendered 

Premise of Self-Identity 

Salvation from a Barren Paternity: The 

Concept of Jlasculinity and Koda Rohan's 

Writings 

Mori Ogai: Subjectivity, Historical Change, 

and their Proper Language 

Shimizu Shikin's "The Broken Ring": 

A Narative of Female Awakening 
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e¥lし'11 1 (l立/I

Fiction 
r、.
l sl {sl1 1) 11(I Y[｛l(（） 

Modernity and Madness: Lu Xun, Soseki, and 

Irokawa Takehiro 

Water's Edge 

第七号／PhilosophicalPerspectives from.Japan and the West 

199l年6月（こ城山）＜了にて間催された l1|l繁シンホシウム 多｝じ化する IIt界とコミュニケーショ

ン」における発｝ぐをもとに礼叫、 川際化U)I叶代におし＼てぢえ）jか多｝じ化されてし＼くなかて，他打

とU)文庫U)あり）jを1！り［（、と 11 4り）i『＇釘 I’9]観），仄からぢ察した，詞久几

Mに11/r1,¥,(）｝'i/し’(）

T(IIIi Torl( 

l{ l • (` ll (l }‘(1 ]． l丸！＇｝ l ｀ヽI(＇l • I l 

Tahcda Szmzio 

Miこ11tw1i1¥111s11/zifw 

Tulmll(ISlI I • [lSl{｝＇（I 

S直oYaさukzmi

Fiction 

M(））'i M(/）'1 

Foreword 

Introduction 

The Retrieval of the Democratic Ethos 

Orikuchi Shinobu and the Song of Life: 

The Ancient Japanese View of 

Communication 

The Possibility of Critique 

in a Multi-Iし`ulturalWorld 

Community and the Law of Return: 

Between Ethics and the Question of Being 

The Criticism of Science and its Assimilation 

in Modern Japanese Thought: 

Phenomenology and Science in the Work 

of W atsuji Tetsuro 

Thorn 

第八号／特集・アジア女性をめぐる文化と社会の変容

1996年9)jに城［咀鳴祭）ぐi:'にて開催された「第 21ll| | 1中女性字会ぷ：アシア女『tをめくる文化

と社会u)変容～ II本と lh|1]を中心に号える～］て発｝くされた論文をl(）編と，ラウント・テーブル・

ティスカソション U)叫録なとを収録して t'ます。

Miz1(I(l Norilく（）

ll9ア(l(，、Izl • Y(［S l{l(（） 

Yu m(lzuki Tom (）/(（） 

Cll{1 1 1' .• 

Yagi Kimilw 

l-)(/ 1 1 (： l l. s t.\.• 

MiこIIlIINorila)， 

li r(I (•Il / • Y(ISl{}C’I) 

XII[ K((ll•(I(), Zll(lllg }hluil 

Foreword 

Introduction: We Come Together as Speak Out 

-Deconstructing Sexism in Culture and in 

Social Institutions 

Keynote Speech: On the History of Asian 

Women Exchanges 

Round-Table Discussion: Asian Women Change 

Their Culture and Society 



Women and Culture 

Lu Li 

X11K11n 

K(lmim111'q M(／S(／lC(） 

X瓜 Kcqiao

Kora lr10}ll~lI() 

Women and Society 

Tian He 

Usli ijima Clzilzi ro 

Clum Hui 

Wang Xiaodan 

[J(）Zl(mi AKiy(） 

Fiction 

（）忍zl,iMidorz 

|Ill寮文化敦育センター 3l 

Nukata no Okimi: A Bright Star in the History 

of Waka-The Poems and the Poet 

Chinese Women's Literature Since 1995 

Japanese Film and Women: The Works of 

l¥Iizoguchi Kenji and Naruse :Vlikio 

Women Disguised as Men: Longing for the 

Past in Chinese Cinema 

The Polarized World at the End of Fascism: An 

Examination of Hirabayashi Taiko's Blind 

Chinese Soldiers 

Migration of Labor Force from Rural Areas 

and Women in China 

Women's Working in Postwar Japan: The 

l¥1-Pattern and the Gender Differentiation of 

Occupations and Labor Markets 

Reform and Liberalization Policies and the 

Reemployment of Urban Female Labor 

Female Education: A Comparative Study of 

India and China 

Working Women and Child-Rearing in the 

Village 

The Cricket Girl 

第九号／ジェンダー， コロニアリズム，テクノロジーと“開発”

1997年1(）月 3l lに城両l叶際大学にて間催された 9[ll|；祭公間シンポジウム：ジェンダー・ 1iil発・

テクノロシー」における発表菰文をもとに編集されました シェンター，コロニアリスム，テク

ノロシーと “l}}］発”につし汽:, lF)際的かつ学際的な視、［ばからぢ寮した，誦文集てす，

Lisa Bloom Introduction 

Part I: International Symposium on'Gender, Technology, and "Development'" 

Josai International University, Japan, 3, October, 1997. 

（バorginaWaylen Analysing Women in the Politics of the Third 

World 

Sureslzt R. Bald 

w（l(,.hiいISI(/(（）

Iノ•S(IBI(） （） 1/l 

Ibrahim;}/. Samater 

Women and Healthcare: A Critique of USAII) 

Policies in India 

Swabalamban Bikas or Self-Reliant Develop-

ment: ~ epalese Women Activists in Develop-

ment Today 

Gender, Popular Science and,、'ational Cleogra-
phic in the Age of Multiculturalism 

Gender and Development: An Observer's Refle-

ctions on the JIU Symposium 

Part II:.Japanese Feminism's Relationship to National, and Colonial Concerns 
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l
3
 

lloltu ]］i(1(）11 

Ue/lo Clziz11ho 

Beyond Our Invisibility ・ Diverse Feminisms 

and the Quest of Japanese Women for Self-

Defined Identity 

'Reproductive Rights/Health'and Japanese 

Feminism 

Fiction 
Tomioka 1、(l(,I(（） Happy Birthday 

「Feviewof Japanese Culture and Society」Vol.1 0 

9日本映lIll［と「・歴史」を歴史化する

サンフランシスコ小卜［立大予教長（映像心文化比[I‘I'11ii) U)リヒ、ノ lヽも水Ill象 tいじ「をケストエテ

イターに招し＼て，映｛象と／f｛史の閃連甘をテーマに糾止されました"文''f:,fl公予，人類瓦メテ

ィア'‘fなとの分野て活躍する [L]内外U)研究者かさまさまな視）ばから近代ll本歴史を 11本映両を歴

史化することて1りぢ察した繭文見

Akim Mizzda LiJJJiit 

Iuxmwto Kenji 

Husc ]l(lS(ll(） 

Introduction 

From Rensageki to Kinodrama 

The Origins of Censorship: Police and Motion 

Pictures in the Taisho Period 

l\1ukud(ll• Chill(l｝’ii 

Mitsuyo Wada.Marcimzo Modernity, Cinema, and the Body: 

Analysis of the Shochiku Kamata Film 

JVakamono yo naze naku ka ? 

(Why Do the Youth Cry'! ; 1930) 

History in Film Style: On Absent Cause in 

Mizoguchi Films from the 1950s 

Postcolonial Conditions Explained to 

Japanese Children* 

Antigraphy: Notes on Atomic Writing and 

UKui sutoshi 

Akira Mizuta Lif!J!it 

Fiction 

Toni k{lkim(）ri 

Postwar Japanese Cinema 

Oan monogatari (The Tale of an Old Nun) 

センターては， これまての学術研究・交流の， ともすれは欧米に偏ったあり）jをあらため，ア

シア・アフリカなとも含んたクローハルな，より広く多様な異文化間(})相―lI．交流・相l［理解の視

、内、と閃係を作りたしたいと杓えています。その活動の要1仄を列叫するとド叫のようになりま

山 本学教員の国内外の研修，客員教授・研究員・留学生の積極的な交流・受人れ。

(2) 在学生の教育に真献する晶｝学セミナーはしめ各種課外活動。

(3) Lf]際交流， II本文化(})紹介，国際シンホシウムの開催なと。

(4) 比較女性文化研究(})ための責料・伯報の収1・交換，研究会・冴付訛l光・シンポシウム

などの開催。

(5) 機関紙，研究fiJり物，翻よおよひ英文 lり打物の発1J。
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これらの内，皆さんに特に閃連かある活動について汲叫します。

I。海外留学をはじめとする国際交流の推進

アメリカのカリフォルニア大学リハーサイト校 (UCR)とウェスタン・ミシガン大学 (WM

U)，カナタのカモーソン・カレッシ (CC)台誇の淡江人］：：他，』11大掌との姉妹校捉批およひ

中日の占林省延辺I匁学院との友好捉携か結はれ，＇汀 1り交流，＇‘戸生・教職員の交流か盛んに行わ

れています。

また， 1989年 1月からは[I:l際化時代に生きる感‘I"!と能力を打ったれしヽ人材を育成するための

本学校法人独白の洵外留学制度 JEAP(J osai Education Abroad Program:城 I川［鳴祭人学詢外

教育フロクラム）も発足しています (18貞～55貝を必誂）。

II.社会人・学生を対象としたエクステンション・プログラムの実施

「し)つからても，し)つても，たれても予へる」間かれたもう——つの大学＝コミュニティカレ

ッシ（エクステンション・フロクラム）。本＇、［ては，＇芹生，社会人，女＇『 I,外国人留字生のため

に既冨なコースとフロクラムを設けていきま

ますl}｝］，溝をf定してしゾる，溝IAh(}）内，＇ヽ f:／tu)責格取得や技能料得に閃する内容のエクステンシ

ョン・フロクラム(})概略を紹介します。

◎ INTE~SIVE ENGLISH講座

II常会請に必要な応川）jをつける「英会99［し人1"]，中級Jコース， TOEFL準備講）僅，英検準

1級， 2級準備，溝／半を実施。 1級(})合格をめさす「災検特，:JI［コース」なとをf定しています。

◎ TOUCH COMPじTER!講座

ハソコン検几ァll椋U) 「人門ハソコン，溝94[」，「人1"］ワーフロ，溝／小」，「ワーフロ検‘足受険準備J

を実施。史に腕をあけたい］jへ(})各晶）州を f定しています。

◎ 簿記会計特別講座

11 商簿叫 1 級・ 2 級• 3級印＼験対箪，溝Ikt(}）丈施。そ U)他，公，忍誌，Il:, (}）合格をめさす各

コースを f定しています。

◎ 宅地建物取引主任資格取得講座

|t]家責格(})'む地建物取引ll「打を取得ll的とした，受験対箪，，翡府をf定して tヽ まず。

◎ 社会福祉士受験対策講座

礼会似祉 f:l•Ll 家ぶ験合格(})ため(})1Hli1 4i (ilj，溝／小てす。各学1li[J.(}）l,L礎編，閃連知識糾を丈

施(})f定てす。

◎ 小売商検定試験（販売士）対策講座

小／Iし業紆‘i的に密礼し，白貨！,iiや lヽり/"Ji，りなと(})販ん業て(})フロとして(}),,I「明となる責格取得

をlI的とした，溝）小てす。

◎ 俳句講座

11 +:(})仏統〔にふれ，訓(1してし 1< rill|）小てず 四乍U)白然や IIに見える風景’Ji物，あるし、
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は内lhiU)感伯を［＾し文字に[1［して人現する俳句の鑑‘員と削造の楽しみを味わいます。

◎ 中国講座

タイエットや美容・家庭医‘戸に役立つ「中[k]気功」を実施しています。

また，掌校法人城l叫大学国際文化教行センターのエクステンション・プロクラムは，学：生

のみならす，職場や地域て1]立し新しい能力や技能を身につけようとする社会人や女性なと

のためにも Ill心、されてしヽます。地域の人々と本子学生か共に＇、 f？へる， lfi民講府的なプロクラ

ムとしては， 1lij貞O) I‘む地建物取り1日「責格取得，灌i-)州」や仇会[19[U)，溝／人にハソコン・ワープ

ロの人門，溝府のほか「インターネットヘの招待」なと教義を闘める次のようなプログラムを

実施， f定しています。



JEAP（城西国際大学海外教育プログラム）

JEAP（城西国際大学海外教育プログラム）/-—--
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JEAP（城lfLil叫祭）＜予詢外教育フロクラム）

I.留学

JEAP -Jo，ヽai(International) Education Abroad Program（城Ii卯 l［祭）ぐ白籠外教育フロク

ラム）は， I噌祭化時代を1わきる感＇『 lと能｝jを身につけるために設けられた本予独I’!U)向外留‘‘iシ

訓度てす

そU)且本）j針は，休j:：せす1こ化；紅9:U)ままて，姉妹校てあるカリフォルニア）ぐ/:(lJClく）や特サlj

な提携校てあるウエスタン。ミシカン人'、f’:(WMじ）およひカモーソン大予 (CC)に情＇ド（間間は，

6か月， 9か）], 111-）し，本‘‘;:'を 1{「間て卒業てきることてす C とくにし!CRては，仙l}ぐf1:il

の協心＇にもとつ t)て本］：りす＇ゾ l--9(j）ために特別(j)カリキュラムを糾んており，さらに， ]CR(Josai 

Center in RiYerside)に＇，情駐する ResidentDirectorかム人ひとり U)i]｛＇［:lj:_{j)学fl• iiJ［究と牛活

U)|II呻iにつし：てアトウァイスをイ」し)，皆さん(j)胄；を'l:＿／11iかド］ti’}に込られるような体間を整えてし)

ま

またしJCI< と /,i] 様に 4ゞ（と捉携l½l係を糾んてしヽるウエスタン・ミシカン）ぐ店 (WMし］）， カナタ

U)カモーソン。カレソシ (CC)と(j)JEAP協＇崖も、じ CRと1口］しように柏備されつつありまず C

1. 留芹に必要な条件

11) 4ゞドに lり以 l在字して tヽ ること、，つまり，胄／芹は 2り次以降に打うし、

(2) 単年次配‘ji科11(}）ili位を収得してしヽることこ例えは， 2年次て留'J:：する場合には， lり

次配‘ji科11u)単位を取得してしヽること

(3) 留‘i夕Il:i，臼か可能な英閲能力を修得してしゾること（

留字牛活を実り多し)も U)にするには TOEFL」(）（）、1仄以 l.4りりと出能力をもってしヽることか

州ましし叫）て，必嬰に応してll]|；祭文化教行センターU)エクステンション11/1}府を受識するな

として能）jアッフ 1こ務めること e,

【注】 TOEFL(Test of English as a Foreign Language)は，り贔hl住l()））く予へ冒ドする U)に

必要な英出力をはかる IIt界共通り災泊能）j試験 S,

2. 留‘jを11 1 U)授業’‘、ti

(1) JCR u)カリキュラム

• ]CRの本‘、i：教員による晶義・セミ＇：・合。

• UCR u) Intensive English (UCR・エクステンション掌存11による［外廿l人())ためU),ilf

字」フロクラム） C

・UCR'i囁I;u)艮業の履修 (1, 2科ll秤度 処れ）JU)条件あり） C

• UCR u)教反スタッフによる特：別カリキュラムし
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•本学学生のための特別晶学クラスての TOEFL 500、点を日標とした投業。

TOEFL 500点に到達すると， UCRのカリキュラムを自由に受講てきます。

(2) JCRの課外プログラム

• UCR o)図内館，テニスコートやプール、コルフコースなとの利用。

•UCR の多彩なエクステンション・プロクラムの白由な選択・受溝。

・企業・研究所・劇場・文術館・史跡なとの見学。

・個人または小クループての週木の小旅行やスポーツ観戦など。

・英語をマスターするためのテューター・システムの利用。

授業以外の時間伽こ，一対ーの英語の個人教授を，巾諮すれば受けられます。

3． 単位の取得と認定

JCR o)カリキュラムおよひ UCRなど留学先の大学のカリキュラムて履修した科日と単位

が，最高30iii位まて認定されます。

4. ホームステイ

UCRならひに CCは，配慮の行き届いたホームステイ・システムを確立しています。そ

の斡旋によって留学牛一人ひとりか適切な家庭に滞在し，家放0)一員としてアメリカ，ある

いはカナダの人々の日常生活を休験するこかてきます。費）IJには，術泊，食費か含まれて，

極めて安価てす。

5. 寮

WMUては，大学寮ての-生活となります。

とくに UCRては，最初の学期を終えたあと，大学の寮に人ることも HI能てす。

II. 交換留学制度

JEAPプログラムとは別に，姉妹校ての 8か月～ 1年を期間として交換留学生として派迎され

る制度かあります。

くわしい内容は国際文化教育センターにお間い合せ卜さい。

III.サマー・セミナー

留学まては衿えてしヽないけれとも，英泊研修と 1,;J時にアメリカやカナタの文化に触れたりアメ

リカの大地に立ってみたい人のために，以期休暇中に CC・ UCRにおいてサマー・セミナーを間

きます。また， スヘインのハルセロナ [l治人．，、げてのスヘイン[1[tiijf修，北取U)首都帥範大＇、戸ての中

国澁研修のコースかあります。セミナーの期間は， 2週間から 1か月間とコースによって沢なり

ます。

各コースとも， フロクラム(})内容に特徴かあるのて， 191分の Il的にかなうコースを選ふことか
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屯要てす。叶しくは，オリエンテーションに出席して1itlいてくたさい。

とのコースに参加する場合も，研修効果を似iめるために， JEAP |[l連科Ilから 1科日 (2単

位）を，サマー・セミナーに先立って／復修しておくことか惰ましい。

N．卒業後プログラム

4年て， JIじを卒業したあと， JEAPての留'i'：を希州する予19)ためのフロクラムも）廿心、され

てしヽる。卒業後の人生設』に留予.'を組み人れたし）学牛は， 11]際センターに相淡することい

〔留学に向けての履修について〕

JEAPて の 留‘f'：効果をより闘めるために，留学を希惰する学牛は特に次u)ことにit認して1復修

登録をすることか惰ましい。

l. 1年次必修0)英泊 IA, 英泊 IBは必す l．り次中に1復修し，合格しておくこと。

（これは留学を謹IIJされるため(})絶体条件てす(})て， くれくれも間違いのないように）

2. 英会請 Iを腹修しておくことか叩ましい。

3. Reading & Writingおよひ Speaking& Listeningなとは，学科設出U)必修科llなとの脱

修に齢‘,［かなし)ことを雁かめてから！復修すること。

註(l) 卜り英会，i,f;,Reading & Writing, Speaking & Listeningなとの科tlは留学のための絶対条件

てはありません。時間}<て必修科11と（じなる場合は必修科目を最炭先してくたさい。たたし，留

学効果をあけるためには）復修しておくことか望ましし'oあくまても時間表と照らし合わせて少な

くとも 1科llは脱修しておくとよい。

(2) スヘインおよひ中1t]（北爪）へのサマー・セミナーに関しては，特に参加条件はない。スヘイ

ン，冶，中日晶を股修している必要はない。
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JEAP参加への手順

ガイダンス

I 

申し込み

一璽――
-I-＿●――――――――――――――――――――――-＿―――――-＝――――=[ 授業開始

I 
9 1 | 1 

I TOEFL（第 1回）
ミシガン・テスト

1400点を目標□
i学部申請・選考

――' 

――
 

TOEFL 500点］

――
 

（他大学への留学も、

~I 
← 

/ 

――.'―――――-＿―――― 

4月に、留学ガイダンスを行＼ヽます。

留学希望者（未定者も可）は、まず事務室の

国際文化教育センターに申し込みます。

TOEFLおよびミシガン・テストによる到逹度

チェック。

TOEFL300．点をクリアーした段階で各所屎学

部へ留学の申請をし、許可を得ます。

学部や年次にしたかって、留学中に何を学ふ

かという学習計画や、単位の取得や認定など

についての助言と指導を得てください。

前出「JCRのカリキュラム」の項を参照。同

行の本学教授スタッフによる講義・ゼミ・プ

ロゼミや、 UCの数授スタソフによるアメリカ

社会・文化についての講義を受講しなから、

UCRのIntensiveEnglishなど、 TOEFL500!.'’’、

のレベルを目ざすレッスンを受けます。

500点を突破したら、 UCRの講義を自由に選択

して受講OK。

目ざせ、 TOEFL500点1

明るい南カリフォルニアの耕光があふれる

アメリカン・キャンパスの日々を

よく学ぴ、よく遊へ 1

これに従う）
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1999年度 (3月期出じCR'fUJEAP冒‘j:：U)流れを 1、試[U)スケシュールにそって出

発まてU)f紐き1見l係を進めましたいて参号にして卜さい。

l 9 9 8 { l l o l」(；Jく） 1入[{‘J;：/JJ冗{,i :. ｛兄{j { JリlI:J { 

（ふ付，りm:11{｝‘'げ能力，/11叫，月・健康謬断，i:魯 について i))f,l文）

12. l (火） l 111]オリエンテーシ丑ン

※JEAP'）、1池委ll公｛U<者ili／吊

※じCR}、了粕，I}& IIO:¥IESTA Y 1れ込内叫人）ぶ去汎叫

※J、スホート巾泊使餡＆情了ウィサ取得必笈'1り姐汎咀

1999W 1 /13 (1J<.) m 2 111]オリエンテーション

※UCR)ぐi罰，i；&lI(）MESTAY l|l込内捉出

(＇lj貞）

2 / 13 (t) 父母およ へJ)ゆ、［明会

※情＇f生活り込ん行全般心罰l

※ハスホート捉出間限

※じ．s.ウィサ巾泊，i］類提出

※アメリカ1沿月1吐＇l・治安状態心［明

※外貨購人・旅打Ill品況明

※買疑応怜

3 I 6 （上） 出発前最終オリエンテーション

※出発 II u)集合時間・場所のh狙忍

※日米出人l叶管即，1}類内容U)／憎認及ひ宮名

3122 (JJ) 出発

（以後U)i．な「紬き）

UCRレシストレーション

投業間始



JIU未来講座

—□iII111111 
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J I U未米講座

激動と激変())うちに2()|It紀か終わろうとしてし＼る今，私たちは。数多く(})希叩と， さらに数多

< U)幻滅か変位した2(ll1［紀U）軌跡を｀ようやく｛肘諏てさる地），圧に立 /Jて，そこから＇［ひなから，

新しい1tt紀を迎えようとしていま

急速に発展した科学とテクノロシーによ □て， 1几昇は柏報ネソトワークて瞬IIかに糾はれ、地詠

をベル）1話 l在］とさえする交通と交流か可能とな otこ、「lhiて，沢文化1廿lU)1況芯容と抗伯もまた深

刻化してし：て，混沌とした不透明な現丈は，祈し t)|lt紀におし＼てもなおつ’-）くことてしょう。

それても， 2l|1［紀は始まろうとしてしヽまず，、未来は木知な魅）jに祉1:Jちています，_祈しし噌f験と

新しいモテルを、と向して，ここから祈しく出発すること C 仇II『tと精神を 1肌り込ませていては「木

米」は視えてこなし叫）

核U)廃応紛争U)川際的解決，紆済発展と貧l木］U)丸lili, ＇『！凡から())解放， ’i'宙責源U)採介，環

境破壊につなからなし＼エネルキーリ）間発，都巾U)，没，，1,追伝 J’や牛刈1'iテクノロシーをふくむ't命

科学U)発展とコントロールの必嬰骨笠々、 2l|It紀に私たちか直1[11ずるさまさまな間起と，変容す

る文化と人間をみつめて，私たちは，！ ］lu未来講I人しを合11!1jし，スタートさせます，9

間学以木，多くの成果をあけてきた「JIU岱付，溝府」を， さらにひと ¥11]り）くきく成にさせた、

この 1JIU未来，溝府」は，それそれ U)分野U)最先端て訴耀されている凡牛方を招いて，杓い人々

のいきしヽきとした欠ll的閃心を刺激し， 自発的て j―_1本的な採求心を llさめさせる， フレッシュなテ

ーマを川、息して，に期にわたって1}廿設されま

それと 1[i]時に，こり，溝府を巾に受，溝するたけはてなく，テーマU)，没正や，，翻IllU)希州なとに学牛

晶村の声を反映させ，また9,；附1A(J）連似；なとにも学牛，消ltU)柏極的な参加を求め，［木米，溝附J

を，教員，研究員，大学院化学生のユニークな協働い場にしたし＼と苔えてしヽま

多様てハラエティに,,,;~んた数多くのテーマを学ふとともに' -つのテーマをさまさまな角度か

らより深く掘り 1ヽーけ， iり1鮒したり，参加者U) 一人ひとりか知識と息索と想｛象））U)翌かな 11f能1'Ilを

白分自身に発見する，私たちは， I木札溝lAt」をそういうプロシェクトとして成功させようと呼

ひかけます C

なお，本講府は単位制て，履修字牛には1折定U)iii位か，忍走されます。 1999年度U)概波は次のと

おりてす。

1. 1999年度未来講座の概要

木米，溝府は，本学学生かテーマことに研究活動を行う「フロシェクト研究」とそれそれの分

野て活蹄されてしヽる研究者，技術者による「，溝油公1U) 2つを柱として1m請［されます。

1999年度（初年度）の枯本テーマは，

テーマ I 「木来の都 rii ・建築•閲塙J

テーマ II ：一生命の木来・木米の生活j
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の 2つを設定し，各テーマの趣旨に添ってプロジェクト研究と講演会を進めていきます。

2. プロジェクト研究

フロシェクト liJf究は， 2つの｝t［本テーマをとらえ，具体的なフロシェクト研究テーマ，課題

とする項目を設定し、研究を進めていきます。

また，＜コーティネーター＞と呼はれる担‘り教員が，学＿生の指導を行いつつ， ともに研究を

進めていきます。

ト表は，プロシェクト研究の概要てす。

テーマ I:地球の木来

プロシェクト研究テーマ

l 未来都1|iと環境間題

2 'j’宙開発と木米の地球社

会

課題とする項Il例
．～ー・

• 21 tit紀の地球環境

・エネルギー間題

•‘iー：宙開発，都rHI#］発

・交通，食料，通に間題

テーマII:人間社会の木来
---- - --

プロジェクト研究テーマ 課赳とする項目例

他

1, 遺伝 flこ学（テクノロシーと •国際紛争

生命，牛殖，社会）と人間の ・人11爆発

尊厳 i .超閻齢化

。追伝 fl→．学

・人間社会と生命テクノロジ一

他

コーティネーター

石111 益実教投

福田順「教授

飯倉 亭講帥

孫根心部溝師

し井誠一郎，溝帥

---------

コーティネーター
I 

深沢茂樹教投

谷 徹助教授

f!J、{i： 且月｛し "Vi fi[［i 

3. 講演

プロシェクト研究とともに，「木来謹座」の柱てある，溝演ては，テーマことに各分野を代表

する研究者，技術者等を，溝帥として，その最先端技術や即扁そして，それらに内包される課題

や間切なとを多角的に杓察し，地球の未来とそこに什む我々人間礼公り姿を衿えて tlくものて‘

す、3

［テーマ I 講演〕

第 1[11[ ［都I|i開発と環境の木米」
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講帥：平本＾雄氏（：及菱総合研究所社会環燒研究センター）

第 2回 「地球を超えた平fll:’i.'.iiiの木米学」

講帥：」こ友正徳氏 (‘i’iii開発1i業団）

第 3[1り 「循環Jil1礼公の構築に向けて」

＂闘1:rli:古沢 ll:^氏 (11本品質行）：lj!学会公l<）

第4lnl 「21世紀の消費者。生活者像」

，溝帥：辻中俊樹氏（ネクスト・ネットワーク代｝り

第 5[11] 「木来のエネルギ

晶帥：桜｝j: 沿氏（技術，；1'論家）

［テーマII 講演〕

第 1lnl 「ハイオテクノロシーと牛命倫fl!!」

晶帥：大{i道大氏（かすさ DNA研究所所長）

弟 2回 「リフロタクティフ・ヘルスライツJ

講師：柘植あすみ氏（明治学院大学助教投）

第 3lnl 「ハイテク技術による牛活吊命」

講帥：内栂禾llk氏（三菱総合研究所産業戦略センター技術戦略部部長）

第 4回 「21!仕紀の日本の経済社会」

講帥：、与本義也氏（北陸先端技術大学大学院教授）

第 5［口］ 「超闘齢化社会の構造：地域社会と福祉忙報」

謡帥：阿部心郎氏（束り（女f大学理事長・横須賀キリスト教社会館館長）
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JIU国際総合講座趣意書

城内lL]際大学に水 Ill '/i: f 

城 l}りl1c]際大予： （JIU)()）建t’:()）枯神は［学ふことを通しての人間形成」にあり，教訂即念は「LLl

院礼公。柏報化社会に生きる」 1戸、り())人材の行成にあるし

城内l囁祭大学はこ())粕神と即念を掲けて，平成 4年」月， T^ 鯰県束金lfiに経‘心『［月報学i'船経常柏

報字科，｝、文予訓I;]［祭文化字科をもって発足した0 以後 1年間を舒て平成 8り:3Jlには第 llnl卒

業生を社会に送り出し， In]年4月には州の発屎を I!指して人文＇・芹部に伽祉文化学科，国際交流

学科())2学科を祈設した。同時に人文科＇芹研究科修 1：課程lfs廿祭文化専攻， ln]女性学専攻も祈設し

た。とりわけ女性学lヽり攻は ll本て最初の専攻として注llされてし＼る。

また，平成10年」月には，人文科芹研究科t，-り 1．諜利比較文化屯攻（比較文化分野，比較シェン

ター論分野）、経虐『情報‘戸研究科修jm果利起業マネシメント専攻を新設，大予院())招備充丈を図

るとともに，留学生別科l1本文化専修諜程， 1n]日本出専修謀利を開設。平成11り」｝］には経貨'1‘I¥

報芹部に国際経貨＇、｛：科，伽祉環瑳伯報学科()) 2学科を増設，本年 4月には経‘i矛情報学研究科l専l.^  

諜程起業マネシメントしり攻を新設し，祈時代の大学として更なる発辰へ向けて進んている。

JIU国際総合崩附は、新学科およひ大学院の開設を契機として，本学の特色を表現するテーマ

に見つしご平成 8年度から[}fl，はされた。 L叫祭性・学際性翌かな，比較文化の観｝！，［を活かした講／屯

て，学部学生，特に祈人↑に祈しい環塙て祈しく学間())息吹に触れさせ，知的好奇心の間発と勉

学息欲(})喚起(})ために，1|l［hiされた，晶I巫てある。，溝IKii..Iは伽祉・柏報・シェンダー・国際交流を，

講座IIは日本文化をテーマとし，学外からそのテーマに造詣の深い特別講師を招いて講義を受け

るC

学生は，講義U)前後に Readingand Discussion(}）時間を設け，田際文化教育センターhff究員

および情報科学研究センター研究員等U)指導によって，i寸論等を行し)，理解を深める。

本学は1}卜］‘‘r'：以来， I9!：地する東金Iliをはしめ，広く地域社会への貞献を ll指してエクステンショ

ン，溝府，公1サ］，溝IA1'：およひ県民カレッシを実施してきた。この JIUll>］際総合，溝府も地域社会に向け

て公間され，生涯教育の・料環として—般巾＾民の来聴， 91寸論等への参加を歓迎している。

なお，講座は金曜日の13: 35~ 16 : 45に開かれる。
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JIU国際総合講座I• II 

講座 I （前期：金曜日 III 限• N限）

講座II （後期：金曜日 III 限• N限）

JIU国際総合講座は，平成 8年度から人文学部国際文化学科，経営情報＇学部経営伯報学科の両

学部に開講された。

本講座は，現代文化の構造を，歴史的なパースペクティプと比較0)視点から分析することを通

して，今日の国際社会と文化の諸間題を，多角的かつ複合的にとらえ，理解する））を培うことを

目的とする。

溝座は IおよひIIで構成され， Iは，福祉，’|青報，シェンター，国際交流の各領域における消

テーマを， IIは，日本文化の領域における諸テーマを，以下により学ぶこととする。

a) 学内の講師および学外から招聘した特別講師による溝義

b) 賣料・史料の読解

C) ディスカッション

「成績評価」は，前期末およひ後期末のレポート提出，講義出席およひティスカッション参加

等を総合評価して行う。

【講座担当者】

学 長

副学長・人文学部長

経営1肖報学部長

水田京子

古田熙生

‘i’野政雄

貞木詑司教務部長

学生部長

経営情報芹部

人文学部

星野晃一

経営情報学科長

国際経営学科長

福祉環境情報学科長

国際文化学科長

福祉文化学科長

国際交流学科長

【ディスカッション・リーダー】

経常11惰札学部国際経‘醤学科講師

国際文化教育センター研究員

!! II 

II ” 
I/ II 

” 
I/ 

II II 

II II 

II // 

人文学部福祉文化学科実習助 f

1青報科学研究センター研究ii 

島崎規子

栗木 レタンギェップ

米山但雄

土田 宏

矢木公子

ジャレド ルバースキ

し 井 誠 一 郎

牛，島 )j 

加藤朋江

林 祁

渡邊 拓

姿 竣

小松 阻9」-＼J 

川 付降彦

林和歌f

清水正笈

渡邊修朗
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平成11年度 JIU国際総合講座前期日程

J J 11 
(Ilhl [7) 

:-i IIH (13: 35~ 15: 05) 
休憩

(1(）分）
11:l↓(15: 15~ 16:」5)

--- -•--—••• ●●―丁

I 1 4月1611 オリエンテーション

（金）

2 4月23fl ,1／り）小 I （シェンター）

（金） 演如：ハーヒ一人形に見るシェンター念コスモホリタン多消費什公

講師： InderpalGrewal先＇卜̂ （サンフランシスコ小卜 1立｝ぐ（女11学科長）

! 3 4月30日 Readingand Discussion 

（金）

4 5 Jl 7日晶）巫 I ('I「＼報）
（金） 演也：舶客社会の到来一流通業界における変吊——•

講帥：奥什 l［道先ft（奥什マネシメント研究所所k)

/ 5. 5 } j 1,l ! j Reading and D1scuss1on 
＇（金）

I 6 5月2111'Readingand Discussion 
（金）

7 5 ) l 28 l ] ［清｝AKI (1 f＼点札）
（金） 演也：民家を現代に甦らせ次代に仏えるために

環境循環刑の社会をめさして

講｝師：佐藤彰惚先＇ t（日本民家再1．リサイクル協会岬＇れ長）

8 6月4l l. Reading and Discussion 

（金）

| 9 6) l ll I l 乱り／巫 I (シェンダー）

| （金） 演也：私と織物

溝帥：貞木T秒秋先生（貞木テキスタイルスタシオじ店）

10 6 } J 18 l l 
！ 

（金）

1

2

3

 

l

l

l

 

＇

ー

・

'

,

'

,

．

,

.

Reading and Discussion 

6月25日
（金）

Reading and Discussion 

7月2日 溝附 I （国際交流）

（金） 演起： 「中束」の民放紛争

i ，溝帥：平山健太郎先牛（白饂り大学経常学部教投 NHK部外解況委員）

7月9日＇講）巫 I （福祉）

（金） 演題：喫煙とアメリカ大衆文化

ー産業社会と冷戦，現代アメリカ文化における喫煙と公衆衛生

溝師： RoddeyReid先生（国際文化教育センター客員研究ii)
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平成11年度 JIU国際総合講座後期日程
-．．---_ ＿....．「• --

I 

I l I I 
! (II料Il) 
, 3 1:l{(13:35~15:05) 

休憩

(10分）
4 FH(Ei:15~16:J5) 

1 9月2411 Reading and D1scuss1on 

（金）

2 10月1I l 講府II (1 l本文化）

（金） 演題：神，』を晶る出～アイルラントリ）闘人たちとの交流

講師： ｛パ々木幹郎先生 (;i!i人）
•-••................-----．．．---．--••--．．．．．. 

3'l(）月 811 Reading and Discussion 

（危）

ー•- 9 .．．•ー・ ． ↓ ．．．． ．．--？ • ----•一 ー・ヘ••-----•・・ •• --------• -
4 10月1511• Reading a叫 Discussion

（令）

, ____ -------

S. 10月2211・ Reading and Discussion 

i （金）

．．． ． ＿ ＿．． ．．．．．ー・・ ••ー・・ ・一

6 10月29日 ，溝附II (l l本文化）

（金） 浙題：光琳の華 明日の視界をひらくために一—

講師．・丹尾安典先生（早稲田大学文学部教授）
・ ト・・•-...．． ．．ー・・•--. -. ． ...•- -•• -. • -•- -• ---•--．.. ．．．- -

7 ! 11月1211• Reading and Discussion 
・（金）

L_．．．．．----―---—-----• 
8 l l } l 19 1 ] | 

（金）

．．．．． 

9 11/ 126 [ J 

（金）

．．．．．．・•- ----

溝附II （日本文化）

油題： Simpleis best 

講帥・． John渾1!1Neptune先生 (i'↑楽家）

Reading and Discussion 

10 12月3I J i,;蒋座II (11本文化）

（金） 演起：『源氏物晶』の成立

晶師：藤）t貞和先生（如iし大学，；直伯報科学教投 ，ふ人）

11'!12月1011 Reading and Discussion 

（金）

l. 
12 !_ 12月171J ,i1VJ)巫II (11本文化）

（金） 油む：「家」の成立，シェンターの 11本史

講帥：脇llIII{jJ'応 l・・ム

----—- --―l 

！ 

l 

--------．I 
！ 

•-- ------• -•- ••ー・•--_j 

（滋賀県立大学人間文化学部教授 |nl大学図，い1青報センターK)

1::1 1 1 J 11411 ! Reading and Discussion 

（拿） 後期まとめ
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福祉教育センター

伽祉教育センターは，社会福祉教育を幅広く円滑に実施するための窓Ilとなっています。社会

伽祉に関する責格や実習についてはもちろん，伽祉に1ilすることてわからないことや疑間かある

ときには，気軽に ‘liセンター (D棟 l階）まてお越しくたさい。

1999り:4月に間設された福祉教育センターては，以卜ムのような泊動をりいます。

1. 社会伽祉じ受験責格の取得に必修0) ―社会仙祉援助技術現場実習」の実施

2. I項己の実習施設との連絡調整およひ教員による巡l[l]訪間

3. 社会伽祉j：受験に1見lする文援活動

4. 学科カリキュラムにない社会似祉閃係科llおよひ福祉文化関係科llU)柏報提供

5. その他社会悩祉教育の充実に必要な活動

福祉教育センターでの主な活動予定

1. 「社会福祉f:」受験胄格取得0)説明会

2. 福 祉l：国家試験受験手続きの説明会

3. 「社会福祉l:」模擬試験の実施

4. 模擬試験後の解説講座の実施

5. 「社会福祉い国家試験の指溝およひ手続き

（危Jil ii..；欠 4/J I．．旬）

(4 tti欠 7J j rl l句）

(4年次 7月中旬）

(4年次 7 Jlド句～ 9J l J-.旬）

(4り汀欠 9月初句）

6. 「社会幅祉t：援助技術現場文習」 0)況明会・ 1i前勉強会

(3 • 4年次 9)]ド旬）

7. 「社会福祉上援助技術現場実習」開始

(3 • 4年次 10月中句～12月中旬）

8. 「社会福祉援助技1翡［現場）こ習」実習終［後の学生へのふり返り（フィートハック）

9. 「社会福祉1:」国家試験対策勉強会

10. 祈 3年生対象オリエンテーション

11. 「社会福祉上□国家試験

12. 「社会福祉士」受験責格取得に関する相談会

(3 • 4年次 12月～ 1月）

(4年次 12月中旬）

(2年次 l } ]中旬）

(1月ド旬）

(1~ 4年次随時）



学習支援センター
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学習支援センター

学習支援センターては， h：字生の予習 1：の間題iiを解決し，学背効果をじけることを 11的とし

ていま

:liセンターては，経験骰かな教授か相成に応し，履修指科やレホート作成笠について，一人ひ

とりに合った方法て間題鮒決かてきるよう適切なアトウァイスを行っています。

また，成禎か仲ひ悩んてしヽる人は，科ll 担‘ll. 油習担‘If• アトウァイサー教員なとか直接相談

にのり，ヽ11センターて1i効なサホートを受けることかてきます。また，留学＿／tについては，日本

晶学習般について輻！ムく相談に応しています。

投業の内容か罪解てきなしヽ，学習のコツかつかめなt)なと，学料に閃する悩みを持つ学／l冨者村

は，氣軽に •li センター (B棟：3 I;}『 B310) まてお越しくたさい[)

間室llll訂ド）註細については，掲ぷ板に掲載されている指小に従ってくたさい。



経営情報学部

経営情報学科

履修の手引と手続き

経営情報学部経営情報学科

履修の手引と手続き

く小目＞

I 授業科目しこつし)て・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..76 

II 授業科目の単位と認定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..76 

III 卒業に必要な単位につしヽて.......＇，.．..．．．．．．.．．．．．．．．.．．．．.．..76 

N 各学年における標準的な修得単位·・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •77

v 授業科目の学年配甘と履修すべき単位数...…...…..… •81

1. 学科共通科H群・・・・.................................・・・・・・・・・・ • 8 1 
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

→おける投業刊Ilは，＇、［科共通科 Il l抒I多II、'り1"］且礎科llltl,・9

l"J科ll附 I~-VlI, ＇、りl"ll月連日1lli（およひ日由科llltrから構成2'iしてし}る

なお，［IIllHI ！として教職に罰lする '-1il'']科I!力刈価されてt¥る

II 授業科目の単位と認定

本学部ては叩闘月か採｝llされてし;る りWi制とは，ひとマ）ひとと）U）投業科Ilに叶＿い且川によ

り応められたりi位かあり，履修授業f斗Ilに対して，

をしたうえて，そU)iii位を認応する制度てある。

ii叶立U)，忍定は， A・B・C3段階U),l'f'価により（」し＼， FUJ,!'「hlll

もしくは，そ U)他U)力法により学習叶価

を しなし)も())とする。

III 卒業に必要な単位について

卒業に必嬰なりi位数は，次の表に小すとおりてある

たたし，日由科目は卒業に必波な単位数には含めなし'o
戸 ----
！ ＼ 

＼ ＼一 学部各学科 紆Ti9、1青報学部経営91月報学科

| 三＼＼～ 単位数
＼ 

系 列 ～～～～ 戦略マネシメント系柏報マネシメント系
. ----•----

学科共通科!!lff I 
（英詣多その他U)外ul99/i傷 11本出） 10 

学科共通科ll群II（総合科Il群） 8 

専門且泣楚和tlll罪 22 

叫＂］科日群 I（経常字） 20 
24 

専門科I甘詳II （経営戦略） 12 

リiP ] f:t l.．1 "flIl （牽f翌[f斗＇］と）
16 

専門科!l群N (hり報科'、i::） 16 

（経賃I•1り報システム） 8 
― - ------•一ーゴ

-------------, l 

（企業経常） 12 

（丈習・演習） 10 

専門閃連科Il群（起業マネシメント・シェンター） 6 
---•ーヽ— -------l 

指定された科Illifより修得した科ll以外に，
以 1•• O)科1l itrもしくは経常‘l'rり報学部他学科及 8 
ひ人文学部より選択必修

9 → I l- 124 

※ 外IE]人留学’lー・帰[1.『lは特設科lll甘てU)修円iii{，りを了科共通科111抒IIおよひ専門閃連科ll i詳
U)叩りに着I；枷り替えることかてきる（叶細は9;i[［参照U)こと C)
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w 各学年における標準的な修得単位

各学りに履修する投業科llitfおよひ修得iii位数の日安は，次の表にポすとおりてある。

く戦略マネジメント系＞

学．｛じ
'-- -------------

1年次

iii. 位数の Il 安

学科共通科lllitI （英泊•その他の外国』\ ・ 11本泊）

英語 IA・ B・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科ll 1単位（必修）

II本語 IA・B・・・・・・・・・・・・・・.........................z科ll 4 rj1｛立

（外lし］人留学生・帰[LI生必修）

学科共通科Il群II （総合科Il群） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科118単位

専門韮砧汗t目群

，情報メティア論

情報メティア演習 I

情報メディア演習II[ ・・ ・ ・・ ・・・ ・ ・・ ・ ・ ・・・・・・・・・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ 5科li 1 4単位（必修）

経常学総論

簿叫）原理

修得単位数 選 才｝｛ 科 I 1・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3科1l 6単位

34ij1.位't、tf.I11] ［周連科！・1群・・・・・・・...................................1科[1 2単位

2年次

修得iit位数

36叶t位

．・•-..．. 

学科共通科日群 I (英泊•その他の外hl,；｛｝ •日本出）

I 英 ，語IIA・B・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2科！ 1 4単位（必修）

, l I 本語 IIA•B·······································2 科目 4 単イ立

（外llj人留学生・帰国生必修）

•「、1j:|i t lし［菰tf斗IH詐・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1f斗112単｛立

！専i"lttl.| l詳I （牽t ＇I;；r,‘戸）

経常竹理総論・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． l 科 I.l 4単｛立（必修）

選択科l」・・・・・・・.........................................1科11 4. i ii位

専門科Il群lII （舒‘i芯科学）， N （'1月報科学）， V （経常‘|lり報システム）

プログラミング演習 If 

伯報処罪繭
........................... 2 -HI I 4 qt｛立（，•必修）

選 択 科 11・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科114 qt位

専II'l科Ilff(VI (企業舒‘醤）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..2科ll 8 i ii位

！ ，-i{ I !＇l l しl連 f~I l 群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・彎•.．.........．... 1 科ll 2 i i t ｛立

※指定された各科ll群より修得した科fI 以外に，以 j^•U) 科 l llifもしくは経‘り(1青

報学部他学科およひ人文掌部より l科l1 1単位

| 
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学．｛l: iit 位数の ll 安

3年次 学科共通科lll罪I （英晶•その他の外[I」,'｛｝ •11 本晶）

修得単位数

38単位

選 択 科 11・・・・・..................................1科Il 2単｛立

9!} | I'J tt | l i li l （条怜 やt'’jを）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2f'fll 8単f立

薗 'l科rl群II （紆常戦略）

経汎戦略論・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・................l科II 4単位（必修）

選り｛科ll・・・・・・・・・，．．．．．．．．．．．．．．・......................・ 1 f fl I 4 ,11 f立

Iり[| l'l f―: t I l nf，lll （斎fや『f斗‘,it)

l、11:| l'l科Il iif N (‘1青報科学） r............ 2科l| 8単位

専門科日群V （経＇，況情報システム） ） 

,’!ii"l科II群Yil （実習・演習）

セミナール I
企業研究 f....................................... 2科H6単位（必修）

J_l/l"J閃連{St I l i罪・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.......l 科112 ijtf立

※指定された各科l:l群より修得した科日以外に，以卜→の科日群もしくは経常梢

報学部他学科およひ人文学部より 1科目」単位

4年次 ； t！{ l’']科Ill『(： I （経 党 学） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科114単位

'、り1I tl科［●|群II (経営戦略） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 科H4 単｛立

専ilfl科ll肝VI (企業経常）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． l科ll 4単位

＇り門科 Il li[VII （丈習・油習）

修得iii｛立数 セミナール II・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..l科114単位 （必修）

（セミナールIIを履修するには，セミナール IO)単位取得か条件となるのて

16りt位 ii:．怠すること。）

i 人；~咋ォ

I修得弔位数

i 124単位
．．．．  ---

! 
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く情報マネジメント系＞
--

学年
1-------

1年次

修得iii位数

34単位
---

2年次

修得単位数

3 6 i ii.ィ立

- -- ------ -- -

iit 位数 O) 11 安
．――------------ ------- ----、-- ---------- ------------ - ---- ------- ------

学科共通科日群 I （英泊•その他の外国甜·日本晶）
英語 IA・B.......................................z科tll単位（必修）

I I本語 IA・B・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・2科目 4単位

（外国人留学生・帰国生必修）

学科共通科[l群II (総合科U).....................2科日 8単位

専門韮礎科H群

情報メディア論

恰報メディア演習 I

情報メ，ディア演習II[.............................. 5科日14単位（必修）

経営学総菰

簿出 I原理

選択科H・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3科l-l 6 i ii位

！専I1t1 関連科日群・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． l 科日 2 単位
-- ------

学科共通科目群 I （英語・その他の外国語・日本諮）

英語IIA・B・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2科1-I 4単位（必修）

！」本語IIA・B・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2科il 4単位

（外国人留学生・帰国生必修）

：専rl'］拮礎科 H群・・・・...................................1科tl 2単位

専門科［］群 I （経営学）， II （経営戦略）

経 常 符 理 総 茄・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科ll4単位 （必修）

選 択 科 I l・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..1科ll 4単位

！専門科目群III （経や［科学）， N (‘|青報科学）

プログラミング演習 If 

情報処理論
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2禾斗[]4単位（必修）

選 択 科 I l・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..1科ll 4 i it位

専 I1t]科 tI群 V (経腐”情報システム） ・・・・・・・・・・・・ 1科Il 4 ]i位

［り:I1'l科 I!群 VI (企業経常）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． l科I!4単位

I IヽリII'］ I見l連科ll itt •・・・・・・・今●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ l f l | | 2 i it { I 9 / 

※指定された各科lli「fより修得した科Il 以外に，以 l•ム())科 I I／杯もしくは紆汎Wi

報学部他学科および人文学部より 1科11,l巾位 ， 
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学り一▲

3年次

巾位数(}) | l 安

i学科共通科ll群 I (災晶•その他の外lE] ，冶・日本，；｛｝）

選択科 11.......................................1科目 2単｛立

専門科目群 I （経醤学）

屯I’'J科Il群II （経賃戦略） ｝ 
........................ 2 l斗I18 tti.位

i'、り.IiL1科ll群III (経賃科学）， N (＇|＼り報科学）

テ ー タ 通 {9i 論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科「l4巾位 （必修）

選択科 Il.............................. 1科H4単位

専門科目群V （経営＇情報システム）．．．．．．．．．．．．・・・ 1科日 4単位

専I"]科Il群VI (企業経常） •．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科 l l 4単｛立

I!｛l"］科Il lifVII （実惰・演習）

ゼミナール Il 
企業研究

........................... 2科ll 6単位（必修）

専Ile] 関連科日群•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科目 2 iit ｛立

I修得単位数

•••—•••--------•--......i 

＇ ※指定された各科ll群より修得した科目以外に，以 1:0)科Il 群もしくは経営•I‘青

1 38単位 報芹部他学科およひ人文学部より 1科日 4単位

4年次 1専門科日群 I （経営学）

専門科Il財 II （経虐［戦略） l ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..2科11 8単位

専Pリ科目群VI (企業経汎').．．．．．.．．．．．.．．.．．．．.．．．．．． 1科l.l4単位

専門科日甘fVI! （実習・演習）

修得単位数 ゼミナール II・0 ・・..........................1科ll4単位（必修）

（セミナールIIを囮修するには，セミナール I0)単位取得か条件となるのて‘

16単位 注怠すること。）

卒業

！修得単位数

124 iii位
---------------------~--------- ~••一●●ー•-- - ^------------~--•— -~--_____J 
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

学科共通科目群は， 1五JI （英語・その他の外国語・日本語），同II（総合科目群）の二系列に分

かれているか，それらの各系列のうちから「III卒業に必要な単位数について」に示した所定の単

位以卜を修得しなけれはならない。

(1) 学科共通科Il群 I （英語・その他の外国語・日本語）

※単位数に〇印を付してある科日は必修を示す。
―----- -----＿＿_----------------------------;--―-- -------- ---------- -------~--- ---------------

系 年次およ
授業科 [1 | 

-- -----------

英語 I A 
---- ---------------

英語 I B ② I ' 国語・日本語）」の
―- -------•—- ---—ー し＿＿＿＿＿＿＿＿1- L___- —- 中より，必修科目を

学！英語 II A ② | 
|＇  

含み10単位以上選択
--——-- _ ＿＿＿----―---―---―---------— --t---. -----•上＿＿＿＿ー•--- -------—----—--•___ _ ＿ 
！英語 II B 

| へ | i 必修。

科 一 ---------------------------.・

英語 ］II
- - - ------------

共 1英語 N
---- - -------

日本語 I A 
- --------

日本語 I B ② 
, __. ----- --------- ---------

科 i日本語 II A 
------ ----------- --- ---- ------ -- — ・・ー•

日本語 II B ② 
------ - - -- ------- --

日本語 III
---- --------- ----- --- - ---- -------~ 

群日本語 N
．．．．．．．．．．．．  

英 会 話 I
, I •------ --------------- --------------•-----

l^英 会話 II , ". 央~-- -------. ------―-----------― 

晶 英会話 III
●,  ______. - ----―--------------------- --

そ Reading& Writing I 
の：――-------- ----- --------------------------------

1他 iReading & Writing II 
; 0) I - ------- ---- -

外 Reading& Writing III 
国，
晶 iSpeaking & Listening 

• i -- -- --- ---- --------

, I l i, Speaking & Listening 
本;----------

! 1W, Speaking & Listening III 
ヽ

日本語且礎表現法

通

5

一―-― 
一

---- •-----. 

2 

2 

2
2
[
2
-
2
-
2
2
-
2
 

9
,
 

・

ー

'
9
_

―

―

 

ーー

ー

10単位
外国人留学生・帰国
生は「日本語 IA・
IB, IIA・IIB」
を第一外国語として
必修科目を含み10単
位以上選択必修。

！ 
[_ ______ _ 

2
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系 i

列

---•••-••..........7 

授業科 目

------- ------- - -
l 

年次および単位数 最低修得
ヽ~―- - - - -- --」

i 1年:! 2年 i3年！ 4年単位数
ゴ―• t----—•• ------.--—• ----l--

2 | 

i 
| l 

’寸• ^ • - ---.... I.  ----,----

2 - ! 

備 考

-- --- -

ドイツ語 IA 
学 i ------------------------
科 1 ド ‘ ‘ 玉
仕

イノ叩 IB 

通 i科フランス語 IA i 2 

'H 
----- ------- --------- ----- ----------- ---- ----•一丁• ---••—--] '_＿_---

群 iフランス illI B 91口 2 
I I ——--------- ------ -----------••一—←-••^ ---．．---—•一••- ---•. 

＾ スペイン語 IA
革外 ＇ 

9 2 i 

Ii i匡II -- ----• ----―--•一• •---------- --．i --- •-- •—-1 •——- 4••- --- - -］ 

・ ;li スペイン語 IB ' 2 
11 91 

k • I ーー ・・---•---••• • ---------- ----------- ------•—-... 4 .．．．． 

U)□中国語 IA 2 
他本し一—- --------------- ---—--• ---- •一•-―• ーロ ---~ •一 、］

叫｛i|中国語 IB i 2 
~...,. l韓国語 IA 2 l 

韓国語 IB 2 
•-• • -- -•---• • • 9 ------•... • -----―----.．--•••一•----- -•----—••一―------—_.. ---―---•---—--．．．^'--------------------」

〔備考〕

(1) 学科共通科H群 Iては，第一外国語として英語（外国人留学＇t.帰国生は日本語）を

学ふ。うち，英語 IA・IB・IIA・IIB （日本語は日本語 IA・ IB・IIA・IIB) 

は必修科Hである。

(2) 英語 IA・ I Bのどちらか 2単位を修得しなけれは，英語IIA・IIBを履修すること

はできない（日本語についても同様である）。
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(2) 学科共通科目群II （総合科目群）

--- - -
—• -- -- --- - -- - -------—--- ---------• - --

系 授業科 II.L年次わよひ単位三／支低修得 止

| l | i 伽 考

：列'!
［ 

1年 2年 3年 4年単位数

[——-..| - -- -•- ---—-- --...――----•! -----------'----~---

地球文化論 I 4 

日本と世界の文学）

地球文化論II

（民俗と環境）
4
 

「学科共通科日群II

（総合科目群）」の中

より， 8単位以上選

択必修。

学ー•- -••-— •—-•- --9 ?-—-

科地球文化論III

共 （環境汚染と生態系）

通 i—--•-----．ヽ•-―-•- •—--—---•- ---

科
、 J I U国際総合講座 I

目 （情報・福祉・ジェンダー ＇ 

•国際交流）群，—ー—-- -- i -----• --t Iii JIU国際総合講座II I 4 

（日本文化）

［ ／こiとJf目究;) I-4 

; /j＇::：：e：Jf;：1:r:：)ノロノー）ー／．： 
．．，~・• - -

4
 

4
 

4
 

人間研究 N

（人間と年齢）

＇ 

立，ー単8
 

'--- ---．＿ 

［備考一〕

学科共通科日群IIには， クローハルかつ国際的な文化のあり方を多様な切り lIから学：ふ

ために，地球文化論． JI U国際総合講限を置いている。また，人間研究は，学際的な視

点から現代における「人間」の諸間題を学ぶ科flてある。
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2. 専門基礎科目群急専門科目群

専門科Il群は， I杯汽学］―紆'i]戦略J紆‘,；：/；科'‘j々JI'I‘青恨科'‘;ー＇！，経営‘情報システム」［企業経貨 J

「実習・演料ー」『］｛門閃連科目群」の 8つの分野から構成されており，それらの 8分野を学ふ枯

礎として！専門且礎科Ili廿Iを設けている 予ゾj:：は，各日の将来の進路に合わせ「戦略マネシメ

ント系］もしくは □1占報マネシメント (}）し〗すれかを選択し，各 1fl (}) ［り1'’l領域を深めるように

それそれ 8つ0)系統の中から直点(Iりに科llを選択して t¥くことか叩まし t尺

〔戦略マネジメント系を履修する学生〕

l1]|｛祭社会のなかてllヽt¥視野に立って企業0)長期的な経営戦略U）立家や丈施に参lihiてきるような，

創造性や企両Itに富むリーダーシソフを杓：＇）た幹部嬰員になる U)に必嬰な科日を中心に配i悦して

しlる。

〔情報マネシメント系を履修する学生〕

経貨分野てu)・I青恨処即と↑青報通い（システムネソトワーク） U)コンヒュータ業務に従'.liてきる

実務能力を身につけるため U)‘1青報閃連U)晶科Ilを配iiりしている,,

（l) 専門枯礎科11間の内容と教育ll椋

専門科lIを‘芹ふうえて貼礎となる科！ ！群てある Cうしり1"抹‘.HIを字ふにあたっての枯礎知識と

能力を輻広く身につけてもらし、だし＼

(2) 専門科Il群 I （経虐『学）の内容と教fill標

専門科lll罪Iは，経‘}オ学を中心として企業行動を科学的・合罪的に考えるための科ll群て

ある。経訊学とは何かと t'った！よ本的な内容から，組織や竹罪，歴史的な視），ばなと多様な角

度から経常能力を深める。

(3) f!i平'1科ll群 II （経常戦略）の内容と教育Il椋

専門科Ili詳IIは．経営戦略を学ふ科Ill罪てある。経虐「戦略0)概嬰を理解したうえて広報，

ビシネス・ケーム，商品間発，金融'.h|’rりに加えて，国際的な責源・開発・，証券lfi場を学ひ囚

際的な経営戦略の能力を増強することを Il椋とする。

(4) 専門科日群III （経将科学）， N （＇情報科学）， V （経営柏報システム） U）内容と教ffI l標

専門科Il群III, N, Vは経営科学，梢報科学，経営情報システムと t'っだIr,i報系の科目群

てある。経営科学ては，経臀科字0)概要をJlj!解したうえてヒシネステータ分析を学ひ，情報

科学ては，伯報科学と伯報処雌の理海を修得するとともに「フロクラミング演習J「マルチ

メティア論」「テータ通｛ぷ倫」なとを通して実践的技術を深める。また，経営情報システム

ては，「経賓t•I礼報論」と「システム 1恥倫」を中核としでlr'J報セキュリティ，情報資源管理，

フロシェクト管理，システム監介，経済伯報なとの能力を翡める。

(5) 専門科目群VI （企業経営）の内容と教育'Ij標

専門科Ili罪 VI は，会』•，マーケティンク・流通，法律・経済といった企業活動に直糾する

科日群てある。会』•ては，｝会壮学原理J を 1-．台として財務晶表，瓶価壮算，悦務会；；ト竹

理会ふ l11際会，寸，コンヒュータ会註を学ひ，さらに経常分析・監在と企業経営に必要な科

目を全て設けている。マーケティンク・流通ては，［マーケティンク論」と［流通）崖業論J



糸fP;'l,'i恨＇‘戸部 履修0)「＇}|：：：「続き 85 

に留まらず， サービス産業， 交通経済， ロジスティクス，国際マーケティング， 国際ロジス

ティクスと［囁祭的な企業経党に挑戦するための科日か配i行されている。

仏fl,：。経済ては，廂法，＇）］働法， [E)際経済閃係の科日を多く含んている。

(6) 専門科il li「VII （実習・演判）の内容と教育11椋

専門科目群VIIは， 「セミナール I • II」「企業研究」「外［吋，見溝訛 I・ II」で構成されてい

る。「セミナール I • II」は， 3 年次• 4年次に各 4単位，り十 8単位か必修となっている。

「セミナ ル I」U)｝復修直直は紺年 2りり次に仮登録の形て実施される。「セミナールII」を

履修ずるには，

｀
 

，ヽー｝
•( 

f
9
 

と業務、

［セミナール IJ U) iii｛化を修得してしヽなけれはならなし¥

各種U)Iが業分野、地域企，業U) 」見状や K 来戦略なとを；：~ふ

―企業／i}f究］は，

2 1it位U)必修て企業に対する l卜.しし＼，忍誡と詞寮を深めることを l|[Iりとし，

3
 

企業U)組織

←外ll-l，り，溝，9＇J'CI」は` 3
 

i i ;ク<l [ i i f I i f.，[ | 9 1J I I -は」{|次 l単位り選択科Ilになってし)る

(7) 専門関連科tI群（起業マネシメント・シェンター） の内容と教育Il椋

叩＂］閃連科日群は，「起裳マネシメント」 と 「ジェンター」 0分野から構成されている。

［起業マネシメント」ては，環境間題，地域・文化， ヘンチャービシネス，国際閃係， 国際

政治なと起業マネシメントに必要な能力の開発を図り， 9シェンター］ては， ジェンダーの

視，［ばから福祉， 経営・情報， 女性政策なとを学ぶ。

(8) その他の選択科日

指定された各科日群より修得した科日以外に，以 l̂.0)科日群もしくは経常情報学部他学科

およひ人文学部より 8単位以 l_．．修得しなけれはならなt)。
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1 系

I 
：列

ヽ••-,-------

現代の人間、思想
---- --

生命と倫理
- - -- ー・ ・・・・

11本国 憲 法

専

授 業 科 目

＇社会生活と法
-.  

！国家と政治
~....... 

国際政治 入門
---- --

経済のメカニズム

国際経済 ':h情
＾ー一

現代社会論
-一 ・・・ 一，．

門 社会統計学
: ------ - ------. --------

アジアの女1生論
- ---

1 基 数の技法と知
------ ---

I 五已号と数の世界
．＿＿  

礎 ｝J.熱・電磁気
． ． ． ． ー ． ．

物の動きと思若
i •..---••--••• -....----―--．-------

科，生涯スポーツ概論
. ． ． ．  - -- ----

i スポーツ科学 I
---------- --

目 スポーツ科学II
-．．．．.  --- ．一

i情報メディア論
.． -

群情報メディア演習 I
． ． ーー・• --

I I,情報メディア演習II

1 経 常学総論
ー・・ ＾ ー• -

簿 品原 哩
I ------------- ----------

経 ‘常史
.. -、• •• - - -．．．．  

産 業概 論
• -..．．．.，  

経 済原論
.． 

| 
！ ‘情報産業論

※ iii位数にぃ）印を付してある科11は必修をぷず

i 年次および単位数 最低修得
--

1年 2年 3年 I4年 I単 位 数
-,-'•• - - - - - ----・- --．←一 t....- -.... ＋ -．-.．．．....  -.．....．＿..．．．＿．.. .．  

2 ; 1専門韮礎科目群Ji 
--- - l -- i 0)中より，必修科Il 
2 を含み22単位以上選 l

9•--―---—ー．—-一• --••一•一 ！択必修0

2 ''  

-
•
9
,

．
ー
一
「

一

2

2

-

2

2

2

-

2

-

2

2

-

2

2

 

―

i

-

一

..... -→・

！ 

＇ 

2
:
2
-
2
-

―

―

 

9

9

 
―

―

 

i

-

ーー一丁―---

...--•ト・

： 

備 考

-- ・: 
： 

↓--------

. 

2 
- ー ー・• -

'2 
---•- -．．→ ＾ー•-

i 

ー•一•r-- -―ー，

------i -----―------i 

••• 

,
 

十

一
.

i

-
―

―

―

 

↑
ー
ー
↓
，
丁
！

i

-

―
 

]

-

'
↓
 

②

②

②

④

④

 

22単位

i 

,
1
,
'
’
•
ー
'
’
|
.
,
．
,
．
,
＇
’
'
,
．
,
．
'
|

•• 
,.,9,'

ー
一

--------,-----1 

4 I 

i ------- -1 --------------- ----- -, 

i 4 
----- ---――- - --- -―---- ---—--- __ _＿＿ _]- - --＇ 

| 

4 
-―--------——----1-• —-----

2 l 
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【戦略マネジメント系】 ※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

一^

• -̀-．..  -• --•. 

系 i, 年次およひ単位数 最低修得
授業科目 ~' 

.t t: 
，． ••一ー一ー fhll ・考

上
| 1 年 2 年 3]『いl—単位数

----/-_＿_ | ＿ i.--- -l• 
| | 9 

4 —- （土旦」tt]嘉ti
ら必修科目を含み

—---- 20単位以上選択必
修。

列

位

位
単

単

2
 

ー

゜
2
 

!|T~

—— 

,＇

|
'
-
4
-

-
4
 

4

4

4

.

!

4

1

4

4

T

4

 

一

i
4
,
 

4

-

|

]

4

-

9

-

2

[

 

②
 

i

'

」

1
!
|
|＇
-

-
/
」
|
'
」

,1'ニ_
1
'
L
-
,
t
|
！
|
＇
＋
 

]
 

'「

I

_

1

-

-

l

-

I

I

I

I

I

I

一

一

析

一

析

習

―

習

―

―

分

―

分

演

詞

菖

―

ク

論

ア

品

論

一
ム
―

倫

論

論

―

一

論

論

情

倫

一

学

タ

―

タ

一

ク

1
1
,
1

日

夏

論

論

論

暉
略
発
[
発
“
巾
〗
岬
H
」
こ
[
し
〗“
-
7
1
:
〗

公
じ

一
業
泉
｛

ー

メ

処

和

賃

戦

開

ス

I

券

資

ス

ス

ラ

―

ラ

唸
~
里
―
ー

i

夕
‘

ー！

一

業

企

一

賛
経
報
品
ネ
一
祭
証
融
祭
〗
り
ネ
ネ
ク
ク
―
チ

f
i
札

9
,
 

シ

シ

―

口

ロ

一

ル

点

ヤ

兌

本
一
営
一
際
ジ
~
一
際

r

国
一
，
＇
工

□！
＇
口
直

[
9
]
金

国

経

・

一

ヒ

一

ヒ

ー

フ

プ

テ

マ

帖

情

経

企

日

経

一

,
!
l
'
|
|
|
L
|＇-,．＇

,

i

_

'

[

9

-

,

 

（
経
営
科
学
）

専
門
科
目
群

II
（

経

常

戦

略

）

―

群

lII

一
専
門
科
日

9., ．
． 
,
 

専
門
科
日
群
ー

（
経
営
学
）

（
伯
報
科
学
）

専
門
日
群

w

、← •---••-「

4
 

----- -‘、一

2 

I 4
 

「専門科目群 IIi 

（経営戦略）」の中
から「経営戦略論」
を含み12単位以上
選択必修。

一＼］□ li』［群．悶
（情報科学） • V 
（経営情報システ
ム）」の中より
必修科目を含み，
16単位以上選択
必修。

16単位

l---------

,1 
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系

列
授 業 科 I l 

（
経
営
梢
報
シ
ス
テ
ム
）

専
門
科
日
群
＞

VI 
（企

,--------- ----------- ---

経常‘情報論

シス テム姐論
-

経済 情報論
------- -

プロシェクト管手且論

' 1年ム

--―-- --1 

年次およひ巾位数
．← ＾ 9 t ..•..~ 

2年 '3年
--

4 

最低修得

4年単位数
備 考マ

4
 

2
 

2
 

システム監介論
.． 

情報セキュリティ
.． 

情 報 資源管刑
.'―● •—..........-- --• ● •—... 

会叶学／以理

i 竹理会壮論

原価い
会， ,ii

会壮

i'  
叶経営分析論

9 --••-•• --•—ヽ•ーー・・ ヘ• • ---．＿...... •—•• ● ● ● ●ー••一•----.. -•1 • •-- • -

専／ コンヒュータ会，31-‘‘j:'.
＇学： •—• -t - - • • --•-• - -．．．．．．  

門 財務 諸表論
,-------- --- --------•—••• 

科 1 税務 会壮論
--- --- - .． 

目 国際会壮論
． ~ ー・

群 流通屹業論
|. -• -• ----•••—•• ● 9 -.......• -• • ---• 

マ サービス産業論
l, 
ケ交通経済論
テ・9-••• - - •-..‘• ^ --• •---•一•——●● ••—~ ● ••—•—•--• 

業！ィ lマーケティング論
ン・----•--

1 経＇グ 国際マーケティンク論
・ '—••-- --—・・・・ ・一．． ．．． ． 

営 ，流ロシスティクス へ概，IItt1
-通し．•一 9-------••• -．＾ -......_.......,• -．．．．---- -—---• 9 

！ 国際ロシスティクス論
----- .・・・•• ---• •-•-• -• 

商法
,----~---- - --------- --------- ・------

法経済 法
＇律 ・—----•- --------••—• •—• → 一一ー•T• •-• 4••—•— 

・労働法経・•-―-• •- - ． 1 ] 

済 国際 法 4 
9.. .．^ ^̂  - -• --• •-.....—- -•-•-• -••寸•_＿.，---

国際経済学 4 
_．．． - -`―● ＾ ● ^  ●●ヽ~ ・・← 一 ~ 

算論
．．．．． 

監在，誦

---・ 1 

一丁

」・・••• --•- -•- •- I 

ー,-

4
 

.

-

-＇ 

-
4
 

4
-
2
 

2
 
2
-
2
 

-
4
 

4
 

1

・・

-

4

4

 

4
 

2
 

ー・・ ・• ----

! r lヽり l "J H l l l罪VI i 

（企業経賃）」 U)1j1 

より， 12 巾位以 l•ム

I選択必修 l 

4
 

4 
1
'
 

12単位

i ------' 

2
-
4
 

4
 

ー

|↓

L
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．．．．．‘-→•ヽt—- -

！ 系 ＇ 年次および単位数
授業科日 i ^―...... I● ●̂ 「^

1年△ i 2年！ 3年 4年単．位数
..... .． ．←••••ー・ ． ． ． ．  .． 

4 i 

↓ • - 1. ~ 

| 4 
..．.」．．．-

④ 

-

贔低修得

リ

―

（

実

習

・

演

習

）

ダ
＿
専
門
科
目
群

VII

9

9

9

9

9

9

9

,

.

 

専
門
閃
連
科
日
群
（
起
業
マ
ネ
シ
メ
ン
ト
・
シ
ェ
ン
タ
ー
）

i外田古，溝説 I
i----------------------------

外国因，溝読 II
．へ—• •- •-• -.. 

！ゼミナ ール I
-•ー・・ヽ • • - 、- -

ゼ ミナール II
し．．．

企 業研究
ー•-• -．．．. . . .  - • - --•.. 

国 際関係論
L-‘ ヽ―•-- -------------

国 際政治論
I --------------- --

環境心理学
・• - ．． ． ---- ... •ー・•- -• -. ---------

都市文化論 I （日本）
- ------------- -

起 地域と文化
業 l_----••••---------•-—-. -―・・・・ ・・・・ •-

マ i起業マネシメント論
ネ i ．-•一^.．．．．．．•--．．．---••--•.．．．．．_＿_＿
‘‘‘’ 
ン ベン チャ

..、
ービシ不ス・ヘ

メ:-----•----••----•- ---• ---•--•- dllTI -----

ン rli民起 業 家 論
ト← •へ• • •.. •-- •-••-• __＿ ＿＿＿_＿_ 

CALS,;iiir 呻I
I------------- ---

経党環 境論
---------------- ---

環境竹理 論
----- ----------------

環境伯報 論
i __-•—ー．．．．．ー•- --•--- --•----• 

都 I.li環 境 論
ー••- - -- -• • t --•- t. • -- 1 

シェンターと福祉社会
'一•.．．..．-- •--

女性起業家論
ジ，ー•-••••----•••--... • -•- -．．．---̂---------- •--•---• 

ェ シェンダーと経常・↑青報
ン，．．ー•--•••-••----•-••- • •----.-

ダ シェンターと国際分業
l l• 一•• -----• • •----- t--.．．．．．．．. - •- ---

グローハリセーションと
如‘It政第

テレワーク •SOHO 論

J___ 

！ 

1------
④ 

.~ 

② 
： 
」---•--• -

He
用11
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杓

10 iii位

l_＿＿ 

4

4

4

4

4

 

. 

「専門閃連科目
1 群」（起業マネジ
！メント・ジェンタ
ー）」の中より，
6単位以卜選択必
修。

2
 

2
 
4 

}．．．ー•—------•」.．．．．．-.，• -

'4  
［ー•---•-—--—→――••-------•• •-

4 

4
 

6
 

立{
 

4
1
1
 

ヽ

f

'

|

L

4

 

l ___•---••• 

-
2
-
2
 

1

.
＇?] 

2
 

2

2

 



90 

【‘I青報マネシメント系】

系

列 授 跨
木

r
f
I
 

"
9
,
L
 

＇ 
.
<
t
 

一
条 ，． 

9
,
 

‘
j
 

・ヽヽ

企
皿;．＂ 業企本ー

ーヘ
，
 

業

科

史

AlfH 

“●●

1
E
3
 

内
門
科
日
群
ー

経営管理総論

人-1,:労務管理論

（
経
営
字
）

．
．
 

――
 

----•••-•-•一•一］••一•-------•一••-—----

I 

| 

！ロシスティクス管刑論
．． 

財務管珊論
.. 

経 営組織論
．．．．． 

労使閃係論
....... ．．．．． 

地 域経営論

国際経営韮

国際経営比較倫
へ――

紆常戦略論
内
門
科

ll
群

II
（
経
営
戦
略
）

広 報戦略論
-- ---

而品 開発論
i -••.. 

ビジネス・ゲーム
・• -- ．  

国際開発論
.． 

国際証券市場論
'------------------------ -

金融 ’I{ ，1'青
．．． 

国際資源蘊

※巾位数に□「/Jを付してある科目は必修をぷす。
i - ----- --- - '  

＇最低修得年次およひ単位数
,―---

1年 2年 '3年 4年単位
-------..  

i 

¥
J
 

4
]
 

9
,
＇ 

1
4
-
l
-

’↓

J
 

↓

4
 

•--.. -； 

9l 

4

4

4

 

専＾経常科学
l1 [1 賃[ _ -----------―------ --,--—• 

科
科
、I ビジネステータ分析 I

日群、l;J,-----------
IIIご ビジネスデータ分析II

------

プロクラミング演習 I
ト―----•--- --- ---- -

プログラミング演習II
----

データ通信論
--

マルチメディア論
i~---------

i‘情報処理論
l -----―-----------―••-」．．------

i .,|、青報科学論
-----------·--—----＾―---―上＿＿＿—-一ー•-----

4
 

4

1

s

4

 

l

4

 

ー

ーう一

几
用ー"".

数 9

••---- -- --------------- -_ i 

「f，りl"J,f.斗tI iff I 
（経常学）． II （条f
営戦略）」の中か
ら必修科目を含み
24iii位以 t選択必
修。

衿

, 24単位

（
柏
報
科
学
）

専
門
科
目
群

N

-――ーロー「＇り門科［］町岡
（経営科学） • N i 

（情報科学）」の中
より，必修科Hぉ I

よび「データ通｛，；
論」を含み16単位

i以上選択必修。

.l 

］．．．．．．＿ ＿＿．．．．．．．．．．ー．．．

4 
i —•---•—--·:·-- -------------i-
i 1 
I •-

ー-

i

 

-
2
 

―

―

 

1
T
,＇

i
 

（
 

-

―

 

―

―

 

i

-

-i 
②
 

「

'

’
-
4
 

[
 

②
 

「
,
．．
 
,
 .. 

1
,
'
,．'ー

4

.
1
 

••• 
-

'

 

ー 16単位 I
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ー --------~-•ー・ ・ ＾ ー一

系 年次およひ単位数 1最低修得
授業科目 ］ • •- --- 9 -•,—• ● ● • --9 

列 1年 2年 I 3 {f 4年単位数--．__＿_．戸―――-• -―-- --―-•-上- •- J-- •一• [ 

I 1 経 営 情報論 I I 4 
＇屯

| 
--------――  ．．．←．．-

門＾，システム原論科経 f—•-- -- -- -- -L---•一-l--••一］
目営 経 済 情報論群情←—- -- -+-----+---'-~
v報 プロジェクト管理論 2 

ヽ
ン/ : ”● •—• 9...-•—-•-^ -^-• -—• • --••-』. t• i -•--•• •,.- ---•一-- i 

ス ！システム監任論 I ' 9 ,  2 ,  
- | 
ァ I _ --―---•`- -- ---- • -• →9 •ー一ャー一— _ L 

ム 情報セキュリティ 2 -r• -•一—---9-_＿ ＿ ＿ •三＿ ；ー•-• [ -•一—•l1青報資 源管理 L__j__ 2 

会計学原理 4 
ピー•••., •-- •--•- ---- -

管理会計論

| ; -- -•—--

| 4,  

ー•- -•- | •--•--—+---- 1 

，会 l原価叶算論 '1_ ____ : 
--------- -- --•••—- t • - ； ．4-9心・・一 ” 

i会叶監査論 ！ 4 
'-＝ 叶 ，＾一— ----- -•一ー•一•-- ---•一- ! __ 一／＿＿し •-- ---• 

I経営分析論 I 4 
●ヽ -... ! i --—---•• -.， 

1 専学コンヒュータ会，，I-；ァ → 上＿ 4 

門 財務諸表論 I 
i I 4 

1--- 、--••^ 9 • - ー・、 9 •一●●●●一●● • - ----← 

科
l 

税務会計論 I 
9 2 

-—-• ,..-—--,.. _ ＿●●●●● ●ー・・ ＇ ［ ,. l. ..• --

i目 ＇国際会計論 ' 47 
I ---••-- -」●ー •ーマ―______l＿_＿ .—- 12単位，

群 i 流通 産業論 | 4 ! 

マ ””^9  -
l ..•—`-----------------------------------

VI I I I サ三＿スー産業論―• I I 
9,  4 i,  I 

テ交通経済論
ィ ， ． へ•• -•-••-•---—--••ー・ ●●●●ー•---―•

ン 1 マーケティング論
グー9----—--- -• -——..........- -•- -•••• --••-•--•一

| 

• I国際マーケティング論
流・一ーー・・・..ー ・＾ •••—----•- --. 

通ロシスティクス概，，倫
ー・・・

国際ロジスティクス論
ー•一•--- •--• L.--•-•一．．．．．．

法 ＇

ー→

I 

（

企

業
•• 

,
 

経

営

）

9

,

 

＇！麻
し—- ---

！ 法経済
律 i_-----------•

| 

・ ！労働
経 I
済 国

-

1 国際経済学

法

法

I 
-. | _＿＿＿＿ 

2
 

ー

'

:

-

2

l
ー

-

• 

• 

-

-

.

 4
L
 

4

4

-

4

 

--------, 

I 

i専門科 Il群v
（経‘隊情報システ

ム）」の中より，
i 8 iit位以「選択必

修c

立'ー単8
 

-----~ 

者＇備

~---—-------

9,「、り『1科 l.lli f 
（企業経営）」の中
より， 12単位以上
選択必修。

ー• •-- 9 

際 法

,,  ____, 

i 
＇ 

-

4

4
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系

（
実
習
唸
演
習

専
門
科
日
群
VII

授 業 科

外国内，溝誡 I
-------------

外国 甚 講 訛 II

11 

ゼミナール I

ゼミナール II
―̀― 

企

国際関係論

業 研 3
L
 

”1j 

年次およひ単位数 i最低修得

1年 2年 3年 4年単位数
――----7.------------マ

4 
トー―--- ------- - - -- I 

備 衿

4
 ------------「

④
 

4ノ

10単位

―-----------c-----------0--------------------7----4 

国際政治論
．ー・ • -- ． ． • --

環 境 心理学
-

！ 都市文化論 I （日本）
専！，--------．ヘ・ ．．．．．．．．．了●ー．．．．．．．．．↑

門！ 地域 と文化 4 
関！起[__--9 - •-•-•-•--•------•----•----------, ----•-7 

連！業 起業マネジメント論 2 
， 

科 iマ ．．．．．．  

闘1： ヘンチャーヒノネス菰

ヘ i メ rf i民起業家論
起＇ン I

業 卜 /c
マ． i

ネ 経営環境論
ジ｝,______________--—........------．．．．ー••

メ 環境管理論
ン,, ---------------------

I‘I 環境情報論
. !「
‘‘‘ ン 都市環境論
工----.-1 ---•-•-••--••一

ン ’‘‘‘ヽ‘
iンエ／ 一
I 

ダ タと福祉社会
．．．． 

l ! 女性起業家論
-'ジ 9---•••-••----•--•—-- -- -----

ェ シェンダーと経営・情報
ン 一．．．．．ー•-•--•ー・ヽ—

ダ ジェンダーと国際分業
1 ----．．．．． ．．ー•.．．.．- ~— 

グローバリゼーションと
女性政策

•- ••ー・ ・ ． ．．．●ー・・・・・・

テレワーク •SOHO論

A L
 

倫；＂ s
 

-
4
 

T
 

4
 

4
 
4
 
4
 

-
4
 
2
4
i
1
 

-
4
 

4
 

2
 

一』

j 

6
 

単位

... -----, 

「専門関連科目
群」（起業マネジ
メント・ジェンダ
ー）」の中より，
6単位以「選択必

！修。



糸f や『＇伯恨＇，；~立1 ; 1杓lfl箋(})「＇） 1と「もしき 93 

3. 特設科目群

系

列 授

--------------------------、、--•-- -----------------------

年次およひ単位数
-----―- --- -l―-- -「―へ

1年 2{-l | 3年 4什 iii位数
-- --------------~-- - -―← ----- -- -- - ----

日本情l青I

業 科 ー•• 
．
 

（日本の政治）

日本1叶青II

｝特 i—---- ------—------- -―----

| l_1本事'l打III （日本の経営）

（日本の経済）

設 日本文化史人門
．．．．．．．． ． ． ．  

日本の近代文学
[． 

， 

科←••
| 
日本とアジアの出版文化

！ 

| 
i [」 日本とアジアの経済協力

I---- -—• ---.... --• • -••—••• 

i LI本語文章論 I

群
（論理的表現）

•.....`...—• ●ー•‘”.

日本語文咽論II
（文学的表現）

- ----- - -----

•- --•- --• •- L 

習実アイテメ口点
七

tl
,. J
 

＇ 

i ---

2

-

2

-

2

 

2
 

4
 

2

-

2

-

2

 
2 

↓--•— i 

! 

l 

2
 

屈
科

II
人
ア
得
単
目
）
か

―

-

ひ
修
一
・
史
ィ
修
8
科
群
と

及

股

I
化
テ
，
＇
通
日
こ

考

て

生

の

竹

又

メ

＼

円

共

科

る

.1,1 

＿

芦

め

巾

本

報

い

の

科

合

え

留

た

本

日

青

こ

位

学

怠

夫
1

-

H

e

川

糸

夫

t

o

1
1

人

の

ー

ー

|

し

札

9
（
り
る

r',J‘f. 

．
 

国

生

ー

1
1
J
習
た
を

II
枷
き

外
国
t
)
1
1
リ
只
し
位
群
に
て

-

l

l

 

●

:
~
9

・
i

9

,

 

＇ 

1
f
 

9
、

r'ー修低ー・又911 

-~ -~l 

(2)『日本の近代文学」
「日本とアジアの出

版文化」「日本とア：
ジアの経済協力J
「日本語文章論 I.

II」において，修得
した単位の内， 8単
位を「専門関連科目
群（起業マネジメン
ト・ジェンダー）」に

，振り替えることかで！
きる。

•ー・
ー•-- I 
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4. 自由科目群

系

1 列！
----------- ---

ホランティア活動 IA 
．．．．．．． 

ホランティア活動 IB 
-．、' 一

ボランティア活動IIA
．．．．．  

ボランティア活動IIB 
.. - -- - --------

外国史概，］兒
.•—-......--• - - -

日 本の歴史

白地 罪学 I
．．．．  

地 理学 II
.． 

地 晶
--- -- ------------------- -・・・ 上・

法 律 ‘芥概―ム調 2 
l t j l _9 ---------- ----• - •-• - - -• _ ＿ ＿_ ＿＿．---—--」 9,- -•- •--••—• -- --- ---

倫 剌学 概ーム暉， 2
,- -•----—•ー＾＾一へ9- •----•-----' | ― □---•--
ボ教学概論 ！ ! 2 

---

：職業指導 ' 
-----------、-- --

科＇教育原理 I
,-----------------~-- -

教育原理 II
（教行課程の息義及ぴ紺成のか去を含む） i 

教 職: 醐̂ i 2 
'- ------ ---•一•....．-•- -- -----------------

目教育心理学 2 
---- ----------1 -----•—-- -----------．← 

f・占什・ 心理 学 ―- ——- 2 

教育制度 2 
ー••一•-•→-•••----•-----•—ャ••----•--,__ _ 

育 2
---~---、- ---．... 

2 

授業科目

---

年次およひ単位数
: -... I -- ----------------! 

1年 2年 i 3 11―: 4年
------ -----―←-- ----------- ----+ ; -: -r ----1 

-←----! ! 

2 i 

. 

視聴党教
群 l ―------------ ------------

＇社会科教育法 I
- ----- -- -----------

社会科教育法 II
一―-- --- ---

社上会科教育法 III

| 
公民科教育法 I

-------------

公民科教育法 II
|「----- -----------――-------．＿ ＿ - - ------- - --- -----1 

L’ 商業科教育法 I ' 
-- -

2 
••—! 

2 | 
----・．←． i 

4 
-T••. .•-—--•-• 

2 | 
I 

2
 --~-----.• 

＇ 

2 
i 

2 一

備 考

2
 

--------~--------, 

.
＇
,
 
．．
 

9] 

2 
ー•-- • • -• •C-------~-----
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----

系
長業科 ll

叫

商業科敦行法 II

丘、J 屈-［9
 

,f 
教

活

へー上ー

-. 
9
1
 

ー
44

父委i-
ー，
 

．．
 

f
 

'， 

-
)
l
 

i•II 

ヽ

ヽ

3
 

i
 

ゞ

、

｀

．

,
u
.
 

『

T

よ
：
・

―

ー

．

.

-

.
2
 

.
、

J

I

f

ー

オ

―,、

2
.

,
J
 

ヽ
(

▲
▲
 I

I

-

・^I
I
 

ー

t'l 
1.、tf }} IJ 

山牛徒指導

（進路指導U)罪畠及び灯；人を含む）

動

刊敦育朴l,，炎
（カウンセリンクを含む）

ー

I

.

I

 

J
I
 

、9

J
I
 

、9)＇

J
'
 

‘
,
I

、,
I

i
‘
’
ー、

,

t

i

 

ヽ
ー
'
‘
ー
，

‘
、
ー
、
‘
i

合

合

公

じ

公

じ

，ぷ小

0
弔

~
 

桐・
教育丈付 I
(1面j及ひ'li後指導含む）

ッ]

ウ
1

ウ
l

佃， 苔

i 

ッl

ぅ
l

；
 

ヽ`

教育実習 II ッ]

[Wi'ぢ〕
(1) 白由科11とは卒業に必要なりt位数には)JI!りされな¥)か、白山に選択履修することのて

きる投業科IIてある

12) 本‘ヽ 戸科におし)ては， 白由科l1として，教職諜程の科11か4「備さ1してしヽ る。 これらの白

由科l1つ¥)ては、後掲り ［敦職謀行）役修― U),，兒明を参照U)こと。

VI 授業科目の単位と認定

各り次におしヽて履修しようとする投業科11は、 fl}掌期の初めの指定された聞 1l Iこ， 1りい[U)

Jj；ム（オリエンテーシコンて汎明ずる）て履修111，心をしなければならなし＼屈修lIi，川は，年

間U)文訊叫仙iをたて｀ iii位を取得ずる邸息｝ぐJ＜をする予間糾めU)，F殷な「紬きてある，うこの

屈修lj1,i11i「紬を間迎えたために，投業科11の履修かてきなくなり，そU)糾凩進級ぱもとより，

卒業かてきなくなる場合もあるりて，以卜-に褐けるit紅、―’ji珀を蔽守して，晶りのな¥)ように

阪修lII，心をすることし

11 I 履修l|1,II1Jrり捉出後は、投業科11およひ担‘り教員なとり変更，追加，収消しなとないよう，

捉出する前に長業II、'ili¥l内lj/叶こ則してもう 4ili‘｛出忍ずるなと，訓心U)it，立を払うこと なお，

脱修照合11か設けられてし)る U)て間迎いなく登録されて¥)るかとうか必ずli狐忍ずること (9

たたし，履修1|l,，h,1[U)返遠または照合には比、しなし ,u)て必ず '・;::1|『；c1をとっておくこと）

i2) 履修l|l，叶をしてし、なし寸受業科11は、＇之溝しても巾位は認めら;/ Lなし、いて，長業科II U) 111 

,:i'iにあたっては進級やや『、に必＇皮なり叶立 U)］]l‘正を柏屯にfJなし)̀ ／1倍得ii叶立放かイヽ足しなし、

ように）j令を期すこと

(3) lnl牙翡jU)j,ij・II、l限に 2つ以 I.U)長菜科11を1役修ずることはてさなし、 もしこ U)ような
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屯複する投業科llを叫人した場合は， 1Ihi科Ilとも登録無効になるのて注謡すること。

(4） 一度圃＇［を修得した投業科 Ilは，再度囮修することはてきなし〕。

(5) ｝復修叫かりには授業科lj，コマ・コート番りなと必要'Ii項を 1［しく叫人すること。記載

l.'］），具りやが明瞭なものは1li，泊白体か無効になるのて 1^分注怠すること。

(6) コマ e コート番号とは，時間割}<に投業科llと共に叫人されて t'る番けて，その時限の

授業科llに［古］｛位）番号てある。

(7) ／復修Ill,111ぃりは［履修lll,91,1，1}叫人例」を参附して，］じ色ホールヘンて，，じ人ずること。

ぶ） 指虻された期 1]まてに履修lli，心を怠った場合は，予業U)怠息なしとみなされて，退学処

分となるのて捉出期Ilを厳守すること

VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修

股修lll，心をして巾位か取得てきなかった投業科Ilにつしヽては，次り度または次学期にお

いて再ひ履修することかてきる〔〕

2. 規定外履修

謁りするクラス U)投業時間以外のクラスて受講せさるを得ない場合は，必ず芹部1i務室

に相談すること。たたし 1年次生の規定外／復修はJ泉則として認めない。

VIlI 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(1) ，試験は，定期試験と臨時試験かあり，定期試験は原則として学期木あるいは学年木に

行し‘)，臨時試験は担灯教員の判断により適’代行われる。

(2) いすれの授業科Ilも授業時数の l/3以上欠席した場合には， I爪則として甘該授業科ll

の受験胄格を失う。たたし，病気または正‘りな理由により長期欠席の場合には，特別に

甘也俎されることかある。

(3) 試験の時間割は掲ぷにより連絡する。

（1) 授業科目によっては論文（レホート）提出によって試験に代える場合かある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

しで芹期末またば学年木に実施する。

(2) 追試験を希沼する者は， IE‘りな＇柏 llを口正明する内面もって速やかに授業担門教員に届

け出ること。

(3) 追試験は，成紐表の‘li9i亥科IlにTの表ぷかなされた場合に限って受験することがてき

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することがてきる。

(1) 追試験を受験しようとする行は，［追試験受験願」を学部事務室に提出しなけれはな
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らない。

なお，追試験の受験料は， 1科目につき200円てある

3. 再試験

(1) 再試験は，原則として学期末またば学年末に実施する。ただし，授業科目によっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の門該科日に Fの表示がなされる）となっ

た授業科目のある者は9 -1i該授業科目の担当教員が再試験を行なう場合，受験すること

ができる。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(3) 再試験の受験を許可された者は，「再試験受験願」を学部市務室に提出しなければな

らない。

なお，再試験の受験料は， 1科目につき1,000円である。

4. 試験に関する注意

1. 通則

(1) 試験場内では，すべて監督者の指示に従わなければならない。なお，監督者の指示

に従わない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内ては，筆記用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない。

(3) 受験者は学生証および受験許可証（追・再試験の場合）を，机の上の見やすい場所

に提示しておかなけれはならない。

(4) 試験間始から20分を経過した後は入室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許11]を得ないて試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の 1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・ 'f{故その他正胄な'lI由によって受験できなかった者は，診断身・事故証明そ

の他正‘りな'li由を証明する内面を添えて，遅滞なく授業担門教員に届出なければなら

なし％

2. 試験におけるイく正行為の懲成について

(1) 不正行んをした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における酋該

授業科ll0) iii位の認定を行わない。

(2) イ汀l•:fi偽のあった者の懲成処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保ril［人を付喚して通知す

ると共に学内にこれを公ぷする。
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IX 成績発表

(1) 成績発表は，アトウァイサーまたはセミナール担汀教員より本人に成績表を交付するの

て，学部'li務室の指小に従って必す交付を受けること。その際，学牛証を提ホすること。

なお，指定された期ll以外には交付しなしい

(2) 成禎0)評価は次の記号て表わし， 60点以 tをもって単位取得（合格）とする。

（合格）

A : 100~80点

B : 79~70、r!i

C : 69~60、点

（不合格）

F: 59,i仄以 I<

T:追試験受験nJ

Z:追・再試験の受験責格なし

(3) 成紐についての疑間，質間存は成粕人交付Ilのみ受け付けるのて，学部1i務室に間合わ

せること。

(4) 1}故，約気宵により指定l]に成紐表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成舶

｝豆）交付を受けること。その場合ば学：生LIl［およひ委任状を持参すること。

x 履修申請書記入例

掲ぷU)叫人例を参考ーにして腹修叶In出りを叫人すること。
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履修の手引と手続き

ー 授業科目について

経翌t・I’肖報‘戸部［叫祭経常‘,f科における投業科Ilは，

tり1lflf州連科lj liiおよひ白由科lj ll（から構成さ iしてし}る c

科共通科日群 I・ II, Iil litl llLi梵f斗目群 I.

II''、り1"l科fllt/ I ~VDI, 

なお，

II 

自由科日におt¥ては，教職にl見lする叫＂］科 tiか準備されている c

授業科目の単位と認定

本学部てはiii位制か採川されてし)る。単位制とは， ひとつひとつの授業科tlに 枯準によ

り定められた単位かあり，囮修授業科Ilに対して，試験もしくはその他の）j法によりげ習，；平価を

したうえて，その巾位を認記する制度てある cぅ

単位の認定は， A 令 B 念 C3［奸皆0)11平価により行し）， F (}）ii平価は単位を認、正しなし)も(}）とするし

III 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位数は，次(})』ぶこぷすとおりてある。

白山科Ilは卒業に必要な単イ立数には含めない。たたし，

---～ ‘、「部・学科 経営1青報学部国際経営学科

系列----------------- ! ---- 単位数
．ー•- --- --- - - - --- --- - - - -- --- - -- - - - -- --．.  

予：科共通科ll群 I 14 
（英語・その他の外国n{i.l 1本』）

. 
学科共通科fl群II （総合科日群）

専門枯礎科Il群I （異文化交流）
--.  ----------

I専門韮礎科目肝II （経済・ 1青報）
l専門科日群 I （国際経営）

［ 専門科ll群II （企業経常）
-------- -------------

専門科目群III （経常環境）

叩'l科llけHV（環境情報）

専門科目群V (洵外[|青）

専門科H群VI （海外企業忙胄）

専門科目群V1] （国際情勢）

［専門科[i群呵（＇［習・演習）

専門閃連科目i詳（ン、ェ／ター

指定された科ll群より修得した科日以外
に，以上の科目群もしくは経営情報学部

＇他学科及ひ人文学部より選択必修L 9Il̂ i 124 

※ 外Lt]人留学生・帰l.L]牛は特設科ll群ての修得単位を学科共通科II群IIおよひ
各科 11 群およひ他学部•他学科の単位に一部枷り替えることかてきる（叶し
くは P112を参照U)こと。）

I 
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w• 各学年における標準的な修得単位

各学年に履修する授業科I-I群およひ修得単位数の日安は， 次の表にぷすとおりである。

ら↓^、
J
‘’
 

:
1
 i
 

I
l
 

rー^
ヽ‘!― ;

L
 

，ー＇ー 数 の l. l 安

学科共通科日群 I （英泊•その他の外国出・日本,Hf)

芙 語 IA・ B・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科Il 2単位＿ （必修）

選 I‘
 り 科 tl・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 科H2単位 （必修）

l 1本語 IA 。B・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科日 4i ii｛立 （必修）

（外国人留学生・帰［且生必修）

学科jし：通科l.．j群II(総合科日群） •．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科 1 」 4 単位

専門雄礎科Il群 I （悦文1じ交流） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科t.1 1単位

1年次

修得弔位数

34単位

2年次

修得iit位数

38巾位

専Iltl」よf楚f-itf Ii作II（和舒斉・、1廿報）

多 [l」籍介業論

国 際 経 済 'li、1’Iり

伯報メティア論

情報メティア演習 IJ 

Iリ{|l tl f : t f: l群 I

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．」科[.j 8単f立（必修）

（国際経営）

国際経営論...................................................1科ll4単位（必修）

専I"]科[.1群VII (国際Ili勢） •．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科 t-| 4単｛立

叩"l閃連科[]群（シェンター）・・・........................1科tl 2単位

※指定された各科I1群より修得した科目以外に，以 1・.u）科日群もしくは経営‘伯

報学部他学科および人文学：部より 1科ll 4単位
.•—- --- ------------ ---

学科共通科目群 I(英語・その他の外lkl，店・ Il本，［／D・・・ 2科U4単位

I j 本語 IIA•B·············································2 科 l 1 4. i ii ｛立（必修）

（外lE]人留学＇t.帰国牛必修）

専門枯礎科日群 I

’、1;:r"J科[f群v

専門科ll{ffVI

（異文1じ交流） •．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．． 1 科 112,ji.f立

専l"J駄礎科l.l l抒II (紆済． 'l1'i 報）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 2科11G単｛立

専l"JH!!廿乍 I([E]I繁系f翌n................................. 1HLI41(,{立

I専IHJ科tl群II(企業経翌n•································ 2科l1 8単位

専l1l]科 Ij群Ill（経‘i芯環塙） •．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科 t | l i ii ｛立

リfl"Jf斗II lt‘f，N （乳Ultli'Hf~) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・・・IHI I I qt｛立

(ii/jタト'li,I青） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 科11 , l i it位

（洵外企業’J叶青）...........................1科t1 2 i i t { I,i. 
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学
,
,
 

t
 

/
1
 

ッ日
r

、［ 位 数 の ． 5 安

学科共通科tl群 I（英語・その他の外国語•H本語）・・・ 2科目 4単位

専門科Il群 I

3年次

修得単位数

36単位

4年次

| 
修得単位数

I 

I 

専門科I!群N

専門科11群V

（国際経‘,；;n•································ 2科ll8単位

専門科ll群II （企業経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

専[3Ll科[j群III (経営環境）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科l」2単位

16単位

（環塊情報）······························"• 1科目 2単位

（海外情情）・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・・・・・・・・・・・・・ 1科日 2単位

専門科ll群VI （海外企業情情）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科ll2単位

州＂］科 Il lt'(：VllI （丈情・油料）

専門閃連科目群（ジェンダー）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． l科日 2単位

-—• ! 

| 

※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科H群もしくは経営情，

報学部他学科およひ人文学部より 1科目 4単位

ゼミナール I
f ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科目 6単位

インターンシップ

9がI'りHli群 I

学科共通科H群 I（英語・その他の外国語・日本語）・・・ 1科目 2単位

（国際経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ 1科目 4単位

専門科11群II （企業経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

専門科llttfVIll(‘)こ習・演苦）

ゼミナールII...................................................1科目 4単位

（セミナールIIを履修するには，

意すること。）

ゼミナール I0)単位取得か条件となるのて注

-------—------------~—- -- --------＿̂ ＿_---------•- -------＿＿＿ •一―--―----——- --- --_̂_ _ _＿］ 

＇や業

1 修炉此数 ［ 

124単位
| I - -

1.1t l"JI肋l連科Il群（シ上ンター） ・・・・.......................1科Il 2 iit位
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

学科共通科目群は，同 I （英語・その他の外国語・日本語），同II （総合科目群）の二系列に

分かれているか，それらの各系列のうちから「III卒業に必要な単位数について」にポした所定の

単位以上を修得しなければならない。

(1) 学科共通科目群 I （英語・その他の外国語・日本語）

群

他

必

単

゜

目

の

本

，

14
修

す

斗

そ

日

り

み

必

ぷ

考

-
f
 

通

・

・

ょ

含

択

を一
修

共

語

語

中

を

選

必

科

英

国

の

H
t

学

（

外

）

科

以

は

備

＿
ー

I
の

語

修

位

目一斗一f
 

る

位

ぁて
単

し

4ー

一
ー
・

9
|
1
•
I
_

．．
 ー

寸｛
 

を廿r
 

二

＇

ー

，

1
＇
9
-
'
_
|

．
[

9

-

＇

|

＇

―

―

.,. 

―

―

 

数位単

2

2

2

2

2

2

2

2

9

]

 

※
 

―

-ーロ

1
-
l
-

B-C-D-E-A-B-C

_
D
—
EB 

I
I
I
I
I
I
I
I
-
I
I
I
I
l
l
-
I
I
I
I
I
I
I
I
I
w
 

語

語

晶

語

語

ロ

ュ

叩

語

語

語

晶

英

英

一

英

英

英

英

英

＂

央

＂

央

―

―

"

央

_

-

]

ー

・

'

」

,

_

|

l

.

_

」ー
1

学

科

共

通

科

目

群

I

（

英

語

・

そ

の

他

の

外

国

語

・

日

本

詣

N A 

• -..  

Business English Writing' 
・• - -• ●—・・•一• ••-- •+ 

Spoken Business English I 

2
 

2
 

2
 

2
 

English for th~ Internet 

Public Speaking 

Reading: Case Studies 

2

2

 

i
2
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＇系

・列
t・・・・ ・←ー●● ー••--•

| ! 
日 本語

| 

日本語 I
i学，● ● ー・・

| 
！科日本泊 II A 

＇共・・ ．．．． 

通 11本語 II B 
| 

② 
＇科， ----- -----. -•一•••--•• ------• —••—.... 4,...---• _＿＿+ -•―••一丁

ll 日本 語 III
群・—•-•

I 日 本

授 業 科 H 

ー A
 

B
 ―T ―---'---- --

②,  

I 

•11 
1
r
 

_-^-
l
 

__•-1 
N 

.. 

/--、

英 ビジネス日本晶iI 
語：

・ ビジネス日本語II
そ＿．．．，．．．．

1の，ビジネス英語 I
I 他：―●●一ー•- ．． ・^

の ヒジネス英晶II
I外：．．．

i国！中国語 I
！ 苔五 ．． 9 -—— -••--•-•-

I 
- JIn 

・ 中国語 I
l, l'. -•• 

！本 スペイン語 IA 
ご；五：ii 9 1 ―—--、＿..＿．ー・ •••-----• ...• ---••• ......．. 

- スヘイン語 IB 

-- -- -'― 

2

2

2

2

-

2

2

 

最低修得，

4年，単位数
9 -．．．．．．．．．．-．~．．...．．．． ”t•—●●●一＾ 9 ．． 

1 外国人留学生・帰

国牛は「ll 4心ftI 

, • II ・III・ N, ビ
シネス日本語 I.

’II， ヒ‘ジネス英語

I • II」を第外
国語として，必修

科目を含み14単位

以上選択必修。

年次および単位数

1年 2年 3年→
-1 -----, 
, i | 

② 

② 

備 衿

．
 

ii 
I
―
 

,. ,1 
i
 

、
i
ーヽ4

 
ー

A
 
B 

2

-

2

2

2

 
-.．..  

i 

！中 [-fi] 語
- --- -- --- --

， 

＇スペイン語 II

II 2
 

＇ ー・．．．

［備考^ 〕

(1) 学科共通科目群ては，第一外国出として英出（外国人留学生。帰国生は日本語）を学

ふ。うち，英語 IA・ I B （日本語は日本語 IA・IB・IIA・IIB) は必修科目てあ

る。

•-•—- •一ー・＾ー•-•---•へ 9-i―-.. -___..•-••— 

2
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(2) 学科共通科目群II

ー•. --------- -------------------
-,, ! 

＇示

列
l 

．．  

I 

授 業 科

（総合科日群）

日

------―-- --

年次および単位数
------ ----- ---- --- ---- ----- -

1年 2年 3年 4年単位数
――-------------• ←--- --••- --- ---- -----. ----- - ;_ -----——• --

＇国際社会論 I

（現代思想・ジェンダー）

学！ ＿＿＿●●一．．．

科 国際社会 論II

! •北 I
ノ ‘

通ロ

科国際社会論III

日 i （国際交流と危機管理

！群 ・ハイテクノロジー）

I II',—--•••- •一——●●●● •—--•-- --- t ------

4
 

―・'.•一•-•--．．．．．．------ ----••-．-•一•-•

（文化摩擦・文化変容•福祉）
------ ----- --- ----- -

4
 

••• •- V 
ヽv •-•—--•—l 

最低修得
備 衿

4単位

-I 

「学科共通科ll群

II （総合科目群）」

の中より， 4単位

以 t選択必修。

4
 

1 地域地球化論 I

＾ 総 i （テクノロジー・技術移転）

合•---------—----

！科地域地球化論II
| 

目 （経済社会システム・翡齢社会）

i群

i ~i 地域地球化論III

（情報創造・情報共fi
・ネットワーク）

4
 

4
 

4
 

〔備考〕

学科共通科日群IIでは，国際ビジネスにとって必要なグローバルな情報ネットワーク社会，

高速度の技術進歩， 11本と外国との協調・共生という鋭敏な国際I青勢の中で適応できる枯礎

知識・能カ・方法・仕様の取得と開発について学ぶ。



106 

2. 専門基礎科目群

I、1//"J且礎科Il!！［は。 ILI際経賃にlxlするI|Ihi/i、し¥J,1.;{,芯を形成するために 2つU)群から構成されてし＼

る。 1,！ll"l.J-,-L礎科11群 I ては異文化交流一般に閃する灰ll,'’恥

に I½! する｝り1解との 1廿 I1|｝[l連の屯嬰性につしヽて予ふ

すなわち外[I]に対する理解と Il本

「'、1//llj)-，Li梵｛斗11lff II ては， 仏く且摂する 1加l連領域を網羅的に配iiりして， 1L]|；祭社会へU)参加能

力と伯恨処理能力を強化するためにll」|；，繋経‘/，(1こ閃連する経済・伯報分野を学ふ。

※巾位数に¥¥)「|］を付してある科11は必修をぷすし

系
投 ¥＇t: ォ 科 t 1 

或j
 

也j
 

ー

ー

f
ー

、、

J
t
;ぃ

.1

タ
専
1
1
1
1
1
仇

f
ー

甘

ij 

り：^ ；欠およひiii位数
．．． 

3 { I :． 4 1「1年 2 1じ

最低修得

単位放
備 ¥J 

di
門

肛

礎

科

日

群

II

と 文化

比較文明論

人如文化交流，誦

11本［！］も仏

’l• ．̂ ill：スホーツ概，誦ヘ

沢
文 1 l米 比較文化

化
父＾児文化適応直

流
ヽ

国際摩掠とコミュニケーション

多［し］籍企業論

l [Il際経済＇． h|青

伯報メティア11倫

柏恨メティア演村 I

柏報メティア油督II

紆

②

②

②

②

2
 

9
.
 

2
 

り
/
]

ツl

2
 

ー

6
 

！
 

ー

1-｛
 

9
ー・、i

、ー

[ I!{ | { fl kt i}[ f1~ l l il: 
I （俣文化交流）」

()）中より， 6iit位

以 l：選択必修。

「'、l{|＇’l }it i楚f:t l l t罪
II （経済・伯報）」

U)中より，必修科

9 日を含みll単位以

ト選択必修C

1 4 i ii { ｛-1： 

済 .1‘ 
,
f
4
 

＂ヽ＂
/
U
"
 

{
1
:
I
 

i
 

（
経
済
・
柏
報
）

lkl際経済学

公共財政 扁

企業倫刑扁
~ー ・・・

交 通舒済論

金

4

2

2

2

 

應げ閉 1t 1 iij 2
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3. 専門科目群

専門科日群は，「国際経営J「企業経営J「経営環境」「環境情報Jr洵外事情」「海外企業事情」

「国際情勢」「演習・実習」の 8分野と専門関連科目群に分かれている。学牛は 2年次に「国際

マネジメント系コース」と「囚際アカウンティング系コース」のいすれかを選択して分かれる。

卒業要件を満たすためには，ーゾ人ひとりが学びたい専門分野の科日を， 1年次から系統だてて履

修し，必要単位を修得することか望ましい。

く国際マネジメント系コースを履修する学生〉

国際マネジメント系コースにおいては，国際取引業務全般を実行できるスペシャリストを捉成

することを目標としている。民間企業の営業・企画・総務などの部署において企業の海外取引を

遂行し，また企業の海外進出に関連する諸手続を実行し，企業内の業務分担において民族特性を

活かした人事配置を創案し，海外の経済事情に即した商品開発能力をもって広く国際貢献を実行

できる人材を育成していく。

コース必修科目として「国際人事労務管理論」「国際マーケティング論J「国際企業法務」「円

際財務論」「海外投資情報論」の 5科目14単位があるが，その他「国際経営比較論」「経営戦略

論」「企業形態論J「ビジネスリサーチ」「フロンティア産業論」を履修することが望ましい。

く国際アカウンティング系コースを履修する学生〉

国際アカウンティング系コースにおいては，国際会計制度に精通した会叶情報の構成員を育成

し，広く国際商取引を適正化するとともに，国際金融を実行して日本の金融秩序の安定と拡大に

貢献できるスペシャリストを蓑成することを目標としている。また，為特業務や国際資金フロー

をコントロールできる能力をもった国際金融アナリスト，企業業績のアナリスト，企業改革のコ

ーティネイタの近成も図れる。

コース必修科目として「国際会叶論」「会計学原理」「財務会叶論」「国際税制論」の 4科目14

単位かあるか，その他「サイバー・コマース論」「管理会計論」「税務会計論J「比較公共政策論」

「金融巾情」の科日を履修することが望ましい。

(1) 専門科日群 I （国際経営）

専門科H群 Iは，国際経営学関連の中心領域科日群てある。近年，重要性を増しつつある

囚際テリハティフ取り 1 やサイハー窄間に 1ムかる第 3 の収引てある ‘1じ（·麻収り 1 ・屯 J'•マネー·

屯(・決済可を包合する「サイハー・コマース，誦」も配iiりしている。

(2) 専門科日群II （企業経営）

専門科[l群 IIは，企業経営一般に係わる科tl群である。現代社会で活躍する一線の経営者

を招聘しての「トップマネシメント溝義」は，現実の経営見地からの臨場感に満ちた着眼と

発想の1爪点を学ぶ科t1である。

(3) 専門科目群III （経営環境）

専門科tI群IIIは，経常環境関連分野の科日群てある。経党 l：の語環境について都市や文明，

法律等の側面から1ム範に捉えらていく。「lli民起業家論」「地域枷興論」てはベンチャー関係

の環塩分野を学ひ， I企業社、務J てば）、務に I½! する ’li例を研究してし)<，
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(l) 専門科lllt!N （環塙柏恨）

lヽリ 1"]科 Ill罪N は，環塙柏報＾般に l¼l する科|llifてある。こ U)分野は，閻度柏報化してし)る

llt界U)経済状態や労働環境， fll税環燒なとの1_1J際企業戦略やIF]際マーケティンクにとって極

めてl[笈てある c，柏報系U)最先端技什りとして U) ［C A L S 11前」や 1テータヘース。柏報ネッ

トリーク により l]恨リテラシーを凸めるとともに、シミ—L レーシ＿］ンに占えご息苔！1)1|紬を

してし i 〈

!、り『'lf11 l i甘V (i厨タト1[|1,i) 

!、ljIillf1 1 | Wi v [[` I る而外1i柏にと)し}て())日Il ある ［ tヽリl"JJすし礎科Il 

群 I • II」と連批しなから， ヒシネス。フェアに関する刑解を深めるために洞外U)政治。経

済・文化を芹んてし}<

(6） 専門科Illt‘f•Vl (iiI]外企業'HI占）

専門科tll罪VIは｀企業活動を取り在< U)洵外企業1叶，りに1llする科Ill『fてあるし各lllU)

文化，ぶ教， Jtl1背，息ぢよなとに-)しパてU)比較系科Ilも多く準備されてし＼る。さらに， 1

商品につし＼て U) ［クローハル e スタンター 1、"白ては， 11廿祭椋準につ t)て］）理解を深めてし)

(7) 'h1"l科llltYVII (I囁祭1占努）

専門科ll 群 VII は， 1l]際伯勢•般に l¼lする科 1 ！群てある C I!］家ll¥JU)権利義務閃係に対する鋭

敏な間題認識をもって，‘＇ i面する 1L]際政治諜むを研究してし)< e 「l囁祭機構直J[hll寮礼会公

廿詞倫Jては， I囁祭人に必須リ）専門知識を学んてし)< e 

(8) 専門科［ l群Vlll (演習。実習）

専門科Il ltf Vlllは，演苦と‘):]外およひ外ILl刈叶加砂）科lll抒てある 0 必修科Ilとして［セミナ

ール II セミナール II、そして叫外り介業， 1illJ、JU)外＇責系企業てインターンシソフを fiう

［インターンシ／フ（曲外企業研究）」か1'¥じii忙されてし＼る

「セミナール I を｝復修するには，『III卒業に必疫な修得巾位U)|l安」にぷした 1札位を l象

2り次に修得してしゾることか叩まし t) ！復修ll!911りは， 2年次後期において仮登録U)形実施さ

れる c そU)}j法・期Il存は褐ぷする。

I^セミナールII」を｝復修するには，［セミナール I」U)単位を修得してし;なけれはならなし八

なお'|セミナール I,Ilーは， 1nlし担‘'i教員を継続して履修直泊しなけれはならなし、0

（9) 専門閃連科11群（シェンター）

専門閃連科ll群は，シェンター系の科ll群てある。将来必す屯要になってくる女性．起業の

観点から，社会文化の変容についての罪解と女性ヘンチャーU)担い「を育成するために「女

性起業家扁＿」 Iーシェンターと経哀t 魯 9|＼り報J ―•シェンターと 1k] 際分業」［クローハリセーション

と女性政策J 「テレワーク •SOII(）菰」なとり科日かある c

1•1()l その他U)選択科ll 

指定された各科日群より修得した科11以外に，以 I．．の科Il群もーーしく竺免釘賞伯報学部他窒科

お 文学部より 8巾位以／＾修得しなけれ
- - -- ----- - ---------
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炒―~t..- - • 

，系

列
i 

（
企
業
経
営
）

※単位数に 印を付してある科目は必修をぷす。

M印は国際マネシメント系必修科日

A印は国際アカウンティング系必修科目
------------- -

授 業 科

繭

扁

務

蘊

家

党

i
む
兄
t
:；
‘
•

J

j

i

j

業起

環

環

ーし、

i

ー
菜
．

ー

"
H
J
 

都

文

へ

11iii

9

9

9

9

,

 

内
門
科

Il
群Ill

（
絆
貨
環
塙
）

I I 

国際経営＂伺
＾ ー・・• --． ． -• ••• • 
国際ファイナンス論

『 一・ • ---.． ． -•- -•....... •. • 
専＇サイバー・コマース論

! |1'l i • ---．．＿．-．．．． .．． ．---••--•ー・・ ・•--V、------
科国際財務倫

| ［-：| i -••--•一• - -..•-- -•---• --•一•--------•••
附，国際人事労務管理蒻
I I----―-．-- ------••一•-• ----•----• ＾ 国1:祭ロシスティクス論国 I、．．..＿_＿_＿ _.--• • • ------
際貿易実務
経・―---..........＿_＿＿．_＿＿..．---•----•-
営国際証券ili場論
、＇ト・ - ヽ—• -

1 国際経営比較誦
- -

国際マーケティンク蘊
- ---- -- ------------- -

国際会計嘩
---

！経醤学総論
! ----- - ---------
会五十学｝原理

． 一 ー・・ • --
経営管理 総論

---------------- ------------

rが財務諸表 論
門 ,———- ． -----•--•--•---• •----- -•••-•--- • -•一•―--••- -----•上ーー••—---•---—----• 

科管理会計論
日 i_＿＿●ー• ---•--―---•-----．．．．ー••

群税務会壮論
II |••- -------------- -- --• --- -• -----•-

トップマネジメント講義
―ヽ-- -.. ----.．．---.. 

企 業論
．ヽ―- -•- -•.....- ------
日 本企業論

- ----．．．．．．... 
財務会，．汁淘

ー•• - - • -- -• --

経営組織，，倫
ー・ ．．．．．．．．． 

経営戦略論
ヽ^ ．．．．．． ・・一 • -•一・ ＾ ●● ー、．． 
財 務管理扁

企業形態高

地域枷興面
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加欠およひ単位数 l最低修得
••• •ー・、・・•-- ..• .．. ． ．.. 
1年 2年 3年 41i・！単位数

• -．...．．． 9.．．．．... -.．. 
④ 1 国際マネジメント系

.．.．．．．．．．．．．． 「専門科 H群 I
4 （国際経営）」の中

I ， より，必修科目及
4 iひ「国際財務論」

「国際人1i労務管
罪論J「国際マー
ケアイング論」を
含み20単位以上選
択必修。
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備 考

、
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＇ 

国際アカウンティンク系
「[、ljf"j科 r1群 I
（国際経営）ー」の中
より，必修科日及
ひ「国際会計論」
午含み20単位以上
選択必修。

•ー ・ ~ 一ヽ
国際マネジメント系
「専門科目群II
（企業経営）」の中
より 16単位以．卜選
択必修。

国際アカウンティング系
「専門科日群 II
（企業経営）」の中
より「会叶学原理J
「財務会叶論」を

含み16単位以上選
択必修。

『'！t=l"JH!I廿fII I 
（経常環塙）」の中
より 6iit位以 1：選
択必修。

単位
， 

ッ]

2
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•一↓ •- •--—ー・ ・ー・••••--

| 

1'青報産業論

授 業 科

ビジネス・ゲーム
--

L S 面

I 
国際税制論

f.l 

ー• •- -..... 9 

_＿．． i 

内環塙伯報論
I l"l'------ ----•-• -• --•---
1 科 i プロジェクト竹理論
• I l l.----•.......- •---....-.. 

1 詞 形態‘情報史
, W, ---•--••--

ヘ データベース・
環 情報ネットワーク
境，一 ----

梢，ヒシネスリサーチ

I 報
‘ 

C 

I 
専 環太平洋圏の社会と文化

'， 1"l i -••-•-•—---- --••--•____...----------• 

科国際関係論 I
I l 
群川際閃係論 II
V :-...---•----.. 

』海！
へ国際開発 ，誦
外 1t •--•-- -•• 9 -• --•••-- -- ------- --

,I-i i フロンティア産業論
情 9. ．．--•- • ---．．----

-洵外経済 事柏
ー•ヽ• c--- --- 、 ・・ ヽー••- -

ri{ | 比較公共政策論

f"J i 
科起業マネシメント論

［^ ：．汁り外投責Itり報論

A
 

ー•--- ! • 

---~ 

:-
l 
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- クローバル・スタンダート論 I
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！ ..• -、
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科国国際政治論
目際ー一••- ．---• -• 

群情国際機構論
VII勢―- --- --•____ 

-国際社会公正論
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備
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[[、り..門科目群N

（環境情報）」の中
より， 6単位以tこ！
選訳必修。

6
 

ー．
 

ー．'ーi
 

.l 
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; 9-[、り..門科日群 V

（海外事情）」の中
より， 6単位以上

選択必修。
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単代,:
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- ------- ------ --~ 

国際マネジメント系

l 「'、り門科目群 VII 

（海外企業惰情）」＇
I (}）中より，「海外
投資情報論」「国
際企業法務」を含
み 4単位以上選択 I
必修0 i 

4
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iit位：
国際アカウンティング系 i

I 9専門科日群 VI
（海外企業事情）」，

| 

の中より，「国際
税制論」を含み，
‘‘|  

I 4！且位以上選択必
修。！
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系

叫

専外l且，り，溝誡 I
i | 9 [．l, ． 

科外国悶，i,1t，品 II

且＾ゼミナー ル I
VIII天'

l,  

． ＿  ＿ 

習 セミナール II
• ;． - -- -.. ． •一．．． ．．ー・・

ィンターンシップ（国際企業冊究）
．．ー→・

yo1-｝
 

¥、オ授 科 11

------ ------------------------ --

り—^；欠およひii叶立放 最低11参得

1 1i * - 2 1 1 3 1 | ~ `  - 4 1 1 : ＾ i it ｛立 ．麦父
•—→・ ....••• -.．.．．4 -.．．．-．．  

」

l 
ー•—→

④ 
し----••-．_ ！ l(）単ド,:

④ 
・— --• ●ー・• - -.. 

② 

備 ¥J 

-プロジェクト研究
→ ・ •ー・

I、If. ジェンターと福祉社会

l"l -．．．.．．．．．．.  .• -

関 女性起業家直
連 ・一

科＾シェンダーと経＇闘・伯恨
i i l ジi• •--••• -.......-••—• •—• •-

翡＇（：』ジェンダーと国際分業

ッl

,l 
L--

＇ 

ッl

I専門Ill連科il ltf 
（シェンダー）」の

中より， 6単位以
|．選択必修。
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6 iii位

グローバリセーションと女性政瑣
1: ----- - --

-テレワーク •SOHO,，倫
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特設科目群

外且l)］[I'Jをft及び帰11 ]'「U)ためU)履修目Ilてあり、

鮒を深めさせる日11てあるし

企業活動全般にわたる ll木1rl'、)な枠組みU)即

系

刈
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り：次およひii1位放 最低修得
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科
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(114辺）政治）

(I l ;j、i))犀名斉）
11 /4ヽ'H11'fIII (11 ~,:u) 象firt) 

日本文化史人l"J

I lイ立）近代文¢

日本とアシア U)出版久化

I !,,Jヽ とアシア U)紆済協）J

I l ;j、-11/i文斤iII(il
(H倫HIl[l'，J }こj見）

I l ~,:,ilf 文店，呵 II
（文‘、訂l1，J}<j見）

、1青恨メティア丈督
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外［！,]人留'‘;：It及び帰

l l l牛いためリ）履修f斗
l l 
(l) ［ 1 1本＇廿伯 I • II 
・III」―日本文化史人
l"L r・l1り恨メティア
実iI1」におし lて，修

i得した lit位U)|｝、]， 4
単位を：学科共通科
l l lt!II （総合科 1| 
財）」（こ枷り替える
ことかてさる c

ヅ

l

-

2

2

ツl

ツl

(2)| I l4立）近代文学一
, 1 日本とアシアの出
版文化J~ 11,,jヽとア
シアの経済協力」
I I 1本出文，ヽ；t，誦 I.

II」におしヽて，修得

した ,'ii.位の内， g iit 

ィりを 「各科IliifJ 及
ひ［他‘f:,'f[¥.他学科」
に枷り替えることか
てきる,,
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［備杓〗

(l) 「111JHIIとは州業に必疫なり叶立数には加りされなし)ヵヽ，

きる授業刊Ilてある

（山 本字科におしごは｀ ［l由科ljとして，教職謀科い）科llか準備されてし)る o

由科llついては，後褐I)) ―教職諜程1復修J/})，，兒明を参照のこと。

日由に選択履修することいて

こiしらの日

VI 授業科目の単位と認定

各り次におし：て履修しようとする投業科Ilは， 籠芹期叫）］めの指応された期IIIこ， 1折定の

)j法（オリエンテーシ

間U)'ふ出l訓をだて，

ンて況明ずる） て／復修lll"りをしなけれはならない。／復修叶In1りは，什

叫立を取得する紅息｝こぷをする学期切めの屯要な手続きてある。 こ(})

股修l11i111i「^・続を間迎えたために，投業科Ilの脱修かてきなくなり， そU)結果進級はもとより，

卒業かてきなくなる場合もあるいて，以ドに褐けるii瓜〖 1似且を厳‘、『して，晶りのなし)ように

履修1|i をすることし

(1) 囮修111，泊内捉出後は，授業科lIお よ 叫Il‘り教員なと())変史、追加，取消しなとないよう，

捉出する』に授業1月間団l}叶こ且1Jしてもう 判［雁，忍するなと，細心(})注狐を払うこと。 なお，

／復修！屈合日か，没けられている())て間違いなく登録されているかとうか必す確認すること。

たたし，履修1|ln1'ぃり(})返遠または附合には1心しない(})て必ず戸芥生控： をとっておくこと，う

／
 

2
 

ヽ

し ／復修l|l1心をして t)なし心業科11は，忍溝しても i.ii位は認められなし)(}）て，授業科[l (}）1|I 

叫にあたっては進級やや業に必嬰なりt位(})り定をl貞屯に行な t)，修得単位数か1~）且しなし)

ように）j令を期すこと、9

(3) 1, ;J 牙：期U)l,i]・II、『限に 2つ以い）授菜科Ilを1復修することはてきなし )0 もしこのような

［l-,複する長業科lIをよ人した場合は，両科tiとも登録無効になる(})て注怠すること。

,~' l
l
a
 

~\~:' 

—・刊）如ii位を修得した投業科 11 は， 再度脱修することはできない。

版修lll,91,1，りには長業科tl, コマ・コート番けなと必嬰'.li項を正しく叫人すること（）叫載

ヽ6 ， 

t())晶りやが明瞭なも(})は111,！｛i[l体か無効になるのて十分注点すること。

コマ・コー）、番号とは、時間割表に授業科flと共に叫人されている番けて， その時限の

，
 

[
I
 

~\ 

投業科llに［占l{iu.）番けてある。

履修ltl,；化りは i／復修lll[［14いいは人例Jを参照して，、県色ホールヘンて叫人すること。

(8) 指出された期11まてに）役修Itl,iiりを怠った場合は，学業(})、鯰息なしとみなされて，退学処



分となるので提出期日を厳守すること。

VlI 正規の履修からはずれる場合

1，再履修

舒買情報＇、）を部 履修の Tり1とF続き 115 

履修申請をして岨位か取得できなかった授業科目については，次年度または次学期にお

いて再ひ履修することができる。

2. 規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部市務室

に相談すること。ただし 1年次生の規定外腹修は原則として認めない。

VlII 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(2) いすれの授業科目も授業時数の 1/3以上欠席した場合には，原則として門該授業科fl

の受験資格を失う。ただし，病気または正門な理由により長期欠府の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科目によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験てきなかった者に対し，原則と

して学期未またぱ＇｝：年木に実施する。

(2) 追試験を希望する者は， iじliな事由を証明する内面もって速やかに授業担竺i教員に届

け出ること。

(3) 追試験は，成績表0)‘り，i亥科目に Tの表ぷがなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は， 1復修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願Jを学部'lt務室に提出しなけれはな

らなし io

なお，追試験の受験料は， 1科l]につき200円てある

3. 再試験

(1) 再試験は，原則として学期木またば芹年木に実施する。たたし，授業科日によっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成紐表の‘'i該科llにFO)人ぷかなされる）となっ

た授業科11のある者は， ‘lii亥授業科Il()）担‘’1教員か再試験を行なう場合，受験すること

ができる。
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なお，再試験は，履修(!り）復修を含む）した年度に限り受験することかてきる，9

(3) 再試験U)受験を，在IIIされた者は，［再試験受験願」を学部'li務脊に捉出しなけれはな

らなし )0

なお，再試験の受験料は， 1科lIにつき 1,00(）日てある。

4. 試験に関する注意

1. 通則

(1) 試験場内ては，すへて監督行り指ぷに従わなけれはならなし＼なお，監腎行())指ぷ

に従わない者には，退場を命することかある。

(2) ぶ験場内ては，惰叫）廿具・持込みを，；！「された責料以外のものは，すへて監督行の指

定する場所におかなけれはならなし＼

(3) 受験行ばTl]」［およひ受験，，午11J,l1E（追。再試験の場合）を，机のい）見やすし)場所

に提ぷしておかなけれはならなし、ヘ

（4) 試験間始から20分を経過した後は人室・文験を認めなし＼。

(5) 試験間始から25分を経過するまては退場を認めない（，なお，監竹行か退場を命する

場合はこの限りてはない。

(6) 受験者は，試験中監督者の叶IIIを得ないて試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料木納0)名・授業時数の 13以上欠席した者は，試験を

受けることかてきなしヽ。

(8) 病気・ 1i故その他ll:‘りな1i由によっで芝験てきなかった行は，診断，l｝.1i故I.ll［明そ

の他1E‘りな1叫を，J［明する因[hiを添えて，遅滞なく授業担‘li教員に届出なけれはなら

なし )o

2・ 試験におけるイ<l]廿豆砂）懲成につしヽて

(1 J 不正行為をした者については，学則第68条により闘せられ，史に年度における ‘I五亥

投業科目の単位の認定を行わない。

(2) +正行為のあった者の懲成処分については，教授会において審ふのうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分か確定したときは，学長はその旨保』．人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公ぷする。

IX 成績発表

(1) 成紹発表は，アトウァイサーまたはセミナール担‘片教員より本人に成禎表を交付するの

て，学部＇μ務室の指ぷに従って必す交付を受けること。その際，学牛祉 l：を提小すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成禎0)謹価は次0)叫号て表わし， 60、点以 tをもって単位取得（合格）とする。

（合格）

A: 100~80、r,¥
B : 79~7(）、1且

C : 69~60、点

（不合格）

F: 59点以l<

T:追試験受験口I
Z:追・再試験(})受験責格なし
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(3) 成績についての疑間，質問等は成紐表交付llのみ受け付けるのて，学部1i務室に間合わ

せること。

(1) 1i故，病気育により指足llに成績表の交付を受けられな¥)場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合ば因j五正およひ委任状を持参すること。

x 履修申請書記入例

掲ホの晶人例を参考にして履修叶I司『内を出人すること。
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

経常‘情報学部福祉環境情報学科における投業科[lは，＇‘戸科共通科日群 I G II, }り1"lJfl..礎科Ili甘，

専門科目群 I~VI, ［、り1"ll肋l連科ll li（およひ自由科ll群から構成されてし;る O

なお， t'l由科llにおし □ては，教職に閃する内門科Ilか中備されてし)心

II 授業科目の単位と認定

本学部てはりi位制か採用されてし辺。 i且位制とは，ひとつひとつの投業科llに孔i()）)よ準によ

り定められた単位かあり，囮修授業科日に対して，試験もしくはそ U)他のJi法により＇、［習評価を

したうえて，その巾位を認定する制度てある。

単位叫麟は， A・B・C3段I:t，『U)，;‘l価により fiし,, FU),；平価は単位を認定しなし)も U)とするし，

III 卒業に必要な単位について

卒業に必要なiii位数は，次0)人にぷすとおりてある。

たたし，白由科目は卒業に必要な単位数には含めなし'o
ロ～―,．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．

～ ＼ 掌部・学科 経営l青報学部福祉環境柏報学科
.，．. 

系 列
- ＼  

~-～～- ・ 単位数
.. -.．＾  • -.  

学科共通科tl群 I (英泊・日本語）
．．．．．．．．．． 

［学科共通科tl群II （総合科目群）

I ＇専門基礎科 tli「f

fヽ り門科日群 I （福祉理論）

専門科目群II （伽祉実践）

f9・り門科目l詳III （福祉環境）

専門科ll群N （似祉柏報）

専門科目群V （福祉経営）
..．.．．.. 

専門科目群VI （フロシェクト）

専門閃連科ll肝(‘4 ンエンター）
• -

指定された科目群より修得した科日以外
に，以上の科目群もしくは経営情報学部
他学科及ひ人文学部より選択必修

8
 

-
8
 

ー

ーと

18 

12 

12 

12 

ー2 

6
 

14 

し 91+ 124 

※ 外l上1 人留 ',f 生・帰 l月生は特設科 ll 肝ての修得単位を学科共通科 L]群 II 単位に—.．

部枷り替えることかてきる（註細は130貞参照のこと。）
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N 各学年における標準的な修得単位

各学年に履修ずる投業科l1群およひ修得巾位数の日安は，次の表に小すとおりである。

学年 [ii 位 数の 11 安
． ー →・・ ---- --- --- - - - - -

学科共通科Hlt'FI (英晶i.I 1本謁）
！ 英語 IA・B..........................................z科Il 2 fii ｛立（必修）

選択科Il·································•················· 1-H[ l 2 1p_位
日本］｛fI A・ B .．．.．．．．: : ： :’• 9 : :．9 : : : : ： ： ・ • 9 : ： • • 9 :.  : • 9 : 9.．.. ・ • 9 : :’.．．....．．: • 9 : 2 f t l l 4 1 i i {,~ (必修）

（外寸＿Ll)＼f{｛学'.’l̂̂ O jt,1}lElft必堆参）
学科共通科目群II (総合科 I•1群）．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．． 1科ll 4単位

1年次 l、If.ll f］韮礎科「］群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..8科ll 1 6 iit位
福祉社会と経営1青報

修得単位数
36単位

情報メディア扁］
情報メディア演習(j.................................4科tl 8単位（必修）を含む

情報メティア演村II
専門科l-l群III (福祉環境）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科I!」iii.位一
専l―"]科li群V (福祉経常）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科Il l単｛立

専門閃連科ll群 （シェンダー） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科112単位
※指定された各科 ll群より修得した科 11以外に，以 l••U) 科 I l群もしくは舒常柏
報学部他学科およひ人文学部より 1科ll 2単位

1 学科共通科I1群 I (英nft.l l本議） ・・・・・・・・・・・・・・・・..2科I-1 4 iii ｛立
専fl'］枯礎科ll l罪•.．．.．．．．．．．．．．．．．.．.．．．．．．．．．．.．．．．.．.．．．.．． 1 科 l- | 2 i ii （立

2年次 専I"]科~日群 I (艇祉岬論）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..3科l-l l ()単位
専門科I-l群II （福祉実践）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..2科ll8 1,ii位
専I1［］手斗1_-l tf N （付~tlt'I胄点艮） ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 3 f‘t l 1 8 iii f立
！福祉情報論福祉 ‘I青 報 演 習f.................................2科ll 4単位（必修）を含む

専l1'］関連科[_-l群 （シェンター） ・・・・・・・・・・・・............1科Il 2単位

，修得単位数 ※指定された各科日群より修得した科I!以外に，以 I1)科日群もしくは経営伯
36iii位 報学部他芹科およひ人文学部より 1科Ll2単位

I、lf.ll']科「l群 I (福祉罪論）．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..2科ll 8単イ立
_l、if.l1 El科l]群II (福祉実践）．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科il 4 J!i位
専I1り科[l群III (福祉環境） ・・・・・・・・・・....................1 tH l 4 i'¥tf立
I、!}:ll fl科ll群N (福祉•:I訂報） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •..... l fi l l 4 i ii.イ立

3年次 n} | l']科[I群V (福祉経翌n..............................1科lllE¥i位
!!t|-lf.J科11群VI （プロシェクト）

i 糾祉環境フロシェクト研究 I........................1科114単位（必修）
-[!f. l1 1]関連科11群 （シェンター） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科ll 2単｛立

修得単位数 ※指定された各科lll詳より修得した科[|以外に，以 l]）科ll群もしくは経訊＇柏
3詞位 報学部他予科およひ人文学部より 2科ll 5巾位

I!J: |i'］科l」群Ill (福祉環境）．．．．．．．．．．．．會.................1 f'H l 4 i¥i.f立
一心l"H斗I!群V (糾祉経党） ．．．．．．........................ 1科ll l i ii （立

4 11汀欠 ，が["lH I Jiff VI （フロシェクト）
糾祉環境フロシェクト研究II........................1科t14単位（必修）

（フロシェクト研究IIを履修するには，プロシェクト研究 Iの単位取得か条件
となる U)て注怠ずること。）

，修得単位数 ※指定された各科ll 1甘より修得した科I!以外に，以 Î．の科ll群もしくは舒曹柏・
17単位 恨学部他学科およひ人文学”部より 2科I1 5 q1.位
卒業，

I 

修得単位数

124単位
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1. 

授業科目の学年配当と履修すべき単位数

学科共通科目群

学科共通科l1群は， lriJI （り贔h.l l本泊）， 1,i］II （総合科Il群） U) 崎系列に分かれてし)るか，

それら U)各系列のうちから IIII卒業に必毀なりt位数につし亡ご」に小した所定の巾位以 1[在を修得し

なけれはならなし ¥o

ll

系

9
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 学科共通科lliì（： l 

授 業 科 I l 
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（災り1i• 11本晶） ※巾位数に〈印を付してある科llは必修をがす。
．．．．  

最低修得年次および単位数

1年 2年 3年 4年
- - -
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B
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A
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2
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2

2

2

2

2

2

2
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2

 

「＇芹科共通科 ll群
I I （英語・日本

i u在）」の中より，必

修科llを含み 8単

位以卜選択必修。

8
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、F
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五
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•1-E2 
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Business English Writmg 

Spoken Business English 
-----------

English for the Internet 

1 Public Speaking 
------

Reading: Case Studies 

2

2

-

2

2

2

2

2
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・系 ' ！ 年次およびiii位数 最低修得＇

，ダリ 授業科日 ・ー•------- --， 備 考 l

| 
1年 2年 3年！ 4年単位数 i 

-------------—--------＋•一―-―-- I —-•----•-——•-- -• ---• •-------

i日本語 I A ② 外国人留学生・帰
学： --•--•-- -••--•- •-----—--•--—+-----—-•--— •Lー•一ー一 』 国生は「日本語 I

科日本語 I B ② ·II·III•N, ビ

！共ロ―—- -― •一 •-- ―- -—-—+•- -―一．＿＿+--- ジネス日本語 I• 
通日本語 lI A 2 II， ビジネス英語
科：＿ ＿＿ •一•-．＿＿ ------------• - l - 9 ---~ 1 I • II」を第—・外

， 目 日 本 語 II B 2 i ． ：国語として，必修'
群 L- ..•—----• -し 科日を含み 8単位

I I日本エ叩 III 2 以上選択必修。
＿ ＿ ＿＿＿＿．．．．．．．＾一• ? • •--• • -．'--•一一

英日本語 w 2 
語 I -—--- -—-• -----•一•

,• |ビシネス日本語 I
i H -、-•-• -．．．．．、—.．_ ＿ ＿．-

！本 ビジネス日本語II
弓五し ＿ 
日口

I'---' ヒジネス英語 I

ビジネス英語II
ツ、？ヽ•- -

〔備考〕

(1) 学科共通科目群ては，第一外国語として英語（外国人留学牛・帰国生は日本語）を学

ぶ。うち，英語 IA・ I B （日本語は日本語 IA・ I B)は必修科目である。

t
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(2) 学科共通科11群lI （総合科Il群）

！系

Iダlj
’T  

投 ．
 

ん、、―f
 

り、；欠およひ叩立数 最低修得
ヽ・・・・・・・・

l {f.. 2年 3{「 l｛卜単位数
備 考

[1.-［［繁付公詞 I

（現代思想。シェンダー）

）
 

』

1f
 

i
H
 

礼8
 容文じイ文g

 擦虎じ｛
 

文（
 

^

’

'

．

'

 

ー

l

:．、，
l

l
ー

ー

1

、
、

I
l
~
~

、
、

f
l
/
、J
L
i
i
1

廿

l．
 

．
 

,. 

II 

［鳴祭社公，誦III

(l!］際交流と危機竹即

蛤ハイテクノロシー）

~ J也｝或j也J:*1し，詞 I
’’’・又

（テクノロシー咎技伽移転）

介

{、 l~ 地域地珠化詞II

11 （紆済社公システム。闊齢社会）

ー'~ 

l iii位

I'‘j:：科］し〗通科 l l群

II （糸怠合科tj群）」
| 
U)中より， 1 iiWi 

ー

i
 

ー

地域地球化論Ill

（柏恨創造。伯報共1i
。ネットワーク）

4
 

［備考〕

学科共通科I!lff IIては， クローJ＼ルなネソトワーク社会U){i作立，急速な技術進歩())進展())中

て，伽祉社会のあり }jに人文科学，社会科学，白然科学の多様なアフローチて追り，国際社会

(}） ＾員として活動するため(})枯礎知識と }j法を扁し、福祉(})もつ怠義の社会的変容を苔察しな

から，祈しし舟仙祉刑念(})醸成に責する学際的知識を修得して t)< c 
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2. 専門基礎科目群

専門枯礎科目群は，社会福祉l．受験資格取得に必要な指定科l]0)うち「1[l連伯域」の諸科目と

柏報関連の基礎科［lて構成されている。福祉， 人間，社会，経営， [El際交流等の関連分野を広範

に学ひ，珪本的な伯報処罪能力の修得とネットワーク型社会についての理解を深めていく。

-' 
系~/ 

ー•--.．！

授
列

.• • -．．.. 

福祉社会と経営伯報
” ー ・・・ ー・一

柏報メティア論
------------------------- ------

I !'I打報メティア演習 I
専； ＿ー―-----••-•---• --- -

伯報メティア演習II

業 禾斗 l-l 

-l 

※りt位数に〇印を付してある科日は必修を示す。
------- -- -------- - -------- -—•-- - ------ --------- --------- - -

年次およひ単位数 最低修得
-- -- ---'----------I―-- ---- --- - ・ 備 考^

! 1年 2年 3ii| 4年単｛り数
．．．→―-------．．"-. ---―------ •--- ---------------_1---- ---―--―------------- 1 

② 「専門韮礎科 i1
-•-- -----1-- --- i群」の中より，必

② 修科日を含み18単
-i --. L 位以上選択必修。
② '．  

I ------ -• --------,_ - ---

—
②
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___ J_ __  

II 
一一

人間と集 団
i ——------ ----------------

i現 代 社会論
i 枯□．．—＿＿＿＿＿---------- -- ---------

人間心理I （人間理解）
．一

・社会生
!--------------

礎 日 本
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2
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日心理的援助 I
（発達・カウンセリング）

i介
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国際 法
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3， 専門科目群

専門科日群は，［福祉罪，，倫J「福祉実践」「福祉環境」［福祉柏報」［福祉経＇慇 J「プロシェクト」

の6分野と専門関連科tl群（シェンダー）に分かれている。

本学科には，特にコースを設けていないか，［、り門科tl(}）選択によって 2種類の腹修モテルかあ

る。

く福祉環境マネジメント系＞

伽祉に閃する専門知識，＇、 1]1"l技術とともに福祉環塙(})マネシメントを屯、r,t、（的に学ひ，経営感

立に優れた社会伽祉1：をll指す。

く福祉情報マネシメント系＞

福祉に閃する専門知識，専門技術と伽祉ネットワーク，伽祉柏報を直1且的に学ひ，福祉シス

テム(})構築，連／1l技術に優れた社会福祉l：を目指す。

これらの履修モテルおよひ各年次における修得単位の目安は，オリエンテーション時に説明

する。

(l) IM I l fl fil l i罪I (艇祉刑論）

専門科ll群 Iは，社公福祉について(})枯礎体系を構成する科Il群てあり，社会福祉l:0)受

験責格(})前捉となる科1jか配i買されてし又る。

(2) 専門科tl群II （伽祉実践）

専門科ll群IIは，社会福祉l：受験賓格取得(})ための社会福祉＿援助技術に関する演習・実習

科ll群てある。

(3) 専門科ll群Ill （福祉環境）

専門科ll群IIIは，福祉を環境(})視、点から検吋する科Il群てある。効率じ義と競争理念に貫

かれたすべての社会環塙を， 2111［紀刑共＿I上社会の環境に再構築するための多様なアプローチ

によって， 1-生活者中心(})閃かて持続可能な福祉社会」の環境を創造していく課題と方法を

学んてし＼ ＜。

（」） 専門科11tt訂V （伽祉‘情報）

専門科日群Nは，地域の柏報化を推進し，福祉インフラストラクチャーとして機能させる

専門知識を学ふ科11群てあな情報通に吊命(})急進展によって伽祉システムの中心およひ遠

訓匁療の普及や在むケアは福祉柏報ネットワークになろうとしている。

「統』＾解析・社会，凋仔法」「テータヘース・情報ネットワーク」の科目により最先端の情

報教育を学ひ，［生体栢恨論」なとの科l1より，人間［学的な視、点から福祉機器・用具に対

する罪解を深めていく。

(5) 専門科目群V （福祉経営）

専門科tlt'[Vは，福祉の純粋理菰的杓察の領域をより拡大して，社会全体の産業考察の枠

組みについて考察していく科日群てある。

［生活紆‘，兄誦 憎，i祉ヒシネス，iii」 l'.¥'P()マネシメント IIii］なとU)科11により，ホランテ

ィア活動およひNP O活動に必波な北索てあるマネシメント視、点を五ってし)<し
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(6) 専門科目群VI （プロジェクト）

専門科日群VIは，システム的な思考能力，システムとネットワークの実践的な構築能力を

捉成するとともに地域社会との連携を深めて協働・協創の、低識を涵蓑する科Il群てある。

「福祉環境プロシェクト研究 I• II」は， 3．4年次必修てあり，ホランティアの活動と

いう色彩を常びなから，地域の福祉現場の間題に挑戦していく。

この必修科日の履修登録）j法については， 2年次においてカイダンスを行う。

(7) 専門関連科目群（シェンダー）

専門関連科日群は，本学大学院に裕積されているジェンダー論における知識・情報・ノウ

ハウを応用した科［］群てある。小f超高齢時代，男女共詞参画咽の新しい社会を迎えて福祉

システムにおけるジェンダーによる役割分担の屯要性について学ぶ。

(8) その他選択科l」

指定された各科目群より修得した科目以外に，以I：の科日群もしくは経営情報学部他学科
.. •- - --- .. -•-•• --- -• • •ー・ •- - • - ．． 

担よひ＿＿人文学部より 14単位以•L修得しなけれはならない。

なお，本学科と関連深い紆営情報学科，国際経営学科，福祉文化学科の次の科日を履修す

ることが噌ましい。

・経営情報学科

経営情報論，企業論，日本企業論，広報戦略論，サーヒス産業論，商品開発論，

管理会計論， I原価Ii十算論，会叶監府論，マルチメティア論

•国際経常学科

公共財政論，比較公共政策論，起業マネジメント論，経営組織論，地域振興論，

国際経営比較論，フロンティア産業論

•福祉文化学科

福祉研究人門，女［‘'t福祉論，地域研究人I"］，シェンダーと文化，女性学，悴害者と文化，

女性と社会 I • II, I靡害者福祉論，社会福祉制度扁

特に，公的・非営利的・ lli場的な福祉システムの仕’ltに携わりたし V芹生，またジェンター

論に関心を持つ学生は積極的に履修することが惰ましい。
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系

※単位数に（〕l]］を付した科目は必修をポす。
-------

投
列

•1 

t、t1:l社会 伽

l"l'·••一
科閻 齢名

| l l i 

| i刊閻古者
I 

I kl 児
！怜i: 
祉社
理！

韮公 l『J
ヽ

地域

業 科 l l I 最低修得

4年単位数

んー、閲

祉論

祉

咽

会

伽

扶

福

社会福祉援助技術論 I
． ． ． ． ．  

社会伽祉援助技術論II

I.li 環

際 資

助

祉論

境

源

へ
冊

^^

-t" 
命
皿11{̂n 

i
4
』勺3

 

9
9
 ..
 

,＇』

1

4
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―
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I
I
 2

-

••• 

T
,
 
•• 

,'ー「

1
-

ー
I
l
.
 

_
1
.
 

r

．
ー
＇

’
l
~

年次およびi且位数

’、li
門 社会伽祉援助技術演習 I
科！ ＿――------

日 社会福祉援助技術演習 II
群 ： ― ― - - --------―-------

II 社会福祉：援助技術現場実習 I

ヘ

福 社会福祉援助技術現場実習 II

祉 I ----- ----- - ---、-—- -------

実 社会福祉援助技術現場実習
践 指導 l (上ド前・指導を含む）
ヽ

-----t 

！ 

4

4

-

2

l

 
、

-

4

4

-

4

2
 

-----' 

社会福祉援助技術現場実習
指導 II （巾前喩指導を含む）

-----•ゴ•- -----•---••-••-....- -----•一. --- --------- l 

地球環 境 論

生活環境論
専→ ←―-- - --------•----• 

門生態環境論
科
目 都
群

III'国

ヘ

福 エネルギー資源論
祉，

環福祉まちづくり論
境• -- ^-•----••-••------•---•••• 

-国際福 祉論

9 環

―------- --l _----―----•一→—--

- -----―1 

．］ 

， 

•--1 

4
 

4

-

4

4

.
…
 

2
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3 ; 

2
 

3
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i

2

 

~
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，
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18単位

i 

12単位
l 

9

9

 

q

^

 り｛
 

単2
 

ー
••••• 

4
 

,
1
4
-

J
'
 

4
.
4
 

備 考

「専門科日群 I
（福祉理論）」の中
より， 18単位以上

選択必修。 ！ 

---------

「専門科目群II ’ 
（福祉実践）」の中
より， 12単位以上

選択必修。

管理嘩 i 4 
------ --- --- . - --------- ←--• -•--••一丁―_＿... '---- -------j 

環境マーケティング 4 
ー•• -------•--•------- ---••l~---------'-------

境

l _ --------- -------
「専門科目群 III
（福祉環境）」の中
より， 12単位以上

選択必修。

| 
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4． 特設科目群

外lil人情学生及び）if}lk]＇t()）ため U)）役修科I!てあり，企菜活動令般にわたる ll本的な枠組み())HI'

解を深めさせる科Ilてある。

系

列 投業科 tl 
りー；欠およご‘iitィ立が父 最低修得

日本'1i柏 I (11本U)政治）

114ゞ'li柏II (114辺）経済）

牛l l l 4ゞ'li| 1¥ III (I l 4< u)糸f/i,t)

設 日本文化史人l11J

科 114辺）近代文字

I l I 140:とアシア U)出版文化

li(! ll本とアシア U)経済協）j

11本泊文仇，倫 I(IIi訊l的表現）

l l 4¥ll{｝文 I]＇î，誦II(文字1rl'、J}砂見）
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5. 自由科目群
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［備考J
(l) 白由科llとはが業に必殴な巾位数には}JIIりされなしげハ

きる授菜科lIてある

(2) 本学科におしごは， 1]由科llとして，教職課程0)科11か準備されてしヽるし

由科日つし iては，後掲0) ［教職課程履修」 0)嘉明を参附0）こと c

日由に選択履修することいて

こtしら())日

VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする 業科Ilは、 1/j:＇［翡 lU)ヤJ1めリ）指定された間lIに，叫定の

方法（オリエンテ ションて説明する） て履修IllIII＼をしなけれはならなし＼履修1|l,;hは，年

間のふ伽1|lhiをたて， りi位を取得する心息｝くIドをする了期初め(}),［改な T紬きてある。 こ())

股修直泊手続を間違えたために，授業科日の履修かてきなくなり， そ())結東進級はもとより，

卒業かてきなくなる場合もあるいて，以ドに褐ける汁怠1叫lを厳‘、『して， 誤り U)なし）ように

(1) 

股修巾，，打をすることし

腹修巾，泊，り提出後は，授業科IlおよひillヽIi教員なとの変史，追加，取消しなとなし¥よう，

-）文冊認するなと，訓心U)i捉出する 1]りに授業時間割表に則してもう を払うこと c, なお，

股修照合11か設けられているいて間違いなく登録されているかとうか必ずli糾忍ずること。

たたし，囮修Ili,919]，りの返還または照合には1心しなt¥ u)て必す「学生控＿， をとっておくこと。

＇ 2
 

9

¥

 股修11l，心をしてし＼なし寸受業科Ilは，受，溝しても巾位は，，忍められないU)て，授業科1iu)fli

n1＼にあたっては進級や卒業に必嬰なりt位u)仇定を柏屯にf」ない，修得単位数かが足しない

ように｝j を期ずことぐ

(3) |riJ—ー学期の Inj 廿が限に 2 つ以 l••I))投業科 I lを履修することはてきなし'oもしこのような

重複する授業科日を出人した場合は， 両科llとも登録無効になるのて注認すること。

\)~, 

1

5

 

（

（

 

一度巾位を修得した授業科llは，

／復修IllII訂内には授業科日，

iり度囮修することはてきない。

コマ・コー）、番号なと必要巾項を正しく晶人すること。エ載

(G) 

t0)誤りやが明瞭なも 0)は1ll,if,i日体か無効になる 0)て l9分注屈すること。

コマ・コート番号とは，時間割｝ぶこ授業科Ilと共によ人されている番号て， そU)時限の

投業科日に1古］1iの番号てある。

、

9

、

9

ゥ

1

8

9
\

、
~
~
\

履修申，直内は「／復修叶l，清f-t}叫人例Jを参照して，、県色ホールヘンて，晶人すること。

指定された期Ilまてに腹修I札泊を怠った場合は，学業(})、狐息なしとみなされて，退学処



分となるのて提出期日を厳守ずること。

VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修

条fi:f；1占恨‘‘;：賃I: I復1I各り）「＇｝ 1：：： f糾：き 133 

／復修巾泊をしてり国か取得てきなかった授業科日については，次年度または次学期にお

いて再ひ履修することかてきる。

2. 規定外履修

謹りするクラスの投業時間以外のクラスて受晶せさるを得なし)場合は，必す学部'h務窄

に相淡すること。たたし 1年次生の規定外履修は原則として認めなしヽ。

VIlI 試験について

1． 定期試験および臨時試験

（1) 試験は，定期試験と臨時試験かあり，定期試験は原則として学期未あるいは学年木に

臼1ヽ，臨時試験はオll‘li教員の判断により適宜行われる。

(2) いすれの授業科日も授業時数の 13以［欠席した場合には，姐則として‘片該授業科日

の受験賓格を失う。たたし， j，ij気または止‘りな理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることかある。

(3) 試験の時間割は掲ぷにより連絡する。

(l) 授業科Ilによっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない1i、1月によって定期試験を受験てきなかった者に対し，原則と

して学期木またぱ＇；：年木に丈施する。

(2) 追試験を希叩する者は， ll:‘りな1HIlを1」［明する ll}面もって速やかに授業担‘り教員に届

け出ること。

(:-l) 追試験ぱ，成禎表の‘li該科日にTの表ぷかなされた場合に限って受験することがてき

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することがてきる。

（1) 追試験を受験しようとする行は，［追試験受験願」を学部1i務字に提出しなければな

らなしヽ。

なお，追試験の受験料は， l科日につき200円てある

3. 再試験

(1) 再試験ぱ， I泉則として学期木またば戸i・木に実施する。たたし，授業科日によっては

再試験を行わない場合もある C9

(2) 定期試験(})糾果，イ、合格（こい場合成粕表())‘凡，亥科IIにF())表ぷかなされる）となっ

た長業科ll (})ある名は、％，亥投業科l/()）担‘り教員か再芯験をりなう場合，受験すること

かてきる
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なお、再誡験は，履修（印役修を含む）した年度に限り受験することかてきる。

(3) 再芯験0)受験を叶11Jされた者は，「内試験受験願Jを予芥151i務屯に提出しなけれはな

らなし＼

なお，再試験U)受験料は， 1科llにつき 1,000円てある。

4. 試験に関する注意

1. 通則

(l) 試験場内ては，ずへて監督者U)指ぷに従わなけオしはならなし＼）なお， 1i監督者の指小

に従わない者には，退場を命することかある

(2) 試験場内ては，惰叫用具・持込みを謹された責料以外のも U)は，すへて監督行の指

定する場所におかなけれはならなし)

(3) 受験者ぱ芹生[1l［および之験記r11J,rn:（追・再試験の場合）を，机のい）見やすしヽ場）叶

に提ぷしておかなけれはならなし、

(4) ，江＼験間始から20分を経過した後は人窄・受験を認、めなし )0

(5) 試験開始から25分を経過するまては退場を認めなし ¥o なお，監督者か退場を命ずる

場合はこの限りてはない。

（6) 受験者は，試験中監督者の謹11Jを得なしご試験場を出てはならなし、

(7) 試験の行われる学期U)投業料木納U)者・長業時数U)1 3以 l：欠）出した者は，ぶ験を

受けることかてきなし＼

(8) 病気・ 1i故そ U)他l[‘りな '1i由によって受験てきなかった者は，該断，り・ 1砧知l［明そ

の他Jl:‘りな 'lHIlを，，l［明する [lfliを添えて，遅滞なく投業担‘11教員に1［り出なけれはなら

なし＼。

2. 試験におけるイ汀臼r1砂）懲成につし:ご

(l) イ汀臼j：偽をした者につしヽては，学則第68条により闊せられ，更に年度における ‘li該

授業科llU)単位の，忍定を行わない。

(2) ,1汀臼j:'/,訂U）あった行の懲成処分については，教長公において裔，義のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分か確定したときは，＇、乳長はそ U)旨保ul［人を什喚して通知す

ると共に学内にこれを公がする。

IX 成績発表

(1) 成紐発表は，アトウァイサーまたは福祉環境フロシェクト研究担‘片教員より本人に成粕

｝ぐを交付するのて，学冷lいli務‘その指ぷに従って必ず交付を受けること。その際，＇芹生 ul［を

捉ぷすること

なお，指定された期Il以外には父付しない。

(2) 成粕())記11llbは次の出けて表わし． 6(），点以卜をもって単位収得（合格）とする:

（合格） （不合格）

A : 100~80、r,t,i、 F:59兄（以 I‘̂
B : 79~70.'.'.( T :追試験受験11J
C : 69~6(）点 Z:追・再試験())受験責格なし
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(3) 成績についての疑問，質問等は成績表交付日のみ受け付けるのて，学部事務室に問合わ

せること。

(4) -~故，病気等により指定 H に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合は学生証および委任状を持参すること。

x 履修申請書記入例

掲示の記入例を参考にして履修申請書を記人すること。
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

人文学部国際文化学科における授業科日は，学科共通科日群 I~III, 専門且礎科日群，専門科

目群，特設科l]およひl'］由科ll群から構成されてしヽ る。＇、り l!FJ科！J群は，枯礎科目群，比較文化科

目群，地域文化科Il群（日本・アシア・環太平汗文化研究，アメリカ・カナタ・ラテンアメリカ

文化研究），基礎ふ沿，専門閃連科目群，演習からなる。

なお，自由科日においては，教職課程，学芸員資格取得およひ日本点教授法の科目か準備され

ている。

II 授業科目の単位と認定

本学部ては単位制か採用されている c iit位制とは，ひとつひとつ0)授業科日に＾定の枯準によ

り定められた単位かあり，囮修した授業科日に対して，試験もしくはその他の力法により学習評

価をしたうえて，その単位を認応する制復てある 0

iit位0)認定は， A・B・C3段附0)評価により行い， FO)nf価は巾位を認定しないものとする。

III 卒業に必要な単位ついて

卒業に必要な単位数は，次の表にぷすとおりてある。

たたし，自由科日は卒業に必要な単位数には含めない。

学部・学科

学科共通科目群III （総合科目群）
-------

専門基礎科目群

専
且礎科目

- - -

|1 9l 
比較文化科 Il 

ト・・・ • -- - ---- -

科 I地域文化科 fI 
ーー 一

t l 
拮礎；i nfi 

一 e-----

群
油

I
_
f
 

‘、.f
 

ジ

f、
L化

数

文祭
＂． 
国

位
；
 

~
 し

L
I
i

.
,
9
.
 

学

単
文人

-
2
8
 

4
2
-

1

1

1

2

 

4
-
8
 

-
8
 斗

ー
斗
L

-
8
 

専門関連科日
- - - ----------- - - --... -__ -- ----------I 

｝指定された各科日群より修得した科目以外＇
に，以上の科tl群もしくは人文学部他学科
及ひ経営情報学部の科目より選択必修I 91 1一 126 

- --- --------- ------ - ------------ --------- ___,_ --- ------------------ --------

※ 外国人留学生・帰国生は特設科Il群ての修得単位を学科共通科日群IIIおよひ

専門科11群（専門閃連科目）の単位に＾部枷り替えることかてきる（詳細は
152貞参照のこと。）

12 

12 
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N 各学年における標準的な修得単位

各学年に履修する授業科Il群およひ修得単位数の日安は，次の表にぷずとおりである。
ー．．．

学．｛l’.
!-—-- →-------- ---------―------------ ----

学科共通科ll群 I （日本晶・英晶）

符本[g［文．・ i~:::::: :::::: ::::: ::::::::::::: :::::::::、竺[]|］ ］悶認（必修）

（外国人留学生・帰仕l生必修）
学科共通科[l群II (1肖報科学科llltfl............ 1科l―-]2 i且｛立

学科共通科目群Ill （総合科[l群） ..・・・・・・・.........2科ll 8単位

iii 位数の ll 安

1年次

i 専I1 1晶礎科 Il群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・............3科日 6単位

専門科日群（選択科ll)の中より 4科目16単位
，修得単位数

4詞位 ※指定された各科Il群より修得した科ll以外に，以 l：の科日群もしくは人文＇戸

部他学科およひ経営情報学部より l科日 4ili位

学科共通科1ll罪I (日本話・英晶）

合本：r沿［文：じ： •.....: ： •. ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： •. ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： •. ： ： ： ： ： ［［ ［］ ］爪終L （必修）

（外国人留学生^ ・帰国生必修）
2什次 学科共通科[l群II (、1青報科学：科目開）・・・・・・・・・・..l科日 2i且位

専^I 1 1珪礎和tl l群・・・........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ --1科il 8単位

i l肛門科日群（選択科日）の中より 5科日18単泣

修得単位数 I

36単位 ※指定された各科ti群より修得した科1」以外に，以Lの科ll群もしくは人文浮

部他i‘i:：科およひ経常情報学部より 1科目 4iii位

専 l1]科！ll詳

［］］際文イじ油習 I・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・・ ・・ ・・・ ・ ・ ・・・・ ・ ・ ・・ ・・ ・ ・ ・・・・・・・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科ll 2. i it位（必修）
3年．次

専門科Ill罪（選択科l|) 0)中より 8科I]30りi位
！修得単位数

36単位

，ヽ‘ー）'｛
 

-
▲
 I

l
 

ー

※指定された各科Il群より修得した科目以外に，以卜の科11群もしくは人文学←

部他学科およひ経＇隠伯報学部より 1科ll 4単位

[！l:|'’l 科 Il群

国際文ィヒ油何 II ・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科 i l (} i ii位 （必修）

修得単位数 I

14単位^ 1，、If.I"］科ll lt、(．（選択科11)の叶1より 2科Il 8 iit位
！ 

卒業

修得単位数

126W位 i
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

l 学科共通科目群

予い］し通刊llffflよ崎 I,i] I (I I本II{iらり［讃）， 11 9] II (I占恨fl・，J:ァ{4| l ll~ ()およひI19l lII （紐合科11

財 U) ．系叫に分かil ~アし｝るか，それら UJ 各系クlju) うちから l lll『]［に必牧なり印iIこ＇） t :て＿

(l l f l← I l l i (l (l l 

系

刈 ‘, f
 

梵
こ"‘4 

位，1［i l 人＼

災

災

B 

II ム＼

、、

f
 英 畠 II B 

1

ー、
l
 

f
ノ

災

災

4
L
I
 

/

1

 

’
E
.

、
l

逍

1¥、I

I l 

J) 

III 

w 

l ] 4、出 l ム＼

1 1 4< i] ｛ i l l } 

I:を修胄しな 1}，1 Lはなら心し}

※ 

l {1 2り 3

'-. I|］を日してある{tI j 

り；欠J；ょこ）ヽ [Iti:1ー麦父

j- ＾̂ -上

どIJヽ j

l 1 ; i氏fI各i'}
k
H
 

祉 ¥J 
」{| 'li位数

⑫
 

2
 

（
＼
 

ツl

ツl

¥2 

9―ヘ

噂

＼

；

 

:^

1
 

l

l

 

I

l

 

▲

L

1

.

t

,

＇ 

/

1

/

1

 

;
1

▲

・
:
I
 

＾

ヽ

今

、

A

4

 
~
 

I

（ー

f

ー
！ー，

 

8 i 1,1 | 1IL 外Ii ]人貨予、II: ^ &'),II} 

[ I-| Itは iI l本泊 l入

も Il}, I l人＼恣 IIB」

を第外[11，れとして 1

：i 必修、' i 

-．．了

11 lII ッ]
1
L
I
 

I
I
 

t
1
1

▲,＇r
 

日 本 II{| N り／
l

災

泊災公 iilr; I 
ヽ

り
/
]

災公 III[ ll ッ]

英公晶 III ッ]
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系

叫

＇ 

りi欠ょ；よひ巾位放 最低修得

長 業 科 I I 
l { l:. t

上9
1
 

?l 

1
1
 

f
[
 

3
 

l i 1 ・ 

fll 
＇ 

~
 

¥J 

g
 

ーーーn
 

e
 

t
 

s
 

.
I
 

L
 

＆
 

g
 

ーー.1
 

k
 

a
 

c
 

p
 

s
 

,
［
科
共
通
学
科
日
肝
ー

Reading & Writing 

Reading & Writing 

Reading & Writing 

II 

III 

一

-~ 

ーI

I

 

g

g

 

.

1

 

.

I

 

ーー.
1
.
i
 

ー

n~I 
e

e

 

t

.

t

 

s

s

 

.

l

i

 

L

L

 

＆

＆

 

g

g

 

1

1

 

I

I

 

.

l

i

 

r

¥

r

ヽ

~
~
 

a

.

a

 

e

e

 

P

.

P

 

s

s

 
蘭

ll

il 

．
 

11本
晶
・
芙
晶
）
［
（

ヅ
]

,
．
,
．
,
'
 

h
 

宋
な

し
げ
]

．
 

9
ー^

ヽ

、ー

ツl

ツ]

ツ1

ッl

91 ！ 

'-------
ぢ〕
予科共通科ll群 Iては，第・外l叱れとして英出（外ll,1人胄＇戸生・帰 lFl牛は日本，轟）を

うち， 英泊 IA・ IB・IIA・IIB (ll本出はll,1丘IfI A ・ I B ・ II A • II B) 
は必修科日てある。

(2) 英泊 IA・ I Bのとちらか 2巾位を修得しなけれは，

はてきない (llドれについても 1,;J様てある） e

zl

系

叫

（
 

＇ 

学科］し通科！ Itff II 

授 ‘凸t
木 科

(J I } t l.rti f : |’、i:?f : | l l iif) 

11 
り抄くおよひ単位数

芙讃IIA・IIBを履修ずること

1 {,_ 

最低修得'
！ 

4 1 j i ii (I, 1．放31F. 2年
備 ¥J 

学
科
共
通
科

11肝
II

コ ン ピ ュ 夕

＇ 

倫
...• 

I
 ，
 

概 ツl

[＇,f'：科共通科Ill罪
I I (1 hヤfif•:t'‘;:: f斗II lt f)」
U)中より， 4 iit位以
［選択必修。

コ ン ヒ ユ 夕 o
J
1
 

cl'ー，ー、
，
 ，＇し‘、

i
ツ

I

i恨処HI！システム人

tcll 
，
 

（
柏
恨
科
学
科

I
肝）

2
 

りtI立

J
J
~
 

＂ 

1
ァー，
 

検
•
9

、少バ 人 l"J I 

＇ 

ッ]

... 
j
 

t
 恨 が生

" 
刑 人 l"J ッl

［備附
予科共通科Illl‘(IIては，これから(})社会て必嬰とされる，

しヽて(})}、II,，版と技能を修得し、丈務能力を義う．9

柏恨科＇、ド・コンヒュータにつ
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(3) 学科共通科ll l甘III （総合科Il ltf) 

系 り次およひiit位数 最低修得

授 業 f斗 I l 備 苔

刈 1年 2年 3年」 1「 叶if立数

地球文化扁 l l 「学科共通科目群

(11本と 1ll界 U)文予） III (附芯("i'ftll甘!)」 U)

中より， け単位以L

地球文化扁 II 4 選択必修c

（民俗と環塙）

’‘戸

科地球文 化論 III 4 

共 （環塙汚染と生態系）

通

科
J I U lil際総合，溝附 I

4 

I l 
（情報・福祉＿・シェンダー・

囚際交流）
ltr. 

III J Iじ廿II寮総合，溝府II 4 8 汁t位

（日本文化）

総人 l li] 研 究 I l 
／ （人間と日然）11 

科

1 l 人 間 研 究 II 4 

It ( （人間とハイテクノロシー）

i)¥. 間 研 究 III 4 

（人間と文化摩掠）

人間研究 N 4 

, (）J:ilとり灌靡）

［備考〕

学科共通科11t罪IIIには， クローハルかつL鳴祭的な文化のあり方を多様な切り l)から学ふ

ために，地球文化菰． JI［国際総合"/li.14りをi買いてしゾる。また，人間研究は，学際的な視

、9ばから現代における［人間」の品間也を学ふ科llてある。



人文学部股修の「引と T続き 143 

2. 専門基碇科目群

専門基礎科目群は，相互依存と摩擦とが進む国際的な政治・経済・法的事情の基礎を知り，ま

た文化史的観点から世界史を学ぶ科日を配閥している。

系
授業科 H

列
＿＿＿ ↓ ． ---•ー・・・—... -． •—•• •— 

現代の人間思想
I ・・一—●● ● ●ー・ 一．．．． ．．一

生命と倫理
--

言声 辛m と nIIU 理
....• ---.....--•---• -．．．_... 

I 日本の歴史と文化
1 専，—●一●ー• ● ●●―--

柑界の歴史と文化
（東洋）
．．． 

机界の歴史と文化
門 1 （西洋）

,．．．．．．--•• • 
・—-- • •-

I遺跡と文化遺産 I
（東洋）
•ー・ ・一．．．．．．

i基遺跡と文化 遺 産 II
（西洋）

.．  ．．．．． 

日本芙術史
．．．．．． 

礎 i西洋芙術史
• ー・ • -．．．．.. ． . ． 

i 都 市芸術 I（美術）
ヽ．．．．•ー••-.... -．．．..... 

！科
1 都 市芸術 II（建築）

..．-． 

法の精神と役割
．．． 

日本国憲法
．．．．．．．．． 

！目社会生活と法

！人間心理 I（人間理解）

人間心理 II（行動心理）

＇ 群
国 家と政治

．．．．＿．．．．． 

国際政治＇ド情

経済のメカニズム

国際経済 ，r,:,,胄
I 
人間と集団

現代社 会論

社会統，it 学

，アジアの女性．論

数の技法と知

年次および単位数 最低修得
f 止伽 考

1年! 2年 3年 4年単位数
------------ • -．.  

2 ’  (1)「専門基礎科日群」
の中より， 14単位

2 以 t選択必修。

2 

2 

2 

2
 

2
 

-
2
 

＇ 

! 14単 {{f̂l 
l 

l 

-

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
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系

列
授 業 科 l l 

年次およひiii位数

2年 3年 4年 iit位数
----- ------1 ―----'------ -----~-

最低修得

1年

叫けと数 U)I廿界

｝］念熱冬屯磁気

2
 

備 考

内

物 U)動き

物質 U)構迅と

物質の組成と！［泊

生命

牛命

と思考ヤ

と

と

物 質

物質 II 

物

生illスポ ーツ概論

スポーツ科 ''f:I 

スポーツ科

ッ玉
l I I l 

,m 

ヒ lヽ と .^̂ I
―― 

ャ{
J

l"J 

2

2

2

2

2

2

2

2

 

2
 且 II 2

 lヽィ I A 

lヽィ ッ I B 

l)第＾＾外[Ll,,｛｝ ［ I、イ
ツ泊 IA・ l B, 
フランス，；｛lI A• 
I B, スヘイン，冶
I A • I B, 1ft[1,] 
,l/i I A・ I B, タ
ィ，，/lI A・ I B, 
マレー・インドネ
シア泊 IA・ I B. 
ヘトナム，沿 IA • 
I B，アラビア，；h
I A ・ I B. 韓 Ili]

晶 IA • I B J U) 
内， しヽすオしか］か
国，］打 1iit位を含み
選訳必修。

フランス

î、tフランス，翡

スペイン語

I l スヘイン 語

群

夕

ー

］
~
一

I

i

 

lil
国

イ

|
 

.
1
,
4
 

1
'
 

t
1
 .
.
 

｀
4
 

，
 

1,i1 ，
 

會
占ー
ゴ

I A 

I B 

I A 

I B 

I A 

I B 

I A 

Il{t I B 

マレーイントネシア語 lA

マレー・イントネシア，翡 IB 

夕 イ

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

 

ヘトナム ，沿

ヘトナム n{｝

アラヒア泊

ア ラ ヒ ア ,Iii

韓 ll」出

韓国晶

韮礎 災泊

且礎 英語

[hiii 号 i
トイツ,iiiI A・ I B、フランス，冶 IA ・ I B, スヘイン，ボ IA・ I B, 1J1l1↓冶 IA • I 

B曹タイ ,illI A ・ I B, マレー・イン 1、ネシア，9｛fI A.  I B，ヘトナム，，IiI A・ I B, ァ
ラヒア,;,';T A ・ I Bおよひ韓11、1,9!tI A. l l；は選訳科 Ilてあり囀し)すれか lか lIとl,,{｝,91iit位
を必す／復修しなけオ L はならなし'.,なお曹［り］＂Jt½I叱科 1 lに配附してある 1、イツ泊 II.lll` フ
ランス，，hll. lII，スヘイン，iiiTl • II[, 中国，ihll. lll，韓国，，｛iII • III，マレー・イントネシア
"hll. IIIを1復修するためには。それそれ IIにつし：ては IA・ I Bを， IIIにつし：ては IIを1閲修
しておくことが叩ましし、

外 11―1人貿‘‘f9/tて：学科且通日1lltI II O),R.，冶科 tI u)}復修を咋19Iされた場合，
巾位を第： 外IE]，冶として拡り賛えることかてさる。

IA 2
 

(2)外[1そ1人留学Itは，
I Jよ礎災，｛iI. II i 
を加え，叫I,l,,｛｝以
外の科liより，し、
すれか lか[11,,｛i4 
iii位を含み選訳必
fl多0

I B 2
 I A 2
 I B 2
 I A 2
 I B 2
 
2
 I I 2
 

、1-i[1亥f:tl l 4 
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3・ 専門科目群

州＂］教育科目ぱ，「比較文化科日 1罪」と「地域文化科日群」とかii_t}かれており，「地域文化

科[lli'［は，＜ ll本・アシア・環）ヽ‘I汀（→文化研究＞とくアメリカ・カナタ・ラテンアメリカ

文化研究＞リ）こつに分かれて t)る，、

また，以い） 2科li群の晶科日を‘¢ふ桔礎として，それそれのJj法面と，；^ I，fi能力とか甲視

される そu)ために「）よ礎科ll」と 1]よ礎，；Mi」とかii{｛かれて t)る。これに加えて，ー・＾層充

丈させるためU) ［専門閃連科ll]と， ‘’f'：生各白か自分のテーマを掘りト・け，「［Il際文化演習

II J U)なかて卒業詞文を作成していく。したかって，卒業嬰件を満たす際には， ．^ 人ひとり

か学ひたい ,_1月"l分野の科llを， 1年次から系統たてて）役修し，必要i札位を修得することか咀

まし t)¥ 

11 地域文化科目群の内容と教育目標

「地域文化科目」と「比較文化科目」とかi罰かれており，「地域文化科目」はく H本

・アシア・環太平洋文化冊究＞＜アメリカ・カナダ・ラテンアメリカ文化研究＞の二つ

に分かれている、

この＾一つのく地域文化研究＞を結ふのか「比較文化科目」てある。したがつで芹生は，

とちらかの「地域文化研究」に直点をiiりき，これに「比較文化研究」を加えて）復修』伸i

を立てることもてきるし，また逆に「比較文化研究Jを î：体として，「地域文化研究J

を併せ‘芹ふこともてきる

1) < 11本・アシア・環太平洋文化研究＞の内容と教育日標

第•-クループから第ニクルーフにおいて，古代から現代にわたって，この地域の諮

文化・歴史＇りを学ふ。

第＾クルーフ……古代から現代に t)たる Il本の歴史・文化史（学芸・文術・［:芸・

建築なと）・思想・社会・経済・政治・社会・女性・家朕にわたって，文化中心の「Il 

本研究J(Japanese Studies)を行うように構成されて"る。

この「11本研究」ては，｛I/＼―|別にタデ闊りした Il本てはなく，桐界とアジアの中の ll

木として相対化する視点と Jj法によって，「1l本」をとらえていく。そのためには，

11本以外のそれそれの地域文化の中に仕む人間か，白分U)flt界をとのように認識して

t)るかと"うことも併せて学ふ

＼ 第・.クルーフ……占代中［月と 11本のl[l係を採り，また 1]本の間lKl二近代化を，中

川・叫鮮なと，アシアの議ll―lとの[I]際閃係，文化閃係との対比において衿える。たと

えは， 11本は，アシアの中て，いち州く近代化（西欧化・ ［業化・責本 i-＿義化）した

[!|てある。しかしその「近代化」＝『文明1lil化」は脱アシア化てあり， しかも「富国

強仄I路線によってアシア,j行[1」に艤牡をり狙した1けこは内定てきなし％にもかかわらす，

近代114-=の文化U)中には， 占代中[El文化かlfll肉化して'[きてきたりこ U)複雑て巾い間

むを間うことは，そのまま現代U)I I本のあり／jを名えることに通しることを学ふ。

責 第：＾クルーフ……「東由アシアの社会と文化 1―オーストラリアU)社会と文化」 閲
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｝ご1'•洋園 0) 社会と文化］て， これまて(}))梵史・地岬教 fiても極めてイ~ I・分な欠II識しか

りえられてこなかったこれら U)地域と晶lhlU)社会と文化を，文化人類学と比較文化0)

方法によって学ふ

※ 以）：0)ような科Ilて学＇んた成果を， さらに [|l]際文化演村 I • II」によって深め、

日本を 1il界り中に歴史的認識と，それそれU)地域と文化0)構造へU)JI11解を通して， lll

際的なコミュニケーション(})場を仏ける日本（人間）を形成することを 11さ

また地域文化研修フロクラムによって， こ0)地域0)文化の伝播，交流U)逍物・逍跡

・責料なと， It-]内およひlL]外0)現地て字ふ機公をつくる，9

2) ＜アメリカ・カナタ・ラテンアメリカ文化研究＞ 0）内容と教ffll椋

第＾クループから第・・今クルーフにおt¥て， こ 0) 地域(})，眉文化。 It,~ 史を予ふ，9

こ h'} ク^ルーフ・・・・・・文化U)複合体としてのアメリカ研究て， アメリカ 0)令休仰を捉え

る。アメリカ研究においては，北米大1；ヤの先｛i．民礼公と文化へ0)視、点を含めて、多民

肱・多人神礼公として U)アメリカ u)文化0)複合性を， It}史1『J。総合的に捉えなけれは

ならなし＼ ］1、［）¥.，ユタヤ系・アシア系。ラテンアメリカ糸U)移民たちも含めて，アメ

リカか訓ってきた文化， また現に削りつつある文化0)内部U)砧Ji泰と II[fiも11とを，文予

・思想・ ltf史・社会・久甘なとり視、,,',i,から学ふし9

□ 第＿＿こクルーフ……カナダ・ラテンアメリカとアメリカと 0)閃係を＇‘仇ぶ。カナダもラ

テンアメリカもアメリカと密接な閃係かある地域てあり，カナタ文化のタイナミスム，

アンテス文叫以来のラテンアメリカの社会と文化のありりを知ることによって，それ

それの地域文化0)独白骨とアメリカ文化との差悦とを‘ヽ「ふことかてきる。アメリカを

外から捉えかえすために，アメリカか戦ったアシア地域の視点からアメリカを見る科

日もある。

第．＾クルーフ・・・・・•アメリカとヨーロッ／ ＼ 0）関係を学ふしアメリカは柏民地時代以来

現在にし＼たるまて，各｝j面にわたってイキリスとの緊密な交流を糾持してきた。しか

しそ 0) )̂jては，アメリカは多l心lj久l吋家として保守『tと急進‘『Iとかせめき合う文化を

創造している。ここ 0)科Ilては， ィキリスの社会， 1↑↑史、文‘,fを学，＇んてアメリカとイ

キリス0)|n]質竹・悦質性を罪解するとともに，広くヨーロッハとの1見l連を視野に人れ

て，文化交流史やIE]際関係韮なとを通して背以と前景とか交替し合うような両者0)牛

きた閃係を理解する

※ また，アメリカをl・＾たる対象としで芹んた地域文化や）梵史につし:ご(}）学習成県を，

さらに！廿l際文化油料 I • II」によって深め， l-F］際的なコミュニケーションの場を!l、

けること 0)てきる日本（人間）を形成することを日さす。また地域文化研修フロクラ

ムによって，実際に 'J{文化にふれる機公を広ける

(21 「比較文化科目」の内容と教育目標

「地域文化科日」を国際文化坪解の縦車11!とすれは，［比較文化科|lltいは横軸の役団l

を果たす。＜比較＞ U）視）は(})なし遺地域文化研究はありえないし，逆にく地域文化＞を抜
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きにしては比較文化研究もなりたたない。

「比較文化科目」のく比較＞ U）対象は，＜地域＞内の場合と二つのく地域＞にまたが

る場合とかある。たとえは「文化交流史 I （日本：アシア）」「日中比較文化」なとは

く日本・アシア・環太平洋＞という＜地域＞内の科目てあり，「文化交流史 II （日本：

欧米）」「ll米比較文化」などはく日本・アシア・環太平洋＞地域の文化と，＜アメリカ

・カナダ・ラテンアメリカ＞地域の文化とをく比較＞する科日てある。

また，：近代化直」]先史文化論」なとの歴史に関する科ll, 「＇情報文化論 J「映像文化

嘩J「女‘111:学」なと，現代文化の尖端をあっかう科日は， どれも——つの地域あるいは二

つ以 Lの地域の異文化く比較＞を枯本としている。それはく比軟＞という方法によって，

ある地域文化の相対化を行うと 1li]時に，その文化のアイテンティティを立，ilLする科日て

ある。

※ 履修する際は，「比較文化科ll」を主とし，「地域文化科目」を従として履修ll画を

立てることもてきる。たとえは「文学」をテーマとして日米の比較を行う場合，「 l]

米比較文学」「l1欧比較文学」「比較文学論」「Il米比較文化」などを柱とし，これに

「地域文化科日」の「日本の文学 I （占卯）」「日本の文学II （近代）」「日本・日本人

論」や「近代アメリカ文学」「移民の文予」などを組み合わせるようにするとよい。

※ 「比較文化科日」をtとして）復修する日標は，「地域文化科目」を主として履修す

る＇‘因 l：．と同しく，国際的なコミュニケーションの場を広け，悶かなt体（人間）を形

成することにある。「国際文化油習 I• II」［地域文化冊修」によって間題、認識を掘り

トけ，深めてい<iiても詞じてある。

13) 地域文化研修

地域文化研修は 2• 3 ・,1年次選択科日てあり，本学科独自の国内・海外冊修プログ

ラムてある。「l1本・アシア・環太平洋」およひ「アメリカ・カナダ・ラテンアメリカ」

の地域文化を現地において身をもって体験し，祈たな知識と視野を獲得することを [l的

としている。 2年次における履修は「国際文化演習」を選択する視点を持つことかてき，

3 ｛卜以Lの固修ては，演習との並行履修により，交｝J果的な学習か[II能となる。

141 国際文化演習

[El際文化演甘 I （歴史・文字・社会・女性．，i・rrh)は3年次選択必修， [ii]IIは4年次

に選択必修となっている Q たたし，囚際文化油刊IIを1復修するには同 IU) rji.位を修得し

たのと詞じ教員の演督を継紬して履修しなけれはならなし）。

151 その他の選択科目

指崖された各科ll群より修得した科11以外に，以い）科111詐もしくは人文学部他学科，

条t'常柏報学?i•第経 'i:『|f'i恨学科より 12 単位以 I ．．修得しなけれはならなし、0
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【ll 木。アシア•閲太平汀':文化研究を履修ずる行】

系 叫 -；ヘhー む
1
}

7

、オ 科 11 
11次および巾位放 最低修得
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H 本 の 息 想

i ＇ J 也

域

11

本
・
ア

＇ 

シ

，又

『

ー

．． 

化

-！ ． 
閑 11本の文字II（近代

太'

;
J
 

— 
ヽ

11本 U)社公 I

（政治と経済）

日本の社公 II
（女11．と家放）

II本文化史

11本の文掌 I(占叫）

l 1本・ ll木）＼u倫

如 ‘f息想芝容史

i 
日洋近代中囚，，倫

文＇近代 Il本とアシア

科

f
こ
し

い
W

,

,
｝

じ,
1

,

 

•9, 

I 11 

且

几
疋

~
 

［
 

,
r
I
 

I j 

i
l
 

/

1

 

中［！」と II.+: I（古代）

1 | 1 [ ！、）と 11イヽII（近・ J見代），

束1‘}iアシアリ）社公と文化

オーストラリアの礼公と文化

隕）、ヽ ‘I'.ifl在)U)f[．公と文化

アシア［1.1|寮閃係詞

11本，1{｝学概，詞

11本泊と文化

1 1本晶｝豆見；」、 I
（｝こ・文砂、・11を含む）

11本，［｛t表現且、II
（文州）

11本濯｝表現且、III
(11倫文f『成仏）

[ I木II{¥AI見；」、N
(I I‘j• I t ii仏）

l l'| I.1,, { i i.ti ｛督
(k,i已・文］、41を含む）

2年

ッ]

') 

4
 

ーー

3 1ド

j 

ーナ

4

一

ーナ

4

1

4
 

l 1じ

| 28 iit位

t
"

＂ 
＇ 

＇ 
¥J 甲位放

9..．.  ...．ー・・

[＇il"l fi l l li[ （I也
域文化科ll) (}） 

(II本・アジア・
閲太平汀’口文化研
究）―！(}）中より，
281廿位以［選択
必修

: Jり1I I l f : tl l l t f (lt t 
促，in{t)」U)中
より， 8中位以
I・選択必修

9] 
3
0
 

i i tィ19 1 -

ッ]

ッl

ヅ｝



150 

【アメリカ・カナダ・ラテンアメリカ文化研究を囮修する者】
------- ------ -●●ー．．．．．• -．．．．．．．．→．．.. ＾ •-. -• •--.....-..----

年次およひ単位数
： 授 業科目 ，ー―--―-•---•—●--．- •—-- •一

1年 I 2年 I 3年 4年
•-•...... -

4 
! 1 

系 列

i アメリカ文化概論
．＿ ＿ ＿ 

アメリカ文学概論
r. --——-. •--
：アメリカの歴史
, ．．ー・ ・ヘー・・• -、 - .． --•- -. 
，アメリカの思想
i -- ------ ---—--.. -•• ---•• 

アメリカの社会 I
i （政治と経済）

地，ア← ____.•—------..-—--.--- --------
メ アメリカの上会II

ヵし----------
リ （女性と家い

------

域 1 • 多民族社会の文化
力！••• --. -••-—^- --—,•—ー・＿＿＿＿．’―--•-•一ヤ•一•-•----

！ナ 北米先住民社会と文化 i

ダ i• -•-•- -•一ー•• -•--•• ---- --

・ カナダの社会と文化
ラし．——-—--- ----------------- . --
テ ラテンアメリカの社会と文化，
ン L. --•ー・＿＿ -• - 9 

化 1 ア ラテンアメリカの歴史
メ，••------ -- ------------ I ----- -----

リ 近代アメリカ文学 4 
； 力 , ____ ------ ---- ------••一ー・・ —---•••• • •1---- - -—•••----- -, -

i科 文 北米先住民の文学
・化し．――--9 --~— --~-

研1 アメリカ少数民族の文学 i 

3ピi（アシア系アメリカ）＼，璽人文字:) 1 
ー•• ---•• •一•• •- -- -••• -•---•-• 4 -- -.  ---••-.. 

i ヨーロッパ世界とアメリカ 4 
'------ -- ---- --- ---- ------------- ---------- --- -． 

l ラテンアメリカとアメリカ i 4 
• - --—- •• 9 •-—---—- -•---- •-~---・—―-•• •-—----—• L.----•••. ..—-•- --―l 

1アジアとアメリカ ！ 4 
, ___ -- --- - '----- ---一•-- -•••一•_,__ ------- -, 

i 上 移民の文化 4 
---------------------------．ャ— ____, ____ 一・•-•+ ． ..• ------̀―---•一

目！’
アメリカ現代文化論 4 

I•-•... __.. -•――--•••一．．←-•一••---•I••- -•. 

地域と文化 . 4 i 
ー・ ー 9 マ• •-• --•一・ -•• 

， ！ィキリス社会史 l 1 4 
―- •--• 9-••---―-.-——-- •--- •---- •一• -―1 ― ——• •ーす —• •--•---- -］ 

！英米文化交流史 4 
-9----,... ト-―• -•--—•- -．--7., ̀—---• ^ -----—• 
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！ i英語学概菰 4 I 
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【専門閃連科目】
--- -----

系 列 授 業 禾斗 [ 1 

国際文化演習 I（歴史）

．●ー• --．..  

年次および単位数 最低修得

1年 2年 3年 4年単位

2 

備 考

演

専

刃
ー丸

日
J

日ー

国際文化演習 I（文学）

国際文化演背 I（社会），

国際文化演習 I（女性）

国際文化演習 I（言語）

国際文化演背II（歴史）
（卒業論文作成を含む）

囚際文化演習 II（文学）
（卒業論文作成を含む）

ー→

国際文化演習 II（社会）
（卒業論文作成を含む）

● - -- ----— と ーー・

国際文化演習II（女性）
悴業論文作成を含む）

L—- ---

国際文化演習II（言語）
（卒業論文作成を含む）

ー ヤー—- - ．----

地域文化研修
（日本・アジア・環太平洋）

f 斗， 

地域文化研修
（アメリカ・カナダ・うテンアメリカ）

ドイ

イ

ツ語 II

ツ語 Ill

直

日 ＇ 

I

r

i

 
ー

ー

I

I

 

五

口

五

口

五

口

弓

"
-
1
-
-
n
.
-
1
•
I
I

ス

ス

ン

ン

ン

イ

ラ

ラ

ペ

ド

フ

フ

ス

門 スペ イ ン 語 Ill

語

•—•- -• 

， 

2
 

2
 

1
2
 

2

2

-

2

2

 

2
 

2
 

6
 
-
6
 

L
 

2 

2
 

6

6

 

6
 

数

(1)国際文化演習
I （歴史・文
学・社会・女
性・肴語）の中
より， 1科目 2
単位を選択必
修。

8単位

習
る
の
し
の
す

演
す

I
得
員
択

化
修
同
修
教
選
。

文
履
＇
を
じ
を
と

際
を
は
位
同
目
こ

国
I
I
に
単
た
科
る

、

'2
 

9_’ 

閃

中
I 

中
•一・・

マレー・インドネシア晶II

国

国 五
＂_-^

ご
1

—_1 

群＇ 連

斗工↑

[ 1 

II 

III 

マレー・インドネシア語］II

韓国語

卜 韓国語

国 際法

川際関係論

国際政治論

国際経済学

国際経常論

II 

Ill 

i
2
 

....．.  

「内l"］科ll群(,、t1:
l"］I見］連科11)」の
叶9より， 12巾位

.L又卜選J几必修。 ＇ 

2
 

2
 

i 
12単位

2
 

2
 

2

1
ー

2

4

4

4

4

4
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｛卜次およひ車位数 最低修付
系列 投業科 l l 仙 考

1年 2 1じ 3 {.l ・ • 4り単位数

'| k]際糸fi的tt車交i倫
--← ！ 

4 

I専
内： 金融 I li~ 9 | 1, j 2 

:「1
l"J 国際間発，，倫 4 

！ 閃 11 +:介業韮 l 
科

連 流通 業扉
tl 

科 ！ サーヒさス）生ゞに・オ,_vふ,ーi／Ill入l． .1 
lif ！ 

I l ＇環境心 HII

田際胄源論 4 

4. 特設科目群

,
 
．．
 
r
 

系

列

こ
ャ
Jヽ

l
 

牛．
 

投業科日

本 ’li 柏 I
（日本の政治）

11 本 'li 伯 II
(11本の経済）

．．．．．  

日 本事柏 III
（日本の経常）

設
i 日本文 化史人 l"l

日 本 の 近代文字

年次およひ単位数

1年

2 

1
d
 

I
l
 

9] 
，
 

I'-3
 

最低修得
備 ¥J 

ッ1

2
 

l
 

i科

. l l 
！ 日本とアシアの経済協力

I l罪日本語文 章 論 I 
| （論理的却見）

日本晶文章韮 II 
（文学的表現）

I •• -------- •- -

コ‘／ヒュータだ習

［備考〗

特設科目開は，外国人留‘f:'t・帰国生か，それそれl1本晶と日本の文化・屈史・経済・

政治等の且礎知識を修得する科日として附いている。

日本とアシアの出版文化

り
/
]

9] 

2
 
う

i

2
 

いl 単位数

外ll,_1人留＇；：生及ひ帰 lll
!’iこのための履修科目
(1) 「II本'.hl]I. II 

• III- r [1本文化史
人1"］」 「コンヒュー
タ実習」におし)て,
修得した巾位の内，
8単位を「学科共通
Hli甘flIl （糸怠(「f斗fl
開）」に枷り替える
ことかてきる。

(21 [l l本の近代文学」
i 「日本とアシアの出

版文化」 「日本とア
シアの経済協力＿9

11 l心沿文咽論 I.
II ］におtlて，修得
した単位の内， 8単
位を『'-1fl"J科 Il群
（しり l"ll½I連科 i j)」に

批り替えることかて
きる。

ツl
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5. 自由科目群

て
可ミ

授
列

--------

, l ]本晶教長泣、 I
(i予 1H)

業 科

日本晶教授法 II
（出丞）

H本語教 長法 Ill
（文法）
．．．．．．．  

日本晶教長社、 N
（教材・教具）

1---------・・ ・一••---•-
自 ll本晶教授仏 V

(WI' 価）
’一・・・•• -- •• -•• -• ---
I I l本語教 投 法 VI

（教授i1)

I・：」本』教投払 VII
（演習）

H 

、-- ---

り次および単位数
-- - ---

l { l ー上 2 { l ^ ^  3 { | 4 { l 

4 

I 
l ボランティア活動 IA 

！山—―•----••--
i ホランティア活動 IB 

I - - - --

1 ゞー、 一
！ホフ／アイア活動IIA

．．．．．．．．．ー ・・•-.. ．．．．．  

ホランティア活動IIB 

'

-

-
4
 
-
4
 

l̂ 

l
i
 

ーr
h
M
,
 

¥J 

l. 

．．． 

11 本晶教長砂•,W 。 V·VI·VII/
を履修するには，日本晶教投法
I。II• IIIの内，し＼すれか 2科
l lを修得していること" i 

|

-

4

 

ーナ

4
 

,
L
 

ー↓ユ

一ッ
l

ッ]

I ?]
-
2
 

企
冊.... n

 

各を,
j

 

‘’
 ,d

廿在月
7

勿j
_

平

視

博

凹．．．． ＇
ー．

 

、、f
 

館 概 詞

1
9
ヽ

!r] 
月

ツl

L
 

ー

一

と

’`上9→

見4 教 台fJ

4
J
 

,-

斗
1

斗

＞

斗

L

実

実

｀
，
廿
社
N

合
K

．
合

物

物

甫
．
導

t

t

 

9
1
j
_
:
r
 

?l 

II 

l ・ r・, 

I l 教 ヽ
j

文
＾

土ー

-― l
-
1
 

1
-に贔

を、
J

‘‘
 

l _ 
4
 

ー^、，りt
 

即 ー

教育屈理 II
（敦介諜程u)立義及び編成の力』を合し

9

]

2

 

教

漢文，溝訛 I（韻文）

漢文，溝虚 II（散文）

!,t;道 I（， i戸j• I l I心）

職 蘊 り
/
]

ウ
1

内迅 II(内‘Ij：中心）

外

2

2

2

 

[E] 史 概
9

ーし
、
ー
／

4.~, 
，
 

ツl
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也
．
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倫

希

也
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一
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l
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l

l
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•• 
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•• 

系

列

I'! ，ミ
上

J
．ヽ
9

J
 

••• 

教

I
ー

教

投

即

即

{ l' 

済

坪
.. 

教

育

1 l 

fi 

業

夕
1

、
1
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}
f
 

‘’
 

、
し
、
い
]

J

j

 

科

学

概

閉

用

用J
j

.

l

 -.J
 

i
‘
i

概

札

ー

＇ー
J

ー

ー
9
1
 

，
 ． 

II 

[ I 
1年

りi欠およひijt位数
-- ------

2り:. 3り: 4り上
----- -―--- ---

2 ！ 

i. ! 
---―I 

-
2
 

2
-

仙 ぢ

ヘ
冊

9C-611 
2
 

論

,＇
J
4
 

論

111 
/11 

•4:l 

，
 学
学 -• --•一・・一．．．．．． 寸

. 

?l

ツ
]

2

2

度

一→

| 
！ 2

 
[El LI /i f・、、t茅父 fi i去 I 

由 LIl[1{｝科教育仏 II

lk]，沿科教 ff法 III
．．．．．． 

i fl．公科教育己、 I

礼会・科教育法 II

1 社会科教 育仏 III

科地即歴史科教育法 I

地理歴史科教育仏II

公民科教 育法 I

公民科教育仏 II

英語科教育法 I

•••-l 

ー
~

?

l

2

 
ッl

?

]

2

 
2
 

ゥ
]

--］ 

I 

ll i 使［I{｝科教育；1、II

2
i
2
2
-
2
-
2
 英晶科教 育法

徳

2
 ー•---,  •一●●

道

特し

教 ?
j
 

土

t
-
2
 

•• 

活
- - -- --

牛徒指導
（進路指導り）罪論及び方仏を含む）

教行相談
（カウンセリングを含む）

------------,--------- L 

別 動

| 
悴ム、ヽ', >1，SJ 
心[l 油， 1

'----------- ------------

一

9

l

2

 

9l 

---
2 

- J ____—__.- ---
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．、

I C ＇示，
授

ダlj

総合油習 II

教育実習 I
(1i前及ひ1i後指導を含む）

教育実習 II

［備若〕

(1) 自由科llとは卒業に必要な単位数には加算されないか，白由に選択履修することかて

きる授業科l1てある。

(2) 国際文化学科においては， II本晶教授法，‘芹芸員責格のための科Ilおよひ教職諜程の

科目か準備されている。日本晶教授法に閃する科ll，学芸員責格のための科目およひ教

職諜程の科日については後掲0) 「日本点教投法関連科11」「学芸員資格」「教職諜程科I1」
の況明を参照のこと。

業科 l l 
•9 

：▲
1
 i
 

ーI-
.
4
 

父委
．

••1 

！
 

¥― 

•9 

-1• 

ー

一-'ー
-
’
t
,
J
 

'
 

3
 

一
、

t

-

¥

 

.
2
r
 

••• 
,
 

一
九
）

ー・

ょ
・
・

ぉ

，
i

9

、
2
.

•IJ. 

ヽ
（．．．
 

一

．．
 

i
-

-
9
9
 

-

I

'

 ー

備 ¥J 

3
 

9] 

VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科目は，紺学期の初めの指定された期日に所定のJj

法（オリエンテーションて；が明する）て）復修Ill,II]をしなけれはならない。 l復修Ill,，青は，年間

の受晶叶画をたて，単位を収得する応息表ぷをする＇、ド期初めの［［要な re続きてある。この履

修巾山「続きを間違えたために，授業科l1の履修かてきなくなり，その結果進級はもとより，

卒業かてきなくなる場合もあるのて，以ドに掲ける注認'li項を厳守して，晶りのないように

屈修111，心をすること。

(1) 履修lli,＂,I，月捉出後は，授業科llおよひ担‘li教員なとの変史，追加，取消しなとはないよ

う，提出する廿りに投業時間割人に即してもう一度雁，忍するなと，細心の注怠を払うこと。

なお、腹修照合llか設けられている(})て間違いなく登録されているかとうか必す確認する

こと。たたし，履修1|i,11'ぃりの返遠または照合には1心しないのて必す「＇芹生控」をとってお

くことの

(2) 履修llI111]をしていない投業科llは，受溝しても単位は認められないのて，授業科日の巾

n1]にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定をI貞爪に行なしヽ，修得単位数かが足しなし、

ょうに）j令を期すこと。

(3) 1,;Jー学期のI[ij4l与限に 2 つ以 I'.•(}）授業科 I lを履修ずることはてきなし）。もしこのような

屯複する投業科ilを叫人した場合は， 1lhi科llとも合録無効となる(})て注邸すること。

(4) -・/及単位を取得した授業科IIは， tり度履修することはてきない。

(5) 履修l|1，山内には長業科Il，コマ・コート番りなと必嬰li項を1［しく叫人すること。叫載

|・.(}），具りや1叫瞭なも(})は1|1rlli自体か無幼となる(})て I・分it怠すること万

((i) コマ・コート番号とは，時間印l表に投業科llと共に叫人されてし）る番号て，その時限の

授業科llに1占・l{i(}）番号てあるヘ
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I

け

~
し
~ 巾叫 iりは X 1 1 1 III!J II: i1已八伽l を 9 マ f

し 、 今

> ,i [ ]-l1)］ 1 1土ク f ：こ履修1| 1 1心を、tIJ た場白：に

11[（ロ ールヘンータ i，じ八ずること

しこ、らなご］しご，

分こなる U)ご尻：I¥l!JJ 11 Jic Ii牧、5[］・ること

VII 正規の履修から

1. I 1} 

『1]̂9ごき I:）/Jべ） ／［こ 1.2 }'，~ ｛ Iた11 : -←)  Ì’ク？｛工今 ］欠

するここ，＇： J'ごごる

ツ、
i

り」ーるクゾス

る

-j; t )どヽ~ 11 j 

に1、II，次「るこ

VIll 試験につ＼ヽ

．
 

~
 

,
I
 

（
 

¥ ¥ 

｀ (21 しふす』し V)長 tllll

U) 

ー
）
）
 

よ`
し

を＇）、ぅ [ fこし，

ご』しることかある

｛工褐,j、（こより

2. 追試験

(l J 

，
 

ッI＼
 

し3 は，

外 u) クラノ＼と/こ， 1111! せ〗るを円心しげ易［］はき i、し、j-Jたナパ1;

ただし l; 1, ！｝＼ fl u) 

：支） I)蛉

Iエili l i 素〖[i u) l il ll] I・：こ~ I) 

する

ふやじを『］なし｝＇ Jiいによ')-•こ

してfち！リl木まだ｛よJ:,il木（こ'j;l1位「る

ふよ ピして忍以）なし i

として j：や間1木まだ；．tJ：ク｛l木（こfJ 

る、し
，サ
A）

 

し
A

バ~
 

I t、II I^ハゃ! - ！ i 
LIL-勿 1l い— ii,

または叶^ ‘りな州1j l ：こ、より J

(11 J2平:｛ t 1 i：こよ a--II[i又（レぷート）捉：I¥：こよど）で

を斤JLiJ丁る打（よ芍 llヽli心'li日1を1]IIII）1 ]る［111iをし，＇）て出炉かに

屈{t 111 ：るこ

汀該f} I Iに＇［ 'i)))<.,」、かなご』した場合に1;1↓'）

して打 )~HI I 

る

(l,i 

fヽ レ、
土 4)` 1 -卜

しふ Q

しようとする竹は今

を

：こは、 1'I)月1-

に仄える場合かある

~ぎな力↓ご）た打に対し、 I阜且LJこ

を貪ご）したり1文：こI且り

Iヽli敦［しに

ぎて;、3ヵと
~

）

 る

tヽ い
ゴ 4J、

は, Iり（月LJこして

ることかてぎる

を1;,i9[|］ 1日芳字に捉il i しなけ~ Lはな

らなし)( 

は' 1日 11こマ）ぎ 2001'J-::、ある、

3. 再試験

(l) |‘土 t-.:は：［11 |、 1こ'j:J血j―る ただし、 i~i i1/、日Ilによ＇）ては

?] 

9

9

 

をf」ないなし虞場合しある

1、[il各（こ u)場 }:／) ＼ li 該日 11 くこ l•、 U) ｝ぐJ]かなご i Lる） となっ



）、又 1.［贔 厨修ゾ）「＇JI：：： r賛ぎ 1~7 

た授業刊I!のある行は，

かてきる

加亥長菜HI!()）IIl‘[i 教［しか札 l•19人馬奥を（［なう場合，＇之院ずること

なお` 内ぶ院は、 1砂」修（ Iり履修を含む） したり度に限り 9か検ずることかてきる．9

(3) 内，；式馬奥0)ヽ 之験を，9f「H［された者は， 「再試験受験願」

らなし)C 

を学部’li務室に提出しなけれはな

なお， 廿h,J＼騒ぷ／）＇之！屑叶斗 1よ、 I HI I（こつき l、000「lてある

4. 試験に関する注意

1. 通

(]J 

! ！ IJ 

芯験場内ては， ずへて 1［畠甘打U)指小に従i)なけALはならなし＼っ

に従わなし、行にふ退場を命することかある
~, 

?] 

ヽ

し 品険場内ては，

なお、

惰9I且l[l t [. t→、ffiム］大を，［「さオした責料以外U)もU)は，

II益'[f者U)指ぷ

ずへて 1[；応督竹リ）指

I : 3) 

~
~
 

1

+

l

J

 
~
 

定する場所におかなけiしはならなし＼

受馬奥行は‘;：ゾI,,IIおよひ之駿，［f11J,[1! （追・ 1り瓜駿い場合）乞机U)Lu)見やずし＼場）リ「

に提ぷしておかなけ；！しはならなし＼，

試翡奥間始から2(）分を紆過した後は人宇。受験を忍めなし＼

ぷ験闊l始から25分を舒過ずるまては退場を畠めなし＼ なお` li贔冒行か退場を命ずる

場合はこの限りてなし

IC) 、之翡奥行は，ぶ蜘I刈益督打(}),Vf11]を得なし)て11)＼馬奥場を出てはならな
~
 

[
I
 

~
し

ぶ）

ぷ験U)イ」^われる‘j渭 jU)投業料木納U)打。長業II昇幻） ］ 3以 1グ＜！，店した行は，ぶ険を

受けることかてさなし¥

恥気・ 'lt故そり他 lt‘りな加 11 によって之院てさなかった打は曹 19合断！月~・ 1砧に「明そ

u)他,1-‘りな叫I乞 l|-iリlずるい(llを沿えて，加盟なく長業担‘ii教員に）H|出なけれはなら

なし＼，

ッl 叫し馬奥における 1<ll．り］訂U) 成につしご

(l J が［臼 j]、りをした行に/)し＼ては，予則第6け条により：’，iiせられ`

i'：業科l[ U) iii (｝ U)，忍出を (jなi)なし)

史にり度における灯該

2
 
{，9 3) 

小ll-f汀IJU)あった竹リ）懲成処分につし＼ては、敦長公におし lて裔，＿iい）うえ決‘！しずる，＂

教長公U)決‘正により処分か{i'(I応したとぎは。字klよそり）旨保，，1I人を｛｛喚して迎欠IIず

ると共に＇、［内にこ 1Lを公小ずる

IX 成績発表

(l) 成粕完NIよ` アトウァイサー圭た 1t ;、此叫I[ヽIi敦tしより|‘人に成糾｝くを文付ずるいて， ‘‘i:P

乳Ii’li務宇U)1廿小に従）て必、一「文付を けること そ())|；祭，＇?'I、i,II．を捉がずること

ヽ

ゥ/]

なお， l廿出さ jした）！/111以外には文付しなし＼

）戌紅'iU>,i'H11tiIよ；欠U)，，且¥}-:｝<i)し'(i(））九以 I^をも,)-ciii （立修円（合格）
＇ 

るャブし）
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（合格）

A : l (） （） ~ S (）, 1 !i 

B : 79~7(），点

C : G9~6(）心、

（が合倍）

F : 5 9 ii以 l‘̂

T:追試験受験 11J

Z:追・再試験U)受験賣格なし

（ふ 成粕につし)て U)疑間，買間、りは成柏｝＜父付Il v)み之け付ける U)て予部'lげ分が1こ間合オ）せ

ることし

(lJ 'H故，りがぶりにより指正 11に成糾｝豆）父付を之けらオしなし J易合は，代J甲人を巫め，成舶

人U)文付を之けることしそい場合は,'/:'f:_,:止およひ委任状をiか参ずることし

x 履修申請書記入例

褐IJ0)叫人例を参名にして屈修Iil口1ijii」を叫人すること c
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

刊における授業科Ilは， 似『Ilーをキイワートとして輻／人＜，文化」を捉え

ることかてきるように，＇＇［日且迎科 1ll抒I~III, Iり1"］且礎日11 ll[, 1りI"]科Il l甘I~ VI号特，没科Il 

財およひ，白由：科ll群から構成ごれてし;るし Jヽ；:'jか 1社会伽打1［ 受験責格や tl公佑げlll'lし

什用資格（児•ii［福祉,i] 笠も 1,i]様）を取得てきるように科 i lを配i；りして＼ ＼る。

なお， 1]由科Ilにおしヽては，教職に1見lするリ1『'l科11か準価されてし)る e,

II 授業科目の単位と認定

はり叶立訓 して t)る Iii ｛り制とは，ひと-←）ひとど）リ）授業科1lに員:U）且1i（こより

応められた中位かあり，履修した長業日Ilに対して、

をしたうえて，そ U)叫 lIIを認応する制度てある。

もしくはそ U)他U))j法により予習謹価

は， A 念 l}・ C 3以ll{IU),l'l'価により 1Jし,, Fu)正1'価はり叶りを認、正しなし＼ものとする文、

III 卒業に必要な単位ついて

に必伎な叩り数は，次(})}叶こ小すとおりてある，9

たたし， 1＇l由科日は介＇、業に必要な巾位数には含めなし八

戸＼

--ー------------- J,f i'｛| ；。字科

1 系夕!J

-------------------_-----
--—ヽ¢

，、「科共通科Il l廿I (日本晶・及語）
--- - - ------- ----- --- -----

(‘I 1＼点没 f斗＇）合—f:-t i l li iー）
------------------------ --------- --------------

学科共通科Il i!（lIl （総合科 Il l抒）

I lり門且礎科lll詳 (jjiムと人門）

!'，ti l{tJ {1 1 l /i(I (）、 1廿l)
------- --

1りl"l科11lff II （現代文化）
---------------------------------------------

（社会合地域）
--← ------―← ← ←――← ---------------
附N （伽祉 1)

-------------―← ---------→一
-l"J｛斗目群V （伽 祉 2) 

i • ------------------... -------------—ヅ-·――ヤーー一～一一

!、り 111]科li tm （油習 o‘丈習）

指定された各科lIll（より修得した科日以外
i に，以い）科11群もしくは人文学部他学科
！及ひ経営‘1W報学部の科flょり選択必修

人文'‘f部 糾祉文化学＇科 i 

i ii ｛立数

8 

6 

12 

8 

12 

10 
~ -→ 

16 

16 

14 

12 

12 

I 1[ I← ' 、126 
． 9,．ヽ•...

※ i人業論文を修得しない‘'｛：生は内l"J科llli!I~VIの内より， 8巾いを選択必修。
※ 外¥E]人留予'’l・帰IIl'「は特設科lll!『ての修得巾｛りを'f科共通科fj群IIIに咋1;
枷り替えることかてきる（［（細は172貝参恨籾）こと。）
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N 各学年における標準的な修得単位

各戸11こ履修する投業科[Ili（およひ修得単位放U)l I安ぱ，次U)N.1こぷずとおりてある。

予： ｛l- l札位放 J) l 1安

1 11 i欠

11各ii lc i itィ＼＇［放

字科共通科[1群I (I l本，轟・仇泊）
芙，:flI.-¥ ・ B ・・・・・・・・・・・・・--・・--・・・・・・・・・・--・・・・・・・・ 2 f斗11l i¥1f立（必11参）

11本illI A • B・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・ 2 f斗ll」.i it ｛立
（タト [Ej)\.{｛｛’芹＇t. 帰•[ f—l 1 ：必修）

予：｛斗！し追if:-t l j ii f I I (1 1＼恨科‘芹科lll罪）．．．．．．．．．...2科11」iii ｛立

予科」し通和HI群Ill (総合科lll罪） .....・・ • ・ • ・・・・・--・2科lI 8 qt{立

且ll"J枯礎科 ll lif. （方法と人l"D・ ・ ・ ・・・・・..... ・ ・ ・・ ・ 2科111単位

糾祉文化概，誦・伽祉文化研究U)｝直、（必修）

のとちらか 2iii位を含む

リJ:I I I l f : l l l lt、(I (）、|l:J).....・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・ 3 HIJ 6 ili.fi'L 

専 l"lH II fff II U見｛し文1じ） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3科l1 6 i it ｛立

36巾位 ※指虻された各科ll ll（より修得した科11以外に，以 I'.̂(}）科lllt'fもしくは人文‘芹

部他‘ヽ ［’:科およひ経営伯恨学，，i|；より l科ll l単位

予：科共通科11群 I (l l 4ふ轟・りと，］｛｝）

り4¥:: g [： ：： : g•. ..: ： ： : ： : ： •. ： ： : ： ： ： : ： ： ： ： ： •. : ： ： :．： ： •...: ： ： ： ： ： : : [ t : : : ： :：； ｛ ：； （必修）

（外[1―l人留予生・帰[1]牛必修）
予科」し通HIlit'{: II 011i＇恨科学科 Ill「f)............1科I1 2 i it ｛立

‘ヽi:f斗」し通HIl lff III (総合HIrnn.................. l f斗ll l i it (h: 

2 1 l ；欠 ，、il:l’'］ lIL i梵HI!町 (}j砂、と人l"JJ..................2 HI I」ii1 （立

/I各i! lc i i 1 （りへ、放

伽祉文化概，誦・伽祉文化研究U)}ji}、（必修）

())とちらか 2巾位を含む

'、り l"J-H I I llf I (J¥.1::J)........................... 2 Hll I rji.f,', 

専 l"Jff l I Jff II (現｛し文イじ） ...................•· 1 HI I」iii （立

専 l"J f斗11 ff( III (ti:公・地城） ・・・・・・・・・・・・・・ • ・ ・ • 2 f斗II l i ii. (立

'、1lI" J H l I Jtf N 01,I ti!: 1).. ・ ・.................... 2 f、tl 1 8 i i i f 1 9 1ー

＇、り l"JH 11 fff V 01M1l: 2 l........................ 2 HI I 6 i'i'-f立

11呪立 ※指‘正さオした各日111甘より修得した科lI以外に，以い）科II ll（もしくは人文掌

[i|； 1也‘I:：｛斗およひ条fi,i;1 h恨‘J:”[i|；より If斗11」Ii叶立
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9‘;： 1 1 屯 位放 U) l l 安

Iヽリ l 11l H I ! lff I ( )¥. I i i]) .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. ・ l T、 1~1 1 2 i ii i I, f. 

1ヽり 1 l ll 科 I l ll l'. IIl (t l：公 ・地域） ・・・・・・・・・・・・・・・・..2 科Il s iit位

： ｝ ｛ l -；欠 lヽり l "J H I I J『(N ( t/i¥tll: 1 ) .. .. ・ .. .. .. .. ・ .. ・ ・ .. .. .. 2 f 斗I l 8 l it ｛ 立

•V l''J f't 11 l『fV (［1, li『ii:2)........................ 2{、：tI I S l i i i I I •I. 

Iりl"J H ll l罪VI (1り計1.')こ胄） •................. 2 {．、t1 1 5 i Ii l I9,. 

修｛甘lii i立放
ぷ巾位 ※指‘正さ jした各科IIi廿より修得した科11以外に，以い）科Il ！廿もしくは人文‘;•

乳Iii也';:｛斗わ`よし＼靡f',:，『|h恨'、J：：乳I;より lf1 | l l iii f立

」i1 -；欠

修得巾位放
11,札位

卒業

修得iii位放

1 2 (} i itィ立

1Y l"J H 11 ff/ III (tl:i? ・ l也j或）．．．．．．．．．．．．．．．．．． lf‘t I l -l i i [ ｛立

I、'il"J科 llffi: VI (演督・丈牝I) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・3ftll7ii1.f,',_ 
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＞
 

．
 

授業科目の学年配当と履修すべき単位数

学科共通科目群

学ヰ斗且、．j頂f斗ll l詳は， ［口JI (I J 4、社・りと訊i)，l[i] II (h『喉艮f1'芹f斗日群） およひ詞III （総合科Il 

群） U)．．．系列に分かれてしヽるか，それらの各系列りうちから「III人作業に必要なりt位につしご：」

にぷした噌定U)単位以卜を修得しなけれはならなし、

(1) ＇芹科共通科 Il群 I (11本』・英晶）

※ iii位数に／；「［］を付してある科日ば必修を示す。
-------- - -- - - - - ---

従

英

,
 
．．
 

,
9
 

＇ 

＇ 

系

列

芹

，
 

り汀欠およひ単位数

授

1
C
1
 ，
 

ー.... 
9
 ，
 

＂梵ォ

ー

科

A
 

11 

一

F
 

I
J

②
 

ー
1
●
 I

[
 2

 

1•1 
I
I
 3

 
4年

最低修得

備 苔

iii位数

a
1
1
 

f
9
 

’▼

.̂
1 r
 

ー B
 

②
 

,
L
)
 

,
dノ 兵い II A

 科

促9

9

.

,

'

,

.

,

 

．
 

、、t↑
 

瓜、J

共99 

r
L
)
 

＇リ 1,
＇ 
i
ー

4:.I 
II B

 

②

―

②

 

芙
.1,~ 

1
9
 

.... J
 ，
 

III ッl

.
1
↑
T
 

f
9
 

●{， 
，
 

N ツl

日本，沿

ll 
1
L
I
 

l
l
 

1
 ..
.
 

I
 

ー本＇

ー

ー

ーーL
I
 

1
9
 

... 
l
 ．、4

 

f

ー

廿

I

（ー

II本 』iII 

A
 

≫
l
)
 

ー ②
 

か
i

-

9
ー
＼
~
＇

: •ー・•••- --•-••-- -

A
 

g
 

B 

②
 

②
 

[ii. {.1,iー， 外国人留＇、［生・帰

囚生は~11本，轟 IA 

・IB, IIA・IIB」
を第クト[E]泊として

必修。

1
L
I
 

/

1

 

ゞ
.... 
I
 

↓
 

l l 本
本

•11 
/

1

 

ー III ッl

ll

芙

•~••99, 

・

英

晶

）

促

r
L
)
 .＂ 

9
9
9
,
 

-
L
I
 

/

1

 

-
1
 

N ツI

会 r' 

..•. 

I
 

ー

会 F
'
 

-—
_-9 

II 

ーヽ、
ノ
↓

r
l
 

r
 

.••. 

I
 

III 

ッl

ツ1

ツl
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系 り；欠およひ単小'1]数 最低修円

長 ォ",tゞ f t 11 仙 ぢ

刈 1 i 「• 2 { I : 4 3 11:← -l { l'← りi{1)放

i i:'l<cadlllg & ＼＼'rltlng l 2 

ノ¥l‘ l 
辿 Rcaclmg& ¥¥'叫mg II 2 
J ̀iシ

1l‘:‘(| l<cading & ＼¥rltIng lll 2 
I 

11 Spcakrng & Iふtcnmg I 2 
本
: IL 
l ] I I 

Speakmg & Iふtenmg II 2 
及
I I { } 

~ Speaking & L1stcnmg Ill 2 

［備号

(lJ ?日共通目1ll廿 I ては，甘｝上クト \1] 晶~としてり[,店（外 l1]人情'J夕It.4祖II生は 11本晶）を

，、［ふ、 うち，りUiI:¥・ I B 令 II.¥• II B (11 ;j,:11/Hi I l ;j,:,lfl I A • I B • II A • II B) 
は必修科 1lてある

(2J 英泊 IA・ IBU)とちらか 21札位を修得しなけれは，促泊IL¥魯 IIBを展修すること

はてきなし、 (ll4入，れについても 1,;]棒てある）

(2) ‘、[9,f l9）し追{、11 l ll (Il (＇1 |＼恨科j:'科Ilfff) 

系 り・；欠およひ巾位放 最低修得
投 業 科 I l 紺l 苔

列 1り：^  2 { l -＇ 3 { l -^ l-W i i tィ＼，,:数

「予：科半共'通Hlrlltf ,、i:ァ コ ンヒュータ概論 2 II (叶lt'i,t|iff: f斗Ilit以)」

>
U) ］より (} iii位
I直．選択必修，し、

科 コンヒュ ー タ 演 胄 2 
11 
li ( 
II 
-、1占恨処坪システム人 1"l 2 6 iit | l, 1-

闘
? I l + l Iii 恨 検 索 人 l"J 2 

li f -、li'i 恨 ：f 吟J； 即 人 l"J 2 

[（rili 苔〗

9‘[：科共通科1ll甘IIては， これから U)tl．会て必嬰とされる，柏恨什予・コンヒュータにつ

いての知識と技能を修得し，実務能力を贔う 0
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(3) 学科共通科[l ll fIII （総合科[l ll(） 

系 り••；欠オ3よひりt(｛i委父 最低修得

授 4‘/1/< ; 科 11 備 苔

叫 l {じ 2 {じ 3 { l : ^ I { i • ・ • i i i -f I'「放

地球文化，詞 I 4 「了科共通科ll『(▲
(11本と 111：昇U)文‘‘f) II] (命｛内~(.,N ! l ltf) j U) 

，・・：＇
J・' 

i 中より， 12fit位以 I--

科地球文化畠II 選択必修

」1， （民俗と犀域）

通

科地球文化，誦III 」

11 （環燒沿染と！［態系）

i l、(:，

III 人間叫冗 I 1 2 i it (1, f. 

（人間と白然）

総

•ノ‘
! [ _ I 人 間 研 究 II 」

！科 （人間とハイテクノロジー）

I I l 

群 人間研究 III l 

（人間と文化序椋）

人間研究 N 4 

(}¥.|iilと年齢）

［備考／

予：科共通科l!l罪Illには， クロー J ルヽかつ[E]I原化）な文化U)ありりを多様な切り 11から＇、げふ

ために，地球文化直をii{{し)てし)る'また，人間研究は， ‘,f|寮的な視、I.Iiから現代における

r人間JU),j行間也を予ふ科Ilてある
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2. 専門基礎科目群・専門科目群

1り1"］科ll群は，「人間」［現代文化＿・ [地域・社会」＇伽祉 1I I t叫ii:2」9演背JU) 6分野に

分かれてし)るか，それらの 6分野の，眉科IU罪を学ふ韮礎として［リf.l"］枯礎科Ill「f」を設けて

し)る。さらに，｛j!・けとして U)油習科1lは，「人間Ji現代文化」「地域・社公＇「福祉」とし、

う分野に分かれてしヽるこしたかって，卒業嬰件を満たす際には， ム人ひとりか予ひたし)!!f1"l 

分野の科l1を， 1年次から系統たてて履修し，必要iii位を修得することか叩ましい0

(1) Iヽりl"l科ll群 I (人間）の内容と教fiI廿票

1ヽり門科Illi「Iは， 1人間」をテーマとし，人間U)生を心身llhil(Iiから‘‘j竺入 また人間U)視

、［ばから人間と社会・文化の閃係や人間U) I^tを通してU)文化的な牛活U)あり方を予ふし）

(2) fヽり1"l科Il財II （現代文化）の内容と教fiI l椋

専l"J科H群IIは，［現代文化」 U)特徴か集的している［都lii・メティア」をテーマとす

る科Ill罪てある 91 現代都1liは，晶々 U)機能か複雑に絡み合った多 tl的空間てあり， 1[大化

したトホスてあって，似祉に1[lわる空間としても見逃すことはてさないテーマてある，

(3) Iヽリ門科il!i(：］]］ （社会・地域） U）内容と教育Il椋

専門科11群］］］は，伽祉文化を＇芹ふ瓢こ， ,n要な役割を果たす社会と地域U)|！!lむを扱う科

11群てある Cー地域社会U)あり）jは，似iii靡行・児ii[• |；9,；｛古者なとU)牛活に1li按U)影幌を及ほ

す，＇•9,、［なとを追求する。

(I) I!｝門科Il群N （伽祉 l)．lnlv (fhi祉 2) u)内容と教育Il椋

州"l科Illmv・ |nlvは，社会伽祉U)|iil也を中心に扱う，極めて 1H要な→^ つU)科lll詐てあ

る。仙祉文化を学ふ字生にとっては，出発、点にもなれは，到行、［以にもなる科Il群てある。

社会伽祉閃係科Il，すなわち『什会伽祉 1:」，之験責格取得のための科Ilの多くもこの二つ

の科I•1 群に設けらオしてし)る

(5) 専門科11群VI （演習・実習） U）内容と教行目標

専門科ll群VIは，演習・実習科Il群てある。，伽祉文化演付 I • II」 社会f！叶ii投助技術

演習 I • II」1社会似祉仮助技衛現場実習 I • II」と「t叫!l：文化閲燒研修JIが業，誦文」て

構成する。 伽祉文化油習」は 1!J-l"］科日群の構成に対応して，［人間」［現代文化」［社会・

地域」 「fhifll」の四つU)テーマに分かれてしぺ）。［伽祉文化環燒研修＿］はいJI人:I.L[］外にわ

たって仙祉間也についての実地研修を行う科Ilてある

(6) その他の選択科ll

指出された各科IlWfより修得した日Il以外に，以 lュムU)科Iliifもしくは人文f;{|；他了科、

糾沼，t［伯鐙'‘i打fl5経‘貨柏報‘f且よ］） 1 2中位以）『修肛しなけれはならなーし)'，
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--・・. ． ． ． ． ．  

152 ，可

列
投業科

※ iii位数に 1̂|lを付してある科日は必修をぷず。
- - -----

年次および巾位数 ー最低修得 l 

備 名
2年 3年．1年単位数

ー・一 • - ． 

11 

・・•-．．. .．一 ●ー・・ー•. ． ．． . ... 

似 祉文化 概畠
リJ:,
門 福祉文化研究の方法
拮．

礎人間研究 人 l"J
科 （生・シェンダー）

且．
（
ガ
法
と
人
門
）

．
 

現代文化研究人 /11]

（都巾・メティア）
．ー・・・ ・ • -... . ． . 

地 域研究人 l"J
('I'話・構造）

福祉研究人 l"l
（制度・実践）

.．．.  

| 

現代(})人間思想

]H. 

/
H
 

••. 
ー' と倫罪

ヒトと生き物

l { j • ・ • 

② 

② 

2 

l..--

L_．---

-. -. -------' 
「専II Il }tL i楚f斗l| l罪I

(jj法と人門）」の中

より， 「伽祉文化概

扉」 「糾祉文化研究

の方法」を含み， 8 
りi位以卜選択必修。

¥‘ ）
 

-
J
I
 

rl、

一

、

．

ー
、
、
．

1

f

 

間心岬 I
（人間即解）

人間心岬 II
(f[動心J用）

2 

ッl

~,. 

..~ 

2 

2
-
2
 

8 巾位

,―---------• 

t I的と［笈 療 I 2 

群柄と［久原 II 2 

ヒ

戸

レ

し

レ

し

レ

し

イ

、

、

イ

イ

／

ー

文

文と

文

文

と

t

)

）
 

一
ダ

|

u

u

者

、A
t
‘
I

/

9

.

.

'

 

ン

‘
.
'
 

し

工

9,

1

乙

9.
,

9

 ＇ 
9

9

 

f

,

 

ジ

女

ど

．
 

I

（

人

川

i

、"'/l

ッl

----

2 

4
 

12 ip.位

t __ _ 
(;i) 「［！il l'l f: | l l {if l 

（人間）］の中より，

12りt位以上選択必

修。

.
4
 

ー
ー

~
l
.

も

一

4

9

1

1

 

L 

概什
Y

.•.. 

1
 

ー介 繭

粕神 l'尺樹、‘f・デ

ど 人
戸

＾

9
”
 、

J
‘ヽ



168 

系

刈
長業科 11

現代コミュニケーション慨，詞

恨文化IH]コミュニケーシ」ン，詞

久『［と｝＜」見

内都巾文化環

1"“ /11 
1j 

l"J 出恥 文 化，，血

{、‘f II央｛象 文 化，，詞

11 都 1,11. 文化詞 I

(1 l 本）

l l I' 

都 Ili文化面 II

II （アシア）

都巾文化詞 III

現 （欧 米）

｛ ＼ 

文 I → ̂i -m:▲l9l ク ］ー、ミュニケーショ／、lゾlHI入l 

化

」I'i.i晶コミュニケーシ」ン畠

-ヽ ス コ
；／入

ヽ 111111 

）＜ 水“'^ 久 化詞

打I,什J』11¥ ，}|l斎ItjII命

似 礼LI 1 i l 恨，誦

り；欠］；ょこi¥iit(［I t父 最低修『｝
{i ll 

l り 2 {I- 3り 」{| iii {I9/-以父
¥J 

ッ]
| 1 i} | l t l看‘‘、t| l l「fl l (」ll 

代文化）! i))中より、

ll) Iii.位以l_．選訳必

修

ッl

1
 
ヅ一

1

1

 

l(）中位

4
 

り
/
]

ツl

ツ
l

ツl

i
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＇ 
系 り；欠および‘iit（立委父 鼠低修円

長 ォ甚<t 科 I l 佃， ぢ
叫 1 {じ 2 { t 3年 l i l • i i t { I 9 !．放

！人間 と 見 |、Jj 2 ,,、1il"J{、‘tI l /i f IIl (［ I. 
公・地域）」り中よ

現{¥; t l: ヘ 詞 2 I), 16叫立以［選択.l--＜ 

必修

ti会 生 活と法 2 

I l 本 I. 1 | 法 2 

! I、Il: 社 公 保 I靡，誦 2 

l"J 公的杖助 蒻 2 

f‘‘f I ,9 ＇r,j `  :.'l!/il l、l r、1 ノ‘
.,、 el ↓、. I I I I II 

'11 女『Iへと社公 I 2 
（家朕・ 11:＇l i) 

l i i 
女性と社会 II 2 l (} iit位

III （地域・余暇）

f見イし t也）j行lilli rrii 

ti 
公 地域ホランティア，誦

地地域 糾 祉畠 l 
域

地域柏 出I:1 ，・iI人II、I 2 

＇ I fhi fII：まちづくり国

切 i}) 糾 祉 、-l

i• I'} } i 文 化 史 2 

)J; 地晶と逍跡

)J; U) 菜と 1}il茫
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系
授 業 科 l l 

ダlj
．．．←．．．．-• -..  

生荘スポーツ概論

年次および単位数 i最低修得
．．．．．．．Tー・• - . ．．．．． ．． ．．．． T ・

1年 2年 3年 4年単位数マ•—● •—•--• •-• -—•• I •T - → 

2 i 

！ 

専，牛

門

科ネI:
l 1 
群

N 

粍
9

^

 
,. 
、

~
j

ヽ
1
•9

.

 
習 ム

冊.̂1-u 

- ----

「専門科目群N（幅

祉： 1)」の中より，

16単位以上選択必

修。

会伽祉原菰

社会福祉制度論
．．．．．．  

I児嶺福祉

r 

悩閻古者福 祉 論

祉

l 蒻齢者福祉論
ヽ

女

倫'"^n
 

2

-

4

2

-

4

-

4

-

4

 

16単位

性福祉論
---

レクリエーション論
•[—--

4

2

 

社会福祉援助技術論 I
専 i.------•--•--•• •----• 

門 社会福祉援助技術論II
科！ ●●ー

目 1 心理的援助 I

群 （発達・カウンセリンク）
V, ----------—-•. ＿＿_＿ 

心 理的援助 II

へ （フェミニスト・セラヒー）

伽 i •- -•--•--•-------••---•----—-----•------1 
祉 i身体とテクノロジ一

2 I I .．．．．.．．． -l 

- ！自己表現論 2 
‘~^-~~- • •—•••·-· 

4
 ：．＿＿＿＿•一•--•-―--

4
 

備 考

1 I4 iii位

「専門科l_1群 N（福

祉2)」の中より， 14
単位以 l且．選択必修。

2
 

[ _ -- ー・・・—• → 

2
 ,．＇

,7'’ 2
 



人文学部 1復修の「引と「•続き 171 

―
系

授 業 斗工↑

．．．．  

年次および単位数 ＇最低修得

li 1年 2年 3年 4年単位数
------• 

(1) 「福祉文化演習 I

• II （人間）・（現

代文化）・（社会・，

地域）・（福祉）」の

中より， 4単位選

択必修。

備 拷

列＇

社会福祉援助技術演習 I 2
 

社会福祉援助技術演習II

社会福祉援助

技術現場実習 I

社会福祉援助

技術現場実習II

3
 

2
 

3
 

専社会福祉援助技術現場実習

指導 I（事前・指導を含む）

門

社会福祉援助技術現場実習

科指導II（事前・指導を含む）

． ］ 福祉文化演料 I

（人間）
群卜

i福祉文化演習 I
VI （現代文化）

[__ ---

← --- -• ↓ ---

！ 

2
 

2
 

(2) 「卒業論文」を修

得しない者は，

「専門科日群 I.

·II·III·N•V! 
• VI」中より， 3

• 4年次において

8単位を選択必修。

2
 

し＿＿

2
 

但し，福祉文化環

境研修（日本）を

2年次において修 i

得した場合， 上記

8単位に含める。

| ^  
演，
習 i

• 福祉文化演習 I

実 （幅祉）

習

-福祉文化演習 II

（人間）

福祉文化演習 I

（社会・地域）
2
 

2
 

12単位

2
 

福祉文化演習 II

（現代文化）

福祉文化演習 II

（社会・地域）

福祉文化油習 II

（福祉）

福祉文化環境研修(11本）

福祉文化環境研修（洵外）

2
 

2
 

2
 

2
 

2
 

」人↓人

i 業 念
血-'-1" 文 8

 



2
 •IJ 

！
 

7
 
1

3

系

！

じ

Ji
 

4
 

、、f
 

, ll 

4
 .
.
 

，
 I

I
 

特設科目群

業 科

11 本 'lt 柏
(11:-1叫）政治）

i l l本巾、1占 II
l (llい）紆済）

11 本＇ j} 柏 III
I (I」4辺）紆‘I,;｛;）

日本文化 史人門

日本 U)近代文

l l 4ことアシア())出版

日本とアシア U)紆済協）J

日本泊文 <';i:,i11il
（論罪的｝辻見）

i l 
1年

次および単位数

2'rJ- 3り 1{ 
i 

2
 

ッl

2
 

ー

ツl

り
/
]

最低修円

単位放
仙 考

外ll]人留'I生及び帰l1| 

ft(}）ための脱修科ll
(1) ←11本1i伯 I • II 

客 IIÎ4 ［日本文化史

人l"L Ill本リ）近代

文学J I I l本とアシ

アの出版文化」 「ll 
本とアシアの経済協

)］」 1114‘"｛}文i;{，詞

I • II」におし＼て，

『多得したi¥t位の内，

s叩りを「学科共通

科目群Ill （総合科Il 
町）」に枷り替える

ことかてきる。

2
 

ッl

一
、

I 1本［9{｝文，乳畠 II 

（文学的人現）
2
 

I コンヒュータ実習

［備考ー／：

牝設科lj群は，外囚人留＇ i汀：^ ・帰ll『tか，それそれll 4ゞ沿と fj本の文化・歴史・経済・

政治等ウ）拮礎知誡を修得する科日として凶かれている c

9l 
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4. 自由科目群
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長 業
叫

科

ーー 一

1l i欠およひ巾位放

l l /ii/1 ¥J 1年 2年
••• 

’
 

3
 

l {，. •. 

ト

ー

也

也

也

夕

l

l

l

l

[1~ 

本

史 概

歴

'ーし
ーヽ
J

＿ーーー！ー 2
 

の 史 4
 

H Il 

罪

今
i
^

、
J

‘' 

".f 

‘’
 

ーー

9

l

2

 
.̂‘ 
ー
じー ツ]

1

・‘.
．
 

••• 

，
 ，
 

＇ 

＾
~
へl-

ヽヽ
／

経

国

倫

＿ヽ＇・鵞
／」＜

教

廿9r1 

’~t 
、
J
‘ヽ

概 直
I 

2
 

マ、ダ4
9
l
 

．．
 

ヽ
)
-
‘‘ー

札

教

済

j
 

奴
小

，
 

又
t条

".f 

、―ヽ

を、
J
‘‘
 

1

ーヽ上ー ．ー、,
J

 

l
'
 

！

、

済

概

慨

刑

,

J

 

.l' 

ヽ
n"
/11 

••. 

"z 4
 •1 9

”

 
、

I
‘・

ー

、11
f
"

＂ 
.
I
 L 

直

り

/
]
9
1

ー

科
教育原剌 II
（教化果秤い），立］又及び編成り力』を合む）

ッl

ツ1

教

教

職 直 ツl

l _ 
一ヽ

j
土ー 、い

J’
 

． 教

••• 
ー

視

-~ 
f
l
 

.
j
 

.‘
 J

I

i

、

f
n
じ

9
,
 ＂ 

、Li
J
 

"f] 

ヽ
ー
／
ヽ

刑

刑

[ll ll 

敦

9‘’̂
 

、
J
‘’
 

}．

f
 

‘' 

ッ1

ツl

」比~ ?l 

ゞ
j

土ー 2
 

社会科教 fi且、 I 2
 

社会科敦行法 II

i ( 
社会科敦育払 Ill

?l 

ッl

公仄科教育法 I

2 l心{、:t孝父 fi i、人 II 

ぅl

ツ1

、'，，•

）旦

! 1、1i

-1‘~ 

ー
］

i
u
い

1
,
 

,f
ー
／

敦 j
 

.‘
 土ー

F
l
 

‘、ー`・ 動

牛徒指 ）g
直朋各指恥）月頃及びJ)I人を含む）

ッl
?

]

2
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系 り沙<J3よこl¥ii叶立わ父
投 4"yこ: 科 l l 仙 苔

列 1年 2年 3年 4 { l: 

教 ュIl 、． 廿I 淡 2 
（カウンセリンクを含む）

"09.，9←,じ＼ ヽ ノl＼l i ‘‘ノII ’、I’ ;1J,.21 J I 2 

ノiヽl i ‘‘9I I :、,I 4I ，へIJ II 2 

教 育丈付 I 3 
(1Hiij及ひ'll後指打を含む）

教 育丈胄 II 2 

[ (I i ii 苔9

! 11 I'I I廿日Ilとは Iヽ；9、応こ必牧なりi位数には加りさ 4しなし）か，白由に選択履修ずることりて

きる投業科1lてある

(2) 本了日にお t)ては， 1rl I I l H) lとして，教職，］果f'ド）月） lか4filiiさJして tヽるし こ』しら U)日

由科I!につしごは，後褐U) 教職，，果利履修― U)，li[11)lを参附U)こと

VI 授業科目の単位と認定

各り次におし)て）役修しようとずる長文科 11 は， 1ij•'［1リjU)f)］め U)指‘工ーさオした間 11 に， 11）i‘IL()）

)j法（オリエンテーシ」ンて，，i［明する）て）役修l|i,lhをしなけれはならなし＼，履修Iiln1りは，｛l-

間U)よ 1,IJ,,I IIIIIをたて、叫立を収得する、9立息｝ぐドをずる'、f:!リl切め U)屯＇以な「紐きてある， こ())

屈修1|l，直臼麟間心えたために，投業科II u)）役修かてきなくなり，そ U)結果進級はもとより，

卒業かてきなくなる場合もあるいて，以ドに掲けるijこ心、'li珀を1政、『して，晶り U)なし)ように

履修ljl,il＼をすること

(l) ）役修IIl,IIil，り捉出後は，長業科I!およひ担‘り教員なとU)変史，追加，収泊しなとないよう，

捉出する 1,1i」：こ長業11i畠l討IJJ<Iこ則してもう 化吐恥忍ずるなと，訓心())；じ、息を払うこと cうなお，

屈修附合11か，没けられてし)るいて間山心く登録されてし)るかとうか必すli‘(Iー，忍すること。

たたし，履修1|l,11¥，りり返遠またはり(i合には1心しなし)()）て必す I―'芹生控ュをとっておくこと c

(2J ］役修111，心をしてし＼なし、長業科11は，受，9,¥＼しても巾位は，忍めら iしなし＼〇）て，授業科ll ()） Iれ

，心にあたっては進級や卒業に必咬な汁叶り())算＇Jしを伯屯に付なし＼，修得iii位数かが足しなし)

ように）j令を間すこと。

(3) Inl上予期())|,i]・IL}限に 2つ以い）長業科11を屈修ずることはてさない。もしこ())ような

，•い復する長業科 11 を叫人した場合は， 1lhi 科 l lとも存録無効になる())てii：息ずること。

(4） 一度単位を修得した投業科日は， jlJ度履修することはてきない

(5) 履修l|l,91fl，りには投業科ll`  コマ・コート番りなと必嬰'lt川を正しく叫人することい llu載

い）！具りや小咀瞭なも())はlll，心白休か無幼になる())て 1う｝注幽すること

((i) コマ・コート番りとは， llか間割｝｀こ長業科日と共に叫人されている番りて，そ 0)時限U)

投業科llに1[fil{jムの番りてあるし
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(7) 履修叶1III}内は「履修IIln1り内叫人例」を参照して，、［しし色ホールヘンて叫人ずること。

(8) 指定された期11まてに履修巾泊を怠った場合は，＇ j：：業U)、息息なしとみなされて，退‘戸処

分となる U)て捉出期11を1厳守ずること C

VlI 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修

履修11%]をして巾位か取得てきなかった投業科[l Iこつしヽては，次年度または次＇］叫月にお

いて再ひ履修することかてきる，）

2. 規定外履修

該‘liずるクラスの投業時間以外のクラスて受，溝せさるを得なし吐翡合は，必ず学部1i務室

に相談すること。たたし 1り次＇い）規出外履修は／恥則として忍めない。

VIII 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(1) ぶ験は，虻期ぷ験と 1:ii1/，llか試験かあり，定期試験は原則として学期未あるし)ば？年末に

f [し)，臨時ぷ験はill‘り教員U)判所により適‘l.9[fiわれるしう

(2) し)すれの投業科Ilも投業時数U)1 3 以じ欠）,'i~ した場合には， I泉則として ‘li,，亥授業科 11

の受験責格を失う。たたし，病気または1[‘りな理由により長期欠席の場合には，特別に

配應されることかある。

(:3) 試験U)時間害IJは掲小により連絡ずる。

（4) 授業科11によっては蘊文（レホート）捉出によって試験に代える場合かある。

2. 追試験

(1) 追ぶ験は，やむを得なし )'li柏によって正期ぶ険を芝験てきなかった者に対し， 1J;（月I」と

しで芹期木または‘‘;：年木に‘)こ施する

(2) 追試験を希州する行は， II:ム‘りな ’Ji由を，，l[明ずる閃Ifl］もって速やかに投業担‘'i教員に1廿i

け出ること。

(3) 追訥験は，成紐人U)‘'i該科1]に TU)表小かなされた場合に限って受験することかてき

る0

なお，追，式験は， 1役修 (Ii[）役修を含む）した年度に限り受験ずることかてきる

(1) 追，江＼験を受験しようとする行は，〗追試験受験肌＇［を‘乳'i|;’Ji務字に捉出しなけれはな

らなし＼

なお，追ぶ験U)受験料は， l科I!につき2001'1てある

3. 再試験

(II 再ぶ験は，／）i[月ljとして予翡l木または‘、J召「木に実施ずる，'たたし，授業目11によっては

再試験を行わない場合もある(

(2) ';i'翡l,，式！り知）紺，りし が合格（こ U)場合成糾l}豆）‘＇i,，亥科11に14̀U) ｝<IJ＜かなされる） となっ
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た投業科II u)ある行は， ‘ji,，亥反業科II U)il l‘[i教Lしか1りぶ駿をf」なう場合， ずること

かてさる

なおき jljぶ馬奥は、履修（Iり履修を含む） したり度に限り＇之味することかてきる

(:l: 肖瓜IIJ奥r))尉恢を,,'t11J jれた打は， iIりぶ験之馬奥加 をfぷ'lt務亨 1こ捉出しなけ 7,Lはな

らなし｝

ナ\ギ．~
／→ 4J. 

4. 試験に関する注意

1. 追刈

(l; 

は， l HI Iくこご）き 1,(）（）（）『lてある

I}、Jては、、ずへて 竹U)指ぷ（こ｛い）な 1ナ』［はならなし) なお，凰lf者り指小

に仇わなし＼者には、退場を命することかある

(2) 1f.r.＼馬砂場1)、J--は、爪叫Ill[ ［ eり込みを□1ごjした賣料以外U)もU)Iよ， ずへて協督竹U)指

丁る場面におかなけitはならなし＼

）
）
 

ヽ

＼
 

打は'i}ft,JIおよ 11]間1（止。 HimJ＼馬奥い場合） を` f）LJ) | U)見やずし¥}り叫

に捉，J、しでおかな（｝i [はならなし;

(l) 11人馬奥間始から2(）分を紆過した後は jぐ;,. を忍めなし＼

）̀ llJ̀＼馬奥1}廿始から23分を行過｝←るまては退場を認めなし) なお，＼贋，A91f行か退場を命する

場合はこ U)限：）てはなし¥

(6） 之験行は，ぶ験lllli詞督い），lf|IIIを得なし、てil)＼馬奥場を出てはならなし)

(7J ,:人馬奥U)f」わ1.Lる＇［間 J)長業料木納U)行。長業IIり数U)l :｝以 I欠 I吊したれは， ilj＼馬奥を

文けることかてぎなし、

ぶ） 机j気 e'li故そ U)他 l[‘りな 'l叫によって受験てぎなかった行は，詮断，り •'li故，」「咀そ

叫也l［りな 'lilllをilll」リlずる，り1(l)を沿えて，此盟なく長いll‘li教員に屈出なけれはなら

なし＼し、

2. ぶ験におけるが 1]争{j ！りU)懲成につし:ご

(l J がI]1」]りをした行につしごは，了則第6S条により：¥ilせらiし，史に1卜度における ‘l丘亥

長い11l u)叫りU)，忍正をf［わなし＼

(2) が1Hi]戸）あ，．）だい）懲吹処分につし＼ては，敦長公におし尺□恰義U)うえ決応する

(3) 教長公い）』‘崖により処分かli{！応したとさは，＇；~J< はそ U) 旨保，」［人を召喚して通り、1] す

ると共に‘［内にこれを公がする C

IX 成績発表

(l ! 成糾ift}＜は，アトウァイサーまたは演胄担‘li教員より本人に成粕｝しを父付するいて，了

部'li務‘→位）指が（こiiLって必す父付を之けること そU)|；祭，＇、戸 1.IIl]を捉ぷすること。

なお，指‘}しご iした間1l以外には交付しなし;

(2) 成粕U)II’l'価は次り叫けて｝喜）し， 60、点以上をもって巾位修得（合格）とする。



（合格）

:¥ : 100~80/.( 

B : 79~70,［仄

C : 69~60}.'.(、
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（が合格）

F : :-i9、9仄以ド

T:追試験受険iiJ

Z:追・再試験の受験責格なし

(3) 成粕につ tヽ て(/)疑間，質11¥l̂、かは成粕表交付[lのみ文け付けるのて，学部'Ii務空に間合わ

せること。

14) ・F故， J内気方により指定 1]に成糾は豆）父付を文けられなしヽ場合は，代即人を定め，成績

｝この父付を受けるここその場合ぱ芹1五l［およひ委任状を杓参すること。

x 履修申請書記入例

掲ぷの晶人例を参考にして履修巾，ふりを叫人すること。
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履修の手引と手統き

I 授業科目について

人文＇、［部 l

l l !！[ l ~VI " 

における I lは，

よし＼［llflHI !lt［力',:)

1 i l[ l l ~ 1 I I今

され-:し＼る

f t I l li『, Iりl"lf、1、

なf［動）J, interaction U) 

能力を身に＇）け，＇）こ 1繁に1L]際1『]な悶域て』躍てきるようにHllを配i胃してししる

なお， 目由科Hにおしヽては，教職に1リ］する］jい］科11カ刈価されて t)るし

II 授業科目の単位と認定

本学部ては単位制を採）廿して＼ ＼る C/ iit位詞とは，ひと／）ひとご）り）投業科 11 に〗正0) 見川により

めらオした ii叶＼＇！かあり，］役修した旦望、 HIIに対し、，

をしたうえて，そ U)i'ji.位を認応する訓度てある

は，入念 B を C3 

III 卒業に必要な単位ついて

i’‘業に必使なり叶立数は，次U)｝ぷこがすとおりてある

たたし，［II廿日1lは］、業に必9校な中位数には含めなし＼

～ 
~ 一ー

廿
リ夕系

乳I:委

----

¥ ¥--

もしくはそリ）他リ）Jハ人により

Il'「価により 1Jし¥, FU),¥'「価は平{1りを

19 91'価

しなし＼も U)とする c

9'［科共通科ll ll~i l (1 1本晶・災出）
~ ------------ `~ -------^ - - - - - - - - - - - - - - - - - - ~ - - - - - - - -

学科共通科ll l抒II (1青報科＇， f:科llfH)

学科共通科Il ff(III （総合科 IIln) 
且il"l J,4 fi梵目 1l l甘 (11廿祭文化と現八）

I、'fl"］科il l甘I (LI ]際l廿界り文化と， 119[i) 
------------------------------------̂ ”―----

叩't]科ll群II (IE]I；祭交流＼し礎，詞）
-------------------- ------------------、--

i'り門科lllii-lll (It]際交流。協カコース）
t!｝門科Illl{N(ll-―l際コミュニケーションコース）

---- ------ ----- ----------------

専門科lli抒V （演 青（人；人業扁文を合む））
--―-------------------------』---------------------------

州"l科Ij lff VI (,_lilllJ[¼l連科 I ll!(） 

拍正された各科lll詳より修得した科ll以外に，
以い）各科ll群もしくは人文予：部他学科及ひ紆
宮伯報＇、［部 U)科llょり選択必修

9 I l 

(* l) し吋れか lコースを選択ずること なお」2り叶立r})うち［コースより 31巾位号

他コースから Sり叶り修得すること
※ 卒業，誦文を修得しなし心夕I卜は州＂］科[ ll甘I~VIの内より、 8，'じ位を選択必修

※ 外IE])叶計学＇l.帰Iil牛は特，没科11lffてり修得り叶立を‘'げ科共通科ll lff IIIおよひ＇り『']
科llliIVlu) iii位 に 介1月限り竹えることかてさる (,,1’細は194貞参恨位）ことも）

人 部 I囁祭交流学刊

りt 数

12 

6 

.1 

10 

10 

8 

(＊ ]）」2

12 

12 

10 

12G 
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w 各学年における標準的な修得単位

各了りに履修ずる反菜刊II Il［および修円巾位放U)I I安は、次U)}尋こがずとおりてある これは

Il||；祭父流・協）Jコースを選択ずる場合てある

''/ {1 

1 1 l ；欠

修得巾位放

りt {，’i 放 U) 11 安

刊且通目tI lff I (1 l -1心｛｝，応{})
仇，i｛ iI入。[::..........,............................2科ll 2 i ii （立（必ii笈）

>;[I •[[I t1 ［＼ ｛：! ~;::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: ~ ::t: : ~ :::~ ;:~ 
（タト[1 1 人留‘•;：：1：ー。帰[1:J'Î．必修）

予：f 1 」 I~通 HI lltfII (I占、卜1i f :I・ 9 /：. f‘t | | l i [）．.．..．．．．.，． 2 f :t l l l i ii (1 I I 

予．H」し通Hl I lff III (糸危合Hlllnl.................. 2科lI S i廿｛立

I、1}|＇’l lL礎 f‘、II I !ff (I Ej|；祭文イじと現｛し） ・・・・・・・・・・・ • l f :t l l 2 i ii （立

Itl |'’l科 11l廿 I(lI I I；祭j廿界り文化と ll ll{｝）．.． l科l| 8 ]i位

I、『 |＇’l 科 l | lt i II (| 1 | |；祭父流＼［礎面） ・・・・・・・・・・..2 HI I」i |t位

,y l"J科 l| li(IIl(IL]1；祭父流。協カコース）

1 1 | l；祭父流・協）j丈践U)J} ｛人・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．． l f‘l l l 2 i it { 19[ ］ | l ] I繁文流・協｝j

コースを選択ず

3(i平位． ＇、り l"J科 11ltf N ([ ミュニケーシ，］ンコース）．．． l科Il」I札位 Jる｝易合へ

，ヽIJ
 

ヽ

i
、.ヽヅ

I

予：刊共通科Il lif• I (l 1本出。促泊）

符北／ぷ1す）/~tit::::::::::::::::::::::::::::::::::::::~;:~::: ;:~~:; 
（クト1! |)\.t'{l'•;:: ’I : , J.1f} ［ i |'1 ̂^必、修）

H」し通f11 | lt i l l (| 1 / j‘}[｛ f t'［ ｛、fll!tfJ ・・・・・・・・・・・・ 1 HI 12 i11-fr',: 

I]i l l l l l1[ （iif f l | l li ( （［ 1 | |；祭文（しと現｛U ・・・・・・・・・・・・ 2 H! I 11p.f立

1り l"JH 11 l甘 I(II I|；祭III界())文化と， i,i/D・・・ I HI I 2巾位

lり 1I'l f 1 | l li i I I (| 1 | |；祭父流リ、{i梵11ii)．．．．．．．.．.．. 2 f l l l l i ii {，’[ 

t1} |'!1日 II町］Il (| 1 | |；祭文庫・協））コース） 2 f t 1 1 8, i1位］ I I II寮交流・協））

II} |IIl科 11lff N 
コースを選択ず

ミュニケーシ！ンコーズ）．．． lf1 1 | l平什 JるJ闘合

11i l"J H 11 !lf VI (11/l"ll月連HIil............... 2f、l1 | s, ii { I, 1 

修得巾｛り放 ※廿わし9 ：：：』した各Hllllfより修胄しだHII以外に會 ll| U) { f I I ll （もしくは）＼

l(） i[ （り バI,/也',J:，flおより‘恙f'i:r；1 1¥ ｝|i'J:'，訊より 1f、111l 1fi./i'1 
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予： ｛ I 

，ヽー）、i

1• 
9
1
 3

 

iit 位数 U) 11 安

掌科共通科Il群 I (I l本泊・英讃）

英，i什選｝）：科 II.. ······•······························ 2科11 1. i且イ立
l l本出選択科11(ヒシネスりと^ 11{f含む） ・・・・・・・..2科ll」巾位

（外ll-l人留‘‘;'.f l --”. Jit} | l l’l―_） 
,y l"J科 Il t罪III(I囁祭交流・協カコース）・..6科ll24 iii位

国際交流・協力

lii [〗)祭:;：．li[i:（tt[;1：'［／） ．. ．． ． 1.f t1 | 21.iい'fl : `；を選択す

I、11| 1 1.l科 ll群 VI (i_lfi"Jl½l連｛斗 Ill ・・・・・・・・・・・・・・・ 1 HI I」iii位

修得iii位数 ※指定された各科ll i甘より修得した科tl以外に，以 l-U)科11群もしくは人文'、(,'.9 

lOり的＇1 ，贔他｛科およひ抒｝t|占恨パ舶より 2Nil 6 1且位

4り；欠 内 l"J科 II l杯 V (i貨牝／）
[1、̂ ［際交流・協）j演背 II・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ l科112汁t{立

修fl}単イ立数 卒業論文•.．．．.．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．． 1 科 I.l 8 i it ｛立

l(）中位 （人；人業，誦文を履修しなし、者は「 iヽりl"J科lllt!I~Vl」の中から 8単イりを選択必

修。）

卒 i[
修得単位放

126巾位
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＞
 
1. 

授業科目の学年配当と履修すべき単位数

学科共通科目群

学科共通科11群は， ln]I (l l 4ゞ＂[f.英，混）， 1ii]II (、［青報科学科目群） およひ同III（総合科[I 

群の三系列に分かれているか， それらの各系列のうちから 「III卒業に必要なりi位について」

にぷした所定の単位以上を修得しなけれはならない。

(l) 学：科共通科l」群 I (11本泊・英点）

系

列 授 業 科 11 

ぃ
L
)

，リ
, •--

i 9+-
＇．央

乏
J

・ヽヽ

＇ 

科

英
.. 

英

英

英

英

英

＂

央

9

9

9

9

 

共

通

科

l

”
F
r
 

t
l
 

＇ 

じ
L
]

＇リ

英

英

英

英

＇ 

9

9

9

9

9

,

'

 

I

(

1

本
fi
叩
．
英
泊
）

＇ 英

五
＂-．,.1 

五
ll

:
J
 

r
 

1
L
I
 

1
9
 

1
:
.
J
 

ー

五
ロ

ーー―

-
1

-

1

 

f
1
J
 

f
9
 

11:"I 

洪
~，
 -

l
J
 

I
I
 

•1 

.

.
 

u
 

五
＂

11 
.. 
I
 

五
lI

.•.• 

I
 

ー

丘
r
T

.：

1
 

r
 

泊

五
＂

令

・
:
1
ー

※弔位数に口印を付してある科月は必修をぷす。
．．．・•-- ～ ． ••ー・ ・ ・＾と・• - - --•-..『.． .．．．．．-- ---•--• 

年次およひ単位数 最低修得
-• •一•- - --、• ← • • - ． . . . .  

l {．t 2年 3{.l→, 4年中

①
 

①
 

＇ l. ••一•--
2

2

2

2

2

-

2

-

2

-

2

2

2

 

ーヤ

I 

•• 

! 

位数

「学科共通科目群

I （日本語・英晶）J
の中より，必修科目

を含み12単位以上選

択必修。

L
!
j
 

＇ 
．，
 

i
 

、
ii
 

2
 

ー

備 杓

外lit]人留学牛・ Jit}

囚牛は「li本晶 I.

ll ・III・N, ビジネス

i 日本晶 I• II, ビジ

！ネス英語 I• II」を

第一外国語として，

必修科日を含み12単
位以上選択必修。

.':＇7
 

l
'
 

11 
.. 

＂ 

英 .
t
1
 

I
I
 

11・
1"

I

I

I

I

I

I

I

-

r

r

r

r

r

r

r

r

-

N

N

 

l

I

I

I

I

-

I

I

I

I

I

I

 

2

ッl

英 会 ＂囚
［ 

会 fー

.•• 

I
 

ー

会 :r-
9 1 i l 

A

B

A

B

C

-

D

E

A

B

C

D

E

A

B

I

I

I

I

I

I

 

Reading & Writing 

I 
Reading & Writing ー

I

I

 

91

―
ツ
l

9

]

2

2
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系

列 授業月 Il 

Reading & Writing III 

Speaking & Listening I 

Speaking & Listening II 

Speaking & Lぃtening III 

Business English ¥¥.ritmg 

‘ヽ? Spoken Business English 

科

共 Englishfor the Internet 

通
、,；：:PublicSpeakmg 

科
, llf Reading: Case Studies 

l l イペ I I { i l ^ ¥ 

l l 
本 日本，店 I B 
rl {i 

I l木閲 II ム＼

英．

晶 日本出 II B 

り次およひ巾位数 贔低修得
価 ぢ

l ｛じ 2年 3 年— 1 i l ・ • i i i i i［放

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

(2 -‘/ 

② 

塁、

l l 4ヽ 99hlll ヅ
]

| l 4く泊 N 2
 

ヒシネス 11本』tI り／一

ヒシネス日本泊II

ヒシネス災晶 I

ヒシネス災，l｛}II

2

2

]

-

2

 
［備苔〕

(1) 学科共通科11mては，第今外IL]，れとしてりL，iii(外IL]人f{I'.j:：It.J'，1} | 1しlfl ̂，は 11本，l{｝）を＇；タ

ふ。うち，及，llfI A • I B (日本讃は日本，;/iI A • I B • II A • II B) は必修科11てあ

f
しる
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‘’ 9
]
 

ヽ
~
~
し 学科共通科日群II （柏報科学科目l抒）

系

列
授

YY: ォ 科 11 

--- -

年次およひ巾位数 贔低修得
ー・・＿．．．． V 一•---•- -．．．． - 4 

1 年 2 年 3•年 4 年単位数

コ

．
 

学
科
共
通
科
日
群
"
]

ン ピ ユ 夕概詞！

-...............-• 

「学科共通科l.1群
I I (JIfi点艮禾斗’］芹f斗日群）」
の中より， 6単位以
ト選択必修。

コ ン ピ ユ 夕演料 2
 

三

情報処理システム人門

青

肖ii
 

•• 

,.~• 

．．
 

艮
斗
芹
斗

l
罪）

cw"点ャ
f‘'
禾

t
l
i．

 

．．
 

報 検 索 入 Il [1 

報 ゲ尽
目 岬 人 ["]' 

2
 

2
 

2
 

2
 

6
 

立,1 

9
1
 

、
ti 

備 ¥J 

ー•-..．-．．

［備考J
学科共通科日群IIては，これからの社会て必要とされる，伯報科学・コンヒュータにつ

いての知識と技能を修得し，実務能力を投う。

＇ L _____ _ 

(3) 学科共通科日群III （総合科ll群）

）
 

）
 

系

を.
j
-

態

文
―)

j

 

‘、,'’

ー
犬
"

II-i 

ー

-

0

ー
）

夕＂

-

I

.

I

年
兄
ー
と

喜
尋
面
．
究
，
ー

tii
じ

ぬ

ヒ

染

ー

ィ

と

｛

汚

研

と

―

文

文

-
｛
と賢

贔
球
境
間
間

環

人

胆
日

j

也

j

（

地

（

l
（

人

（

L

,

 •• 

系

列

学

科

共

通

科

ll肝
IIl

（
総
合
科
日
群
）

,
 

•• 

授 ＂し木 科 l l 

------- -------------------、 ＾ .... ．十一

年次およひ単位数 ！最低修得
ー ・・・

1年！ 2年 3年 4年単 位 数 ，

el 

一

―

-

J

 

備 考

汀：科共通科lll罪
III（総合科日附）」の
中より， 4単位以l
選択必修。

ー

4
 

i.it (19[ i 

人間研究 II
（人間とハイテクノロジー）

！ 

ー

人間研究 III
（人間と文化摩椋）

4
 

人間研究 N
（人間と年齢）

ー

［備杓〕
学科共通科tl i罪IIIには， クロー）ヽルかつ[L]際的な文化のあり力を多様な切り IIから学ふ

ために，地球文化論をii{jlしヽ てしヽ る。また、 人間研究は，学際的な視，点から現代における

「人間」の滸間匙を学ふ科11てある 3
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2. 専門基礎科目群・専門科目群

『'、1}|"l ＼しli梵｛斗11m」は：， 且{I’'ln1片科Il 1廿を 且礎となる科11lffてある, I 1Yl"J科11群」は，

| lll際Ill界 U)文化とふ内＿一'[E]I寮交流枯礎畠「国際文流・協カコース」 I[l||；祭コミュニケー

ションコース］ ！油督」 ，、り1"］|[-l連科1lln I U) 6分野に分かオLてt'る 学生は 2｛卜次に[|鳴祭

交流・協｝）コース＿1 もしくは「 l 囁祭コミュニケーシ丑ンコース~ u) し〗ずれかを選択して分か

~l るし 卒業救件を泌たずには， -）ヽ ひとりか学ひたし＼ l、1{l"l分野り科11を， 1 ｛い欠から系統た

てて履修し、 必嬰叫立を修得することか叩まし t¥ 

(!) I、1/l"J)，し礎科IWf (l噌祭文化と現i¥)i})|}、]＇ぐ；と教 fil l椋

9|t]際文化と現代」 をテーマとする科llfffてある C lヽりIHJ科11を字ふうえての仙礎となる

知誡。能）jを身につけてもらしげこし＼

，
 

2
 

/

し 且il11JHII月fl (|ll|；祭1¥［界U)文化と Ij11/i) U)内容と教ff11 t票

I、l}|'t l f‘t I l lt (I Iょ， lkl際jl{:界 U)文化と， iII化を『ふ科IIll「てある。 ，ぃ，｛｝およひ地域の文

化にかかオ）る科Il,‘ぶ教文化につ＼ヽて・j:：ふf11 l, およひ第ム．外l1|，，{｝リ）科lIを設けてし)る．）

また` JI＇［｛'[： Iい）ためには I;よ礎災閲 I • II ! 

院コミュニケーシ」ン能）JU)増強を図る〉

をiii［いている flt界u)文化と lill{｝を予ひ， lll

(，, }) '-'fl"JHI lltf JI ([l]際交流Jよ礎，誦） U)内容と教fil l椋

叩"l科I!lt!IIは，［ 11]際交流枯礎詞］ をテーマとする科11群てある。現代における地球

(1) 

規校 ())|t•] 際交流・協））およひl囁祭コミュニケーション())tf!_嬰11を多様な角度から学ふこと

かてきるし

［引＂］科 Il irf III(［囁祭交流・協カコース）の内容と教育Il椋

I9りl"lf:tl l liflll [t, 

法」をコース必修科Ilとし，

1) 「日本と北米一

-[I l際父流・協））コースーリ）科llfffてある 9[Ll際父流・協｝j実践U)jj

次U)ような科11を設けてしヽる

111本と中巾米」「11本とヨーロゾハJ「Il本と束怜iアシア」［アシアと

アメリカー rアシアとヨーロッ J 」ヽは， I l ;fゞと[!]［原地域， あるし)は地域相Ii」:ilU)政治

・経済・文化なとにおける父流U)間むを即解するためU)科llてある。

2) [lLl|；祭機構蘊」[N G (） u倫 li]際社公公ll:l1Ifii-;［間発と女'『t」←国際技術協力蘊I「―囚

I;'空間発，lii 」 ~IE]|；祭予；＇、文流，，倫］は， hll繁的な行動を丈践ずることに役立ち，

際的なliil題へU)雌解を深めるためU)科llてある

なおかつ[Ii)

）
 

）
）
 `ヽ

「lll際伐l係，iii「アシアllsl際関係論ー「アメリカ l_IJ際関係論」は，

ため U)科11てある

国際関係を理解する

＇ 
la 

叩＂］科 Il liI N (l囁祭コミュニケーションコース） U)内容と教fiI l標

叩IF]科llit(Nは「日際コミュニケーションコースJu)科Il ltfてある。「 lf-]際コミュニケ

をコース必修科11とし，次のような科llを設けている C

1) 

ーション実践U)}j法＿：

I-9.i謂芹概，，倫」 t 1：会［ i -li{}字JIふ；｛｝コミュニケーション，誦| ［非，i-，［liコミュニケーシ

ョン，，倫J［絣，具U)}j；ム」『通』(0)Jj且、」は，

てある C

叫計及ひふi{｝コミュニケーションを字ふ科[j
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2) 〗［文化間コミュニケーション，誦J 「悦文化適応繭J 「日本・ 11 本人扁」「 lfl 際人間関

係，，倫J「移民の文学」は，沢文化間コミュニケーションに閃する科11てある。

3) 「現代コミュニケーション概論」［国際摩擦とコミュニケーション］ ［国際コミュニケ

ーションとメティア」「組織コミュニケーション，誦」は， IE]際閃係におけるコミュニケ

ーションに閃して学ぶ科日てある。

(6) 専門科ll群V （演習）の内容と教育目標

r:1}門科目群Vは，「国際交流・協力演何 I• II」「国際コミュニケーション演習 I• II J 

「国際交流研修Jて構成されている。「1叶際交流・協力演村」「l鳴祭コミュニケーション演

習」は，所属するコースによっていすれかを必修とする。「国際交流研修」は，国内外で

実施し，大学て実践Irl'、]知識として学んたことを，実地て体験し学習する。

1) 必修科目てある「囚際交流・協力油習 I • II」もしくは「国際コミュニケーション演

習 I• II 」は， 3 り次• 4年次に各 2f¥i.位， 99+4 i札位か必修となっている。「日際交流・

協力演習 IJ「国際コミュニケーション演習 I」のそれそれの固修巾晶にあたっては，

2年次に仮登録を実施する。その方法・期IJ守は掲ぷする。仮登録を，，忍められた者は履

修叶I991『内に必要1}項を叫人し提出する。たたし「国際交流・協力油習 I • II」「国際コ

ミュニケーション演料 I • II」を履修するには，「III卒業に必要な修得単位のい安」に

ポした単位を 1・ 2年次に修得して t)ることか望ましし,,

また，それそれ演付IIを履修するには，演習 IO)iii位を修得していなけれはならない。

(7) 専門科lllt「VI (r!1門閃連科日群）の内容と教育ll椋

専門科目群VIは，「l噌祭社会と文化J『|［]際政治経済」のl見1連科目群と「11本語教授法・

英語芹•第二外国語」の高学リ｛門関連科 l lからなってしヽる。

(8) その他の選択科日

指崖された各科ll群より修得した科l1以外に，以上の科日群もしくは人文学渾他学科，

経営仙報学部経営伯報芹科より 10単位以上修得しなけれはならなし）。
- ---------- ---- -
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、A, H I l 
什次およひ
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代
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机界亨(i l 

|1 ［弄 U)ltt 
(［し

ツ
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ツ
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文化 り
/
]

地 社公 U)人間観

|1［界ク『IU) ［Iし｝、現
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2
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＇叶il['.lアシアU)'j,れと文化
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内
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I
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I
(
l
f
l
隙
但
界
り
文
化
と

1

情
m)

文化）＼

ア

仏

フ リ

文化 U)|l［昇

キリス 1ヽ
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イスラム

類

力 文 化

文化U)担界

llf界

仙教文化 U) 111昇

-

2

2
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2
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2
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ヽ

ぐ

、

イ

イ
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10 ィ，’I人

ツ 1 9 / i 

1 1 ( I 1:ヽリ1'i l 科i l け(I 
(Ii甘祭日界U)文化
とli)9{｝） (}）中よ
り，［ I、イツ晶I,¥
• I B, フランス
晶 I 入 •I B, ス
ヘイン晶 I1¥ • I 
B, 1 | 1 [ ！―l I I{｝ I A 条

I B， タイ 19{il入
] l}，マレー命ィ
/ l、ネシア晶 I,¥
・ I B, ヘトナム
叫tI ＼令 Il)，ア
フヒア晶 IA 唸 I
l}、韓[l l』}l入。
I B」U)内， しし

れか lか[1]出
fしりを合み， 10 
以［選択必修-

フランス

フラ L
I
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1

 

.... 
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ス

スヘイン晶

スヘイン，翡
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4
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I B 
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I B 

I 1¥ 

I B 
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年次およひ岨位数

1年 2年 3年 4年

履修り •F り 1 と「続き

最低修得

単位数
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備 ¥
J
 

専
門
科
日
群
ー

イ

イ

五＂

_—_-9 -

i

 

五＂
^^t.11 

I A 

I B 

マレー・
ィンドネシア，沿 I1¥ 

マレー・
ィンドネシア語 IB 

語

晶

沿

ム

ム

ア

ナ

ナ

ビ

ト

ト

ラ

ベ

ベ

ア

（
国
際

lit
界
の
文
化
と
●
●
1・ロ語）

-
1
1
 

f
r
 

_—_-I -

I

 

ァビラア

仕足＇
上

ur I Kl エ^ー
I
i
 

1二
1
9

.. 
I
 

五注＇点 軋―――
 

1
L
I
 

f
I
 

^^▲▲ーー

拮 礎 英 語

韮礎 英 五＂
.... 
I
 

-
I
 

I A 

I B 

I A 

I B 

IA 

I B 

I 

II 

国際交流・協力概況A
(Ilt 界）

c
 

,'r3 
,＇7
 

11--n 
概j

)

 

ーア
J
h
 

似／‘、ァ．
 

.、,μユ
川
（

交際月

,

．

 

専
門
科
目
群

II

国際交流・協力概況B
（日本）

虚概

史

和

流
欧

論会

・

・

交
本

f

l

 

ヒ

ー

較

イ

（

t

文

ー

（
田
際
交
流
且
礎
論
）

国際コミュニケーション概説

文化交流史 I
(II本：アジア）

II 

[lij際交流・協力と法

2

2

2

 

2
 

2

2

2

2

2

2

2

2

2

 

2
 

2
 

2
 8

 

i.ii位

2

4

 

4
 

4
 

(2) 外国人留学'tは
叫 El語以外のふ計
科tl（拮礎英晶 I
• IIを含む）より，
しヽ すれか 1か国語
4単位を含み， 10
単位以 t選択必
修。

(3) 「韮礎芙晶 I.
II」は外国人留学
牛．のみか脱修III能
である。

「専門科目群II （国
際交流韮礎論）」の
中より， 8単位以 lこ
選択必修。

※ 外[Ii]人留学牛て‘［学科共通科11群 I」の英泊科IIo)）復修を，［「＂［された行は，ヽ ［ i該科Il 4 

単位を「専門科l|l罪I」0)しヽ すれか lか1「|,，It4 iit位へ振り替えることかてきる。
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系
長

タリ 1 { lこ
←-

[1--］際交流・協））実践u)）j仏

11 本と北米
- ---

リl l 1本 と

業 科 I l 
り砂しおよひ平位放

• ~... 

2年 3{「 1{ | 

最低修得
払
田,h"' 
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l l本とヨーロッハ

日本と束 l'｝jアシア

アシアとアメリカ

アジアとヨーロッハ
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レJ 久刊

1

4

4

 

4

4
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l 
--- -------- -- ------- -

りt位数
------, ・---. 

(ll I叶際交流・協力
コースをI復修する
行は，「III際交流・
協力実践U))j法」
を含み， 1-t！J]＂］科
日lttlll」より， 3」
単位以 l〗選択必
修。

34 iit位
（日際文

流・協力
コース）

(2) [!廿祭コミュニケ
ーションコースを
脱修する者は，「＇！［
l"H斗1廿罪III」U)中＇
より， 8単位以上
選択必修C

l

l

l

l

l

 

S l i i f I 9 !-
' (¥鳴祭コ
ミュニケ
ーション
コース）
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系

列

ー•-- -•一•- -•--

年次および単位数

授
斗む
木 科 目

1年

専

門

科

日

＇ 

群

国際コミュニケーション
実践の方法

現代コミュニケーション概論，

異文化間コミュニケーション，，扁

1r.T 
-
9
 

語学概論

ri語コミュニケーション論

非は語コミュニケーション論
N ; 

俣文化適応論

員 国際コミュニケーションとメティア
際9...

コ 組織コミュニケーション論
ミ 七．．
ュ移民の文学
二： •-•一

ケ翻訳

I 
シ通
ョ L -

ン社
コ：．
1 日本・
ス＇．．
-国際人間関係論

2
 

2年 3年 4年
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2

i

4

4

 

2
 

備 衿

の }j 法

8単位
（国際交

流・協力
コース）

訳 の 方 法

会 , i 語 ＂乙f
A
.
 

9

^

 

日本人論

i 
I 

1 国際摩擦とコミュニケーション
I 

i国際交流・協力演習 I

専
国際コミュニケーション演甘 I

I1 fl 

科，
l七］際交流・協力油習 II

目

川際コミュニケーション演料 II1 群

I V 国際交流研修（海外）

ヘ '

演国際交流研修 （ 日 本 ）
習
ヽ

2

4

4

 

L __________ •- -----

コミュニケーション
インターシップ

i 
国際コミュニケーション

インターシップ

2
 

2
 

4

4

4

4

4

4

4

4

 

2

2

3

3

 

ッl

2
 

最低修得

単位数

34単位
([-fi]際コ
ミュニケ
ーション
コース）

12単位

----

(1) 国際コミュニケ
ーションコースを
履修する者は，「国
際コミュニケーシ
ョン実践の方法」
を含み， 34単位以
ト選択必修。

(2) 国際交流・協力
コースを履修する
者は， 「専門科fl
群間の中より，
8単位以 t選択必
修。

(1) 「国際交流・協
}Jコース」を腹修
する者は， 「国際
交流・協力演習 I
• II」の 4単位を
修得すること。

(2) 「国際コミュニ
ケーションコース」
を）復修する者は，
田l際コミュニケ

ーション油習 I.
II」の 4irl位を修
得すること。 i 

(:-l) 4年次において
「専門科lI群 I.

II • III • N • VIJ 
より『多fりした叶t位
U)内， 8単位を振
り替えることがで
きる。

卒 業 令
旧

d
 .. 

,‘
 ー 文 8
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系 年次およひ巾位数 最低修得
投 木＂佐 i-： t I l 備 苔

列 1年 2年 3年 4年 iii ｛り数

閲太平ず（：陪l(}）社公と文化 4 「＇、りl"l科Il群VI (専

l11ll~l述科 ll 群） U）中

ヨーロッパl且昇とアメリカ 4 より， 12iit位以t選

択必修。

ラテンアメリカとアメリカ 1 

中 1E] と 11 本 II 4 

（近参現代）

専

多民放社公り文化 4 

["J I f) 砂、 4 

l l ] 政治直 4 

f i 
ll l m、,. 学 4 

11 囚 悶経 'i芯 4 12巾位

li j 際 責 ii恥，，倫 4 

li l 
I l本 泊学概詞 4 

VI 日本泊教授法 I 4 日本治教授法N・

(ff ) ｛ i) V·Vl•VII を股修す

るには， 11本語教授

専 日本讃教 授 I l 4 法 I・II・IIIの内し)

l"J (,"iii " 
ー宋、， ユ） すれか 2科Ilを修得，

閃 していること。

連 日本畠教授 III 4 

科 （文 法）

tl 
群 日本 n{}教授法 N 4 

（教材。教具）

日本［9:｛｝教授法 v 4 
(，］平 仙）

11本語教授 il、VI 4 
（教授法）

日本語教授法 VII 4 

（演 習）



）＼文＇J汀瓢 1科i『多り）「＇j|と「紐さ 193 

---------------------

系 1l. ；欠およひりt位数 ！ h ;低1I参{! l: 
投 ォ¥’y＜, 科 f I 価 考

列 l { l. ＾ 2年 3 { I:^ 4年 りi.｛ I'［数

佼， ，｛｝学概論 l 

芙，；｛｝表現辻、 I 2 
（発 i9,1） 

i_ 

i災晶 N.現 仏 II 2 
専 （文 法）

： 

門災，I・{} }く現払 III 2 ì文竹成法）
科―-•--• -•• - ！ 

卜 イ ツ 日｛｝ II 2 

i l ! -2 ------
ド ィ ッ 晶 III

群［

フランス"・三"／i II 2 
VI L 

＾フランス晶 III 2 

＇り
r"J スヘイン"："li II 2 

, 1梵l

連 スヘイン泊 III 2 

H 
i II [ I I [Ii] : IL 

II 2 ril I 

群 i --

I l l l l，] ,； ｛t III 2 

マレー・イントネシア晶II 2 

マレー・イントネシア晶Ill 2 

I 韓 [El [ I {t II 2 

韓 l l、.l 1 1 / i IIl 2 

| | fti)|：スホーツ概詞 2 
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3. 特設科目群

系 年次および単位数 最低修得
授 業 科 日 備 拷

列 1年 2年 3年 4年単位数
--寸＇ 

ll 本 1i 柏 I 2 1外国人留学生及び帰IE]

（日本の政治） 牛のための腹修科ll
I -...  ----

(1) 「日本事情 I• II 
日 本 1i‘I’iり II 2 • IIIJ 「日本文化史

（日本の経済） 人門」 「コンピュー

特 タ実習」において，

H 本 'Ji:'I‘青 III 2 修得した単位の内，

（日本の経営） 4単位を「学科共通

設 科日群III （総合科目

日 本 文 化史人門 4 群）」に， 4fji.位を

「専門桔礎科11群J
科 日 本 の 近代文学 2 ： に賑り替えることが

てきる。

11本とアシアの出版文化 2 (2)「|1本の近代文学」

[．l 「日本とアジアの出

日本とアシアの経済協力 2 ！ 版文化J 「日本とア

ジアの経済協力J「ll
群 11本高文収，；倫 I 2 ＇ 本泊文咽論 I• II」

（論罪的表現） において，修得した

単位の内， 8単位を

fl本語文 店論 II 2 「専門科ll群VI （専

（文学：的表現） 門関連科 Il群）」に

賑り替えることがで

コンピュータ実習 2 きる。

［備杓〕

特設科目群は，外囚人留学牛・帰国生か，それそれ日本語と日本の文化・歴史・経済・

政治等の枯礎知識を修得する科日として置かれている。
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4. 
---

！系i
自由科目群

授 業
列

i -...... 

i外囚史概汎
.．.  ． ． ．  

日本の歴史
I—....-- ----•- --• - -------•••- --•... ---- -•一•--...．-

地坪‘、 ド I

学 II
．一

I I, L-、

科 l l 

地

i地

法律'、['・概

日経済厭論

倫罪字概 皐
, _____________ ---- - --- --

i'ぷ教学概扁
．．．．．．ー• -- - . ． .  

ア メリカ文学概論
. ..．.．  

I近代イキリス文学
l l l i 

比較文化 概論
--- ------------- --- --

教育原理 I
．ー・ • ---

教 有／原理 II
（教育諜程U)心、人／文ぴ紺1火］）／j』を含むii
．．・• - - .．．．．--- -

教 職淘

教 育 心雌学
- ---- - --- ---

1「心坪＇、｛：

制度

教

理

備 ¥J 

企
冊

1{｛

t" 

．．．． 
上、、f

 
^
-
j
 ，
 

i教育
9. .-•-- -- •-••....-- --

視 聴‘此
-・ 

社会科教育法 I

----- - -- ----- - -----------

11次およひ単位放
---- - -----――  

1 1年→ 2年 3{ l: l { [ 
・十 → ー• --． 

2 
------------~-----

」
- ------し＿•-一—

l l 

； 

l t'（: 

社会科敦育法 II
． ．．．． ． ．．ー・・

社 会科教 育法 III

公民科教育法 I

i: lし｛斗年父 ffi去II

| 2 

! ---

2 
1 - ••• •—---• ••--

2 ! 

- -•- -..... L.---• 

2 
•---—-••- -•- I 

」 ,
--—-..... ［ | 

2 ： 
••—•• ----- -' 

2. ; 
ー・

4 ! 

----- - __ : 

4 

［ 
'-.  ------- -↓  

: 」

--—-------------•--

＇ [___ __ _ l 

-
2
 
2
 

2 ． 

2 
ー・・→

2 
＇ 

i
 

2
 

さ

l
ィ

f ツ
l

.

9

9

,

--- -• 

！ 

9
l
.
9
]
 

←・・―----

ッl

， りと 91{t fi 孝文 fi ；去 I 
| 

英，翡科敦育法 II

ッI

ツ
]
ツ
]

．
 

.

-

2
-

英，，什科教育法 III 2
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ヽヽヽ
可
ぢ り；欠およひ II ！位放

、’r↑
 

菜
タlj l ;| 2 3 : l : ＾ e1 ; 1’▲ 

仙 ¥J 

心 J
 

”、ょー

けIJ

!'I 

111 

} ［＇,l 
ゴ

り／
l

ハ

/

]

り

／

｝

fi t1 1 ，炎 2
H (カウンセリンクを合し）

I! 言隕 1J,I I ヅ

l i 19 合 1リifl II ツl

教 fi'j‘’
(l i~ I5]1」1文い

ff X }l II 

)
．
)
 

、し

今ゃ t〉

I lい）

ッl

、仙

11 111!1HI Iと([;、i'、、土しこくこ[:、'位心 II i ｛り放（こ：土）JII ]＇fI : i ［なし¥;/）、$

ぎる］~＇へ1: i[ f t I Iてある

「ること U)で

（こI, 4ヽ＇」：： ｛1 :こむ t;マテ：よ、 1・1111刊i1 

I I l { ｝ l lご） t ;とア ｛土，

i、t11 
(/）,，兄IIJJを参II月(/)こと

こ7,LらU)I I 

VI 授業科目の単位と認定

各i1次にぢし＼て しようと tる反i[f+ 1 1 ｛よ` 1IJ)＇,!！j］り）初め U)指＇工ご jした間 Il Iこ， 1,）i'1しU)

）］ t]、（オリエンテーシ！ンて嘉IIJJtる）て）役修111，心をしなけれはならなし i )役修III11］は，り

| ： : J Il i』Iiをとグ‘’ 丁る をする了間切めり） ！［力な さてある こU)

屈修111,,;'1「贄をl::]パ［えたために＄丘菜日II u)］役修；／）とてきなくなり，そ u)砧東進級はもとより、

／i/、業かてぎなくなる場合もある <J)ご、以卜に褐kー｝る， を1政＇、＇［し--̀ 11旦り i))なし＼よう 1こ

1
1
 

~
~
 1 1 1 ＼役は合長菜ftllお土ぴ札l‘li敦Lしなとり変史` ）且｝JI!,l［ふiりしなとな¥)よう令

i足出丁る廿ij｛こ丘業1月間］』N.:こし！りしてもう

屈修附合 1lか設けられごし;る U)、

}―るなと，糸Ill心u)i i心を払うこと なお，

されてし＼るかとうか必ず［『八忍「ること

たたし， 1役修I|1,II], 1 または附合に しなし ,r))て必ず '、J夕It控｝をとっマ-おくこと

(2) ）復修111日］をしとr し＼なし＼長業HIIiよ、

~あた')て j‘;9、業（こ必安な叫い）

ら；iしな t)U)て，授業科II U) I¥! 

,n（こ1Jなt)，修得巾位放か1‘―足しなし＼

ように）J令を期ずこと

(3) |I Il e Jク！リjい）l,i] ・II,11;H1こ2グ．）以 I 業日Ilを1役修することはてきなし＼ もしこし）ような

小複する長文Hllを叫人した場合は， 111llf fl lとも脊緑無｝｝jになるいてii狐ずること。

(l) ＾)文中位を修得した長菜日Ilは， 1り度／役修ずることはてさなし＼
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八:i) 履修III,／111，りに 1よ長菜刊11, コマ・コー）、番りなと必要 'lij日を 1［しく，，且人ずること 」！岐

I J)，凰▲ 1）やがIIJJ11£tなも U)［ J:: l il,／]日 1本か無灼になるり）て lう｝；i：心、ずるこ：：：

（い 応｛｝必修日11および選択日Il(;）履修叶1,i11i「賛は。他U)fflIと冑なる場合かある U)て、オ

リエンテーシ］ンて 1上Jr,，兒叫を＇之けること

i 7i コマ令コート番りとは， 1[、『間内IJNに

l Iに1,h|｛り）番りてある

刊11と八に叫人されている沿りて｀そ U)II『限り

ぷ） 履修1|In1il，りは il役修叶l 人 例 を参附して 9 、[1ヽ ［色ホールヘンて叫人ずること

I'(）！ 指＇工＇さ jした）リlllまて1こ履修111，心を臼-)た場合は｀、J:い）込息なしと五なされて，退＇［処

分となるリ）て捉出）リll lを厳、『すること

VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修

厨II参1|l,11りをして中｛，りか取得てきなかった長菜刊lIにつ＼ヽては，次り度または次‘［間にお

しご ll［ひ履修ずることかてぎる

2. 規定外履修

該灯ずるクラス())長業1月間以外U)クラスて受，溝せさるを得なしヽ場合は，必ず了，訊’ltl脊窄

に札1,；炎ずること たたし 1り次＇い）規几外 I役修は1い！りとして，忍めなし＼，

VIII 試験について

1. 定期試験および臨時試験

1: ぶ院は，正叫，j＼験と 1闊，il1か試験かあり｀正）リl,；式験は1)氾！りとして予期木ある¥)ばi囁木1こ

（」し)̀  I温11、加，J¥！恢はil[‘li敦li U) 1'Ij断により適‘[ffけ）オしる

12) l,ず;jLU)長業Hllもl-;・業1月放())1 3以 1欠1,’i［した場合には` /);([！りとして 'Ii,，亥艮茅、科11

U)乏験資格を入う たたし， hり気または 1E‘りな即由により J_<il)j欠/,'i,Jい場合には， 1ー］別JIこ

配応されることかある

噂） ，，Jい恢U)II、}|l:l‘古1jは褐小により叫絡ずる

(.j) 長業科11によっては国文（レホート）捉出によ＇）てぶ駿に代える場合かある，

2．追試験

(Ji 追ぶ院は、やじを得なし )’Ji-1化によ 9•J て '}[lt)jぶ院をご戟てさなか＇）た打に対し、応！lj と

して＇］渭 j木または‘戸l木1こ丈他する

12) 追，，J＼験を希叩ずる打は， l|胄な ’llil!を，，ii叫ずる，1［Ihiもって辿やかに投茅‘ill‘li敦［しに1IIi

け出ること

噂） j且，1人馬奥（よ， 1戌象直人())‘li,，亥HI!にTり人小かな .:'I;jした場合に限って之験ずることかてぎ

る

なお，山，式検は｀）札1(1't (Iり）役(I各を含じ）したり度に 1乳り ろことかてぎろ

i lI 追芯111奥を しようとずる打は， を'J：→立1; 1こ｝｝i'.ll¥しなけ；!L(Jti:、
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らなし＼

なお，追試験U)受験料は， 1科日につき200円てある

3. 再試 験

(l) ~り試験は， I泉則として字間木またば芹年木に実施する。たたし，授業科 l lによっては

内ぶ験を行わな t)場合もある

(2) 定期試験の結果， 1<合格（この場合成糾［表(}),11,l亥科日に Fの表小かなされる）となっ

た投閑科Ilo)ある者は，ヽIhi亥投業科ll0)担‘り教員か再試験を行なう場合，受験すること

かてきる

なお，再試験は，履修（叩役修を含む）した年度に限り受験することかてきる。

(3) 再試験の受験を工「11Jされた者は， Ilり試験受験崩！」を字部'.li務窄に提出しなけれはな

らなし'o

なお，再試験U)受験料は， 1科目につき 1,000円てあるし

4. 試験に関する注意

1．通則

(1) 品験場内ては，ずへて監腎行の指ぷに従わなけれはならなし 'oなお，監督行の指が

に従わなt'者には，退場を命することかある。

(2) 試験場内ては、惰叫）ll具・持込みを謹された責料以外のものは，すへて監腎者の指

定する場所におかなけれはならない。

(3) 受験者ば芹＇じ』または受験，［「 lII,』を，机(})|-_u)見やすし吐易所に提ぷしておかなけれ

はならなし'o

(1) 試験間始から20分を経過した後は人室・受験を忍めなし)?

(5) 試験開始から25分を経過するまては退場を認めなし 'oなお，監督行か退場を命する

場合はこの限りてはない

(6) 受験者は，試験中監督者の謹IIIを得なし臼：試験場を出てはならなしど

(7) 試験の行われる＇、［翡jU)投業料木納の者•投業時数の l,/3 以 1：欠席した者は，試験を

受けることかてきなし )0

(8) 病気・ 1}故そU)他II:‘りな 'li由によって受験てきなかった者は、診断内・ 'li故iil]：明そ

の他1E‘りな 'li由を，，l[明する内Ifliを派えて，遅滞なく授業担‘li教員に届出なけれはなら

なし＼

2. 試験における小正行偽U)懲成につし:ご

(1) 1~正行為をした者につし:ては，学則第68条により闊せられ，更に年度における ‘li 該

授業科日の単位の認定を行わない。

(2) 不l]山為のあった者U)懲成処分については，教授会においで記義のうえ決定するに

(3) 教授会の決定により処分か雁定したときは，学長はその旨保，，止人を什喚して通知す

ると共にオ内にこれを公ぷする c
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IX 成績発表

(l) 成紐発表は，アドヴァイザーまたは演習担‘11教員より本人に成禎表を交付ずるので，学

乳1『li務室の指ぷに従って必す交付を受けること。その際，＇芹他』を提ぷすること。

なお，指定された期Il以外には交付しなし'o

(2) 成禎の，寸価は次の晶号て表わし， 60凡［以tをもって単位修得（合格）とする。

（合格）

A : 100~8(）、I,l，lー、

B : 79~70,［且

C : 69~60はi、

（不合格）

F : 59、9仄以ド

T:追試験受験uJ

Z:追・再試験の受験責格なし

(3) 成粕につしヽての疑間，質間等は成績表交付日のみ受け付けるのて，学部'li務室に間合わ

せること。

(4) 1i故，病氣＾、和こより指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成紹

表の交付を受けること。その場合ぱ芹生址およひ委任状を持参すること。

x 履修申請書記入例

掲ホの叫人例を参号にして履修Il％化彗を出人すること。
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教職 課 程

I.教職課程の履修について

教職課程は，中学・閥守学校教員の免咋状（教育職員免謹状）を取得する諜程てある。本学に

おいては，以 1くて辿へる免，，午状か取得てきる C そU)ためには，卒業のための授業科日に加えて

「教職に I¼］する科 11 」なと，＋11‘jihtU)白由科11を）復修しなけれはならなし'o

教職諜程は，将来教員になる怠欲のある者の脱修を｝泉則とする。学生語村にとっては，何とい

っても人＾‘芹を卒業することか→番大切てあり，そ U)|汽ーてさらに教職をめさす熱認を拉って，最後

まてかんはるという認心か求められる。最近の教員採／1］は数におし戸：少なく，質においてもきわ

めて，均度なものか要求されており、これらの状況を允分踏まえたうえて履修すること。

II.教育職員免許状について

1， 免叶状の種類およひ教科

本学て取得てきる教育職員免謹状は，第 l1豆）とおりてある。

（第 1表）

免，1午状の種類

学部・学科

人文学部 I El際文化学科

紆常情報学部

福祉文化学科
．ー・・・ ・・・

廿l際交流学：科

条f常 ‘I` 青報学科

川際経営学科

糾祉環境1}＼報学科

2. 枯礎汀格と最低修得単位数

中学校教諭
ー→種免許状

t11 語

社 会

英 nh 

t t ノ
上

社 会

英 "{｝ 

f t 会

t t 会

社 ノ‘
ぷ

----

Ihi守学校教諭
・巾種免許状

IE] I I{f 

地理歴史

公 民

英 晶

公 民

公 民

英 晶i

公 民

商 業

公 民

公 民
-------------

教育職員免，i午状を取得するためには，学l:U)称号を1iし， さらに免謹法に定める最低修得単位

（第 2表）を修得しなけれはならない。また，平成10年4月から施行された免許法の特例に定め

る「介，；隻守の体験」も必要である。
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（第 2表）
.._  9 

免許状取得に必要な
最低修得単位数

|―、--•......-••• -•---- -•• --．．＿＿.．．．＿. -•- -•--. •-------9 

I 教科に関する科ti
i 、•.．．．---------—--••-•___.. 

教職に関する科日

中学校教韮・種免許状 闘等学校教論＿＿＾種免謹状

'------------------

l
 |
 

i 教科又は教職に閃する科日

20単位

31単位

8単位

--•--•-―-•上＿ ＿．．．．．．． 

20単位

23単位

16単位, ___________ _ 

教科に関する科目は，免叶教科ことに定められた科日てある。第 5表から第14表に学科および

教科ごとにその内容か示されている。

教職に関する科日は， どの教科ても共通に設定された科日である。第 4表にその内容が示され

ている。

教科およひ教職に関する科目の単位には， 上記の科目から最低修得単位を超えて履修したもの

が含まれる。

III. 単位の修得及び履修方法

1) 学士の称号を得る

教育職員免許状を取得するには，学t：の称号を得ること（卒業）が前提となる。まず学科ごと

に指定された卒業に必要な科目を修得しなけれはならない。さらに，その中には免許法で第 3表

の科日を含むという制限がある。注怠して履修すること。

（第 3表）

区 、J
/
J
 

I、• ---- -- ---

履 修 方

一

去‘、/I ● •••——••••—--•-........----—------• --... -•• 

憲 法 (2単位） 必す修得すること。

生涯スポーツ概識 (2単位）

スポーツ科学 I (2単位）

スポーツ科 学 II (2 J札位）

Business English 

3科11o)内より，いすれか 1科目 (2単位）を修得すること。

なお， Ji該学科において開設されていない場合には他学科

Iからの履修が必要になります。

Writing (2単位） ＇ 5科目の内より，いすれか l科11 (2単位）を修得するこ

Spoken Business English !と。

(2 m位） なお，‘加亥学科におし口：開設されてし辺卜、し）場合には他学科

English for Internet (2単位） iからの腹修が必要になります。

Public Speaking (2単イ立）

Reading: 

Case Studies (2単位）

'l'介報メティア演習 I (2 i札位） 2科l|(}）内より，いすれか 1科Il (2単位）を修得するこ

伯報メティア油習II (2単位） と。



ー0

)

 

2

2

 
敦職に関する科目

1こ る日11'

まに，

て，9

こ］しこ U)日Il 

すること

I l 

※

※

 

む）

※し｝すれか l刊Il 
2 

ff,[こ，月I

I t l上{1, L、J‘̂1i i 

］＇し↓教

r~tt 
P

、
‘
、
、
、

f
tか
i
f

ーJルぃ

>.s | 

と。

ヽ
j
9
-

i
1
 

けlj

I l 

糾

fi {）9, 1 
白仏 II

ff仏 III

教 J
 

ごェー

¥
9
よ

勺
冴

/
~
’
~
、

,tv 

ヽ＼
 

，
 

ょ
＼ー）^ナ、

i
I
{
 

l →令

?
]
ツ
i
?
]

ッ
」
り
」

2

り／
I

り
／
i

ハ
/
]

り

)
）

9

J

1

2

 

＇` 

、'「と
{ ［ 1 

I • II 

り
/
]

〉J、[lJU)付してある科11は，

HIJ:よ， t)す―iし力ぶ lf I-l 1 2 Iii｛立

［辺他教打 を1庁＜

1

-

2
 

り
J

つJ

9] 

？】

を

l'l1HHI J/ffiこ

人文

〗、、、礼[

]＇9、

※

※

 

るう

ご］し↑、エこ必伎な

ュと
I l 

（カウ
／へ｝、~

げい）

ずる

i 1“ 

ヘ豆 '9

I I i I I I 
oJ;J 

9 、 11

合，貨臼

※し＼すれか l刊Il 
2 

沢
J なる

!fl I 

11 

教百

札1 以
セリンク

ー

及

}

}

 

を

~
~
：
 

P

ヽf
 されなし＼し）

,
l
 

ら

、,！

人

ツl 2 ~ 3 

ッ｝ ?] 

ツ
] 2

 

?l
ツ]

/
~
~
―
~
 

~
』～

～
 

l

l

 

fi'）こ打
('Hll!J及
を貪む

白丈古 II

!＇ 
9

t

 

ツ」

※1]］U)付してある

み収円い場合は，

るも())をや

4
 

る-

て履修することし

| i ] 

f l 

英

~
 

I

I

l

 

l

l

l

 

念

恣

蕊I

I

I

 

I

I

I

 

．

令

俗
I

I

I

 

地叫｝t↑史・・・・・・・・・・・な地J叩！督史日教官；）、 I• II 

公

商

ー＼ー e公l心 I さ Il 

菜..ヽ ・・・・・・・・・j惰又科教百止 I • II 



敦！1,＇］ k,，用 f','205

か「教育実料 I・ II]の履修は，第 l表のて心印を付してある必修科11のうち，「教育＇）訂 I，1I. 

II」を除く令てU)単位，及ひ「教育原則 I又は IIJ U)しげすれか l科112巾位以l--U)修得を削j

捉とずるったたし，砂'‘、t}芹校U)免謹状の五の場合は「道徳教育-を除く

なお，中学校の他，午4人を収得する場合には， 『教fi丈やIII」は必修，3

3) 教科に関する科目

「教科に閃ずる科11Jは，免介状0)教科別に定められた科I!て，各学科の各科I!群の・ffl；及ひ

日Ill科I!If卜からなってし)る 3 本'J:：ては中',;:.，碍校両免叶状取得をめさす教科コース別に投業科

11 を間設してしヽる，｝ヽ[i,，亥科 I! は第 5 人～第11人のとおりてある。 Inj —教科ても ',J:：科か沢なれば指

定されてし)る投業科I!は沢なってし)るのて，所属学部学科0)人をli狙，忍ずること。指定された科ll 

の中から，；＼•印の付してある必修科 I lを合み20巾位以上修得すること，9

なお，第 3表から第ll，人の単位数に口印を付してある科lJは，各予噂15・学科の必修科Il，△印

を付してある科llは日由科Il、無印は各字；エt|;•字科の選択科 l lを小ず、9
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糸f‘tiナ，1{i{IIi‘"j:合15 糸f‘tt1‘liーヤ艮'-、;:f1

社会コース （社会・公民）

以 I<U)｝<より，

けれはならなし'o

言印の付してある科IIを含み，中学， 1薗校それそれ似低2(）単位以上修得しな

第 5.};［社会閃係授業科11 l l l＇芹〕

謹
の
類

免
状
種

,

'

,

'

’

 

教育職員免謹法施行規則に
定める教科に閃する専門教
育科l| 

科 I l 

ll本史及ひ外国史

地 刑 学（地心を含む。）

1 | I 法

9
,
t
1
 

、
J

‘ヽ

校

社

柿

学it 
,f 

会 学

政

経

治

済

"¢f 

．ヽヽ

学

哲学・倫理学・'ぷ教学

玄地
責地

責地

責国
!.  

本 •• rr 

1

)

 

浮
F

設 f 斗 l l 
備 杓

次

3

＾

ヽ

-
1
 i
 

2
.
 

I
I
 

各{

2

 

囮
'

,

 

•• 

，
 

2

4

2

2

2

2

4

4

4

4

4

1

2

2

2

 

；！ ー．
ー

，＇ 

', ヅ

甲

△

△

△

△

△

△

.

｛

，

9

.

 

況
史

I
I
I
晶

蘊

法

仏

法

法

論

扁

法

治

門

ー

概

係

治

と

政

人

f
ー

治

概
歴

↑
 ド

史

の

学

際

済

働

閃

政

、

渾

と

ー
・
政

設
日
本
律
~
際
際
へ
ぶ
家
祭

＇ 

開

外

日

仏

囚

向

舒

労

川

旧

社

田

川

女

責

責

責

↓

ー

'

,

.. ,
'
 

即

岬 9

.

 

芝
J
"
,
j

‘'、
J

際経済学
済 I原嘩

紆‘i玲管罪総論

経党学史
経 党史
経営科学
国際経営比較論
国際間発扁
都 lli文化韮 l

（日本）
地域と文化

経済(})メカニズム

国 際経済1叶礼
社会統壮学

-．．．．.．．-.  

倫 理 学 概 論
オ ：教学概嘩

2
2
3
 

4
3
3
3
4
4
●

●

噂

2
 .
.
.
.
.
.
 2
2
2
 

．．． 

l

l

1

 

3
2
2
2
3
3
 

4
4
(
4
)
4
4
4
4
4
4
 

3 • 4 
2 • 3 
2 

2 • 3 
l • 2 • 3 
2 • 3 
3 • 4 
3 • 4 
3 • 4 

4 3 • 4 
2 l ・ 2 • 3 
2 l • 2 • 3 
2 l ・ 2 • 3 

'-

△ 2 3 いずれか 1科

△ 2 3 日2単位以上

選択必修0
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〔公民関係授業科目 高校〕

•一 ・ ・・・・

教育職員免許法施行規則に
免許 定める教科に関する専門教
状の 育科日

＇種類 i_-―-- ---- -• -- -- -• •____•---- •- ----•- L.----••一• ---—-•-...', ------ -- -

科 目 単位 開設科 ll 単位履修斗次
----,  -- ------ --—--.----• - -•-•一••- ---...--••••- - -• -•-．．．．．ー•- - -• --

法律芹（国際法を含む。）・ 女法律学概論△ 2 i 2 
政治学（国際政治を含む。） 責国 際 法 4 3 • 4 

商 法 4 2 • 3 
経済 法， 4 2 • 3 
労働法 i 4 2. 3 
国際 関係論！ 4 3 • 4 
国際政治論 4 : 3 • 4 
社会生活と法 2 i 1・2・3 
国家と政治 2, 1・2・3 
国際政治人門 2'1 • 2 • 3 

-----—- -••--•--. --.. --••-L..- ．．．．．．．．．．．ー• -- ~ 

社会学・経済学＇（国際経済 玄l11際経済‘;: 4 3. 4 I 

を含む。） 玄経済原論 4 2 • 3 : 
i 経営管理総論！ ④ 2 

経営学史 I 4 3 • 4 
経営史 4': 1 • 2 • 3 
経営科学 4 2. 3 
国際経営比較論 4 3 • 4 
国際開発論 4 3 • 4 
都rti文化論 I 4 3 • 4 

（日本）
地域と文化 4 
経済のメカニズム 2 
国際経済事情 2 
社会統，寸‘学 2 

'------

倫理学概論△ 2 
:i・：教学概綸△ 2 

—••••—-—-...i 

廿
9~i 

~
 唸

J＇ ＾ヽ4
 

砂

等

芝
J

ハ―

校

種
ー•ー・ — 

哲学・倫理芦・家教学・

心理学

設科日

3
3
3
 

4
 

．．． 

.

2

2

2

3

3

 

．．． 

1
1
1
 

3
 

備 ¥J 

， 

l _. •- -I 
いずれか 1科

日2iii位以I-^
選択必修。ー• -•一—- 1 
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詞業コース (I{．fi業）

以 l<U)}<より，

けiLはならなし，

ぃ、「IlU)付してある目11を合み、 1 1 1、J’'，閻校それそ;jL最低201̀ii位以［修得しな

第 6 人［ I出業科l½l係長業目 1 l 砂校/

育職員免叶仏施い規則に
める教目に閃する専門教
I l 
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J
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）
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人’li労務竹州ll，誦
ロシスティクス

竹即，；詞
紆営戦略論
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システム屈論
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経党情報学部 国際経営学科

以下の表より，責印の付してある科目を含み，中学，翡校それそれ最低20単位以上修得しな

けれはならない。

第 7表［社会関係授業科日 中学〕
----- ------. ------ --------—---

教育職員免許法施行規則に
免許 定める教科に関する専門教
状の 育科日
種類，ー•-- - -- ----- - ------------ ------------------------------~--

科 日 間設科日単位履修年次
------'------- ----- ------- ------―-- ------------- - ------ ----------

日本史及ひ外国史 責外［主l史概説！ △ 2 2 
責日本の歴史！ △ 4 2 • 3 
比較文明論 l 2 1 • 2•3 

- -l _＿ -

本 学間

．．．．． ． ・一• . ． 、 • •-- --• -

地理学（地誌を含む。）

ー
~
一

斗禾設
備 考

学
学

理

理
地
地
地

玄

玄

食

2
2
2
 

△

△

△

 

9

9

,

 

I
I
I
誌

... ・—-....

法 律学

中

学

校

f 用

•• -..．．.  

社 会学

t『学・ 倫即 学・ ポ教 学

I 

一^ ● 

政 治 学 ＊法律学概論△ 2
＊国際法！ 4 

国際摩擦とコミ！
ュニケーション 4 
国際関係論 I[ 4 
国際関係論II 4 
国際開発論 4 
国際企業法務 2 
国際政治論 4 

ー・~ ．．．．．一

経 済 学 ＊国際経済学 4 
＊経済原論 4 

多国籍企業論 ② ！ 

国際経 済'l叶青 ② 

公共財政論 2 i 

企業倫理論 2 
異文化適応論 4 
国際経営論 ④ 
庫祭ファイナンス菖 4 
サイハー・コマース畠 4 
国1悦経＇闘比較論 4 
糸t‘}芯窄tl用糸怠；；命 4 
経常環境論 4 
都 Ifi環境韮 4 
Ili民 起業家論 I 2 
地域伽興論| 2 
洞 外経済 ’li伯 2 
比較公共政策細 i 2 

I... .-••-.........• 

倫即学概韮△ 2 
宋教 学概，1iiI△ 2 

2 
2 
3 

_[ ____  ----+--- -

2 i 

1 • 2 

： 

--•一—•- •-•• --•一［

1

2

 

4
 

4

3

3

3

 

3

3

3

3

3

4

4

 

4
2
2
4
4
2

、̀
'

J

••••••• 

.

.

.

.

.

.
 -
2
2
1
1
2
2
.
1
3
3
.
3
 .
.
.
 4
 .
.
 

3

3

 

••••••• 

3

2

2

2

3

l

 

2

2

2

 

2
 

l

l

l

l

 

3
1
1
3
3
1
-

しげれか l科
i ll 2単位以 1-．
選択必修。
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［公民閃係授業科ll 似i校〕

教育職員免謹法施行規則に
定める教科に関する専門教
育科ll

科 Il 単位

法律学 (lk]際法を含む。）・ 責 法往学概論△ 2 2 

政沿芹（日際政治を含むし） 貨国 際 払 4 1 ・ 2 
国際摩掠とコミ

闘

笠

}
f
 

‘
9
 

校

種

竹学・倫理‘;'.．＇ぷ教学・
）し刑学

本学間設科 tl
備 考

間設科[I 単位脱修り次

ュニケーション

LIl際閃係扁 I
囚際関係論II
国際間発菰
LIl際 企 業 i1、務
[1,j際政治，誦

社会学・経済‘ド（国際経済 -;:. IE] I繁舒済 'i:'
を含む。） 哀経済／泉論

多 lL]籍企業扁
国際経済 1叶‘t,1
公共財政論
企業倫罪扁
異文化適／心扁
ltl際経＇，況論
11]際ファイナンス論
サイバー・コマース論

／ 国際経闘比較論
糸怜常管即総論
経党環境扁
都市 環 埴 韮
市民起業家蘊

地域 拡 興 論
悔 外 経 済’ft,1月
比較公共政棗誦

3

3

l

 

l
2
2
4
4
2
‘
`
‘
`
‘
,
：
3
J
'
-
4
'
-
3
3
3
4
2
 

．
．
．
．
．
．
．
 

.

.

.

.

.

.
 -
2
2
1
1
2
2
.
1
3
3
.
3
 .
.
.
 4
 .
.
 

••••••• 

3
1
1
3
3
ー

1

1

1

ー

2

2

2

3

2

2

2

2

3

l

)
2
2
4
-
4
)
4
4
4
4
4
4
2
2
2
2
 

＼

／

 

4
c
l
2
2
 

r
¥

，
 

4
4
4
4
2
1
 

2

2

 

△
△
 

へ
暉
蘊

概

概
立．fゾ

¢f

‘‘‘ヽ罪
教

倫
心
小

3

3

 

いすれか l科
l12iii位以 Iム▲

選択必修。
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経常情報学部 福祉環境情報学科

以下の表より，

ければならない。

唸印の付してある科日を含み，中学，閥校それそれ最低20単位以上修得しな

許
の
類

免
状
種

＇ 

第 8表〔社会関係授業科日 中学〕

-―. ． 、 ----．．---------一ー ・

教育職員免犀f法施行規則に
定める教科に閃する専門教
育科日
― ^  ---.... • •---

科 目
．ー•.．．．．- -

11本史及ひ外国史

---- --- - ---- --- ---- --

地理学（地誌を含む。）

中

---- -- - - ---- ---- -

法律 学・政治

99.94 

f — 

校

種

本 ",f 

9仁 開 設 科 ー

... ~ 

開設科目 単位履修年次
i —・・・ ・ .. ．＿ ＿ 

責 外国史概説△ 2i 2 
食日 本の歴史△ 4i 2 • 3 

.. 

貪地即、‘;：: I

玄地 jIII ‘芹 II 

責地 晶
-~------

学 食法律学概論

女国際法

社会 生活と法

国際摩擦とコミ

ュニケーション

国際 政 治 論
--------—•• -._ _. -•--.----.-----―.．--- -

社会学・経済学 責国際経済学

食 経済原論

人間と集団
現代社会論

企 業 倫 理 論

国際貢献論

都市 環 境 論

国際資源論

知識社会論 i

統壮解析・
社会調行法 4 

生活経営論| 4 
地 域経営蘊！ 4 
流通 r)信 業 論 i 4 
市民起業家論 I 2 

倫理学概繭△ 2 
宋教学概論△ 2 

備 考

4

2

 

2

2

3

2

 .
.
 

3

1

 
3 • 4 
3 • 4 

3 • 4 
1・2・3 
1 • 2 
1 • 2 
1 • 2 
1 • 2 
2 • 3 

3 • 4 
2 • 3 

4
4
4
4
4
 

••••• 
3
3
3
3
3
 

一

. ------ ----—-•....,.•-. -•--

哲 学 ・倫理学・木教学 3

3

 

i 

！ 

．一

いすれか 1科
| 

| l•1 2単位以 I.-̂| 

選択必修。
| 

•--•----.I 
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［公仄関係授業科Il 翡校〕

許
の
類

免
状
種

,

9

,

 

教育職員免謹法施行規則に
定める教科に関する専門教
育科~l 

本
9,、,,
f 開

ーJ 斐 科 l l 
備 苔

科

法律学（国際法を含む。）．

政治子 (lE]際政治を含む。）

11 

,＂↓ 
t
 

ー^、r•9. 
、Ĵ 

社会学・経済＇ド国際経済

を合む。）

ジ
~

、9

校

n
 

．．
 ［
 

t
↑
 

iii.位履修．＂「次

2
4
2
 

△
 

叶叶立 開］，没 H ll 

責法律‘ヽ芹概論

責ul 際法
社会牛活と法

IE]際摩擦とコミ
ュニケーション

[Iー］際政治論

刊学・倫理‘芥．宋教学

・心罪学

~
，
f

論
団
入
岬
直
蘊
扁
嘩
論
法
蘊
論
論
論
論
韮

概
概

杏

済
ー
、
集
会
即
献
塙
源
会
月
常
党
業
，
琢

闊
．
~
業
―

経

と

付

倫

貞

環

責

社

析

会

経

経

光

学

学

J

卜

：

起

．

際

〇

間

代

菜

際

巾

際

識

け

ネ

話

域

通

民

坪

教

・^̂
1
1
 

囚

経

人

現

企

LrJ
都

国

知

統

生

地

流

」
111

倫

宋

責

責

4
4
4
4
2
2
2
2
4
4
4
 

△
 

4

4

4

4

2

2

2

 

△
△
 

4

2

4

4

4

:

2

2

2

2

3

4

3

4

4

4

4

l

 

．
 

2
 .

.

.

.

.

 
2
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 

．
 
l
l
l
l
2
3
2
3
3
3
3
3
 

ー

3

1

3

3

3

 

し)すれか l科
l. |2単位以!・

選択必修。
..,  t. ．,  -.．-．． 

3

3
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人文学部 国際文化学科

国語コース （田語）

以ドの表より，

けれはならなし ¥o

食1:IJo)付してある科日を含み，中学，

第 9人［国］［諜l係授業科ti 1 |l学〕

謹
の
類

免
状
種9

9

,

9

 

•+ 

| 

巾

学

交
L
↑
 

闘校それぞれ最低20単位以l：修得しな

ふ
t

c
↑
 

---- ．． ．．． ．．．ー・・• - ． ． -• 

教育職員免許法施行規則に
定める教科に関する専門教
育科H

-.．． ．．．ー・ •- - - ． ．．. 
．． ～ ＾ ● ← •—• - -•- •- ．.． ..．．ー・ ・•- -•- - • - ----

科 日 間設科 tI 単位履修年次
.． 

-.....  -• --- --• - -••-.....L -••一．．．．

国』学 (i予声ふ翡及ひ文t；を 食日本謂芹概論 4 
表現に関するものを含む。） 食日本語表現法 I 2 

（表出・文法・

LLを含む）
日本語表現法II

（文ほ）
日本語表現法III
（論文作成法）

日本晶と文化
は語学概論

日本語教授法 I
（音声）

日本語教授法II
（語低）

日本畠教授法IIIi △ 4 
（文法）

日本語教授法N
（教材・教具）
日本語教授法V

(，評価）
11本泊教授法VI △ 4 

（教授法）
fl本晶教授法VII

（演習）

日本，轟且礎表現法

本 学 廿1}
 

没 科

2
 
2
 
2
1
4
 

△
 

△ 4 

国文学 ([E]文学：史を含む。） 責Il本文学概偏
l l本の文学 I

（古典）

l 1本の文学 II
（近代）

△ 4 

△ 4 

tl 

△ 4 

2

4

4

 

4
 

2

2

 

2
 
3
 

2

3

 

2
 .
.
 

1

2

 2・3・4 

備 衿

嘆 文 ,"'・ 
f・ 

内道 (,1r'Iiを中心とする。）

2・3・4 

2 • 3 • 4 

2 • 3 • 1 

2・3・4 

,
．
し

2

3

4

 

．
．
．
 

1

2

3

 

2・3・4 

3.」

責液文講虚 I △ 2 
（韻文）

責没文，溝，祉 II
（散文）

ツl

△ 2 ‘̀ヽ
 

I △ 2 i 
9 -)符，り道

(, { }•‘Ij: l | l J L、)
‘;9Aヽ＼i'1!［道 II

(，1 ;‘Ij: l l l Jしヽ）
△ 2 

3

3
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[［f」』載l係授業科ll 闘校］

許
の
類

免
状
種

•• 

,
 

r--- ----, 
科日

.．. 

国語学（音声は語及ひ文章
表現に関するものを含む。）

q
J
 

9

,

 

,h‘ 

→^r 
t → 

、J・

学

校

教育職員免許法施行規則に
定める教科に関する専門教
育科目

----

囚文学

.. -

（囚文学史を含む。）

本 学 開 設 科

種

漢 文
9’‘9, 
f→ 

i
 

I
 

＇ 

間設科 tI 
マ ー・ ・・

責日本語学概論

食日本晶表現法 I
i （表晶・文法・

LLを含む）

日本語表現法II

（文章）
日本，混表現法III
（論文作成法） 2 

日本語と文化 2 
け語学概論 4 
日本晶教授法 I △ 4 ! 

噂 声） ＇ 

日本語教授法II
（語彙）

日本語教授法IIIi △ 4 
（文法）

日本晶i教授法N
（教材・教具）
日本晶教授法V

（評価）
日本講教授法VI

（教授法）
日本語教授法VII

（演習）
日本，l{｝且礎表現法

iit位 履 修 年 次
・• -•—• 

4. 2 
2. 2 

2
 

△ 4 

日
備 苔

△ 4 

△ 4 

△ 4 

△ 4 ; 

2
 

ー

2
 

4

4

i

4

4

4

 

2

3

 •••••• 

2

3

2

 
.
.
 

3

3

3

3

3

3

 

.
 

•••••• 

ー

2

2

2

2

2

2

 

1

2

 

！責 l」本文学概，］倫
日本の文学 I

（古典）
日本の文学 II

， （近代）
-- -----' 

責漢文，溝誂 I-△ 2 

（韻文）
責漢文晶試 II

（散文）
----- -----------~--- - -

△ 2 ）
）
 `ヽ

----―--9 

， 

4

4

 

3

4

 

．． 
2

3

 
4
 

3 • 4 

-
2
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社会コース （社会・地理歴史・公民）

以ドの表より，

ければならなし lo

責印の付してある科目を含み，中学，高校それそれ最低20単位以上修得しな

第10表［社会閃係授業科日J

許
の
類

免
状
種

------------- -----------

教育職員免許法施行規則に
定める教科に閃する専門教
育科日

・•- - -•••- -• -• 

科目
． ．． •一ー• - ----

日 本史 及 ひ 外 国 史

中
ー・・・ ・ •- -

地罪学（地誌を含む。）

学

校

種

法 律

~
会

-_• 
一

ネ

、'"f-

学

ー・ .．  

政 治学

済又
t

―
条 シ^‘-

J
 

‘r 

・—● •ー・・ ・ ・・•ー・ ．． 

刊学・倫 f1H 学~・＇ぷ教学

I 

l 
.•—•- --．→  

開設科日 単位履修年次•一•----------.- •- --．—↓•一• - -• - 1•- -

＊外国史概説△ 2 2 
＊日本の歴史 4. 2 • 3 
歴史文化研究のガ法 4 i l. 2 
文化 交流史 I 4 i 2 • 3 
（日本：アジア）
文化交流史 II
（日本：欧米）
先史文化論
近 代化論
H 本文化史
近代日本とアジア
中国と l」本 Ii 

（i片代）
中国と H本 II
（近・現代）

..．、... -

＊地理学 I △ 2 
＊地理学 II，△ 2 
＊地誌△2 

環太平洋［郎）礼会と文化 I 4 i 

文化人類学 I 2 
文化人類学 II 2 
カナダの社公と文化 4 
ラテンアメリカ＇
の社会と文化

● ● ー・

＊ 法律学概論
＊国際法
国際閃係論
国際政治論
アジア[El|;'怒lll係論
社会 生活と払
国家と政治
国際政治人門

．．一

＊国際経済学
食経 済／原論

都 Ili文化，誦 I
（日本）

社会心理芹特論 i

地域と文化 I

[f1際経党比較蘊
国際開発論
経済のメカニスム
国際経済'li|1¥ 
社会統壮学

倫即学概繭
宋教学概，，倫

本 学 開 設 科 日

4
 

＇ 

4
4
4
4
4
4
 

2
4
4
4
4
2
2
2
 

△
 

9
9
 

4
4
4
4
2
2
2
 

2 • 3 

3
4
3
4
4
 

．．．．． 

2
3
2
3
3
 
3 • 4 

4
2
2
3
 

2
2
3
 .
.
.
.
 

3
1
1
2
 

～ゴ

備 考

4
 

2 • 3 
--

2 
3 • 4 
3 • 4 
3 • 4 
3 • 4 
1 • 2 
1 • 2 
1 • 2 

ー、

3 • 4 
2 • 3 
2 • 3 

4
4
4
 

△
 

••• 

,
.
,
 

`
 .. 

、、f
 

1
以
。

か
位
修

れ
単
必

ず

2
択

)
ー
選

し
ー
、

4
4
4
4
2
2
2
 

.

.

.

.

.

.

.
 -
3
3
 

3
3
3
3
l
l
l
 ?

]
2
 

△
△
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〔地即歴史閃係授業科tl 闘校〕

教育職員免許法施行規則に
免謹 定める教科に閃する専門教 本学 1井l設科 ll 
状の 育科II 備 考
種類

科 I J 間設科 ll iii．位 ／役修年次

fl 本 史 ！責日本 U) 歴史 4 2 • 3 
歴史文化研究の 4 1 • 2 

}j仏

文化交流史 I 4 2 • 3 
砂・ （日本：アシア）

文化交流史 II 4 2 • 3 
（日本：欧米）

先史文化韮 4 2. :~ 
笠 近代化扁 4 3. 1 

日本文化史 4 2 • 3 

外 廿l 史 貸外 l叶史概況△ 2 2 
学 近代11本とアシア 4 3. 1 

中国と Il本 I 4 3 • 4 
(ll 11 ¥） 

中国と Il本 II 1 3 • 4 
校 （近・現代）

人文地雌学及ひ白然地理学 ！責地理学 I △ 2 2 
責地即学 II △ 2 2 

環太平洋他］の

社会と文化 4 3 • 4 
文化人類学 l 2 1 • 2 
文化人類学： II 2 1 • 2 

種 カナダの社会と

文化 4 2 • 3 
ラテンアメリカ

の社会と文化 4 2 • 3 

地 119 L-、 羹地 誌△ 2 3 
--------- ------ - --- ------ ---------
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［公民閃係授業科Il ，関校〕

ー•-

教育職員免許法施行規則に
免詳 定める教科に関する＇；り 1"］教
状の 育科目
種類 1 科 •------

l 1 単位 開設 科 ll 単位）復修年次
9 ---••. - . . ． --...-•-- -•........-.....- -• •• --•- - 9. 、.．.．--．．．．--．．．．．-•'- --------- - - -.  --

法律学（日際法を含む。）． ！玄法律学概論△ 2 i 2 
政治学（I吋際政治を含む。） 貪国 際 法 4 3. 4 

国際関係論 4 3 • 4 
国際 政 治 論 」 3 • 4 
アシア国際閃係直 4 3. 4 
社会生活と法 2 1 • 2 
囚家と政治 2 1 • 2 
国際政治人 I"l 2 1. 2 

'----------------------- -------•一•- - -----

社会学・経済学（国際経済 貪国際 経済学 I 4 3 • 4 
を含む。） 古経 済原論△ 4 2 • 3 

都rli文 化 姉 I 4 2 • 3 
（日本）

社会心岬学特論 4 
地域と 文 化 」
国際経営比較論 1 
l王］際開発論 4 
経済0)メカニスム i 2 
日際経済 1月'r'f! 2 
社会統，it• 学 2 

．．．．．．．．ー•-.．-..... - --• -- • -.  ---- ---- - - - - - - -,___  ----

哲学・倫理芹・＇ぷ教 ‘‘jを． 倫 理学概，誦△ 2 
心哩＇;: 宋 教学概，倫△ 2 

1
 rr 

9
J
 

"¢ 
ヽ

．ヽ＾ヽ4
 備 ¥J 

2
J

可

•• 
-
r
 

一勺勺、j~

ジ

f
、9

校

種

設科日

4
4
4
4
2
2
2
 

••••••• 
3
3
3
3
1
1
1
 
3

3

 l 
i _ ＿... --• 

i ---- -------, 

いずれか l科 1

日2単位以lム→

選択必修。 I 

| 
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英晶iコース（処沿）

以卜•I}) ．表より，責 l]］の付してある科日を含み，中学，闘校それそれ最低20単位以上修得しな

けれはならなし'o

第11表［英泊関係授業科llJ

謹
の
類

免
状
柿

教育職員免，［「法施行規則に
定める教科に閃する専門教
育科Il 

科

英 語

ti 

学

英 米 文 ジ
r

‘r 

I j I 

し父L
 

"，f
 

‘r 

本 学 間 設 科 II 

種

J
 

1
,『

9
.
9
 

-^1
 

令
J

ぐ

、，
 

学

校

英語コミュニケーション

| }廿，！支 f:．t t 1 

1 責英 泊学概論
アメリカ社会

の文化とりと出

英 nli表現法 l
（音出）

英語表現法 II
（文法）

英泊．表現法 III
（論文作成法）

責アメリカ文字概論

近代アメリカ文学

移民 の 文 学

責近代イキリス文字
↓.．-••-•一．．．．

！責英会話 I
英会話 II
英会晶 III
Reading & 

Writing I 
Reading & 

Writing II 
Reading & 

WritinglII 
Speaking & 

Listening I 
Speaking & 

Listening II 
Speaking & 

Listening III 
翻，Jしの方法
通，Jしの方法

備 杓

種
比較文化（外[-1『lt柏を含む。） 責比 鮫 文 化 概 論

異文化間コミュ
ニケーショ‘

シ人

/ri冊

日米比較文化

アメリカ文化概論

アメリカの歴史
アメリカの思想

ヨーロッパリt界
とアメリカ

ラテンアメリカ

とアメリカ

アシアとアメリカ

アメリカ

現代文化淘

，
 

欠ヽ｛
••• 

t
 

2

2

2

2

3

 

I
I
 

冬／9,
＇ 

囮

,

．

 

ー,
1
.
4
2
2
2
?
]
 

｛
 

9
ー^

ヽヽ
ー

3
3
1
4
 

•••• 
2
2
3
3
 

，
 

4
4
4
4
2
2
2
 

3
3
3
 

．．． 
2
2
2
 

••• 
l
l
1
 

4
-

3
 4

4

2

2

3

3

3

4

4

4

 

3

3

3

3

3

 

‘̀ 

•••••• 
2

2

2

2

2

2

l

 
..•... 

l
 .

.

.

.

.

 

.
 

•••••• 

3

3

l

l

2

2

2

3

3

3

3

 

l

l

l

l

l

l

 

，

＇

一1

4

4

4

4

4

4

4

4

4

-

2

2

2

2

2

2

4

4

,
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人文学部・福祉文化学科

以下の表より，

ければならない。

第12表

食印の付してある科日を含み，中学， 翡校それぞれ最低20単位以上修得しな

i----- ＿----—ー・・一 ----~-

教育職員免許法施行規則に
免許 定める教科に関する専門教
状の 育科日

I種類 --------,-
科 目 I開 設科日 単位履修年次

r―-------T ―.．＿-- -- - ----＇-―-- --------------_J_----•- ・ •--ー------ ----

日本史及ひ外国史 1 ＊外国史概説△ 2 2 | 

＊日本の歴史 i △ 4 2 • 3 
i 房総文化史 2 2 • 3 

一—- ---—•---_ | ----•- -----＿_-―← -• --------.j__ 

地理学（地＂、志を含む。） 女 地理学 Ii△ 2 2 
＊地理学 II △ 2
＊地誌△ 2 i § 

---——---------9 - - - --- ----- --- -- - --•—--—----l―---＿＿,  

政治学 i＊法律学概論，△ 2I 2 
女国際法△ 4 3 • 4 

社会牛活と法 2 1 • 2 
---------------------- ----_: ___--―- ------------」---- ----—--- -—— 

社会学・経済学 i＊国際経済学 I△ 4 3 • 4 
＊経済原論△ 4, 2 • 3 

福祉文化概論！ ② ！ 1. 2 
福祉文化研究の方法 ② 1 • 2 
地域研究入門 2 1 • 2 
（生活・構造）
現代コミュニケ

ーション概論
都市文化環境論 i

出版文化論！
映像文化論
都 rli文 化 論 I

（日本） ， 

都巾文化論 II
（アジア）

都市文化論 IIII 

（欧米）
マスコ

ヽ；＆
ミ cilfll

者1i l1i JI'1,Jーヤli糸lを］』命
人間と集団
翡齢社会論
女性 と社会 I
（家族・仕1i) | 
女性 と社会 II

（地域・余暇皇）^
現代地方都I|I菰 I! 4 
房総0)1布業と 1開発 4 
I I ：涯学習論 2 
狂会福祉厭論 4 

---- I : 
倫 Ill!＇芹概論！ △ 2 
宋教学概蘊△ 2 

- --- ? t. ．-•ー・ 1 

！ 

本 学 開 設 科 日
備 考

1_ -.._＿＿＿. 

法律 学

！ 
----~ 

中

学

校

f in 

'
,
 

2
4
2
4
4
 
4
 
4
 
2
4
2
4
2
]
 

2
3
3
3
3
 

．．．．． 

1
2
2
2
2
 
2 • 3 

2 • 3 

4
4
2
4
3
 

．．．．． 

3
3
1
3
2
 

2
 

2 • 3 

3
4
3
3
 

．．．． 

2
3
2
2
 哲学・倫狸学・宋教学 3

3

 

」．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

しばれか 1科！
1 l 2り1位以l:
選択必修。

I 
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［公民閃係投業科Il I＇，ヽり校］

叶
り
類

免
状
種

,d̀
 

，＇ 

▲
4
 J

 

，ゞ
 

^
9
 

‘
 

，
 

".f 

‘ヽ

し父↓↑
 

柿

教育職員免叶法施行規則に
応める教科に閃ずる i、り]＂」教
百科11

科 j j 

法律‘‘f’: （| i ]際仏を含む')'

政治げ (It）際政治を合む）

社公‘j夕念

を含むし）

（日際経済

刊＇、戸・倫即字・宋教字・

、し、理＇芹

~
 

1
^
 

ーi

/

 

本 を‘.
J
 

‘' 

設科

間

11 

設

〗、法 1lt'i''概，誦
[ | i l 際法

fl公生活と仏

〗、[Ej 際舒済学
て崎f 済 I泉 ，誦

伽祉文化概，（倫
伽祉文化研究の

)j仏

地域研究人『'l
ut活・構造）
現代コミュニケ

ーション概論
都Ili文化環塙，誦
出版文化詞
映像文化繭
都 lli文化論 l

(I I 本）
都 Ili文化詞 II

（アジア）

部 lli文化扁 III
（欧米）

マスコ
、：ヘ
ミ，illll

都 rli柏報網，誦
人間と集団
闘齢社会，，倫
女性ムと社会 I
（家朕・イl:'H)
女付と社会 II
（地域命余暇）

且l代地）j都1|i，誦
/j；総U)I,i’ 業と開発
Il―上^ il l;、、i’:1J，1,，倫
社会伽祉肌，誦

倫即予概，誦
‘，ド教字概畠

f‘、fj j 

単位 ）復修礼次

△ 2 
△」

2 

△」
△」

⑫

2
 

9
]
1
2
4
4
 
4
c
l
 
2
1
2
4
2
 
2

4

4

2

4

2

2

 
△
△
 

ー

2

4

3

2

2

2

2
 .

.

.

.

 e 

.

.

 

3

1

3

2

1

1

1

 

2

3

3

3

3

3

3

4

4

2

1

3

3

 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

1

2

2

2

2

2

2

3

3

1

3

2

2

 

3
1
3
3
 

．
．
．
．
 

ッ
l
3
2
2

備 ¥J 

t)すれか l科

l l 2 i itィ立以 I・.
選択必修。

3

3
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人文学部 国際交流学科

社会コース （社会・公民）

以ドの表より，

けれはならなし）。

責印(})付してある科llを含み，中学， 闘校それそれ最低20巾位以 1：修得しな

第13表［社会閃係投業科日 i l I'芹〕

謹
の
類

免
状
種

9

9

 

--- -・---- -------- --- ー・ • --- -- .．ー• - - -- ----

教育職員免叶法施行規則に
定める教科に関する且}:l"J教
育科11

-- -------- --- --- -- --------- - --

科 IJ 
- -- ----

日本史及ひ外囚

1 | r 

ゾ

f
‘' 

交
L

↑
 

柿

•• 

‘
 

j
-
‘
、
{

~99. 

律 9,'
＾
 

-

‘

j

 

．ヽ

＇ 政 ムロ
ヽヽ

i

．、4
 

学 I}t]
ー役 H t I 

... 、 . ． . . . .--- ••-- -•. -----------'  

lサ］，；支 f斗 Il. qi.ド,: I復{I釦li欠＇
•一 ●ー・・・・ ー・・・•ー・ー•.．-- --...．．  ,--------•ー ・・ ・・一•

史 ！ ＊外国史概，；兄△ 2 2 
＊日本の歴史△ 4 2 • 3 

I II本の歴史と文化 2 1 • 2 
枇界の歴史と文化 2 1 • 2 

（東洋）
枇界の歴史と文化

（西洋）

文化交流史 I
（日本：アシア）
文化 交流史 II
（日本：欧米） ， 

中国と日本 II! 

（近・現代）
--....-..-•--....- --．．．... -- -•--- ....—• • ---．ー•ー・ ・ ・・上~ 9 .  •------

地 HIl 学（地晶を含む。） ＊地則学 I △ 2 2 
＊地即学 II △ 2 i 2 
責地 晶△ 2, 3 

● ●―→ - .．． ．．．．ー．．．． ．．．．．．  ．．→ - ・一ー・•• --•• 

、『 ＊法律学概，，何 I△ 2 2 
*Lill|：祭法」 3 • 4 
i去の精神と役割 2 1 • 2 
囚際政治人l"J; 2 1 • 2 
政治学人 l"J △ 2 1 ・ 2 
国際交流・協力

概況A(!It界） i 

国際交流・協｝］
概，；兄B([ I本）

L囁祭交流・協力

概況C（アシア）
囚際交流・

協力と法
[1]1；祭交流・協力

実践U)）jil、
[E]際 l}fl発蘊

廿l際閃係面

アシア［囁祭伐l係，lii）
[!]［原／か掠とコミ
ュニケーシ-]ン

［ 1 |際 政 治 論

'
,
 

2
 
4
 

4

4

 

9] 

2
 
2
 

2
l
l
4
l
 

1 • 2 

2 • 3 

2 • 3 

2 • 3 

1 • 2 

1 • 2 

1 • 2 

2 ． 3 

2
4
1
1
4
 

••••• 
1
3
3
3
3
 

備 ¥J 

i _＿＿ 

!i 

3 •. l 



222 

謹
の
類

免
状
種

教有職員免，J＇「法施行規則に
定める教科に閃する専門教
育科fl

科

学会1̂
 

,'↑ 予
J

l

済

一

-
<
k
 

条

I I I 

"，f
 

‘, 

し父
L
↑
 

fI[ 

刊‘ヽ『・倫兜学・‘ぷ教 ‘i:'

本学間設科 ll 

------- -.一

開 設科 lI

; ll」［祭紆済学

玄経済）j孔嘩
経済学人門

囚1；，祭経済 1月h
人間と集団

地球社会0)人間観

比較社会論概説

II本とヨーロッハ
日本と東南アシア
-、`-J ン］と

ヨーロッ Jヽ

N G (）論

川際技術協力論

現代コミュニケ

ーション概蘊

異文化適／心淘
川際コミュニケー

ションとメティア

組織コミュニケ

ーション論

且lr祭糸怜貨論
国際責源論

．．．． 

倫坪学概，誦
木教‘ヽげ概論

,‘
 ー）り

3

4

3

2

2

2

2

3

3

3

3
ー

4

2

3

3

I
I
 

••••••••••••••• 
3

2

1

l

l

l

2

2

2

2

3

3

1

2

2

 

修屈

.

,

＇

 

9
1
1
i
4
4
2
2
2
2
2
4
4
4
4
4
2
4
l
 

＇ー単

△

△

1
ーナ

4

2

2△
△
 

4
4
4
 

．．． 

3
3
3
 

備 ぢ

しばれか l科

日2単{'/．以 I• ^ 

選択必修。
..、...．- ~.^ ～ 

3
り
J



敦職諜 l'i' 223 

［公民閃係授業科tl 閻校J

．
 

、、禾斐ー
，
 

l
f
 

I
I
/
 

＊
．
 

ゾ

f
．ヽ

＇ 本
に
教

一
則
門

規
内

行
る

鳳
す

l

払
閃こ

_-＇ ―
―

-Ii"i 

免
科

一
員
教

職
る
日

i

科

」
-lJ

め
科

教
定
育

r.,＇
,
 •••• 

一

許

の

類

免
状
種 .... -----------・-----

| 

間 設科 t1 単位）復修年次
..．． ....•.. 

責以、律‘店概論△ 2 2 
玄囚際法 」 3 • 4 

法の精神と役割 2 1 • 2 
国際 政治人門 2 1 ・ 2 
政治学入門△ 2 1. 2 
国際交流・協力

概 況A（世界）

[El際交流・協力

概説B（日本） 2 ! 1 ・ 2 
国際交流・協力

概説C（アシア）

［し］際交流・

協力と法

囚際交流・協力
実践O))j法

日際間発論
国際関係論

アジア国際関係論 I

国際摩掠とコミ

I ュニケーション 4 i 3 • 4 
、、Jそ

国際政治論 4 3. 4 
•----- ----.  - --- •------ . - ·--•一一●●ーー →ー••一・・・・・•- - .. . ． ．． ． ． ． , •. -• • •---• -- ---• ● 

社会学・経済‘;： （［叶際経済 責囚 際経済論 I 3 ・ 4 
を含む。） ＊経済／泉論△ 4 2 • 3 

経済学人門 l△ 2 1 • 2 
国際経済 1叶青 2 1 • 2 
）ヽ I廿lと集団 2 1 ・ 2 
地球社会の人間観 2 1 • 2 
比較社会論概況 2 2 • 3 
日本とヨーロッハ 4 2 • 3 
II本と東南アシア I 2 • 3 
アシアとヨーロッJ¥ l 2. 3 
I¥: G 0 温 4 3 • 4 
国際1支1翡i協力，誦 4 i 3. 4 
現代コミュニケ

ーション概論 2. 1 ・ 2 
沢文化適応論 4 2. 3 
ll鼎祭コミュニケー

ションとメディア

組織コミュニケ

ーションu倫， 1 3 • 4 
lI:] |；，祭糸f‘汎＇＂倫 4 3. l 
[El I;，祭 iTi屈，iIiil!.l 3. l 

仏律学

政治学

l l 
―-- - ----- ---

国際法を含む。）．

([ Ii]際政治を含む。）

,
d
 

，＇ 

•• 
j
 

r
 

J
9
 

A

、

校

柿

備 衿

2
 

2
 

1 • 2 

1 • 2 
i 

-I ! 2 • 3 

2
4
4
4
 

．．．． 

1
3
3
3
 

2
4
4
l
 

2 • 3 

刊学・倫JIII学・＇ぷ教学・

J L、jI11学
,
 

••• 

,
 

2

2

 

△
△
 

論

韮

概

概
字

学

即

教
倫
ぷ

、V
9‘̀
 

l ー ・・・・ •ー・・

いすれか l｛斗！

[ 1 2単位以l: 
選択必修。
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英晶iコース （災，沿）

以卜:U) }<より，

けれはならなし＼

印(j)付してある科日を含み， l l l‘予＇， 闘校それそれ最低20単位以上修得しな

第14}<［英晶載l係授業科日 [ l l'、戸・似j校〕

謹
の
類

免
状
種

教育職員免謹仏施行規則に
定める教科に閃する専門教
百科Il 

科 11 間設科 Il 

英 -
L
1
 

f
I
 

_——
_1 -．

-1 
学 責英，i{｝予概，誦

英謁｝＜現法 I
（発 i予）

英nft}く現社、 II
（文法）

英晶表現法 III
（，；倫文作成仏）

iit位 ／復修年次

4 2 
2 2 

り

/]2

1j1 
tし
)

＇リ L斗ヽ 文 夕
1

‘

j

 

‘’
 

学

校

種

I；り

ヅ̂î、i: 

芝
J

‘
i
 

校

種

英泊コミュニケーション

比較文化（外l且1叶青を含む0)

本 タ＇'_
J
 

，` ••• 9
j
 

I
f
 

貸アメリカ文芹概，扁 △ 4 
、ゞ孔逍代イキリス文‘i:’ △ el 
移 民 の 文 学 4 

2 
2 
2 

i瓜英会請
英会，＂［
英会請
Reading & 

¥Vriting I 
Reading & 

Writing II 
Reading & 

Writing III 
Speaking & 

Listening I 
Speaking & 

Listening II 
Speaking & 

Listening III 
翻訳 I)) Jj法

通，J｛(}） Ji法

責比較文化概論
国際コミュニケ

ーション概説
日本と北米
アシアとアメリカ

国際学芸交流論
アメリカ

国際閃係菰
直祭コミュニケー
ション実践(}))j法
罰文化間コミュ
ニケーショ‘

SA 
／暉

ヨーロッハltt界
とアメリカ

ラテンアメリカ

とアメリカ

， 没

I 
II 
III, 

科

↓
 

2

2

2

2

2

2

4

4

4

2

4

4

4

4

2

4

4

 

△
 

l:．I 
備 苔

2
3
 

2泰 3
3. 4 
3. 4 

1 • 2 • 3 
1 • 2 • 3 
1・2・3 

1 • 2 • 3 

1 • 2 • 3 

1・2・3 

1 • 2 • 3 

1 • 2 • 3 

l • 2 • 3 
3. ←l 
3 • 4 

1 ・ 2 

1 • 2 
2 • 3 
2 • 3 
3 • 4 

3 • 4 

1 • 2 

1 • 2 

3 • 4 

4 3. 4 
- - l -------------
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4) 教科又は教職に関する科目

「教科に l½lする科日」および「教職に関する科目」の中から，最低修得単位数を超えて，中学

校一種免謹状では 8iii位，翡等学校一種免許状ては16単位以tを選択して修得すること。

N．教職課程履修についての注意

1. 教職課程を履修しようとする者は，次の各項目に留意すること。

l) 各年次のオリエンテーションに必す出席すること。その際必ず学生便覧を持参すること。

2) 教職課程を履修しようとする者は，教職課程の規定にしたかい 1年次から股修壮両を立

てること。たたし，履修にあたっては，卒業に必要な科日を優先し，その上で，教職課程

の科目の履修を杓えること。したかって，時間割じて履修したい教職閲係の科目と学部専

門科l1がlrilIl抒限に重複した場合は，前述の原則に従って固修壮画を立てること。

3) 教職課程を履修しようとする者は， 1年次 4月に「教職課程腹修登録カード］を教務課

へ提出すること。

4) 授業科日は， 1．．級年次の科目を履修することはてきない。 t級年次の者が，下級年次に

配‘liされた科日を履修することは差し支えないか，時間割編成1:.，学部専門科日と重複す

る場合があるので，配‘I-i年次に履修することか惰ましい。

5) 編入学生は，学部の授業科目として認定されたりi位か必すしも免[]'f上の単位とは限らな

いのて，オリエンテーションの際に個別指導を受けること。

6) 教職課程に閃する連絡は，すべて掲示により行う。

2. 教育実習について

教育実習は， 4年次〔実習校から指定された 2週間（中学校一種の場合には 4週間）〕に行う。

教育実習 I及ひII （中学校一種の場合には必修）の履修に際しては，単に必要な単位を修得す

れはよいなとという安易な考え方はしないて，教墳に立って1E規(})授業や牛徒指導を担関する責

仔を衿えて，教職の職務についてしっかりと準備をしなけれはならない。そのためには，以ドに

ぷす各項をふまえて，貞剣に取り組むこと。

l) 教行実習 I • II腹修百格

教育実料 I • IIを履修するためには，次の履修責格を満たし教育実習担灯教員の指導を受

け， 3り次U),i行「・.続きを済ませることか必嬰てある

① 教育実背囮修年度に 4年次（卒業見込）の者て，各学科(})ぷした椋準的な修得巾位数の

1 i安をおおむね満たしてしヽること。

(i） 第3年次まてに教職に杖lする科［ I （第 4人）の「教職論」「教育瓶罪 Iまたは II」「教育

心即学」「教育制度」「教科教ff法 I及ひII」「道徳教育」「特別活動」「視聴‘此教fiJ「't徒

指 導I「教育相談」を令て修得している者。

たたし，砂＾ヽ●↑学校(})免，［I•状のみの場合は，「道徳教ff」を除く。

2) 教育実習内諮「：続きにつしこて

教ff実習希叩者は，丈習実施の前年1如U)うちに各白の出身中学校又は似i笠学校に教育実粁
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を依頼しておかなけれはならなし＼ い『細は， 3年次 4月の況明会て行う。）

3) 教育実習U))復修は， 1年次 4月に発表する「教育実習＇・じ名簿」 U)登載をもって，i午l.ijするか，

登賊後も指導を受けていない場合には，教育実習の謹l1]を取り消すことかある。

4) 教育実習費納人について

教育実習牛名簿に登載された行は，教育丈習費30,000!11を納人しなけれはならなし 'o また，

股納めた丈習費は，理由の如何にかかわらす返還しないc 実習費納人Jj法については，

4年次オリエンテーションて説川を行う。｝

5) 教fi実習＇l［前・ 1t後指科

① 教育実習1i前指導

教訂実習に向けて，教行丈習担‘li教員により指導を行う。

期間： 4年次の 4~ 5月（実施山1hjについては，オリエンテーション時に説明）

(> 教fi実 11，_.11i後指導

教育丈習終「後，教fi丈習担‘li教員により，各教科ことに指導を行う G

(l JI［かおよひ教窄’序につし▽ては，褐ぷにより指ぷする。）

3. 教育職員免許状申請について

1) 教合職員免咋状U)lll ，心は、大学から「〗築県教育委員会に寸丙して行う。 Ill,l{i手続きにつし;

ては， 4年次(})10月に況明会を行う。なお，教育職員免謹状は卒業式‘り 11に交付する。

2) 平成1(）．f卜4月より、巾学校教諭＾種免叶状の叶l［山には，「介設等の体験」の証明か必要て

ある。［［細については，オリエンテーションljかに訛明する。

※教職課程に関する問い合わせ先→教務 課



学芸員資格
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』ヽゾ~ 旦＾
12 ーぷ 員 資 格

本予：ては， 人 文 化‘il:IL] ［祭文化了科U) ＇ ,tf•It を対象として， 予：凶li胄格取得U)ためU)科1lを1}[-］l111］し

ていまず 予＇公 liは， 1¥り物館におかオLる,y|"］的li改li てあり，｛斗';:• ltf史・民り｝、c)＇＜術・動柏物胃

各柿U)I',り1/1/J館に展 9]＜する責料を Ih1"l[Iりな久ll訊化に｝よっ＼ ＼て収リ、・保平I'.展小ーし、刊／IJ行に対して，況

明・助 li・指）りを1Jし＼， また，闘介研究し， そu)他これらに1}［l連した 1}業にii[1｝しま

人文` t’:[｛|: U)'f9, Itは， 必修U)7科Ill5巾位を収得ずれは｀ 予： l．U)'‘;:：｛りを得るとともに， L'、li資＇
格に必嬰な巾位を得ることかてきま

な巾位数にはり人されません

たたし， こ())7科llは自由科Ilてあり， 卒業嬰件に必嬰

なお博物館実習 I.lしり物餅けこ習 IIU)履修には丈背費30,000111か必波てず

さらに丈粁'tu)芝け）、オしをおI乳＇｛し＼ずる j1り物館り都合により、特に博物館丈やilIては受講19)数

を制限ずる場合もありま そり際には、予凶li U)ll［化に対ずるii1月占lとした、し、叩を確認した 1上．，第

2 • 3'；：テ{lて化1| i f胃詞・博物飴概詞・ 1.1り物餡予：各国・視1柏立教育・教育l阜即 I・博物館[i州I

(}）全巾位を収得し終えた芹＇「か，優先して博物館 ‘j亨／ IIを科11存緑てきま

また， t,i山の予：芸員の職務を遂りするために相I心U)tりl"l知識か咬求されまず 本学ては， 文化

史・民俗字・衿古'‘;:(}）分野から U)胄格取得かn]能てすか，

を2科1l 8単位以上取得することを嬰望します。

各分野ことにつさに恰ける科1jU)中位
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IW1勿館学芸［し，，果利',l1l'i／哨科11

f、t l I 本'‘;： |｝｝］ H11}科 II i it f立 ／復修年次

/j ：ム ill..‘j:：背慨，誦 *’I :. 荘 ヽヽJ9”9▲, il，1 論 2 2 • 3 

博物介行概蒻 I'，tJ 物 館 概 詞 2 l • 2 
必

tサ1勿餅｛糸f'陪，誦

修 博物館責'+’斗 [I倫 博物館学 各詞 l 2. 3 

博物館'|占恨直

f斗

博物館実骨
博物館丈晋 I 2 3 

t,•り物館実習 II 1 1 
i I l 

視聴立教育メティア直 視 聴 ‘J‘t ‘L 1 ’~ 教 育 2 2 • 3 

教育掌概論 教 ff 闊し 即 I 2 2 

比較文化研究 U)Jj法 l 1 • 2 

歴史文化研究の）j法 l 1 • 2 

文
l l 本文化概論 Cl 1 

化 史
l l 本 文 化 史 1 2 • 3 

環太平汗1住l(}）社会と文化 4 3.」

I i I ^ 文 ，り ヽ ‘f•9-, 」 3 
選

文 化 人 類‘、ド I 2 l • 2 

民 俗 予 文 化 人煩予 II 2 1 • 2 

北米先仕民社公と文化 l 2 • 3 
f};: 

号
先 史 文 化 詞 2 • 3 

1! ・1 • 9‘f‘’・ 覺

叶I[!] とll本 I (占代） 4 3. 4 

科 x 術 史

t'I然科学史

I l 物 叫

化 字

I I,. 物 字

地 晶；

＊ （よf也予：科I礼1『多HI!
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A 子 ：云H 員 課 程

lり・次 2 1卜次

! /j H!) 
ヽヽjー9？9＿ , 上99̂‘-- t9 l 9 謀程 オ

寸l1 lJ 

・予芸［i，凍利l
f'i1J 登録カード提

出

5 /j 

6) j 

7) l 

g) l 

9 Jj 

10 J l 

l l J J 

12) J 

l l l 

2 } j 

3 J j 

行 事 予
疋rL, 表

3 ｛じ次 4 {l i欠

リ 工 ン テ シ ヨ ン

l 

・博物飴実習費納人

・博物館実習況明会

・博物館実習1耀i指導

・希叩実習館，凋在想 ・博物館実習先，Wll¥l
提出 ・博物館実習 (I週間）

・博物飴実習レホート

提出

• 4年生博物館丈習報告会

・博物館へ実習依粕 ・博物紅'-i学芸員課程

内送付 単位取得証明内

(~ 5月頃） 交付（卒業式）
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（糸fi;『l}¥、}ft‘i:'./fl) 

社会福祉士受験資格

佃祉環燒伯恨‘j;：科勢 9人文字；鳴 伽祉文化‘f科）

I. 社会福祉士とは？

r fl会付叶ll-t e 介護伽祉 I (1987) _ によると，社会似祉［とは I'、りl"JI『J凰誡及ひ技術をも

って，身体 Iれしくは粕糾11 U)|：り古かあることまたは牒塙 1-^(}）即由により Il'i;『'卜活を むU)に文

悴かある者の伽祉にIllする fll,；炎に応し，助［ I, 指導そ U)他U)援助を打うことを業とする者」

闘齢社会を迎えてますます多條化する人々 U)伽祉ニースに応えるため，ぅしすなわち，

の相成に応し，利）ll者の生活援助を行う専門『い）似it、)ソーシャルワーカー(})ことてある、）

責格取胄打数は1997り・I見{Ll(）,（）97人となってし)1997り）文い［ 1|家ぶ駿合格行は2,832人てあり，

るe j見11tL'］、［ては`

礼＼礼It :U)il汲i或は4広／J;る

こU)賣格をもたなし＼と i‘|l設尻助業務を打えなし＼とし＼ういてはなし＼か，

をい

人々から

し＼るし 現在、

ゾjてあり、

多く U)［l公伽祉 1か、

今後社公

わか[1i]u)現状に附らずと社公化甘IIÎU)放はまたまた1ヽ 足して

仰古行嵐ふ ど）＼り他戊， リ」iii/j他，，支、 tl S:? ti,¥ tll: 1/ih,i義i';, 伯itll:'ll

務叫なとて働し□：し＼る まだ、 介護・ 1入燎保険を扱う公i:［や伽祉・介11危機料を扱うし)わゆるシル

J ¥̀ -— 業ても広く活/IJされてし＼るし

II. 社会福祉士国家試験受験資格を取るには？

こU)責格を取るには， I Ll家試験に合格しなくてはならなし＼ そU)ためには、 ます|¥)ぐ了て/'/'I――

省u)指出する科II U) 1札位をすへて収得して、文馬奥責格を得なくてはならなし＼

ここては，似祉悶域柏恨げ科・似祉文化‘ヽ［科U)了↑か， h：＇和 11 1こか検盲格を収得するまてU)疫

件と内容につ＼ ＼て辿へておく—

1. 社会福祉1:|1sl家試験受験責格（以ド乏験責格） I))取得にあたっては，在杓11に｝く 1(}）(1)~ 

まての指疋科lIをずへて）復修し， 叫立を取得しなけれはならなし＼＼ （たたし 9 (J/＼～③と10

~i2についてはそれそれその中(})1科Il以 l:(}）／役修命単忙取得てIIJ)

なお令 t1'］［II環塙柏恨学科 e 『!,iti[^文化＇、［科ては，

設(/)2科I!か払令指‘1し科Il U) 

集団＿、9

•科 1 lに対応している

／現代社会，，印 U)|lhi)jを履修し，

3U){、1| lに/)t ＼ては、

例えはi'.u)

lii.位を取得しなけれは，

tlー公‘‘［□ならは 1人間と

取得したことにはならなし ,u)マ-， iじ息か必嬰てある

9] 

| t l．公＇了」

，之！検責t各U)叶＜得にあたっては，｝、了てf」→オ）れる講パ又ゃ；ti叶{{ l 1 1 (]~ 16 

それそオし本字間

を履修し，

を履修し，

巾位

りt{，’L 

を取得するたけてなく， 3．」り次1こ，社会伽祉U)現場てfiわれる現場‘jこ沖1(l7に含まれる）

にも参加し， iii位を取得しなけ?iLはならなし＼＼」

り
J

現場丈やlU)参加（社会佃祉扱助技伽現場‘jこlJ,1」U)履修）には， すへて U)指定科l］の履修・

単位収得の見込みてあることか訓提となるじ したかって｀ IKl家試験U)受験lllし込み存())11程

を名応すると， Iい！!Jとして 3り次終［時まてに'.l~.15まてU)指崖科Ilい版修． i且位収得（見



t 1．会福htl: 2 3 3 

込みを含む）が必要である。

4. 現場実習の参加（「社会福祉援助技術現場実習 I• II」の履修）にあたっては，その前に

「社会福祉援助技術演習 I• II」をそれそれ履修し，単位を取得しなけれはならない。

なお，実習日程や，実習費等の詳細については，各年次の現場実習事前説明会において知

らせる。したかって，実習希望者は，必す説明会に出席すること。

III. 必要取得単位数
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学科共通科日群 I
（災語・日本語）

学科共通科目群 II
（総合科日群）

1]} |"]拮礎科日財

専

専

専

福祉環境清報学科社会福祉士受験資格取得予定者履修モデル

3 

門科日群
（福祉理論）

ー

専 門 科 目 群 II
（福祉実践）

門科目群 III
（福祉環境）

門 科目 群
（福祉情報）

専門科日群

！ （福祉経常）

1 {じ次 2 年 次
→ ̀  -．＂ •-.... -•...... 

この科日群U)中から必修科目を含
み8単位以卜選択必修

{
i
 一’

 
次 4

 
，ヽIJ
 

、
i

＞
 

この科日群の中から 1中．位以上選
択必修

病と医療 lg 
人間と集団g
現代社会論③
…ウ――-----------…→ --------．—し 9 9 - - - - - - -

卒業(J)ためには、 この他に必修科
日を合み 8単位以 t選択必修

↓
 

識
域

知
領

ー→

病と医療 1
介護 概論(2 ←関連知識領域

社会福祉原論④：郎害者福祉論④
高齢者福祉論④児童福祉論④
公的扶助論②

この科目群の中から12単位以上選択必修

+•・・ ・

N 

年

•—• ●ー・ ・・ ・ •-.. ••••• • -• ----—••—•• -.．．. •--
この科ll群の中から必修科llを含み12単位以じ選択
必修

この科目群(/)巾から12単位以上選択必修

---~ 

専 門 科 目 群 VI
（プロジェクト）

I専門関連科 目群 この科日群の中から
（ジェンダー）

福祉環境プロシ 福祉環境フロシ
ェクト研究 I④ ェクト研究II④
---------心—--＂ ------------------―””`口＂ー＂←―---

必修を含み 8単位必修

6単位以上選択必修

f
 

ー'_

9
,
 
••• 

年

甲
示
人• ＾巫

注）

畠こ
Lヽ:、 科

屯＇

Ll 

位

群 指定された科日群より修得した科目以外に，以 t())

科目群もしくは，経営情報学部他学科，及ひ人文学
部の科目より 14単位以上選択必修

--------

数 36 40 

数

次

積 単 位
-- -------------

網掛け科目は，
それそれ，関連知識領域，知識領域，

3
 

り
J 15 

109 124 
--- - ・ - - ・・・ ・・ • ・ ・ - -

ための指定科t」てある。
ある。



社会福祉 t: 235 

福祉文化学科社会福祉士受験資格取得予定者履修モデル

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

学科共通科目群 I 4科目 8単位必修
（英語・日本語） 英語 IA・IB・IIA・IIB

- - ” ＾ 一

学科共通科目群 II この科H群の中から 3科目
（情報関連科目群） （6単位）以上選択必修

一ヘー一 ー？‘-----~----- ------

学科共通科目群 III この科目群の中から 3科目
(12単位以上）選択必修

ト―---------

専門基礎科目群 「福祉文化研究の方法」「福祉文化
(}j法と人門） 概論J（必修 4単位）を含む 8単位

以上選択必修。
--- - - --------

専門科日群 I 人間心理 IJ 介護概論②
（人 間） 病と医療 I② 病と医療II②

12単位以上選択必修—--------------------------------------------
＊卒業のためには，他にこの科目群の中から 2科日
4単位以上選択必修のこと。

←関連知識領域

専 門科目群 II この科目群0)中から10単位以上選択必修
（現代文化）

専門科目群 III
（社会・地域）

16単位以上選択必修

専門科目群 N

（福祉 1)
16単位以上選択必修

-

専門科目群 V
（福祉 2)

14単位以上選択必修，

9.. ―•—●●●―、 -t_＿．．．---• •-~--’• 

↓
 

識
域

知
領

社会保障論②
＊卒業のためには，他にこの科日群の中から 4科目
14単位以上選択必修のこと。

- - - --....  -----------------・--・ 

社会福祉原論④：児童福祉論④
高齢者福祉論④！障害者福祉論④

心理的援助 I②
く関連知識＞

専門科目群 VI
（演習・実習）

! 12単位以 L選択必修

＊卒業のためには，他にこの科ll
群の中から 2単位以t選択必修
のこと。

任怠科 日 群以上の科目群，人文＇＇戸部他'‘;：科およひ経営情報学部
より 12りi位以上選択必修

年次単位 数 36 40 37 1 3 

累積 iit 位 数 i 36 76 l_ 
113 126 

l 

i t) 網掛け科日は，社会福祉j: ための指定科t1てある。
それそれ，関連知識領域，知識領域， ある。
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H本語教員養成のための科目

ll本出教育とは， 11本人か閻校まて受けてきた[iし］出教育とは沢なり，外[Kl人に外国出としての

l 1本泊を教えるも 0)てす。 11本人たから 11本出を教えるのは簡単たと息いかちてすか，実際はそ

の反対て，闊度なしり門知識か必要とされます。クローハルな視点から日本』を分析・況明するこ

と， 日本の文化魯 t［会を晶解0)ないように紹介すること，様々な背景をもつ外［叶人のクルーフを

適切に指導することなとか求められま

現時、［以ては， l1本識教帥には明確な[E]家責格（免謹）か定められていませんか， 1988年に文部

省か公布した―日本詣教fi施設の連‘i的に閃する桔準」の中には，いくつかの責格か）作けられてい

ます。そ0)中て本学())日本出教育関連科llにI[lわる項llとしては，「大学におし臼： ll本語教ffに

閃する科llを26単位以「修得し，卒業した名」という責格かあります。文部省か日本語教員投成

0)ためにぷした標準的な教育内容は次ヘーシ0)通りてすQ また，英泊検定試験に類するものとし

て，文部大臣，忍定0) 9日本泊教育能）J試験J（財団仏人日本晶[ll際教育協会＇火施）か全国規模て

行われてし)ます。

日本出を‘芹ふ外lk]人U)数はこ 0)20りはと増えている 0)てすか， 1!本泊教帥を牛業とするのは逆

に非常に［木］難になってし＼ます。国内ては，様々な1i柏から就学生の数か減り，財団法人日本語教

f渇＜興協会に加盟している日本語予校の数は減ってきています。しかしなから， l1本語教員をぷ

す人の数はとんとん増えていて，競了tか激化しているのてす。

囚外て日本語を教える可能性・場は多様てすか，各人か白分の道を開拓しなけれはならないこ

とか多く，日本語教師になれたとしても，期限つきてあることか普通てす。フルタイムところか

非常勤としても日本晶教師になることは極めて難しいといえます。

現状はこのようにきひしいものてすか，それても日本語教帥を ll指すことは息義かあります。

日本詣を外からなかめることて国際感立かみかかれるからてす。

日本晶教投且、 I~ IIIはふ治学の分野を”N~VIIは比JlJ,；nli'‘j’:0)分野を扱っています0)て， 1lij行

を腹修した後て後者を履修することを勧めます。

次ページの表について

1， たとえは，「日本詣の教授に関する知識・能）JJU) 9単位に対しては日本語教授法N~VIIの

4 科日（各 4 単位）の中から選ふことかてきる。（たたし，国語の教職免叶••取得一国際文化学

科ーには日本泊教授法II 〈,1{｝彙）か必修）

2. 国際文化学科ては日本語教授払 I~ VIIはすへて「日由科日」てあり，卒業に必要な単位数に

は含まれない。しかし， l叶際交流学科ては専門科lI /tlVI(＇、川＂］関連科 l_1群）として扱われている。

3. 学科の欄U)＊印は，ヽIi該学科の学生か，卒業に必要な126単位のうち他学科より履修てきる

単位（国際文化学科12単位，国際交流学科10単位）として，他芹科の科目を腹修し得ることを

ぷしている。
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日本語教員養成のための標準的な教育内容と本学での学部別科目名

日本晶教育施設の推進に関する，凋任研究会の報告 「日本語教員の蓑成等について」 (1985年

5月13日）による。

国際文化学科 国際交流学科

1 -(1)日本晶の構造に関する

体系的・具体的な知識

【10】

（基礎教育科日）

日本語表現法 I

l 1本語表現法II

[I本語表現法III

日本語学概論

（自由科日）

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

（専門科日群VI)

日本語学概論

日本語教授法 I （訂声）

日本語教授法II （語始）

日本語教授法Ill （文法）

1 -(2)日本人のは語生活等に

関する知識・能力

【2】

一—- -

2 日本情I青

【l】

（専門科日・珪礎，；語）

日本語と文化

（専門科目群・地域文化科日）

日本・ Il本人論

日本文化概，，倫

＊
 

（専門科fl群N)

日本・日本人論

3 d，沿学的知識

【4】

（専門科Il群・且礎科ll)

, i語学概扁

（専門科日群N)

L.［語学概論

＊
 

社会辻語学

4 日本』の教授に閃する

知識・能）j

【9】

(I’l I l l科ll) （専門科日群VI)

l I本語教授法N （教材・教具）

日本晶教投法V （謹価）

日本語教授社、VI （教授法）

日本出教投法Vl1 （油習）
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城西国際大学学則（抄）

第 1章 目 的

弟 l条城l}り1叶腔大学（以ド 」としヽう ） は， 教ff且 ひに学校教ffは、U)応めるとこ

ろに従し,, I]、し)分野の知識と深し)I![|＂JU)学的を教投研究し、知1『J, 追徳的能））リ）油義をはかり，

もって[I:］家社公に貞献し得る人材を贔成するとともに，人類文化U)発展に‘'がりすることを lj的

とする。

第 2章学部及び学科

弟 2条 本学に経',t;『|＼＼報学i【il：・人文学部をi付くし

2 前」}'iU)字部1こ次の字f斗をiiり＜

糸f哀t・l1'Hfi学：乳l； 糸fi;『|1＼卜且'‘i:＇｛斗

[l]際経詞”i：た科

糾祉環境1介報学科

人文予部川際文化‘j:：科

糾祉文化'j'：科

囚際交流予科

第 3章修業年限及び収容定員

第 3条 本学の修業り限は 4りとし，在学｛「数は 8年を超えることかてきなしピ

第 4条 本‘‘{：各学部の収容定員は次U)とおりとする C

学部 f
L
ー
‘‘. f
 

学 人浮定員
編人＇芹定員
（第 3年次）

収容定員

経常'|占報学科

経営‘1青報学部 Lil際経営学科

福祉環境伯報‘＼戸科

国際文化学科

人文学＇部福祉文化学科

国際交流学科

第 4章 職員組織

第 5条本＇］ I：に次の職員を附く。

18(）名

180名

180名

180名

180名

180名

10名

10名

10名

10名

72(）名

740名

740名

720名

740名

740名

学 長

副 ‘‘i:: Jミ

教 授

助教授



溝師

助 F

ヘ巾務局長

9.lt務職員

技術職員

2 前珀の外に必要に応じて他の職員を四くことかてきる。

3 職員に閃する規定は別に定める。

第 5章教授会

J成i1月1l l l寮）、ヽ、J夕，J^  • I i l] （i'少） 2 l,，} 

第 6条 各学部に教授会をiド［き，それそれ所属のI!［仔教授をもって組織ずる。

2 学部長は，学部教授会を招集してその議長となる，

たたし，学部長に 1i故かあるときは，学部Kか．fめ指名した者がふ長を代行ずる。

3 学部教授会か必要と認めたときは，所属'‘¢部の助教授及ひそ U)他U)職員を教投公に加えるこ

とがてきる。

4 学部教授会構成員の 3分の 1以卜の要求かあったとき， ’’i噂［；長は％，亥学：部教授公を招化しな

けれはならなし )0

5 学部教授会連党に快lする規定は，各予：部におし：て別に定めるり

第 7条 教授会は，次に掲ける1i瑣を審ふする。

（］） 教育及ひ研究に閃すること。

(2) 教育課利及ひ授業に閃すること。

(3) 学生U)人学及ひ退‘［に［月すること。

(4) ＇、因l：ムの試験及ひ卒業にl見lすること。

(5) 学牛の補導及び貨間にl.[lすること。

(6) 教授，助教授，，溝帥及ひ助「1)似補打の廿り阿l(iひに退職に閃ずること。

(71 そU)他学」い］）出間に閃ずること

第 6章 学年・学期及び休業日

第 8条学りは， 1 J l 1 11に始まり翌り 3月3lfIに終わる 2

第 9条学打は，次の 2'芹期とする。

前学期 4 J J 1 11から 9J no 11まて

後学期 lOJ J 1 l Iから吠:J{1 -3 J j3l l 1まて

2 前項の規出によりり間の授業11数は，原則として 'J.［間試験宵の ll数を含む35週とずる。

第10条 休業 fIは，次のとおりとする、

(11 f I II村 fI 

(2) ［Il民u)祝fI に l½lする山I'・ (11(1fl 12:l 11;)、仲第178り）に規’よずる休II

噂）創W叫念日 1月2811

(1) （卜期休業 ，‘l J 12111から IJ JI 011まて

(5) 以！！llf木業 7月llllから 9J J 1011主て
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（（） 冬期休業 12)J 2111 から !~HJ I J J 1011まて

2 学には必要により 1りから第 6りまてU)休業 Ilを変史し，ある t、)は臨II、1jに し，又

は休業llに丈験念丈習庖演習笠を

第 7章授業 科 目 及 び 単 位

1条投業f甘！は令 '[1日［通Mil

により日ぅ

条

成するこ

を J,L州により巾位数を

9’ l-＼ 

I l(j) 

1,,- ! 
ーしダ｀

は＄ l iiWi 

ることかてきるこ

に関する山1"］教育刊1]とする

｛甘 i（よ，必修。選択及ひ□1打HII U) 3叶とし，

11 

につし:ては， 13I均間から3(）間間ま | i il 

1 i lil9 多 1liエとf11l l「f令 i'l1l1HII 

t Iをl51月間リ）＇、［修を必要とする内容をもって構

業による教fi効果，授業IIか間外に必嬰

るも U)とするし

めるい間U)授業をもグ）

て l

~
ヽ?I 

ヽ

＼ に＇．）し＼ては、：｝（） 11'r間から451月間まてU)範1!1]

をもグ）て 1中位とする r

める時間リ）授業

2 |]りJXju)且いしにかかオ）‘）-I勺 付’‘
,. 

人へl ̂ や業製作':{；U)投業科11につし｝ては，これら

{}）了修0)成束を，I、1'価して叫りを長りすることか適切と認められる場合には， これらに必伎な学

をぢ曲して，叫り数を正めることかてきる

弟l1条 各＇了部におし＼て 1}｝l設する l•9之業科 I! 及ひ中位数は，別J'<.(2)0) とおりとする。

第 8章履修規定

第15条削除

第16条削除

弟17条削除

第18条削除

第19粂削除

第20条 ＇，j'9日共逍科Il l[I’ 答［り1"］砧促科ll甘｛＇き＇り l"J科ll l甘及ひ特設科lj itf 0) Iドより，各学部。学科

所定(})授業科Il及ひ）りi'よu)iii位以 lを 1役修しなけれはならなし i

2 他U)学部又は他(})学科0)長業科Ilは， 111|IIIを得て囮修することかてきる。

第2]条 履修する投業科Ilは、 1且学期所几'(})期間に登録しなけれはならない。

第22条 巾位(})認定は，試験によって行う C‘

たたい授業Hilu)柿いによっては、他(})jj法によることかてきる

第23条 試験は，正期試験及ひ臨時試験とし，定期試験ぱ、訂財木又は学年木に行う。

第24条 し〗すれ U)授業科 11 も，長業Il 、fj数の 3 分の 1 以 l)<！吊した場合には，ヽI丘亥授業科 I l u)受験

責格を久うし

たたし，柄気又は．11:‘りな即由によるK期欠席の場合には、特にぢ慮されることかある。

なお，この場合には別に応める追芯験を受けることかてきる。
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第25条 各授業科日の成糸責いI'価は、 A・B・C・Fて表わし， A・B・Cを合格とし， Fは不合

格とずる。

第 9章卒業及び学位

第26条 卒業責格を得るためには，本C'（に 4り以 ĵ{L‘戸し，学部象 l;：科(})出める授業科[l 0）なか

から，経常‘Iiり報了：部は12」iit位以 j→，人文学部は126巾位以j：修得しなけれはならなし＼。

たたし，白山科Ilの単位は，卒業に必要なりt位数には算人されなし＼

第27条削除

第28条 卒業責格を得た者には，卒業』l:，りを投りずる。

糸怜や『'|青．報学部経営 1月報学科学•l ^ ̂ （経常'|h報）

国 際 糸f営学科学1▲一（経常'|青報）

福祉環境1’[i報学科学［ （経官情報）

人文学部 lrI際文化学科学．I:(I--lll寮文化）

福祉文化学科'[I争（似祉文化）

[Ll際交流'、I:：科学I:（国際交流）

2 学位の投りにつ t)ては，本学学位規程に定めるところによる。

第10章 入学・編入学・転入学・留学・休学及び退学

第29条 人学の時期は，学期(})始めとする。

第30条 学部に人学することのてきる者は，次の各号の 1に該‘llいかつ本学か行う選抜試験1こ

合格した者とするい

l 似i笠学校を卒業した者

2 通常(})課程による 12{-l(}）学校教育を修 J’ した打

3 学校教育払施行規則 (II{｛和22年文部省令第11け）第69条U)規定により，闘等学校を卒業した

者と 1ri]笠以l心(})学）jかあると忍められる召

すなわち

(11 外囚において，学校教打における12り(})I1果利を修［した者、又はこれに準する者て文部

大臣(})指定した者

(2) 文部大臣か似i芥学校(})課程と 1nl91i(}）課程をtlするも(})として忍応した｛f：外教育施設の‘li

ふ野りを修 lクしたれ

(3) 文部大臣の指出した行

(4) 大学人‘'戸責格検正規利 (II(｛和26り如'[|；省令第13り）により文部）出l(}）（iう大学人学責格

検出に合格した行

(5) その他大学におしヽて， fll‘ji(}）り令に迂し，砂方学校を卒業した打と 1nl'：り以 l.(}）学）Jかあ

ると認めた行

第31条 人‘1fr：を、却源l'I する行は，本学1リi)し•(}）「続によって 1乳＇！し＼出るも(})とする。

第32条 人了をlI’|IIlされた者は｀ ！｝［約内を沿え， 11）|’It(}）期IIまてに人予三「続を完J’ しなけれはな

らなし',,



2 -l6 

禾 他v) ',:) 

i}) 乳I,:こ欠[i U)ある

た し令

2 

らなし)

条

＇ f 」し＼令 ］ j ; ’ J 甘し ／ IJ 

、ク本

ぎな＼ ＼ 

口 又は

るし

口 廿りJ(!u)）、｝いににより

なJーことかてぎる

‘)'’  
,） I I I j 

.,1じ、 又は＇J:＂内におし＼て

ることかある

什リ）ク合ぶ＇）を 1阜且りと］る

丁る打はぎ

し

しI1こ打，工角 そし1)＇J'心[{|： （こ 2

に1l1]して，↑ iヽ，t,各知こ

fi lいぶ｝ビ，，どめら},Lるときは，

を1役修j～ることを叶 II］・ j~る二とかてきる

しこIl，-'、予凰！

，り~を 1兄 i liしなけ］し{:l:ならなし＼

しな t)＇ltj日に/)t ：ては別に＇｝しめる細則によ

しt-｛IifりはQ 3(） Ili fりを｝白えなし＼範1JI]て小了におし｝で修得したもリ）とみ

こIし［］し必四な 'lいJ］は別こ正める

もしくは車』、日を希叩する行は，

廿し， ；｝」こU)叶 II]を得なけれはな

1十
9ゴ、 9 規）しにi{［して

I ↓ {Î jクしなけ1Lは人；，、、業ずることはて

又は した外IE]J)）、9'[V)長菜科1j 

ら ;/l~ るとぎは，

を 1,.9 :J ：り r1J I I'］'J :' 

ツ
l

U)成出を↑／1こむげる

：｝ 廿り 2Jしい）規正により 1復修した

により修得したもいとみなすことかてきるし，

規正以外に文加）、1:;u)＇！しめる了修をおこなった場合，

とみなすことかてきる

1 lにど）し＼て修得した叶叶りは， 3（）Ii叶1りを超えない範[JI!て本

におし＼て修得したも U)とJtなすことかてさる たたし、糾

Iljしなし 1もu)とする

条 い、J’x＼そ u)他やじをえなし＼ ’ll柏により、り1さどー）ど）き：｝かll以 1出 1吊ずることのてさなし)竹

そU)'llillを1,1|1リlするり仇I

することかてさる

たたし、

に限り

ク
/＼，  

日におし lとrI役修し

間間は lり以I人］とし，史に

るここかてきる

る11りに，他U)大学又は）；＇'）期）く

l lにと)し)て修得した巾位を，

人連胄U)うえ

転学胃い場合につしごは適

に加し＼出て。そ U)11午IIJを得て（木字

を笈する行は， 1lij」日により .i'I'"]を得て 1り以内

2 休字期間U)通りり限は 2りとする

条 休了打は、 I阜且1」として了翡l又は＇戸 1じ）始めてなけ］しは⇔ ｛笈;'することかてさなし)

灯’‘;39年： （木'jらrァ川］I！ il （よ， ｛！ ；‘j夕{l婆文｛こt"，li'入、しなし)

1(）粂 肋気そU)他やむをえなし＼ 'lH1'iにより，退［しようとする行は。そU)＇li山を，JI:明する内類

ぇ，｛呆,;11人叫署U)うえ＇、 j勺に退了罰を捉出して， ,f'l11Jを受けなけれはならなt'。

第ll条 1I‘片な 'li由て

とかあるし

した打か'1丘亥了部に 1り人学を、↓判Jしたときは，選名のうえ，；午11Jするこ
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この場合は，既修授業科日の令部又は一部について，再／役修を命することかある。

第11章 入学検定料・入学金及び授業料等

第42粂 人字をよ叩する者は，第31条に定める「紬とともに別}-<(l)(}）人学検応料を納めなけれは

ならなし＼。

第43条 人学を叶IIIされた名は，第32条に定める手続ととも 1こ｝｝Ij}'<.(l)の人学位及ひ授業料ならひ

に施設設備費を納めなけれはならなし ¥o

第44条 投業料は，別表(1)により 4月及ひ10月の＿こ期に分けて納めなけれはならない。

2 施設設備費は，別表(1)により指定された期日まてに納めなけれはならない。

第45条 — ^1姐納めた学費は， 1HII(}）如何にかかわらす返遠しなしヽ。

第」6条 倅学を命しられた者は，｛心汀戸期間中(})授業料及ひ施設設備費は納めなけれはならなし）。

2 休学を出IIされた者は，休学期間中の授業料及ひ施設設備費の平額を免除する。

第17条 授業料及ひ施設設備費の納人を怠り，督促を受けてもなお納めない者は除籍する。

第12章 委託生・外国人留学生・帰国生徒及び社会人学生

第48条 l叶又は公共団体から' -定の在学期間と履修科日とを定めて人学を委託された者は，選

号のうえ委n『|:．として人学を謹IIIすることかある C

第49条 委91『t(}）人学責格は，第30条の規定を準｝ilする。

第50条 委ri『tとして 4り以い化学して，学部学科の教育課程に従って授業科目を履修し，所応

U)ii1位を修得した者には卒業nll：内を授りする。

第51条 委託牛の授業料その他納付金は別表(1)による。

第52条 外囚人学t(}）人学及ひ転人学につしヽては，日本人学＿’lこに関する規定を準用する。

たたし，講義を岬解し得る程度の日本晶の能力を必嬰とする。

第53条 委＂［生・外国人留字＇ t.帰国生徒及ひ社会人学生に閃して，本爪各条に規定しなしヽ'1i項

につし:ては，学部学．，1:.に伐lする規定を準用するほか，別に定める細則による。

第13章科目 等履修生

第54条 学部の投業科tl(}）うちの 1科ll，又は数科ll(}））復修を希叩する者に対しては，科ll守／復

修牛として人学を謹IIIすることかある。

第55条 科ll守1復修'tとして人学てきる者は，履修するに足る能）Jかあると認められた者とする。

第56条 科［ l?i／復修生として人学を、し、1位する者は，所定の出的Jl内柏に1復修しようとする授業科ll 

を晶載して，学期又ば‘戸1•(}）始めに 1乳＇！し、出るも(})とする。

第57条 科Ir、＇]／復修’l-．は， I復修した授業科tlにつし □て試験を受けることかてきる。

2 1ii1珀U)試験に合格した者には、その投業科ll1叶応のりt位をりえる。

3 科II'：］／復修生として {1訊した期間は， 11:．規の課程U)｛L学り数に換りしなし'o

第58条 科Il'、り1役修＇い）投業料その他納付金は，別人 l)による。

第59条 科 11 笠／復修’I ・＾．に I½! して本章各条に規‘虻しなし ‘’lt珀につし：ては，＇芹部学＇tに閃する規}Lを

準川するほか，別に定める細則によるい
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第14章研究生

弟60条 各学乳［におし}’こ戸令

11Jすることかあるし

第6l条 研 究 生 として

れる行とする，．

第62条 fi}f完↑として

馴｛し ):liるも())とする C

-^ ()） 

h)I'→だに仇'liしようとする名に対しては，研究］として

すること U)てさる者は，そ

を土I¥’JI丁る召は，

は 1りとする

たたし， 1叶］によ＇）マアは今期間 U)延jくを1乳'iし吋廿ることかてきる

第6」伯研究lj:は， iU)折導にり［＇）て， il)1^究に仇'Jiするも U)とする

2 lI，ifり口は，指導教li及ひ担任教Llu)／ド品を

かてさる

3 liJfグピ］とし -:lll •Ii り）成粕を！」、したと認、められる行には， ior1喜II叫，りをりえる

liJf究'Lu)長業いそu)他納付窯は｀ 1J1JN.1lによる C,

第66各 にIx]して4¥l]各条1、一

るはか，別くこ‘}しめる糸Ill[！i」による

第15章賞 罰

第67伯次U)各

(]; I,'i1dJ一 念

を るぐ

2 懲成は』11;｛；- • f';9'戸及ひ退＇（とする。

第69条 次U)各りU)1（こ該灯．j-る者は，

-j；しして， 選ぢU)うえ凶‘りと

り）i l i I翡l,1 [ 1、[l：こ，

訃1U) 

しなし＼’Jい日にグ） ＼ヽ ては，

l （こ該灯する[E/l ̂ It, 

ともに似秀な打

を

を

I l • iiJf賓：11 I訓を

か};_,;,j：することかある C)

を

して

に出l,'i,Jすること

にltl)ヒる規几《を1i/llず

(2; ，篤f」U)あった名

第6S条 芹廿llそU)他，木''[U)）［めるより訓lを］らず， 9’j合ItU)|＼分に反ずるイJhU)あった名は，

ら

ることかある

(1 i 『lf［↑艮て，改':']()）見込みかなし)と II忍めらlした行

(2) 学業を怠り，成業リ）見込みかなし）と認められた行

(3) ii心‘りな刑由かなく，：I i l,’i’J iii←グ-なし;打

(1) 4り勺）秩Itを乱し，そ U)他了1として U)本分に反した行

第 16章 赦育職員免許状取得のための課 程

第70条 本予に教fi職員兒叶4人取得U)ためU)謀程（以 l、 I教lli如呆利」とし)う］をiit[＜ 

2 本‘j:：におしご責格U)収得てさる教百職員免□11)]）種如及ひ免，［I教日は，別N.(:l()）1) u)と

おりとする

3 教員U)責格を得ようとする行は，第ll伯別｝ぶ12)に正める，教目にlxlする専l"l教ffftlI u)ほか

に教職に/xlする内l"］教ffHIIを）役修しなけれはならなし)

4 教職に閃する＇、り平＇］教 NHII及ひ巾位数は，別表 (3U) 2) U)とおりとずる

;i 1liiJtjU) 1、りl"J教ffHI lは1'11l1HIIとし， に必要な巾位数に加えなし八
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6 教職諜利囮修細則及ひ教職諜程の連‘院に閃ずる細則は，別に応める。

第17章 学芸員の資格取得に関する課程

第71条 本'、/:Iこ‘‘/：二員の責格取得に1見lする課程（以l‘ 「'‘fL'、員課f,i1ーとし)う。）をi胃く。

2 '、ド芸員課利）役修細則及ひ'‘乳芸員諜程0)連常に1[lする細則は，別に’几・める，9

第18章留学生別科

第72条 本学に胄I'、j;：生別科をii'i'く。

2 前項に次のよ程を設け， ’‘j:•Il応員は次(})とおりとする。

l l本文化専修諜行 ：｝（）名

l l本 rr{｝［り̂修，，果程 40名

3 留学牛別科にl梵lする細則は，別に定める。

第19章図書館

第73条 本学に図内館をiiりく。

2 図内館0)竹理連常，その他必疲な市項は別に定める。

第20章公開講座

第7」条 本学に公開講府を1}il設することかある。

2 公間講附に関する規程は別に定める。

第21章雑 則

第75条 この学則に特別の定めがあるものを除くほか，この学則の実施の手続その他，そ U)執fi

につしご必収な細則は別に走めるっ

第22章改 正

第76条 この学則の改正は，即'li会0)，，義を経てjlII’li長か行う。

付則 本＇，芹則は， 平成 l年4月 l11から施行する。

{ J ! ！ il この改l卜は， 平成 5年 1J l l I lから施行ずる。

f寸且LJ こ0)改ll：は，平成(;{l l l i l 1 1から施{jする。

{、l [ ！ l l この改＿ll•: は，平成 7 {l• l J j l I lから1地1［する。

{、j t ! I」 こU)改l［は， 平成 8W -1 J J l 11から施fiずる。

｛寸！！ I l こ())改正は， ‘l'成 9.｛ト c± I J 1 11から施1Jずる。

{、 J• ! ！ ll こ U) 改止は， ‘l'•成 l(）り "1 J I 1 11から施f」する。

(、「［！ ij こU)改 l［は、平成ll'rfl JJ 1 l Iから施（」ずる。

{、Ĵ ！ ！ ll こり改正は， ‘I'成11り 9J l 1 IIから施りする。
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別表(II 入学検定料・入学金及び授業料等

＼ 予'.I I―-fi }｝ ij 

学納窯

9,；を[{|；、'［: II : - h}f う}:,＇1―

（委11['1を含む）

科 Il'、）役修 ’l―.

．． ．．．．． 

業生本学人［、業’l^．以外

人

人

投

検定 料

"，f
 

‘‘
 

少、、床ゲ
ミ1

4
 

I l l 
ぷ,000 

300,000 

770,000 

11] l1l 
15,000 5,000 

100,000 

270, 000, 1 qt｛ii'こ付
16,000 

（各予：部共）

l l l 
25,000 

l中位に付
16,000 

（各学部」［）

｛f. 籍判

施設設備費 初り 1文 360,000

次年度以降 260,000

(it) 1. 1 1本国外から心叩する外lLl人留＇］シ ftにつしごは、人学検定料を減額することかて

きるし

2. ）ぐ｛：試験区分ことに併伽を希叩する者には、人学検定料を減額することかある 0

3. 委，l『l]））ゞ f'：令及ひ授業料は， f出{f:’,；：：期間及ひ／役修授業科目数等により減額す

ることかある。

4. 研究牛U）うち本字介業生につしごは，人学金を免除し，授業料も減額することか

ある。

5. 研究生には，研究内容吟により必要経費を別途負担させることかある。

30,000 30,000 

120,000 

6. 施設，没{，ili費は， 応じU)とおり納人するもりとする。

t)] ｛t )庄 人学T紺ell}及ひ後期 (10月）に分納

次礼度以降 訓期 (4月）



城西国際大学大学院学j!Ij

1城西国際大学大学院学則 I 
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城

第 1章

第 1条 凸I ）、 (l l l‘ 

し”

2采 に

2 修 l：諜和は匂 l］、し：

3 団l は，

2 における

する

第」条 は，次U)}; I~ ける

究 'f-l 名

人文 ・f-t、J:,hJÎ 科

, 9 ；； t] ,I| 、I9 j 9 " {iJ r f l 

第 3条本人',;'院(}) ＼及

研 科 名

人文科 州fと究科

，1占報 Ii) f究f斗

双Eじし

本 とし」う ' 1＼ふキ ， 

と

U) 

五うも U）と丁る

を長うも U) する

は 2 ,,り l

i にあグ．J は1

fごI'’I1t,・ く

I 、fjf ' 名

I I l 又

女 I、リ

lし 文化内攻

起業マネ メン］ヽ 1]｛攻

入， メン］、内攻

r}) 及U!，し）llを

る

を る に必使な仇

を臼うに必伎な闊度U)

は3り る

門 I にあ □') はりりと

打 U)別

t f'i ! 

団 1後期，，果行

l ← 打

1り 1

とおりとするこ

名 ; ’,．‘ 9 I L 'i ' 

| i l 文化内 13名 3(）名

女 、『l 内 15名 30名

比 較 文化 6名 18名

起業マネ メン 1ヽ 2(）名 40名

起業マネ メン 1、1り攻 6名 18名
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第 2章教員組織及び運営機構

第6条 本大学院の教員には，本学の教授，助教授又は溝帥をあてる。

第7条 本大学院に研究科委員会をi行き，所属教授をもって組織する。たたし，必嬰かあるとき

は助教授及ひ講師を加えることかてきる。

2 研究科委員会の委員長は，研究f斗にかこれにあたり，委員会を招集し，その議長となる。

3 研究科委員会は，次0)1叩を記義する。

(1) 研究科の教育課程に閃する1詞i

(2) 学生］）人学，休学，退乳転学，留学等に関する'li項

(3) 学生の研究指導，試験及ひ学位の投りに関する 1i項

(4) 教行職員の資格審査に閃ずる 'li項

(5) 学生の買罰に1[lする'Ii珀

(6) その他研究科に閃する1J項

第8条 本大学院に大学院委員会を置き，学長，副学長，各研究科長及ひ各研究科委員会から選

はれた 2名すつの委員をもって組織する。

2 大学院委員会の委員の任期は 2年とする。たたし，再任を妨けなし、0

3 大学院委員会の委員長は，学長かこれにあたり，委員会を招集しその議長となる。

4 人学院委員会は，課程修いの認定，学位授り、その他各研究科に共通する爪要な事項を審議

する。

第9条 本大学院に閃する'.li務は，本大学の1i務組織かこれに‘liたる。

第 3章学年，学期及び休業日

第10条 学年，学期及ひ休業[lは，城［iり国際大学学則（以l‘̂「本学学印l」とし)う。）を準用ずる。

第4章入学，休学，退学，転学，留学及び除籍等

第11条 本大学院修l：課程の人学責格は，学校教育法第57条第 2珀又は第67条本文の規定により，

人学の専攻科又は大学院への人学に関し大学を卒業した者と Iri]等以上の学）jかあると認められ

る者は，次の各号(})ーに該‘りする者とする。

たたし，第 1項につ tヽ ては，大学院への人学に係るものに限る。

l 学校教有法第68条0)2第 3項の規定より学1：の学位を授りされた行

2 外li」におしヽて，学校教育における 16年の諜程を修（した者

3 文部大臣の指定した者

4 大学に 3年以じ｛［学し，又は外ll」におし＼て学校教育における15年の諜程を修J’ し，大学院

において，所定のりt位を優れた成粕をもって修得したものと品めた打

5 その他大学U)専攻什又は大学院におt'て，人学を卒業した者と 1n]'序以［の学）jかあると［，忍

めた者
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第12条 本大学院博j：後期謀利(})人学責格は，学校教育法第67条たたし，月の規定により，｝ぐ¢院

ヘU)人学に閃し修 I-(})学位を1Jする名と1nj笠以 L-(}）学）jかあると認められる行は，次J)各号U)

ームに該‘りする者とするし

1 修 1:(}）学位を打する者

2 外l月におし＼て修 1:U)学位に相‘りする字位を投りさオした打

3 文部大臣の指崖した名

4 その他大学院におしご，修l:(}）'、［｛立を1iする者と 1nl吟以 l.0)学）Jかあると認めた者

9第13条 人学の間期は， 1lj：学期の始めとする。

第11条 人学ふ願名は，；しめられた期 ll内に所定J)，り類に人‘‘.『検正料を添えて1乳Tit)出なけれはな

らなし、c,

第15条 人学心願者に対しては，別に出めるところにより，選考をいう。

第16条 前条による選苔に合格したも(})は， 1折定の期[Iまてに所定の手続きを完［しなけれはな

らなし＼

第17条 他の大学院に在学ずる行て，本大字院に転）ぐ［＇：をぷ罰する者に対しては，欠員 U)ある場

合に限り，研究科委員公(})"義を経て選名(})t,］・II]することかある。

2 り（直1U)規応により肛人学を、し、罰するときは，在籍する大学院U)学に又は研究科に(})iI9|III ！りを

願内に添付しなけれはならなし、0

3 本学人学院の学牛か他）く学(})大学院に転‘['を必願する場合は，あらかしめ学」こOMI11［を得な

けれはならなし)

弟18条 休学，退＇ら転予＇，留学及ひ除籍勺につし)ては，本学字則を 1{｝廿ずる。

第 5章授業科目，単位数及び履修方法

第19条 本大学院0)教育は，授業科tlu)投業及ひ学位論文の作成等に対する指冴（以卜「指導」

という。）によって行うものとする。

第20条 本）く学院研究科U)授業科tI及ひ単位数は，別}l(21U)とおりとする

第21条 研究科委員会は，＇， f:生())腹修を指導するために各学費｛卜ことに指導教員を定めるものとす

る。

第22条 学生は，指導教員())指小により， I復修しようとする投業科IIを紅学期の始めに研究科に

に届出なけれはならなしピ

第23条 研究科におし:ご，指導教員か教村研究l1j益と認めるときは，他｝＜字()))く学院（外廿l()）

人学())大学院，わしくはそれに準する似i?｝教育研究機閃を含む）の授業科llを）復修させること

かてきる。

2 廿り項の規定により囮修した授業科日())単位は10りt位を越えない範圃て，本人学院において修

得したものとみなすことかてきる。
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第 6章 課程修了及び学位

第2」条 脱修科ll(}）i礼位修得の認定は、試験により担‘li教員かいうものとする。

2 前珀U) ぶ験(})結果による成粕 (/),1‘l'価は，似・良 •11J •イヽ・ i1J とし，俣·良 •11J を合格， 1＜ II]を

ィゞ合格とし，合格した授業科llについては｀ 単位をりえる

第25条 修 1：課利の修 J'嬰件は， lnl課利に 2年以［在学し，所定(})iit位を修得し，かつ必要な研

究指サを受けた 1̂，本学学位規応の定める修1：論文の審仇及ひ最終試験に合格することとする。

たたし，在掌期間に閃しては，優れた業紐を tけた者につし＼ては，大学院に 1年以上在学す

れは足りるも(})とする 0

前珀い場合におし:ご，‘り該修1:ll果札1(}）［ 1的に応し適‘1,1と認められるときは，特定の課姐につ

いての研究成果(})審代をもって修1：論文(})審在に代えることかてきる。

第26条 博 1：後期課利(})修J'嬰件は， In]諜利に 3り以 I.｛！学し， 1リ『正の単位を修得し，かつ必嬰な

研究指導を受けた 1•^，本学学位規定の定める博 1.IIiil文(})審介及ひ最終試験に合格することする。

第27条 本大学院の課利を修J’ した行には，次の学位を投りする。

-------------------------------------

研究科名 ’、fJ- 攻 名 謀 程 介J＇ナら・ 位

[E)際文化 rヽリ攻 修 1一課程 修 I:(l哺祭文化）

---—-•—! 
人文科学・研究科 女『l‘芹専攻 修 j: ＂果利 修J:（女性学）

比較文化専攻 刊｝［後期諜程 博 1（比較文化）

起業マネシメント
『多 l..,，果科！ ’ {1各l．・（糸洛 ‘i丸'‘t’:）

専攻
糸fi芯'|占ヤ及‘‘f:{i]fゲEf斗

起業マネシメント
博［後期諜程

専攻

2 学位の投りにつし)ては，本学＇、 J:・位規＇正の出めるところによる。

第 7章入学検定料，入学金及び授業料等

第28条 人字検i・料は別人（l)とする

博Iム・（条f‘詞学）

第29条 人学を [If「lI［された者は，！り直の期 11まてに在'i牙［約，りとともに，人学金として別};.(lIに

より納めなけオしはならなし )0 たたし，本人‘;:・/、ド業生か人＇＇［する場合は免除する，

第:30条 投業料は，別｝ぐ l)により 1月及ひlOJl u)翡 jに分けて指応の期11まてに納めなけれはな

らなし）

2 施設設仙費は，別}<(!)により 1/j{I I]i」期投業料と,,i]I月に納めなけれはならなし )0
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第 8章外国人学生，外国人特別留学生

第31条 第1]条に応める責格をもち，かつ外IL]公飴'U)nll1リlU)ある外11 |）、,、J:：II＿に対しては、第13条

U)規定にかかわらす，特別())選名を紆て人'¥j:'を，11|lljすることかある cぅ

2 Aヽ人'‘?I尻と協応りある外lIlu)）ぐ［から派此さオし，本大字院U)投業科Ilを）復修しようとする行

は，裔，義U)|，外[!1人牡別冒I、Jシ11_として八了を叶 II［することかある

3 4→:：則は、 1,lり2J［'f (})外[l 1人学1^。外［1 ］）¥.1が別胄‘j:。Itにも1i/1Jする

第 9章研究生及び委託研究生

条本）、 J’ した名て｀史に{l)f究 しようとする打及 に仇'liしよう

とする行かあるとさは，研究科委員公て選ぢU)しこれを，11|IIIすることかある。

第:n条 ）＼Tl尻fiJf完1は，桁打教li u)個人指、；りを受けるも U)とする，

第3.1条 ）` ；：院研究1「U){tー，、［期間は， lりを限度とする ただし` ’lt柏により期間延いを1!iilし叶廿

ることかてきる c

伯 ）ぐ白尻lijf冗 lu)）＼予検正料，授業料そリ）他糾l付窯は、別;{{(]による

第36条 1l］立，公立又は私立了校笠U)教職員胃U)叫属展I[lu)」：から，そ］）叫屈教職[i':•9i U)研究指

導U)委，，い）｛衣如かあった場合は審ふU)[，委，I［研究1として之け人れを，1「|II［することかあるし

第37条 委，＇［研究 1U))＼了責格は，第11条U)）、出Lを1i川する

第38条 委，＇［研究／い）長業料そ U)他U)糸Iり付i：は，｝｝lj}叫による

第39条 本爪各条に且詞；しなし ;’li川につし:ては，｝ぐ（平応芹則を，研究生，委，1U「にも準／jjする。

第10章科目等履修生及び特別聴講生

第l0条 本）喜鳴'LU)投業印 lうち， l科11又は放科II u)履修を希叩する行かある場合は，審仇U)

t，科11胃履修牛として人？を ilr|lI［することかある C

第41条 本大学院と協定U)ある他）く学）ぐ[|り区）＇‘j；ゾlて，本大学院U)投業科IIを履修しようとする

行は，特別聡囁『［として聴謹をilr|lllずることかある

第」2条 HI l'‘ti'l復修11u)人＇、［検虻料，長業料そ U)他納付令は，けIJJ;I11による

第43条 特別聡請i]]）人｛検出料・,履業料そU)他納付金は，別人(l)による。
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第11章教育職員免許状取得のための課程

第4-1条 本人了院の研究科におし:て取得てきる，中学校教，；寵屯修免，［「状及ひrりi窮学校教諭］［修免

99't状 U) 免，［t•教科の種類は，次の｝豆）とおりとする c

研究科名・内攻名

-----― l 

免，［「教科の種柏！ 1 11字校教諭 闘容字校教贔！
専修免叶状内：修免，［Ii)、

廿I ll{i 

[1] 際文化 専 攻 社 会

人文科学：研究科 仇 晶

女 J I‘Il ̂ 字 専 攻 火9 9. 

" ｛i 

糸fi,'『Ih点It‘jを冊f'ffft 起業マネシメント専攻

↑
 

]
-―-

1
L
l
 

1
9
 

1
 ..
.
 

9
 ＇ 

地即歴史

英晶

業li 
｝
＇
 

．
 

第12章賞 罰

第45条 ‘、TI9)乳罰につ t¥ては，本学の学則を準／廿する。

第13章雑 則

第16条 この学則に定めるもののほか、本大学院牛に閃し必要な’li項は，本学学則の規定を準用

する。

2 本学‘'［則をこの＇‘芹則にポ）廿する場合は，「学部」を「研究科」と，又 教授会」を「研究科

委員会」と，［Jしみ替えるものとする。

第14章改 正

第」7条 この予則の改正は， H［11i会のふを経てJI[!'H長か行う。

付 則本大学1尻‘j:：則は，平成 8{「 l月 111から施fiずる。

{ J ! ！ il この改1Eは， 、「成 9り I/ l 1 11から施行する。

付 則 この改I［は， 平成1(）り IJ J 1 l Iから施行ずる。

付！！lj この改正は、 、「成ll'ill JJ 1 11から施打ずる。

{ J ! ！ IJ こU)改正は， 平成11り9} l l l lから施fJずる。

付 l¥lJ この改正は， 平成12り:-l J J 1 l Iから施（」する。
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別表(lJ

人学検定料・人学金及ひ投業料等
ヘ—- - -----

種 別 大 学 院生
研 ゲ几 生

科目存腹修生

学納金 （委晶研究牛含む） （特別聴講生含む）
～ヽ．、

| l l ［リ | l l 
人 9,f 、9,

検 定 料 35,000 35,000 35,000 

人 学 金 300,000 300,000 

授 業 料 550,000 70,000 l単位に付

16,000 

在 籍 料 30,000 

施 設 設 備 費

(1) 人文科学研究科 100,000 

/ (2) 経 営1青報学研究科 150,000 
------ ------ 一ー一—- -- -- -- - --- --

（注） 1. 研究f:t.0)うち本｀戸卒業化については，人学金・授業料を減額することかある

2. 研究生（委，；t研究生含む）には，研究内容等により必要経費を別途負担さ

せることかある。
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別表(2)

1. 人文科学研究科

授 業

国際文化専攻

科

----------------

日本文化分野

日本文化研究 I

日本文化研究 II

日本文化研究 III

日本文化特別講義 I

日本文化特別講義II

日本文化特別講義III

日本文化油習 I

日本文化演習 I

日本文化演習 II

日本文化演習 III

＇アメリカ文化分野

アメリカ文化研究 I （歴

アメリカ文化研究II （文

アメリカ文化研究III （は

アメリカ文化特別講義 I

アメリカ文化特別講義II

アメリカ文化特別講義III

アメリカ文化特別講義N

アメリカ文化演習 I （歴

アメリカ文化演習II （文

アメリカ文化油習III （は

比較文化分野

比較文化研究 I

比較文化研究 II

比較文化研究 III

比較文化研究 N

比較文化特別講義 I

比較文化特別講義II

比較文化特別講義III

授業科目及び単位数

l l 
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（歴史・近代）

（文学・近代）

(~-f語・近代）

（占代史）

（占典文学）

（古代語）

A （歴史）

B （歴史）

（文学）

（言語）

修士課程

4

4

4

4

4

4

8

8

8

8

 
史）

学）

語）

（文化摩掠）

（映像文化）

（アメリカ思想）

（文術）

史）

学）

語）

● ● •一●ー、一•, -...•--• 

iii 位数
1 _＿＿.-..---.．... 

必修選訳
---- ------—• -•• -..．．．．-、:•―-•-•

（比較文化史：アジア）

（比較文学）

（対照言語学）

（比較若古学）

（比較文化史：西欧）

（日本・アジア比較文化）

（比較文化：ラテンアメ，
リカと西洋・アシア）

比較文化特別講義N （異文化間心即学）

比較文化特別講義V （比較地域社会）

比較文化演習 I （比較文化史：アシア）

比較文化油 習 II （比較文学）

比較文化油習 III （対照［i語学）

比較文化演 習 N （比較考古学）

分野共通科目（コミュニケーション）

如hコミュニケーション I (l Ill月発人法）

英出コミュニケーション II （論文作成法）

英，lftコミュニケーションIII(,，寸 ，，倫 法）

価 ¥J 

4

4

1

4

4

4

4

8

8

8

 

(1)「日本文化分野J／アメ i

リカ文化分野」「比較文！

化分野」のいすれかを

i-：たる研究分野とし，

その分野より講義：｝科 I

日12単位以上また 21r I 

間にわたり演習 1科tl | 

8単位を選択必修。 1 

(2)他分野•他専攻の講義

・油習科日または他研

究科の講義科日より，

3科日12}}1位以上選択

必修。

叶32単位以上を修得 i

し，かつ修士論文を捉

出し審査に合格するこ

と。

I, l • 

4

4

4

4

1

4

4

 
4

4

8

8

8

8

 

8
 

4

4

4

8

 
ー
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2. 人文科学研究科 女性学専攻 修士課程

見
）

7

、オ | l 
,la 

し

h
 

宋
な

＇ 亡ヽ 造 JI; 
仙 哀

J

基 礎

（月＼詞こり｛jへ）

（プ＿］ミニス!.‘ ン＿ェンタ
I、{l J I:'冗 t詞

ジェンダー文化論
久'『I'、［訓究 I:-〉＇’
女『l‘、[f・研究Il/ ／ ；1一こ
久『［＇、 Jビ研究lIli ／こ／グ―-9 

久『j_i‘j:'.fiJf、完N/.I / ；↑ー：：

女『i学研究V(S--1ー／タ
シェンダー社会論

久『I＿予研究VI(シェンタ ーこ

馴 lti1）lり[VII（シェンターこ
紅 l＿予研究VlII(シ一丁ンターと
久『l''［11JI-JitlX(／ r ンダー：：：

女'|『f研究X(シ＿1_ンタ

シェンダー論特別講義
久l'I]]かけlJII{lぶ l rゾ．）―_ミニス 1ヽ
久11学特別，，11｝義II （シ＿＿ンター
久『I予特別晶義III (ンェンター
久l'l‘'汀り別，溝義N (シェンターこ
久l'I'‘汀、if)月晶義V (ン 1 ンタ
久I'!学特別，溝義VI (ン l_ンターと 1l ]＇ぷ）
女1.，I、J：ー特別，溝義VII (I Iい）久『l政箪）

久『l学特別崩義VIII(:,, ccンターと了ス lコロニ7ニ
女III亨特別，溝義IX(ン fンダーとカウンセりン

資料講読
久1―'l_、了位久責i:I-99"い）し］ （又
久『l予りと又責料，111}虚II はじ車交文
久It学芙久責料講in‘}しIll (りと晶文化，，已り，，前）
久1.，l‘i災文責料，，伽匂V (久『l文学）
久「II 芙文責料謹 n!,L•VIII (ブェミニス i、訂刈史と批叶＇）
女11予 11本文責料講，泣 I(y＿ーンターとアシア研究）
久『J'/:1l 1ぺ胄料III11}誼II (ンェンターと） J IIli) 

女'『l学 Il-1又責料］IJ誼Ill (ンェンターと 1.11史）
コミュニケーシ！ン

:1 ミ •L --ケーシ J ンI (I I叫允
こ］ミュニケーシ＿）ン 11(,；伺文
コミー、ュニケーシ 1 ン］II (』

11ド；｛｝コミュニケーシ」ン I (I I 
I l本晶：＿］ミ．Iーニケーシ］ン II ( 
11本晶こ1 ミー1.．ここターシ J ン］JI ( 

研修冬演 習
女『l.’,；；9：インターンシ、J フ

マルチメティ了礼Ii胄

演 習
久『l'了油'1Jr/I （文化＼ フ 1こミニスム批，，1＇)
女'|生‘‘；を;[i田 II又.{[ l] ? Lミース、
久1'l'f油古III (文化 C: 米文掌）
女『I-＇‘j噂砧/IV (文化D: 11本文了とシェンター）
久11学油宵 V (fl会A:‘合国と政箪）
女11学演i1-'/VI (ti i.'.'B :久‘『lと労働）
幻 ‘’I予噂ifi11/VII (f、I会C:|｝廿充と女'『i)
久『l．学油胄VIII (t I公l)：アシアと人11)
女l'l学演•i'-'/ IX (ti公E:シェンターと 11-l家）
久『i予，リ叶IX (rl 公F: ti.：：：：怜i[Il) 

1 1 | 

ツ
l
2
ッ]

,J 

ヅ

(2J iンェンター詞特別訓1}

j父」 ii'，訃＇f,溝誼より
（｝巾位以 l選 択 必 修

り

'/l2
ッ
]
り

/]9]

ツ
]?lりノ
]?lハ
'
/
]
ハ
ノ
]
り
/
]
い
乙
り
f
/
]

コミュニケーシ—i
I Ji)［修邑訓冒 よI

i[{i'！以 l選択必修

(1) | ii出州＿より、 2り1廿l
にわたり 6巾位」）、 1．．選
択必修

（ふ他内攻 u•) ，溝｝文苓 iti[ -，1,if、 t

IIまたは他研究刊U),i1'1i
｝又HIIより， 2iit ｛り」］
l．選択必修
,il:32巾位以 l．を修『｝

し，かつ修 I.,，倫文を捉
出し斎ftに合格するこ
し
｛ーり

l
e
l
l
4
1
2
2
2
 
ー

4
1
2
2
l
2

ツ
l9]

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
 、

J
/
1
 

l」2
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3. 人文科学研究科 比較文化専攻 博士後期課程

投 業 f斗 I l 

rl̂
 

ヽ、t

‘. 

一

け

l-＇ 

比較文化研究指導

比較文化研究指導 I （比較アシア史論）

比較文化研究指導II （比較日本史論）

比較文化研究指導III （比較 l1本文学詞）

比較文化研究指科N （比較考古学論）

比較、ンェンダー論研究指導

比較シェンター論研究指沖 I（フェミニズムl肛疇）
比較シェンター論研究指尊II （文化構造韮） I 

比較シェンダー，，倫研究指柑III(｝＜ 現 論）

比較シェンター論研究指導N（近代化と女性・家族） I 

地域文化研究特論

近代 Il 本史特

現代日本晶特

几l｛し ll 4ゞ付J礼［特

アメリカ史特

アメリカ文学特

文化人類学特

英語コミュニケーション

t級英語コミュニケーション I(I I頭発表法）

上級英語コミュニケーション II(，；倫文作成法）

t級英，；｛｝コミュニケーションIIl(,i寸論法）

詞

扁

論

論

詞

論

ん

9 ] 1 

f立

修選
__,  

放
．． 

11 ! 
I
n
"
 

ー', ¥J 

12 

12 

12 

12 

12 

12 

12 

12 

(l:「比較文化研究指導 I I 

～N !又は［比較シェ

ンター淘研究指導 I~I 

N」12単位を含め， 16

叶t位以］を修得し，か

つlr!J.1:，誦文を捉出し審

行に合格すること。 I 

ぅ
]
ツ

]

2

2

2

2

4
 •• 

-
l
 

-

J

 

ー

2
2
2
l
-
ー



2

、

6

4

 

ッ～

経営情報学研究科 起業マネジメント専攻 修士課程

長 業 科 H 

且 {i梵 ，詞（研究，凋行仏を含む）

起業マネシメント枯礎論 I

（起業戦略マネシメント，誦：理両と方法）

業マネシメント）よ礎，誦II

（起業情報マネシメント，詞：理論と Ji仏）
[J f 究

起エマネシメント研究 I

（クロー｝ヽル・マネシメント）

起業マネシメント研究II

（ローカル，マネシメント）

じ業マネシメント研究III

業マネシメント 0)マーケティング）

業マネシメント研究N

（起業マネシメントのロシスティクス）

起業マネシメント研究v
（起業マネシメントの会，；l一）

起業マネジメント研究VI

（起業マネシメントの情報）

1、9J→ }｝ ll,, N｝義

起業マネシメン l、特別講義 I

起業マネシメン l、特別講義II

起業マネシメン l、特別請義III

起業マネシメント特別講義N

起業マネシメン l、特別講義v
起業マネシメン l、特別講義VI

起業マネシメント特別講義VII

起業マネシメント特別講義VIll

起業マネシメン l、特別溝義IX

起業マネシメント特別講義X

起業マネシメン l、特別講義XI

起業マネシメント特別講義XII

ケーススタティ

起業マネシメントケーススタティ I

（流 通業）

起業マネジメントケーススタティ II

（サーヒス業）

起業マネシメントケーススタティ III

（製 造業）
．．．． 

備 杓

（国際人的資源論）

（国際ヒシネス論）

（製品開発論）

（流通機構論）

（財務管理論）

(［l]際会計論）

（財務会，J論）

（経済制度論）

（グローハル経済論）

（経済法）

（柏報科学論）

（情報環境論）

単位数
- ----

必修選択
●●ー．．．．．． 9

4
 

4
 

4
 

4
 

4

1

 

4
 

(l) ［｛if3ピ」 U)rt］より，
科ll4巾位を必修e,

! (2) 9伯fりピ」 [ 1、ff}｝り訊i]し／

［ケーススタティ」の

中より， 12巾位以t選
訳必修

: (3) 「演習（修l』]文指導

を含む）Ju)中より，

A・Bを継紐して 2科，

I.1 8巾位を必修．

rfj-32単位以卜を修得

し，かつ修l論文を提

出し審在に合格するこ I

と。

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

 

ゥ
l

2
 

2
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／ー業マ；／メ／｀也域スタティ I
（日本社会と経営）

起業マネジメント地域スタディ II

（アジア社会と経営）

起業マネジメント地域スタディ III

（欧米社会と経営）

演 習（修上論文指導を含む）

起業マネジメント演習 IA 

（グローバル・マネジメント）

起業マネジメント演習 IB 

（グローバル・マネジメント）

起業マネジメント演習IIA

（ローカル・マネジメント）

起業マネジメント演習IIB 

（ローカル・マネジメント）

起業マネジメント演習IIIA

（起業マネジメントのマーケティング）

起業マネジメント演習IIIB

（起業マネジメントのマーケティング）

起業マネジメント演習NA

（起業マネジメントのロジスティクス）

起業マネジメント演習NB

（起業マネジメントのロジスティクス）

起業マネジメント演習VA

（起業マネジメントの会計）

起業マネシメント演習VB

（起業マネジメントの会計）

起業マネジメント演習VIA

（起業マネジメントの情報）

起業マネジメント油習VIB

（起業マネジメントの惜報）
------------- --- ------- --------- ---- -----------

I, l ^ 

-、-．-• 

授 業 科 目

-~---------—---； 
数，

; 

， 
. -i 備 :

ー選ー一叫□一— -- •--- ---――-／_＿ 

老

2 !II I --- I 
9

]

2

 

4
 

4
 

4

4

 

4
 

4
 

4
 

4
 

4
 

4
 

4
 

4
 
--

108 



4

.

 

6

5

 

2
 

経営情報学研究科

投

起業マネシメント専攻

科 t l 

！起業マネシメント研究指導

ネシメント

業高）

起業マネシメン 1 〗 |1）1一究指呼 II

（起業マネシメン 1、とマーケ

起業マネシメント研究指）りIII

（起業マネシメントと

起業マネシメント研究指噂w
（起業マネシメントと研究I}廿発）
ネシメント竹別，溝義

物的各

囚際ティスクローシャ

起業ファイナンス韮

糾織タイナミゾクス

サフライチェーンシステム，詞

知識ネットワーク

ナレッシワーカー

現代公益企業特，IIfii

起業仏務竹，，而

ネシメントシステム，詞

紆済環塙特・，誦

ネソトワーク技術特蘊

ー

博士後期課程

ル

rî
 

ヽ‘,t 
{ I, 1 

修選

父米な
価 考

＋） ［ 
―, 

12 

12 

ィ

12 

ネシメント h)1:

I ~ N, 12 

を含め， 16叫と以［を

修得し｀か-JI•り 1,，詞文

を捉出し審仇に合格す

ることし

12 

9
‘
l
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
 72 

- --- - - ---- - - --- ----- - -



城西国際大学学友会

学友会規約

学友会連絡協議会規約

学友委員会規約



266 

城西国際大学学友会組織図
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学友会規約

第 1章総 則

第 1条 本会は，城西国際大学学友会と称し，本部を千葉県東金市求名 1番地，城西国際大

学内に附く。

第 2条 本会は，次の 2種の会員より構成する。

(1) 正会員

(2) 賛助会員

第3条 正会員は，城西国際大学の全学生とする。

第 4条 賛助会員は，城西国際大学の理事長，専務理事，教員，職員並びに父母後援会役員

とする。

第 5条 賛助会員の本会における地位は，本会の健全円滑な運営のための助言者又は協力者

である。

第 6条 本会は，会員柑互の自主的活動により，学術および文化・体育の向上を図り，併せ

て会員相互の人格の高揚を指向すると共に，本学の発展に資することを目的とす

る。

第 7条 1項 本会は，前条の目的を達成するために以下の機関を設置する。

(1)学友会連絡協議会

(2)学友委員会

(3)学術団体委員会

(4)課外活動委員会

(5)学術団体顧間会

(6)課外活動顧問会

2項 1項已運営機関の規約は，別にこれを定める。

第 2章役員

第 8条 1項 会長は，学長とし，会務を総括する。

2珀 副会長は，経営梢報学部長，人文学部長，事務局長の 3名で構成し，会長の援助を

する。 また，会長が職務を遂行できない場合は，その職務を代行する。

3項 名腎会長は理1}長，名悴副会長は専務理事とし，本会を統括する。

第 3章会計

第 9条 l珀 本会の支出は， I[会員の納人する会費，援助金，父母後援会助成金，寄附金，その

他の収人をもってあてる。

2項 訊団体への配付については，学友会連絡協議会の合、意により決定する。

3項 l［会員の納人する会費は，年間5,000円とする。



268 

第10粂 本
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lt? 1l] {l, 1) l l 1 | （こ

第 4章

条 l打［小

2出

するし9

本

とするし

り内J{l 3) l :； l l l ；こ糸冬オ）る

は＄ 委員 3分(})

は3

る

を必要とし S をもって

カ） ］ →兒人するもリ）

第 1 則

l条 城 条□）今日 →）i［ど,Jき令

]しめるし

第 2条 本 （土 Q 城l均1 友 しさ l ← -I＇l ’’9 l1 -＜ 9. 

第 3条 は，城叫I [ l にい＾われること I I [Iりとし弁 1,] 

発展に 承認する とする c,

第 2章 員

第 1条 畠lj 団体即I:il公 副 諜外り[

動訓閏 父 し｝< (1名）， お

よ 和クl' l ’ 名）＄ ＼ N. (2名）， }<( 

2名） U)2]名 す る

第 3章

第 3条 本 公は今；欠り を1jうC,

(I) 

(2) 

(3) よ 公に属する IL 

(4) 

(5) に必要な 'l}珀

第 6条 本 は， J-t), 1ヽ｛Î  U)時 よ l̂←つ‘ 。

友委 会規約

第 1章総則

第 1粂 城叫 公規約第 7条 2川に｝よっさ，城叫！）際）喜叫汀：友委員公規約を出め
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る。

第2条 木公は、城叫f]際大学学友委li ：：：：：と称し，本，富を城内[fl際）ぐ［内に附く。

第3条 ト公は，城叫1||；祭）、了了友公］「貪員0)（＼}｛て構成ずる

第」条 本会は，城叫噌祭｝ぐiり［友会0)連貨か1リ滑に行われることを ll的とずるとともに，

城 l}り[Ell；祭大‘芹学友公の発／長に‘岱りするも 0)とする。

第 5条l項 本公は，前条(})|！的を辻成するために以ト(})機閃をよiりする

(1)‘'戸術団体委員公

(2)諜外活動委員公

(3)釦集委員公

(1)生活委員会

(5)大‘予祭‘)こ行委員会

(6)卒業アルハム編集委員会

(7)マルチメティア広恨委員会

(8) 吹於梨l•J1

(9)チアリータース

2 :rrJ I．．叫連‘i:i；機I梵lの規約は，別にこれを定める。

3項 本会の連陪 I巫要と認めた場合は，祈たに迎＇闘機閃を設 i胃ずる。

第 2章役員

第6条 役員は，以ドの役員をiiりく。

(1)会 K l名

(2)/filj会」< 2名

(3)総 務 l名

(4)会 9 I l- 2名

(5) 1i盆 [t 2名

(6)渉 外 2名

第 7条 l打［ 会」ミは，本公を紐括し↑ての1i項に対し令責｛「を負うものとずる。

2珀 甜l公人は，会kを補竹し，公」又イヽ (I.U)||、Irはそ U)職務を代りする。
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城西国際大学学会会則I
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城 マ、ヽ^開 会

第 1条

第 2条

第3条

辰と

第 l[ 
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＼
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第6粂

第 7条
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令
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＄
 

よ99
 

ワーク

|＼ 

か必化と，忍めた研究凸動

は` ；欠］）公ししをも）て構成する

l ] 

本公に

A
^
f
 

ノ
ユ

副

蘭[l

禾
ータ上

tif 

,
Iノ

’l -)｝ Il f、lU) I]} |「年父lt 

本＇J；ア1

本'j:')¥

'l 

本j:'」I訊罰，溝帥及

特別公日

U)卒

文化教fiセ

」こ

:＇1`
 

~
 

，
 
,1‘ tt' 

を統括し，

副公H,I/紅’li、

四I

における

を1i 

を

闇．

1 i 

を

する(

すーるため， 次U)

だ他lll i木

旨に賛IIIlし。

役日をiiり＜し

t‘ fノ、）u
 

部苓

I~':I.'/ 
x - I I I. ¥ 

I ~, 人文

;―る＼

をいう

J
 

ホシウム胃u)闊l僧

［しによるクルーフh)「応，［動

’人f i ・ 
＇ザ］・

文f+ j：:{jJf究目及ひ経',i,＇『I占ヤli了研究刊摺/・；ク

ター及ひ柏恨科＇月 1)t究センターU)ii)f'J'ti1 

部台）ぐj：：院）＼又刊・'j濯f究目及ひ紆＇，玲 1占報学研究科U)字

I]J i「職員U)希州行

又刊'‘;:1叶究科及び紆賃I占恨‘;：：研究科修 J9行{j，と・，

行s

}

 f
 

1}業、活動に対して助，！及ひ氏助を打う者

］名

}＇， 1名

2名

{＇, l名

会長ば‘{：長とする）

イヽ 会を代}<する＇.

委員はll-←公員より公長か委噸する

本公J)連，；仰）ため， 公に，副公J、委員によって連訊＇委員公を構成する。
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-
3
 

6
 

槻I[ | i P L、名4IIi集，

公J尋よ連賃委員会を招見し， i,義Jことなるっ

研究公。，溝演公':,.i(}）的Ihi，渉外・ 1]、恨 公，ii、［化脩'‘、]1よ， 会にから委嘱された

委員かこれに灯たり、 必疫に応して委員公を設けるも U)とずる

[I 
そU)他，特に必嬰かある場合には牡別委員公をiiりくことかてきる

冬
木s

 

r
9
J
 

付

r

第 9条

第1(）条

第11条

第12斧

第13条

本公1こ， L‘)、j<(/)各分‘f斗公をii','<

．

．

 

1

2

 
）
）
 ヽ

｀

人

女

皐fi: t'| t i j‘}|i＇芹公

各分科＇ド会は，

本会は，

文 字

91'1 -

り:1 I噌't羹を[}}lfi『し，

ト公())紆費は，

．

．

 

1

2

 

3
 

正会員

牛かけIl公li 

竹助会員

ノ>‘
↓ベ

公

第 3条U)t I I'［）を逹成するため，第 4条に定めた 1f業を行うことかてきる

’Ji業， 公，，1ぐりにつし)てり恨；いを打う，ぅ

公費及び岱付危そ U)他の収人をもってこれに充てる，

会員は，次U)公費を納人ずるも U)とする

{ j.、各且

{ i •.＇韻

{ l ・頷 伽1人 (・II) 

法人 (・II)

:l,OO()IIJ 

2, (）（）0 1リ

6, 0001'] 

:i(）, （）00l l 

本公(})公，IIり一度は、 11}年4)l l f lから見{「 3月31flまてとずる。

付 ! ！ ij 木会公則は， 平成 s｛卜 IJl 1 l Iから1地fiする
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城

第 1章総則

第 1条

第 2伯

する

第 3条 木公は次リ）1［業をい］

；
 

キ
4冶ぐiー夕31f 

，ー，公
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粂
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付
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牙

¥.I 

う
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（以 l、l瓜こ とし＼う）と

は公[[tI Iりu)4』[I怜をはかる

［よ城1J甘l

［ ［およ

人い茅‘flとする

い］）も U)とする

(3) tir1月；i i ：ょ己

(11 

もに，城叫I

-
＼
 る

，
 

l

り

~\ 

もU)とする

より し，修［または 1りl:U)謀利

介およ

第 6条

(1) 

(2) 役員公

凶 文乳ドに公

条r
、
`
3
J
 

付
牙 ょ

9

9

 

甘.I 

J▲ 

する U)：こ，Q'.,'lどな ’J}業

第 2章総会

人したもい）は 1［会員とする

をおく〈

2 総公は l［会員をもって構成し匂

lか月以前に公小するも U)とする

／
＼
 

f

l

)

 

A

ャイ
9

-/

t

 

t

]

 

とする

． ょ

蓉文

とする

したり）ち

弟 8条次(})場合は

に富り丁るこ

,if 

,
Iダ

]＜ 
ノ
'
-

ゃ
、

ご
)~{ 

公員とする

したもいて舵公において

ー，
I

、
r
 

らtした

［したも U)て，人了

I?｛没 3カヽ）J以内に1サl催するものとし，

公を開催ずることかてきる C,

（l) 会長か必要と，忍めたとき

(2J rl・人公員 2(）（）名以 I•!)）冴名をもって嬰求かあったとき

第 9条総会は会長か（｛集する

第10条 会長は総会の議長となる。 iil,；義には会」この指名するものて総会て認められたものとずる。
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2
 

公窓ーし

第11条 総会は次の1i項を議1いとして審1，義ずるっ

(li 1im l lIhiおよひそれに且つく］布化裟1こ閃ずろこと

(2) 1i 業報；ii• およびそれに且つく決打案に lxlすること

I :3) 役員選出およひ改選にlxlすること

(!) 且崖j(}）じ父 1]^．に1月ずること

(3) そ(})他屯嬰加日に閃すること

第 3章役員，役員会および支部長会

第12条本会に次(})役員をおく。

l) ノ‘ l~< l名.l 

(2) 副会長 杓 l̂｛名

噂）幹 1 t 『;「名

(4) Fl ilfl l: • 1 i 2名

第13条 本会に名腎会長（即'li長），名腎副会長（常務岬'l}及び芹H)をおき，本会を統栢ずる。

順間（学生部長今晶lj祁長）およひ相，淡役を『；「名おく。

2 名腎公艮及ひ名腎副公には，総会及ひ役員公に出席することかてきる 0

第11条 会K令幹'ltおよび1:盆＇hは総公において1［会員のうちより選出ずる，但し， 支部長は文，’｛|{

｝こに就｛「と同時に幹'liとなる 0

2 hilj公長は会長の指名するものて総会において忍められたものとする。

3 相淡役は会長零 hiIJ会長U)経験者およひ総公におし:ごili.！灼されたものとする。

第13条 役員の行期は 2年とし，印「を妨けないたたし｀ ffl]欠による後打者の任期は， 1)i直者

の残仔期間とする。また，＇と部にてある幹＇加）（「期は文部長｛日「期間とずる C

第16条 会長は役員会にはかり連党委員杓「名をおくことかてきる

第17条 会長は本会を代人し会務を総即する。

2 副会Kは会長を補竹し、公にことあるときは公l又•代竹となる。

3 幹＇hは役員会を組織し会務を遂行ずる。

第18条 役員会は［］屈lj会Kおよひ幹'liをもって構成し，会長か，ぷ長となり総会に捉案ずるぶ’l}を

審議決＇正する

2 役員会U)連？的規出につ＼ヽては別にこれを正める

第19条 相淡役は会長の笈Ii/1りにより役員会に出席し息見を辿へることかてきる。

第2(）条 文部K会は各如＇履にをもって組織し公務を遂打する）

2 ki9,；|;K公U)連党規定につしヽては別にこれを出める，

第 4章 会計監査

第21条 悲いドは本会の公』を監．杏し，約公におし:ご監粁報；りをしなけれはならなし＼
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第 5章会計

第22条 本公U)連営は人会金・会費・奇付金およひその他の収人による（）

第23条 公員は人'、['：時に準会員費として10,000日，卒業時に終身会費として40,000円をそれそれ

納人しなけれはならなし)

本公U)公＂十年度は --lJj1日より翌年 3月3ll_＿1まてとする。

第 6章 規約改正

第23粂 本公の規約改正は次の場合に役員会の議を経て総会て決定する。

I l; 公にか必嬰と認めたとき

(2) ［］・ーニ員の 1害lj(}）署名により要求のあったとき

第 7章事 務 局

第26粂 本公0)1i務を遂行するために本部に1i務局をおく。

2 1け務｝ぶこ1梵lする必嬰な規則は役員会の議を経て会長か定める。

付則本規約は，平成 8年 4月1日から施行する。



城西国際大学父母後援会

父母後援会共済事業規約

L~~国際大学父母後援会
父母後援会共済事業規約
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業規約

1. 趣旨及び事業

Jj戊机ili lI;9[）¥]］（'｛< 

又 9
1
}
 

レ，｝打
＇ 
十
ユ

~
 

な共済＇ J［業を臼う

(lJ 

保1埠特約付総合伽祉lll｛水正期保険J（以 I＼

生及

を；：日とし，札i

（以 I'令！

1命保1：奥］という）＇→

1を合じ) u)父I:J:

にl!IJり＄ つ`ト
{

とし lう ） 及 ひ 尻 A
l
 

ノー

されることにより，

又‘I'内外を間わずに2111、『間予：Ilfl]］を保1砕し，次i))ような

}

)

 

99~ 

原 けられるようにずる、

J Il̂［果中及ひ る研究活動中に発！［し

も含む） る

い

よる夕じ

U,.）身 9 ! ；' 

1
I
 

;
L
 

9
F
 ！

 

（2) 公日かいい）災古に遭遇されだとさは，見舞i：を K給する

（ふ ‘‘f’:Il̂U) ll』)Iド及ひ諜外i古動， 1囚 l1U)傷，［＇lt故に対して見舞、全をと給｝しる，／

2鯵共済費

(1) 7'.lj_ l）ゞ り額9,0001りを公［［負JIIとする，、

(2) 共済費納人は）＼9‘fll、『9,（）（）（）日とし， 2り次以降h戸ll)J木iIまてに9,（）（）（）『]を納人するし

(3) 」し済1}業連＇，灯 lぺやむを得さる
f

)

 

9

,

 することかてきる c,

3. 共済費の支出内訳

(1) ＇、I夕／j：保阪に閃する保険刊・

｛呆険料につしヽては，保険約款に晶つく料粕とする c．ただし，役li会に殴古するも U)とする C

(l { i I : il) 3、2001']

人文 ;] I ; (l { I :、I: il) :i, 20011] 

大 人了：II、ij- （修 J’ まて） 1, 7001'] 

けIl 科 人';:：II、'i(lり間） 95011] 

仇翡釘］灼期間 業り札い） 3月3ll 1まてとするし

(2j 生命保険に1対する保険料

保険料につし □ては，保険約款に珪つく料額とする c たたし，役員公に報古するも U)とする。

2j: It l)ヽヽ Iifこり{l冷l] 4, 775 1 l l 

保険打効期間は 1年間 (4月 1日から 3月31H)
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(3) 共済肛危

涅常市態に対応ずるため，韮危を設ける。

4. 会員の死亡による授業料の奨学金

学費文弁者たる会員か死亡した時は，その、意思をつき無iHf弟が，通常の卒業諜程の範[Jt]内

まての授業料を奨学＿生として、本人の1|lし出により無利息て貸りを行うもりとずる。

なお，この細則については別に定める。

5. 事故の際支払われる保険金

(1) 学生保険の保険金

区 分

①_ll詞果中の死亡

JI f錫"，If (4日以］ム．）

後遺障4r［金

人院給付金 (180日を限度） 1 11につき

②課外活動中及び芹校施設内にいる間の死亡

！！ 傷専 (14l l以 1:）

後逍障‘甚金

人院給付金 (180日を限度） 1日につき

保険危
--

2,000)j「J! 

6,000円～30)jf1JI 
| 

9(））j|1]~3, 000)jIll 

4, 0001り
| 

1,000)jドlI 

:3)j円～3（））j円

45)j I月～1，50(））j I [ l 

4,0001リ
| 

---- I 

※後追1灼訂和伶は，保険に保険約款による所定の身体I砕‘11[(}）程度に応して保険金か支払

われます。

(2) 生命保険の保険金

Iペ 、J
I
J
 

約気による死亡・ 1均度1埠害

イ濾0)1i故による死亡・闘度1外仇じ

障内給付全

人院給付金（人院 5日以 U201lを限度）

保険危

150)iド］ I 

150)j II.］ | 

15}j円～105)j円

1 I J 2, 25011 l J 

| 

※障，じ給付金は，災‘，じ総合保1埠特約条珀による所＇正(})身体 II;；t];(}）程度に応して給付危

か支払われます，

13) その他

通学途中， 1f-••li*中 (})'li故発生による死亡又は傷‘；じの際には， t叫学生保険と牛．命保険の保

険金か支払われます。

例えは，死亡の場合は2,OOOhl'J t-150Ji ド］，合，I—+2, 15()Jj円か支払し＼を受ける保険金てす。

6. 各種見舞金

(I) 弔慰金（様式 2)

会員か死亡した場合はJO)jl'JU)弔氾金を支給する 0
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② 学生か死亡した場合は10)J1-YO)弔慰全を支給する，｝

(2) 傷古見舞危（様式 2)

① 学生か正課中傷古州故を起こした場合は，完治するまての治療費の実費lOJj円を限度と

して給付する。

たたし， 4日以卜の治療についてば芹生保険から治療費か給付されるのて，その給付額

を差し1]Iいた金額の限度を10fj円とする。

② 学生かlf訊果中以外の課外活動宵て傷古’li故を起こした場合は，完治するまての治燎費の

実費lO)j円を限度として給付する。

たたし， 14日以卜^の通院又は 5|］以Lの人院治療については，学生保険から人院給付金

か給付される(})て，その給付額を差しり1¥,)た金額の限度をlO)jドlとする。

付則

1. 本共済串業規約は‘ド成 4年 4月 111より実施する。

たたし、学生保険の適用は，平成 4年 6月 111からとする。

2. 本共済'li業規約は平成 6年4月1[l一部改 II:^°

たたし，乍牛保険の適用は，平成 6年度人学牛からとする。

3. 本共済事業規約は平成 8年 4月1日 ・部改正。

たたし，学生保険の適用は，平成 8年度人学生からとする。

4. 本共済，l{業規約は平成10年 4月 1ll 音15改1E。

たたし，学生保険の適用は，平成10年度人学生からとする。



父母後援会 283 

様式 l
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城西国際大予

父母後援会会長殿

住〒（
i 

父所 1

TEL 

フリガナ

母 本人との続柄

i氏 名 ⑲
 

私はド記学生の学費負担者であることを登録いたします。 I 
学部 学乳II

大学院
---- --- -- -

別科

研究科

フリガナ

学生氏名

----―--- | 

学 科！
----

専攻：
----------~ 

l 

専 修，

------- ------

生 年 月 日
．．．．．  

年 月日

1. この登録，―りか木提出てすと，共済費か納人されていても，保険か成立しませ

備 んのて，必す，合格，り類といっしょに返送してくたさい。

2. 必ず捺印してくたさし'o

衿 3. ※欄は晶人しないてくたさい。

4. 父母欄の続柄は，学生からみた関係を出入してください。
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